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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】非常に柔軟である一方で複雑度が低く、低価格
で信頼性が高く、使用環境内によく適合し、非常にロバ
ストであるデータ転送のための技法を提供する。
【解決手段】信号プロトコルは、通信プロトコルを形成
するパケットを生成し、送信し、受信するように、及び
デジタルデータを、少なくとも１つがホストデバイスに
常駐し、通信経路を通ってクライアントに結合される１
種類又は２種類以上のデータパケットに形成するように
構成されるリンクコントローラによって使用される。
【効果】インタフェースは短距離「シリアル」型データ
リンクで費用効果が高い低電力双方向高速データ転送機
構となり、ウェアラブルマイクロディスプレイなどのデ
ィスプレイ要素をポータブルコンピュータ及び無線通信
装置に接続する上で特に有効である、小型コネクタ及び
細い可撓ケーブルを用いたインプリメンテーションに役
立つ。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルプレゼンテ
ーションデータを転送するためのデジタルデータインタフェースであって、
　デジタル前記通信経路上、ホストとクライアントの間でデジタルコントロールとプレゼ
ンテーションデータの事前に選択されたセットを通信するための通信プロトコルを形成す
るためにともにリンクされる複数のパケット構造と、
　前記通信経路を通して前記クライアントに結合される前記ホストデバイスに存在し、前
記通信プロトコルを生成するパケットを生成、送信及び受信するように、及びデジタルプ
レゼンテーションデータを１つ又は複数のタイプのデータパケットに形成するように構成
される少なくとも１つのリンクコントローラと、
　を備える、インタフェース。
【請求項２】
　所定の固定長を有し、所定数の前記パケットが異なる、可変の長さを有する、前記ホス
トとクライアントの間で通信されるメディアフレーム内でともにグループ化される前記パ
ケットをさらに備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項３】
　前記ホストからのパケットの転送の始まりに配置されるサブフレームヘッダパケットを
さらに備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項４】
　前記リンクコントローラはホストリンクコントローラであり、前記通信経路を通して前
記ホストに結合される前記クライアントデバイスに常駐する少なくとも１つのクライアン
トリストコントローラをさらに備え、前記通信プロトコルを形成するパケットを生成し、
送信し、受信するように、及び１つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼ
ンテーションデータを形成するように構成される、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項５】
　クライアントユーザに対するプレゼンテーションのために順方向リンク上で、前記ホス
トから前記クライアントにデータを転送するための、ビデオタイプデータ用の１つ又は複
数のビデオストリームパケットと、音声タイプデータ用の音声ストリームパケットをさら
に備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項６】
　それぞれが既定の期間で並行に異なる最大ビット数のデータの転送を可能にする複数の
転送モードであって、各モードが前記ホストとクライアントリンクドライバの間の交渉に
よって選択される複数の転送モードをさらに備え、
　前記転送モードがデータの転送中に前記モード間で動的に調整可能である、
　請求項２に記載のインタフェース。
【請求項７】
　カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマップパタ
ーン塗りつぶし、及び透明色イネーブルタイプのパケットのグループから選ばれるビデオ
情報を転送するために使用可能な複数のパケットをさらに備える、請求項１に記載のイン
タフェース。
【請求項８】
　データを持たない順方向リンク伝送の期間を占有するために前記ホストによって生成さ
れるフィラータイプのパケットをさらに備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項９】
　インタフェース－ユーザ定義データを転送するために、ユーザ定義ストリームタイプの
パケットをさらに備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項１０】
　前記通信経路上のどちらかの方向でデータの転送を終了するために、前記ホストによる
前記クライアントに対する伝送のためのリンクシャットダウンタイプのパケットをさらに
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備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項１１】
　前記クライアントが、ハイバネーション状態から前記ホストをウェークアップするため
の手段をさらに備える、請求項１に記載のインタフェース。
【請求項１２】
　ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上でホストデバイスとクライア
ントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送する方法であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをともにリンクすることと、
　前記通信プロトコルを使用して、前記通信経路上で、前記ホストデバイスと前記クライ
アントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択さ
れたセットを通信することと、
　前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに、前記ホストデバイスに常駐する少
なくとも１つのホストリンクコントローラを結合し、前記ホストリンクコントローラが前
記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複
数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成
されることと、
　前記リンクコントローラを使用して前記通信経路上でパケットの形式のデータを転送す
ることと、
　を備える方法。
【請求項１３】
　前記ホストとクライアントの間の通信のためにメディアフレーム内で前記パケットをと
もにグループ化することをさらに備え、前記メディアフレームが所定の固定長を有し、所
定数の前記パケットが異なる、可変長を有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　サブフレームヘッダタイプパケットで前記ホストからパケットの転送を開始することを
さらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記通信リンク上で、双方向に前記ホストとクライアントの間で情報を転送することを
さらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記通信経路を通して前記ホストデバイスに結合される前記クライアントデバイスに常
駐し、前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１
つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するよ
うに構成される少なくとも１台のクライアントリンクコントローラをさらに備える、請求
項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ホストリンクコントローラが１台又は複数台の差動ラインドライバを備え、前記ク
ライアントリンクコントローラが前記通信経路に結合される１台又は複数台の差動ライン
レシーバを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記クライアントが前記インタフェースを通してどのタイプのデータとデータレートに
対処できるのかを判断するために、ホストリンクコントローラによってクライアントから
表示能力情報を要求することをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記リンクコントローラのそれぞれによって前記通信経路の一部としてＵＳＢデータイ
ンタフェースを操作することをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記パケットは、それぞれパケット長フィールド、１つ又は複数のパケットデータフィ
ールド、及びサイクリックリダンダンシーチェックフィールドを備える、請求項１２に記
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載の方法。
【請求項２１】
　それぞれが既定の期間で並行してデータの異なる最大ビット数の転送が可能である、複
数の転送モードの各方向での１つの使用を前記ホストとクライアントリンクドライバの間
で交渉し、
　データの転送中に前記転送モード間で動的に調整することと、
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項２２】
　カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマップパタ
ーン塗りつぶし、及び透明色イネーブルタイプのパケットのグループから選ばれるビデオ
情報を転送するために複数のパケットの１つ又は複数を使用することをさらに備える、請
求項１２に記載の方法。
【請求項２３】
　データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するために、前記ホストによってフィ
ラータイプパケットを生成することをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ホストによる前記クライアントへの伝送のために、リンクシャットダウンタイプの
パケットを使用して前記通信経路上でどちらかの方向のデータの転送を終了することをさ
らに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記クライアントとの通信によって、ハイバネーション状態から前記ホストをウェーク
アップすることをさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２６】
　ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上でホストデバイスとクライア
ントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための装置であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをリンクするため、及び前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上で、
前記ホストと前記クライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーショ
ンデータの所定のセットを通信するために前記ホストデバイス内に置かれた少なくとも１
台のホストリンクコントローラと、
　前記クライアントデバイス内に配置され、前記通信経路を通して前記ホストリンクコン
トローラに結合される少なくとも１台のクライアントコントローラと、
　前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又
は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように
構成される各リンクコントローラと、
　を備える、装置。
【請求項２７】
　前記ホストコントローラは状態機械である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ホストコントローラは汎用信号プロセッサを備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ホストからのパケットの転送の開始時にサブフレームヘッダタイプのパケットをさ
らに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記リンクコントローラは、前記通信リンク上で双方向で前記ホストとクライアントデ
バイスの間で情報を転送するように構成される、請求項２６に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ホストコントローラは１台又は複数台のリンクドライバを備え、前記クライアント
レシーバは前記通信経路に結合される１台又は複数台の差動ラインレシーバを備える、請
求項３０に記載の装置。
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【請求項３２】
　クライアントユーザへのプレゼンテーションのために、前記ホストから前記クライアン
トにデータを転送するときに、ビデオタイプデータのためのビデオストリームタイプパケ
ットと、音声タイプのための音声ストリームタイプのパケットとをさらに備える、請求項
２６に記載の装置。
【請求項３３】
　前記クライアントから前記ホストへデータを転送するための１つ又は複数の逆方向リン
クカプセル化タイプのパケットをさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項３４】
　クライアントリンクコントローラから前記ホストリンクコントローラに表示能力又はプ
レゼンテーション能力を伝えるための少なくとも１つの表示能力タイプのパケットをさら
に備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記パケットは、それぞれパケット長フィールドと、１つ又は複数のパケットデータフ
ィールドと、サイクリックリダンダンシーチェックフィールドとを備える、請求項２６に
記載の装置。
【請求項３６】
　前記ホストとクライアントリンクコントローラは、それぞれが既定の期間で並行してデ
ータの異なる最大ビット数の転送を可能にする、データの転送中前記転送モードの間で動
的に調整できる複数の転送モードの内の１つを各方向で使用するように構成される、請求
項２６に記載の装置。
【請求項３７】
　カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマップパタ
ーン塗りつぶし、及び透明色イネーブルのタイプのパケットから選ばれるビデオ情報を転
送するために複数のパケットの１つ又は複数をさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項３８】
　データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するために、前記ホストによる転送の
ためのフィラータイプのパケットをさらに備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ホストコントローラは、前記通信経路上でどちらかの方向でのデータの転送を終了
するための前記クライアント手段にリンクシャットダウンタイプのパケットを送信するよ
うに構成される、請求項２６に記載の装置。
【請求項４０】
　ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上、ホストデバイスとクライア
ントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための電子システムで使用するため
に、
　コンピュータ使用可能媒体であって、アプリケーションプログラムをコンピュータシス
テム上で実行させるために前記媒体で具現化されるコンピュータ読み取り可能プログラム
コード手段を有し、前記コンピュータ読み取り可能プログラムコード手段が、
　前記コンピュータシステムに複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成させ、所
定の通信プロトコルを形成するためにそれらをともにリンクさせるためのコンピュータ読
み取り可能第１プログラムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに、前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホ
ストと前記クライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデー
タの事前に選択されたセットを通信させるためのコンピュータ読み取り可能第２プログラ
ムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに、前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに配置
される少なくとも１台のクライアントコントローラに、前記ホストデバイスに配置される
少なくとも１台のホストリンクコントローラを結合させるための、前記リンクコントロー
ラが前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ
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又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するよう
に構成されるコンピュータ読み取り可能第３プログラムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに前記リンクコントローラを使用して前記通信経路上でパケ
ットの形でデータを転送させるためのコンピュータ読み取り可能第４プログラムコード手
段と、
　を備えるコンピュータ使用可能媒体、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項４１】
　ユーザに対するプレゼンテーションのために通信経路上、ホストデバイスとクライアン
トデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための装置であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをともにリンクさせるための手段と、
　前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホストと前記クライアントデバイ
スの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択されたセットを
通信するための手段と、
　前記通信経路を通して、前記ホストとクライアントのそれぞれに１台、ともに少なくと
も２台のリンクコントローラを結合するための手段であって、それぞれが前記通信経路を
形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複数のタイプのデータ
パケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成される手段と、
　前記リンクコントローラを使用して、前記通信経路でパケットの形でデータを転送する
ための手段と、
　を備える、装置。
【請求項４２】
　サブフレームヘッダタイプのパケットで前記ホストからの転送を開始するための手段を
さらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記通信リンクで双方向に前記ホストとクライアントの間で情報を転送するための手段
をさらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項４４】
　どのタイプのデータとデータレートに前記クライアントが前記インタフェースを通して
対処できるのかを決定するために、ホストリンクコントローラによって前記クライアント
から表示能力情報を要求するための手段をさらに備える、請求項４１に記載の装置。
【請求項４５】
　少なくとも１つの表示能力タイプのパケットを使用してクライアントリンクコントロー
ラから前記ホストリンクコントローラに表示能力又はプレゼンテーション能力を伝達する
ための手段をさらに備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　それぞれが既定の期間で並行してデータの異なる最大ビット数の転送を可能にする、各
方向での複数の転送モードの１つの前記使用を前記ホストとクライアントリンクドライバ
の間で交渉するための手段と、
　データの転送中に前記転送モードの間で動的に調整するための手段と、
　をさらに備える、請求項４２に記載の装置。
【請求項４７】
　カラーマップ、ビットブロック転送、ビット領域塗りつぶし、ビットマップパターン塗
りつぶし及び透明色イネーブルのタイプのパケットのグループから選ばれるビデオ情報を
転送するために複数のパケットの１つ又は複数を使用するための手段をさらに備える、請
求項４１に記載の装置。
【請求項４８】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転
送するための電子システムで使用するためのプロセッサであって、複数の所定のパケット
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構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成するためにそれらをともにリ
ンクさせるように、１つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーショ
ンデータを形成し、前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホストと前記ク
ライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの所定のセ
ットを通信するように、及び前記通信経路上でパケットの形式でデータを転送するように
構成される、プロセッサ。
【請求項４９】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転
送する電子システムで同期を得る際に使用するための状態機械であって、少なくとも１つ
の非同期フレーム状態同期状態と、少なくとも２つの同期状態獲得同期状態と、少なくと
も３つの同期中状態同期状態を有するように構成される、状態機械。
【請求項５０】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転
送する電子システム内で同期を得る際に使用するための状態機械であって、少なくとも１
つの同期獲得状態同期状態と、少なくとも２つの同期中同期状態とを有するように構成さ
れる、状態機械。
【請求項５１】
　同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、通信リンク内
の同期パターンの存在を検出する、請求項５０に記載の状態機械。
【請求項５２】
　同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための第２の条件が、フレーム境界
でサブフレームヘッダパケットと良好なＣＲＣ値の存在を検出する、請求項５１に記載の
状態機械。
【請求項５３】
　第１の同期中状態と同期獲得状態の間でシフトするための１つの条件が、サブフレーム
境界での同期パターンなし、又は不良ＣＲＣ値の存在を検出する、請求項５０に記載の状
態機械。
【請求項５４】
　第１の同期中状態と第２の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、サブフレ
ーム境界で同期パターンなし又は不良ＣＲＣ値の存在を検出する、請求項５０に記載の状
態機械。
【請求項５５】
　同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、通信リンク内
の同期パターンの存在を検出し、良好なパケットＣＲＣ値の存在を検出する、請求項５０
に記載の状態機械。
【請求項５６】
　第１の同期中状態と同期獲得状態の間でシフトするための条件が、パケット内の不良Ｃ
ＲＣの存在を検出する、請求項５０に記載の状態機械。
【請求項５７】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転
送する電子システム内で同期を得る際に使用するための状態機械であって、少なくとも１
つの同期獲得状態同期状態と、少なくとも２つの同期中状態同期状態とを有するように構
成され、第１の同期中状態と同期獲得状態の間で直接的にシフトするための条件が、一連
のパケットのどれかの中で不良ＣＲＣ値の存在を検出する、状態機械。
【請求項５８】
　第１の同期中状態と同期獲得状態の間で直接的にシフトするための条件が、一意のワー
ドが、それが到着することを予想されるときにいつ発生しないのかを検出する、請求項５
７に記載の状態機械。
【請求項５９】
　少なくとも１０クロックサイクルの間高状態にデータラインを駆動し、データラインが
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ゼロであるかのように、前記ホストによってストローブ信号を送信し始めることによって
通信リンクをウェークアップすることをさらに備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項６０】
　ホストが１５０クロックサイクルの間データラインを高に駆動した後に、ストローブ信
号を送信し続ける間に前記ホストによって５０クロックサイクルの間データラインを低に
駆動することをさらに備える、請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記ホストにより第１のサブフレームヘッダパケットを送信し始めることをさらに備え
る、請求項５９に記載の方法。
【請求項６２】
　低であるデータラインの少なくとも５０の連続クロックサイクルが後に続く、高である
データラインの少なくとも１５０の連続クロックサイクルを前記クライアントによりカウ
ントすることをさらに備える、請求項６０に記載の方法。
【請求項６３】
　前記クライアントにより第１のサブフレームの一意のワードを検索することをさらに備
える、請求項６２に記載の方法。
【請求項６４】
　クライアントが高であるデータの７０の連続クロックサイクルをカウントした後に、前
記クライアントによってデータラインを高に駆動するのを停止することをさらに備える、
請求項６０に記載の方法。
【請求項６５】
　高であるデータラインの前記１５０のクロックサイクルに達するために高である前記デ
ータラインの別の８０の連続クロックサイクルを、前記クライアントによりカウントし、
低である前記データラインの５０のクロックサイクルを探し、前記一意のワードを探すこ
とをさらに備える、請求項６４に記載の方法。
【請求項６６】
　前記逆方向タイミングパケットの間に立ち上がりと立下り両方で前記データラインをサ
ンプリングすることによって、１が前記ホストによってサンプリングされるまでに発生す
るクロックサイクルの前記数をカウントすることとをさらに備える、請求項２６に記載の
方法。
【請求項６７】
　デジタルデータが通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間でＣＲＣ値
を有するパケットの形で転送される通信システムにおいてエラーコードを転送する方法で
あって、エラーの前記存在を検出することと、前記エラーに対応する所定のエラーコード
を選択することと、前記コードで前記ＣＲＣ値を上書きすることとを備える、方法。
【請求項６８】
　前記エラーが補正されるまで転送されるパケットの連続するものの中で前記ＣＲＣ値を
上書きすることをさらに備える、請求項６７に記載の方法。
【請求項６９】
　ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上、ホストデバイスとクライア
ントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送する方法であって、
　それぞれが少なくとも１つのＣＲＣフィールドを含む複数の所定のパケット構造の１つ
又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成するためにそれらをともにリンクするこ
とと、
　前記通信プロトコルを使用して、前記通信経路上、前記ホストと前記クライアントデバ
イスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択されたセット
を通信することと、
　前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに前記ホストデバイス内に常駐する少
なくとも１台のホストリンクコントローラを結合し、前記ホストリンクコントローラが前
記通信プロトコルを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複数のデータパケット
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にデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成されることと、
　前記リンクコントローラを使用して前記通信経路でパケットの形でデータを転送するこ
とと、
　前記通信リンクについてエラーの前記存在を検出することと、
　前記エラーに対応する所定のエラーコードを選択し、前記コードで前記ＣＲＣ値を上書
きすることと、
　を備える、方法。
【請求項７０】
　前記エラーが補正されるまで転送されているパケットの連続するものの前記ＣＲＣ値を
上書きすることをさらに備える、請求項６９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本特許出願は、本譲受人に委譲され、参照してここに明示的に組み込まれる、２００３
年８月１３日に出願された「ＭＤＤＩ仕様促進策（ＭＤＤＩ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｓ）」と題される特許仮出願第６０／４９４，９８３号に対
する優先権を主張する。
【０００２】
　本開示の中の本発明の実施形態は、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高デ
ータレートで信号を通信する、あるいは転送するためのデジタル信号プロトコル及びプロ
セスに関する。さらに詳細には、本開示は、内蔵デバイスアプリケーション及び外部デバ
イスアプリケーションを有する低電力高データレート転送機構を使用して、エンドユーザ
に対するプレゼンテーション又はディスプレイのためにホスト又はコントローラデバイス
からクライアントデバイスにマルチメディアデジタル信号及び他の種類のデジタル信号を
転送するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　コンピュータ、電子ゲーム関連製品及び多様なビデオ技術（例えばＤＶＤ及び高解像度
ＶＣＲ）は、いくつかの種類のテキストを含むときにもますます高解像度化する静止画像
、ビデオ画像、ビデオオンデマンド画像、及びグラフィック画像をこのような装置のエン
ドユーザへのプレゼンテーションに備えるために過去数年間に著しく進歩した。同様にこ
れらの進歩により高精細度ビデオモニタ、ＨＤＴＶモニタ、又は特殊画像投影要素などの
さらに高解像度の電子表示装置を使用しなければならなくなった。ＣＤ型音響再生、ＤＶ
Ｄ及び音声信号出力に関連する他のデバイスを使用するときなど、このような視覚映像を
高解像又は高品質の音声データと組み合わせることは、エンドユーザのためによりリアリ
スティックなコンテンツリッチな、あるいは真のマルチメディアの経験を作り出すために
使用される。加えて、ＭＰ３プレーヤなどのきわめて移動性の高品質サウンドシステム及
びミュージックトランスポート機構がエンドユーザに対する音声専用プレゼンテーション
のために開発された。これは、コンピュータからテレビ及び電話まで、現在、高品質つま
り品質を誇る生産に慣れ、それを期待している市販の電子機器の典型的なユーザの期待を
高めることになった。
【０００４】
　電子製品を必要とする典型的なビデオプレゼンテーションシナリオでは、ビデオデータ
は、通常、毎秒約１キロビットから１０キロビットである、よくても低速又は中速と呼べ
る速度で現在の技法を使用して転送される。次にこのデータは所望される表示装置上での
遅れた（後の）再生のためにバッファに入れられるか、あるいは一時的な又は長期の記憶
装置に記憶されるかのどちらかである。例えば、画像は画像をデジタルで表すのに有効な
データを受信又は送信するためにモデム又はインターネット接続装置を有するコンピュー
タに常駐するプログラムを使用するインターネット「全体で」又はインターネットを使用
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して転送されてよい。類似する転送は無線モデム又は無線パーソナルデータアシスタント
（ＰＤＡ）又は無線電話を備えるポータブルコンピュータなどの無線装置を使用して行う
ことができる。
【０００５】
　データはいったん受信されると、プレイバックのために外部記憶装置を含むＲＡＭ又は
フラッシュメモリなどのメモリエレメント、記憶回路又はメモリ素子に記憶される。デー
タ量と画像解像度に応じて、プレイバックは相対的に迅速に開始するか、あるいはより長
期間の遅延を伴なって提示される可能性がある。すなわち、いくつかの例では、画像プレ
ゼンテーションは、多くのデータを必要としない、あるいは何らかのタイプのバッファリ
ングを使用する非常に小さい又は低い解像度の画像にはある程度のリアルタイムプレイバ
ックを可能にし、その結果より多くのデータが転送されている間に、少し遅延した後にい
くらかのデータが提示される。転送リンクに中断がないならば、いったんプレゼンテーシ
ョンが開始すると、転送は表示装置のエンドユーザに適度にトラスペアレントである。
【０００６】
　静止画像又は動画ビデオのどちらかを作成するために使用されるデータは、通信リンク
上でのデータの転送を加速するために、多くの場合、ジェイペグ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔ
ｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）（ＪＰＥＧ）、エムペグ（Ｍｏｔｉｏ
ｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）（ＭＰＥＧ）、及びメディア業界、
コンピュータ業界、及び他の通信業界の周知の規格組織又は企業によって指定される技法
等のいくつかの周知の技法の１つを使用して圧縮される。これにより、既定量の情報を転
送するためにより少ないビット数を使用してより速く画像又はデータの転送することが可
能になる。
【０００７】
　データがいったんコンピュータ又は他の受取装置などの「ローカル」デバイスに転送さ
れると、結果として生じる情報は解凍され（あるいは特殊な復号プレーヤを使用して再生
され）、必要な場合には復号され、対応する使用可能な提示解像度及び制御要素に基づい
て適切なプレゼンテーションのために準備される。例えば、Ｘピクセル×Ｙピクセルの画
面解像度に関して典型的なコンピュータビデオ解像度は、一般的には所望されるようにあ
るいは必要に応じて種々の他の解像度が可能であるが、通常、４８０ピクセル×６４０ピ
クセルほどの低さから６００×８００から１０２４×１０２４の範囲である。
【０００８】
　画像プレゼンテーションは、画像コンテンツ及び既定のビデオコントローラの特定の所
定のカラーレベル又はカラー階調（色を生じさせるために使用されるピクセルあたりビッ
ト）及び輝度に関して画像を操作する能力、及び追加の利用されているオーバヘッドビッ
トによっても影響を受ける。例えば典型的なコンピュータプレゼンテーションは、他の値
にも遭遇するが、多様な色（陰影と色相）を表現するために１ピクセルあたり約８から３
２以上のビットを予想するであろう。
【０００９】
　前記値から、既定の画面画像はそれぞれ最低から最高の典型的な解像度と深度の範囲で
約２．４５メガビット（Ｍｂ）から約３３．５５Ｍｂのデータの転送を必要とすることが
分かる。毎秒３０コマの速度でビデオ又は動画タイプの画像を見るとき、必要とされるデ
ータ量は毎秒約７３．７メガビットから１，００６メガビット、つまり毎秒９．２１メガ
バイトから１２５．７５メガバイトである。加えて、マルチメディアプレゼンテーション
用の画像とともに、あるいはＣＤ品質の音楽などの別個の高解像度音声プレゼンテーショ
ンとして音声データを提示することを所望する場合がある。対話型コマンド、コントロー
ル、又は信号を処理する追加の信号も利用されてよい。これらのオプションのそれぞれが
転送されるなおさらに多くのデータを追加する。いずれにせよ、高品質又は高解像度の画
像データと高品質音声情報又はデータ信号をコンテンツリッチな経験を生じさせるために
エンドユーザに転送することを所望するとき、プレゼンテーション要素と、このようなタ
イプのデータを提供するように構成されるソース又はホストデバイスの間では高データ転
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送レートリンクが必要とされる。
【００１０】
　１秒あたり約１１５キロバイト（ＫＢｐｓ）又は９２０キロビット（Ｋｂｐｓ）のデー
タレートは、現代のシリアルインタフェースによって日常的に処理できる。ＵＳＢシリア
ルインタフェースなどの他のインタフェースは、１２Ｍｂｐｓほどの速度のデータ転送に
対処し、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）１３９４規格を使用して構成される転送な
どの特殊高速転送が約１００ＭＢｐｓから４００ＭＢｐｓの速度で行われる。残念なこと
にこれらの速度は、ポータブルビデオディスプレイ又は音声デバイスを駆動するための高
解像度でコンテンツリッチな出力信号を提供するために未来の無線データ装置とサービス
とともに使用するために意図される前述された所望される高速データレートには及ばない
。加えて、これらのインタフェースは、操作するためにはかなりの量のホスト又はシステ
ム及びクライアントソフトウェアの使用を必要とする。そのソフトウェアプロトコルスタ
ックは、特にモバイルワイヤレス機器又は電話の応用例が意図される場合に、望ましくな
いほど大量のオーバヘッドも生じさせる。このようなデバイスはすでに課されている計算
能力だけではなく、厳しいメモリ制限と電力消費量制限も有する。さらに、これらのイン
タフェースのいくつかは、高度に美的指向のモバイル応用例には重すぎ、不満足な嵩張る
ケーブル、コストを追加する、つまり単に消費電力が多すぎる複雑なコネクタを活用する
。
【００１１】
　アナログビデオグラフィックスアダプタ（ＶＧＡ）、デジタルビデオインタラクティブ
（ＤＶＩ）又はギガビットビデオインタフェース（ＧＶＩＦ）インタフェースなどの他の
公知のインタフェースがある。これらの最初の２つは、さらに高速の転送速度でデータを
処理するが、重いケーブルも利用し、大量の電力、つまり約数ワットを消費する並列型イ
ンタフェースである。これらの特性のどれも携帯型家庭用電子機器と使用するために修正
できない。３番目のインタフェースも電力消費が大きすぎ、高価なあるいは嵩張るコネク
タを使用する。
【００１２】
　前記インタフェースのいくつか、及び他の非常に高速のデータシステム／プロトコル又
は固定インストールコンピュータ装置用のデータ転送と関連付けられた転送機構の場合、
別の主要な欠点がある。所望されるデータ転送速度に対処することは、大量の電力及び／
又は高電流レベルでの動作も必要とする。これは、高度に移動性の消費財のためのこのよ
うな技法の実用性を大きく削減する。
【００１３】
　一般的には例えば光ファイバ型接続及び転送要素などの代替策を使用してこのようなデ
ータ転送速度に対処することは、真に商業的な消費財に所望されるよりはるかに高い複雑
度と費用をもたらす多くの追加の変換器及び要素も必要とする。光学系の一般的に高価な
性質に加えて、その電力要件と複雑度が軽量で低電力の携帯型応用例のための一般的な使
用を妨げる。
【００１４】
　携帯型、無線又はモバイル応用例のために業界で欠如してきたものは、それが音声であ
るのか、ビデオであるのか、あるいはマルチメディアベースであるのかに関係なく、きわ
めて移動性の高いエンドユーザ向けの高品質のプレゼンテーション経験を提供するための
技法である。すなわち、携帯型コンピュータ、無線電話、ＰＤＡ又は他の高度に移動性の
通信デバイス又は装置を使用するとき、使用されている現在のビデオプレゼンテーション
システム又はデバイス及び音声プレゼンテーションシステム又はデバイスは単に所望され
る高品質レベルで出力を配信することができない。多くの場合、欠如している知覚される
品質は、高品質プレゼンテーションデータを転送するために必要とされる入手できない高
速データレートの結果である。これは、エンドユーザに対するプレゼンテーションのため
のより効率的で高度なあるいは機能満載（ｆｅａｔｕｒｅ　ｌａｄｅｎ）の外付け装置へ
の転送と、コンピュータ、ゲーム機などの携帯装置と携帯電話などの無線装置の内部のホ



(12) JP 2013-158026 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

ストとクライアント間の転送も含むことがある。
【００１５】
　後者の場合、さらに高解像度の内蔵ビデオ画面、及び他の特殊入力装置及び／出力装置
及び接続をいわゆる第三世代電話のような無線装置に、及びいわゆるラップトップコンピ
ュータに追加する上で大きな前進があった。しかしながら、内蔵データバスと接続は、ホ
スト及び／又は多様な他の制御要素及び出力構成要素が存在する、ビデオ画面又は他の要
素を主要筐体に取り付ける又は接続する、回転式又はスライド式蝶番又は蝶番状の構造に
かかるブリッジを含んでよい。一例としては、例えば、無線電話で所望されるスループッ
トを達成するためには最高９０個の導体を必要とすることがある従来の技法を使用する高
スループットデータ転送インタフェースを構築することは非常に困難である。これは、克
服しなければならない多くの製造の桁違いの費用がかかる信頼性に課題がある問題を提示
する。
【００１６】
　したがって、データを提供するホストデバイスとエンドユーザに出力を提示するクライ
アントディスプレイ装置又は要素の間のデータスループットを高めるためには新しい転送
機構が必要とされる。
【００１７】
　出願人は、本発明の譲受人に委譲され、参照してここに組み込まれる、現在許可されて
いる、ともに「高速データレート信号転送のための通信プロトコル及びインタフェースを
作成し、実現すること（Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔｉｎｇ　Ａ
　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｆｏ
ｒ　Ｈｉｇｈ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　ＳｉｇｎａｌＴｒａｎｓｆｅｒ）」と題される米国
特許出願第１０／０２０，５２０号及び第１０／２３６，６５７号でこのような新しい転
送機構を提案した。それらの出願で説明されている技法は、高速データ信号の中の大量の
データのための転送速度を大幅に改善できる。しかしながら、特にビデオプレゼンテーシ
ョンに関して増加の一途を辿るデータレートに対する需要は伸び続ける。データ信号技術
における他の継続中の開発をもってしても、依然としてなおさらに高速の転送速度、通信
リンク効率の改善、より強力な通信リンクを目指して努力する必要がある。したがって、
ホストデバイスとクライアントデバイスの間のデータスループットを高めるために必要と
される新しい、あるいは改善された転送機構を開発する継続するニーズがある。
【発明の概要】
【００１８】
　技術に存在する前記の欠点及び他は、新しいプロトコル及びデータ転送手段、方法及び
機構が、ホストデバイスと受取クライアントデバイスの間で高速データレートでデータを
転送するために開発された本発明の実施形態により対処される。
【００１９】
　本発明のための実施形態は、ホストデバイスとクライアントデバイス間でデジタル制御
データ及びプレゼンテーションデータの事前に選択されたセットを通信するための通信プ
ロトコルを形成するためにともにリンクされる複数の、又は一連のパケット構造を利用す
る通信経路上で該ホストデバイスと該クライアントデバイス間で高速でデジタルデータを
転送するためのモバイルデータデジタルインタフェース（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｄａｔａ　Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を目的とする。信号通信プロトコル又はリンク層は、
ホストリンクコントローラ又はクライアントリンクコントローラの物理層によって使用さ
れる。ホストデバイスの中に常駐する少なくとも１つのリンクコントローラが通信経路又
はリンクを通してクライアントデバイスに結合され、通信プロトコルを形成するパケット
を生成し、送信し、受信するように、及び１種類又は２種類以上のデータパケットにデジ
タルプレゼンテーションデータを形成するように構成される。インタフェースは１つの共
通した全体ハウジング又はサポート構造の中に常駐できる、ホストとクライアントの間の
情報の双方向転送を実現する。
【００２０】
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　インプリメンテーションは、一般的には、デジタルＣＭＯＳチップ上に容易に実現でき
る差動ドライバと受信機を例外として本来すべてデジタルであり、６のように少ない信号
を必要とし、システムデザイナにとって便宜的であるほとんどすべてのデータレートで動
作する。簡略な物理層及びリンク層プロトコルは統合を容易にし、ハイバネーション状態
に加えてこの簡略さにより、ポータブルシステムは非常に低いシステム電力消費量を有す
ることができる。
【００２１】
　使用と受け入れを支援するために、インタフェースはデバイスの原価をほとんど増加せ
ず、標準電池電圧を使用するインタフェースを通してディスプレイに電力を供給できる一
方で、電力消費をほとんど可能とせず、ポケットサイズのフォームファクタを有するデバ
イスに対処できる。インタフェースはＨＤＴＶを超えた解像度をサポートするために、ス
ケラブルであり、ディスプレイ装置に対する同時ステレオビデオと７．１オーディオをサ
ポートし、任意の画面領域への条件付き更新を実行し、両方向での複数のデータタイプを
サポートする。
【００２２】
　本発明の実施形態の更なる態様では、少なくとも一つのクライアントリンクコントロー
ラ、つまりクライアント受信機がクライアントデバイス内に置かれ、通信経路又はリンク
を通してホストデバイスに結合される。クライアントリンクコントローラは、通信プロト
コルを形成するパケットを生成し、送信し、受信するように、及び１つ又は複数のタイプ
のデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するようにも構成される。
一般的には、ホスト又はリンクコントローラは、コマンド又はある種の信号作成及び照会
処理で使用されるデータパケットを処理するための状態機械を利用するが、データ及び通
信プロトコルで使用されるより複雑ではないパケットのいくつかを操作するためのより低
速の汎用プロセッサを使用できる。ホストコントローラは、１台又は複数台の差動ライン
ドライバを備える。一方クライアントレシーバは通信経路に結合される１台又は複数台の
差動ラインレシーバを備える。
【００２３】
　パケットは、さまざまな可変長を有する所定数のパケットとともに所定の固定長を有す
るホストデバイスとクライアントデバイスの間で通信されるメディアフレーム内でともに
グループ化される。パケットは、それぞれパケット長フィールド、１つ又は複数のパケッ
トデータフィールド、及びサイクリックリダンダンシーチェックフィールドを備える。サ
ブフレームヘッダパケットは、転送される、あるいはホストリンクコントローラからの他
のパケットの転送の始まりに配置される。１つ又は複数のビデオストリームタイプパケッ
ト及び音声ストリームタイプパケットが、クライアントデバイスユーザに対するプレゼン
テーションのために順方向リンク上でホストからクライアントへ、それぞれビデオタイプ
データと音声タイプデータを転送するための通信プロトコルによって使用される。１つ又
は複数の逆方向リンクカプセル化タイプパケットは、クライアントデバイスからホストリ
ンクコントローラにデータを転送するために通信プロトコルによって使用される。いくつ
かの実施形態でのこれらの転送は、少なくとも１つのＭＤＤＩデバイスを有する内部コン
トローラから内部ビデオ画面へのデータの転送も含む。他の実施形態は、内部サウンドシ
ステムへの転送、及びジョイスティック及び複雑なキーボードを含む多様な入力装置から
内部ホストデバイスへの転送を含む。
【００２４】
　フィラータイプパケットは、データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するため
にホストリンクコントローラによって生成される。複数の他のパケットはビデオ情報を転
送するために通信プロトコルによって使用される。このようなパケットはカラーマップ、
ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマップパターン塗りつぶし、
及び透明色イネーブル型パケットを含む。ユーザ定義ストリームタイプパケットは、イン
タフェース－ユーザ定義データを転送するために通信プロトコルによって使用される。キ
ーボードデータ及びポインティングデバイスデータタイプパケットは、前記クライアント
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デバイスと関連付けられたユーザ入力装置との間でデータを転送するために通信プロトコ
ルによって使用される。リンクシャットダウンタイプパケットは、前記通信経路上のどち
らかの方向でのデータの転送を終了させるために通信プロトコルによって使用される。
【００２５】
　通信経路は通常一連の４個又は５個以上の導体と１つのシールドを有するケーブルを備
える、又は利用する。さらにプリントワイヤ又は導体を所望されるように使用でき、いく
つかはフレキシブル基板上に存在する。
【００２６】
　ホストリンクコントローラは、前記クライアントが前記インタフェースを通してどのタ
イプのデータとデータレートに対処できるのかを決定するためにクライアントデバイスか
ら表示能力情報を要求する。クライアントリンクコントローラは、少なくとも１つのディ
スプレイ機能タイプパケットを使用してホストコントローラに表示能力又はプレゼンテー
ション機能を伝達する。複数の転送モードが通信プロトコルによって使用され、それぞれ
は既定の期間でのデータの異なる最大数のビットの並行な転送を可能にし、各モードはホ
ストリンクコントローラとクライアントリンクコントローラの間の交渉によって選択可能
である。これらの転送モードはデータの転送中に動的に調整可能であり、順方向リンクで
使用されるのと同じモードが逆方向リンクで使用される必要はない。
【００２７】
　本発明のいくつかの実施形態の他の態様では、ホストデバイスは、無線電話、無線ＰＤ
Ａ又はその中に無線モデムが配置されるポータブルコンピュータ等の無線通信装置を備え
る。典型的なクライアントデバイスは、マイクロディスプレイデバイス及び／又はポータ
ブル音声プレゼンテーションシステム等のポータブルビデオディスプレイを備える。さら
に、ホストはクライアントデバイスユーザに提示されるために転送されるプレゼンテーシ
ョンデータ又はマルチメディアデータを記憶するための記憶手段又は要素を使用してよい
。
【００２８】
　いくつかの実施形態のさらに他の態様では、ホストデバイスは、無線電話、無線ＰＤＡ
、又はポータブルコンピュータ等の無線通信装置などのポータブル電子デバイス内に存在
する、後述されるようなドライバとともに、コントローラ又は通信リンク制御装置を備え
る。この構成での典型的なクライアントデバイスは、クライアント回路又は集積回路又は
ホストに結合され、同じデバイス内に（ｉｈｔｉｎ）存在する、及び携帯電話及び／又は
ポータブル音声プレゼンテーションシステム用の高解像度画面などの内蔵ビデオディスプ
レイに結合されるモジュールを備える。
【００２９】
　本発明の多様な実施形態の構造及び動作だけではなく本発明の更なる特徴及び利点も、
添付図面を参照して以下に詳細に説明する。図中、類似する参照番号は通常同一の、機能
上類似した、及び／又は構造上類似した要素又は処理ステップを示し、要素が最初に表示
される図面は参照番号の左端の数字（複数の場合がある）で示される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１Ａ】ポータブルコンピュータとともに使用されるマイクロディスプレイデバイスの
使用を含む、本発明の実施形態が動作する可能性のある基本的な環境を示す図である。
【図１Ｂ】無線トランシーバとともに使用されるマイクロディスプレイデバイス及び音声
プレゼンテーション要素の使用を含む、本発明の実施形態が動作する可能性のある基本環
境を示す図である。
【図１Ｃ】ポータブルコンピュータとともに使用されるマイクロディスプレイの使用を含
む、本発明の実施形態が動作する可能性のある基本環境を示す図である。
【図１Ｄ】無線トランシーバとともに使用されるマイクロディスプレイデバイスと音声プ
レゼンテーション要素の使用を含む、本発明の実施形態が動作する可能性のある基本環境
を示す図である。
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【図２】ホストとクライアントの相互接続を用いるモバイルデジタルデータインタフェー
スの全体的な概念を示す図である。
【図３】クライアントデバイスからホストデバイスへのデータ転送を実現するために有効
なパケットの構造を示す図である。
【図４】ＭＤＤＩリンクコントローラの用途と、Ｉ型インタフェースとＵ型インタフェー
スのための物理データリンク導体上でホストとクライアントの間で渡される信号のタイプ
を示す図である。
【図５】ＭＤＤＩリンクコントローラの用途と、ＩＩ型、ＩＩ型及びＩＶ型インタフェー
ス用物理データリンク導体上でホストとクライアント間で渡される信号のタイプを示す図
である。
【図６】インタフェースプロトコルを実現するために使用されるフレームとサブフレーム
の構造を示す図である。
【図７】インタフェースプロトコルを実現するために使用されるパケットの一般的な構造
を示す図である。
【図８】サブフレームヘッダパケットのフォーマットを示す図である。
【図９】フィラーパケットのフォーマットとコンテンツを示す図である。
【図１０】ビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図１１】図１０のビデオデータフォーマット記述子のためのフォーマットとコンテンツ
を示す図である。
【図１２】データのためのパックされたフォーマットと解凍されたフォーマットの使用を
示す図である。
【図１３】音声ストリームパケットのフォーマットである。
【図１４】データのバイトが整列され、パックされたＰＣＭフォーマットの用途を示す図
である。
【図１５】ユーザ定義ストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図１６】カラーマップパケットのフォーマットを示す図である。
【図１７】逆方向リンクカプセル化パケットのフォーマットを示す図である。
【図１８】表示能力パケットのフォーマットを示す図である。
【図１９】キーボードデータパケットのフォーマットを示す図である。
【図２０】ポインティングデバイスデータパケットのフォーマットを示す図である。
【図２１】リンクシャットダウンパケットのフォーマットを示す図である。
【図２２】表示要求ステータスパケットのフォーマットを示す図である。
【図２３】ビットブロック転送パケットのフォーマットを示す図である。
【図２４】ビットマップ領域塗りつぶしパケットのフォーマットを示す図である。
【図２５】ビットマップパターン塗りつぶしパケットのフォーマットを示す図である。
【図２６】通信リンクデータチャネルパケットのフォーマットを示す図である。
【図２７】インタフェースタイプハンドオフ要求パケットのフォーマットを示す図である
。
【図２８】インタフェースタイプ肯定応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図２９】実行タイプハンドオフパケットのフォーマットを示す図である。
【図３０】順方向音声チャネルイネーブルパケットのフォーマットを示す図である。
【図３１】逆方向音声サンプルレートパケットのフォーマットを示す図である。
【図３２】デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケットのフォーマットを示す図である
。
【図３３】透明色カラーイネーブルパケットのフォーマットを示す図である。
【図３４】往復遅延測定パケットのフォーマットを示す図である。
【図３５】往復遅延測定パケットの間のイベントのタイミングを示す図である。
【図３６】本発明を実現するために有効なＣＲＣジェネレータ及びチェッカのサンプルイ
ンプリメンテーションを示す図である。
【図３７Ａ】データパケットを送信するときに、図３６の装置のためのＣＲＣ信号のタイ
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ミングを示す図である。
【図３７Ｂ】データパケットを受信するときに、図３６の装置のためのＣＲＣ信号のタイ
ミングを示す図である。
【図３８】競合のない典型的なサービス要求のための処理ステップを示す図である。
【図３９】リンク起動と競合する、リンク再起動シーケンスが開始した後にアサートされ
る典型的なサービス要求の処理ステップを示す図である。
【図４０】ＤＡＴＡ－ＳＴＢ符号化を使用してどのようにデータシーケンスを送信できる
のかを示す図である。
【図４１】ホストで入力データからＤＡＴＡ信号とＳＴＢ信号を発生させ、次にクライア
ントでデータを回復するのに有効な回路網を示す図である。
【図４２】一実施形態を実現するために有効なドライバと終了レジスタを示す図である。
【図４３】ホストからのサービスを確保するためにクライアントによって、及びこのよう
なサービスを提供するためにホストによって利用されるステップと信号レベルを示す図で
ある。
【図４４】Ｄａｔａ０、他のデータライン（ＤａｔａＸ）及びストローブライン（Ｓｔｂ
）での遷移間の相対的な間隔を示す図である。
【図４５】パケットを転送した後にホストがホストドライバをディスエーブルすると発生
することがある応答の遅延の存在を示す図である。
【図４６】ホストによってホストドライバをイネーブルしてパケットを転送するときに発
生することがある応答の遅延の存在を示す図である。
【図４７】転送されるデータのタイミングと、ストローブパルスの前縁と後縁の間のホス
ト受信機入力における関係性を示す図である。
【図４８】切り替え特性と、逆方向データタイミングにより進展する対応するクライアン
ト出力遅延を示す図である。
【図４９】状態機械を使用して同期を実現できる信号処理ステップ及び状態の高水準図を
示す図である。
【図５０】ＭＤＤＩを利用するシステムにおける順方向経路と逆方向経路での信号処理に
ついて遭遇する典型的な遅延量を示す図である。
【図５１】境界の往復遅延測定を示す図である。
【図５２】逆方向リンクデータレートの変化を示す図である。
【図５３】逆方向速度除数対順方向リンクデータレートの値のグラフ表記を示す図である
。
【図５４Ａ】インタフェースの動作で講じられるステップを示す図である。
【図５４Ｂ】インタフェースの動作で講じられるステップを示す図である。
【図５５】インタフェース装置処理パケットの概要を示す図である。
【図５６】順方向リンクパケットのフォーマットを示す図である。
【図５７】Ｉ型リンクインタフェースにおける伝搬遅延及び歪みの典型的な値を示す図で
ある。
【図５８】インタフェースを通した例示的な信号処理のためのＩ型リンクでのデータ、ス
トローブ（Ｓｔｂ）及びクロック回復タイミングを示す図である。
【図５９】ＩＩ型、ＩＩＩ型又はＩＶ型リンクインタフェースでの伝搬遅延及び歪みの通
常の値を示す図である。
【図６０Ａ】それぞれ理想的である、早い、遅いとなる、互いに関する２つのデータ信号
、及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミングのさまざまな可能性を示す図である。
【図６０Ｂ】それぞれ理想的である、早い、遅いとなる、互いに関する２つのデータ信号
、及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミングのさまざまな可能性を示す図である。
【図６０Ｃ】それぞれ理想的である、早い、遅いとなる、互いに関する２つのデータ信号
、及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂのタイミングのさまざまな可能性を示す図である。
【図６１】Ｉ型／ＩＩ型インタフェースとともに使用されるインタフェースピン割り当て
の例示的コネクタを示す図である。
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【図６２Ａ】Ｉ型インタフェースの考えられるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波形とＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ波形をそれぞれ描く。
【図６２Ｂ】ＩＩ型インタフェースの考えられるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波形とＭＤＤＩ＿Ｓ
ｔｂ波形をそれぞれ描く。
【図６３】状態機械を使用して同期を実現できる代替の信号処理ステップ及び条件の高水
準図を示す図である。
【図６４】一連のクロックサイクルと多様な逆方向リンクパケットと除数値のタイミング
の間の例示的な相対タイミングを示す図である。
【図６５】例示的なエラーコード転送処理を示す図である。
【図６６】エラーコード転送処理に有効な装置を示す図である。
【図６７Ａ】符号過負荷のためのエラーコード転送処理を示す図である。
【図６７Ｂ】コード受信のためのエラーコード転送処理を示す図である。
【図６８Ａ】ホストにより開始されるウェークアップのための処理ステップを示す図であ
る。
【図６８Ｂ】クライアントにより開始されるウェークアップのための処理ステップを示す
図である。
【図６８Ｃ】競合のあるホストとクライアントにより開始されるウェークアップの処理ス
テップを示す図である。
【図６９】要求ＶＣＰ特徴パケットのフォーマットを示す図である。
【図７０】ＶＣＰ特徴応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図７１】ＶＣＰ特徴応答リストのフォーマットを示す図である。
【図７２】ＶＣＰ特徴設定パケットのフォーマットを示す図である。
【図７３】有効パラメータ要求パケットのフォーマットを示す図である。
【図７４】有効パラメータ応答パケットのフォーマットを示す図である。
【図７５】アルファカーソル画像機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図７６】アルファカーソルトランスペアレンシーマップパケットのフォーマットを示す
図である。
【図７７】アルファカーソル画像オフセットパケットのフォーマットを示す図である。
【図７８】アルファカーソルビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である。
【図７９】スケーリングされたビデオストリーム機能パケットのフォーマットを示す図で
ある。
【図８０】スケーリングされたビデオストリームセットアップパケットのフォーマットを
示す図である。
【図８１】スケーリングされたビデオストリーム肯定応答パケットのフォーマットを示す
図である。
【図８２】スケーリングされたビデオストリームパケットのフォーマットを示す図である
。
【図８３】特殊ステータス要求パケットのフォーマットを示す図である。
【図８４】有効ステータス応答リストパケットのフォーマットを示す図である。
【図８５】パケット処理遅延パラメータパケットのフォーマットを示す図である。
【図８６】パーソナルディスプレイ機能パケットのフォーマットを示す図である。
【図８７】エラーレポート表示パケットのフォーマットを示す図である。
【図８８】表示識別パケットのフォーマットを示す図である。
【図８９】代替表示能力パケットのフォーマットを示す図である。
【図９０】レジスタアクセスパケットのフォーマットを示す図である。
【図９１Ａ】可視アーチファクトを削減するための２つの表示バッファの使用を示す図で
ある。
【図９１Ｂ】可視アーチファクトを削減するための２つの表示バッファの使用を示す図で
ある。
【図９１Ｃ】可視アーチファクトを削減するための２つの表示バッファの使用を示す図で
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ある。
【図９２】画像転送より高速の表示リフレッシュ付きの２つのバッファを示す図である。
【図９３】画像転送より低速の表示リフレッシュ付きの２つのバッファを示す図である。
【図９４】画像転送よりはるかに高速の表示リフレッシュ付きの２つのバッファを示す図
である。
【図９５】画像転送より高速の表示リフレッシュ付きの３つのバッファを示す図である。
【図９６】画像転送より低速の表示リフレッシュ付きの３つのバッファを示す図である。
【図９７】画像転送より高速の表示リフレッシュ付きの１つのバッファを示す図である。
【図９８】デイジーチェーン及びハブを介したホスト－クライアント接続を示す図である
。
【図９９】ハブとデイジーチェーンの組み合わせを介して接続されるクライアントデバイ
スを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　Ｉ．概要
　本発明の総合的目的は、後述するように、「シリアル」タイプのデータリンク又はチャ
ネルを使用して、表示要素等の、ホストデバイスとクライアントデバイス間の短距離通信
リンク上で高速又は非常に高速のデータ転送を可能にする費用効果が高い、低消費電力転
送機構を生じさせる、又は提供するモバイルディスプレイデジタルインタフェース（ＭＤ
ＤＩ）を提供することである。本機構は内蔵（又はハウジング又はサポートフレームに対
する）表示要素又は入力装置を中央コントローラに、あるいはウェアラブルマイクロディ
スプレイ（ゴーグル又はプロジェクタ）などの外部表示要素又はデバイスをポータブルコ
ンピュータ、無線通信装置又はエンターテインメントデバイスに接続する際に特に有効で
ある小型コネクタと細い可撓ケーブルを用いたインプリメンテーションに役立つ。
【００３２】
　本発明の実施形態の利点は、非常に柔軟である一方で複雑度が低く、低価格で、信頼性
が高く、使用環境内によく適合し、非常にロバストであるデータ転送のための技法が提供
される点である。
【００３３】
　本発明の実施形態は、一般的には音声応用例、ビデオ応用例又はマルチメディア応用例
のための大量のデータを、このようなデータが生成又は記憶されるホスト又はソースデバ
イスからクライアントディスプレイ又はプレゼンテーションデバイスに高速で通信する、
又は転送するために種々の状況で使用できる。後述される典型的な応用例は、ポータブル
コンピュータ又は無線電話又はモデムのどれかから、小型投射レンズと画面を含むゴーグ
ル又はヘルメットの形の小型ビデオ画面又はウェアラブルマイクロディスプレイ機器など
の画像表示装置への、あるいはホストからこのような構成要素の中のクライアントデバイ
スへのデータの転送である。つまり、クライアントを利用する多様な内部又は外部入力装
置から内部に位置する（同じデバイス筐体又はサポート構造内に配置される）ホストへだ
けではなく、プロセッサから内部画像又は他のプレゼンテーション要素へである。
【００３４】
　ＭＤＤＩの特性又は属性は、それらが特殊な表示技術とは無関係であるほどである。こ
れは、そのデータの内部構造にも、それが実現するデータ又はコマンドの機能上の態様に
も関係なく高速でデータを転送するためのきわめて柔軟な機構である。これにより、転送
されているデータパケットのタイミングを、特定のデバイスに対する独特な表示要求につ
いてなど特定のクライアントデバイスの特異性に適応する、あるいは何らかのＡ－Ｖシス
テムのための、あるいはジョイスティック、タッチパッド等の特定の入力装置のための結
合された音声とビデオの要件を満たすように調整できる。インタフェースは、選択された
プロトコルに従う限り非常に表示要素又はクライアントデバイスに不可知（ａｇｎｏｓｔ
ｉｃ）である。加えて総計シリアルリンクデータ又はデータレートは、通信システム又は
ホストデバイス設計者が費用、電力要件、クライアントデバイス複雑度、及びクライアン
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トデバイス更新速度を最適化できるようにする数桁以上も変化する場合がある。
【００３５】
　データインタフェースは、おもに大量の高速データを「有線」信号リンク又は小さいケ
ーブルで転送する際に使用するために提示される。しかしながら、いくつかの応用例では
、それがインタフェースプロトコルのために開発される同じパケットとデータ構造を使用
するように構成されるのであれば、光ベースのリンクを含む無線リンクも活用してよく、
十分に低い電力消費量又は実際的であり続ける複雑度での転送の所望されるレベルを持続
できる。
【００３６】
　ＩＩ．環境
　典型的なアプリケーションは、ポータブルつまりラップトップコンピュータ１００及び
無線電話又はＰＤＡデバイス１０２が、音声再生システム１０８と１１２とともにそれぞ
れ表示装置１０４と１０６とデータを通信するのが示されている図１Ａ及び図１Ｂに見ら
れる。さらに図１Ａは、より大きなディスプレイ又は画面１１４、あるいはイメージプロ
ジェクタ１１６への潜在的な接続を示しており、これらは明確にするために１つの図での
み示されるが無線デバイス１０２にも接続可能である。無線装置は、現在データを受信中
である、あるいは無線装置のエンドユーザが見る、及び／又は聞くために後で提示するた
めにメモリエレメント又はメモリ素子に特定の量のマルチメディアタイプのデータを過去
に記憶していた。典型的な無線装置は時間の大部分、音声と単純なテキスト通信に使用さ
れるため、デバイス１０２ユーザに情報を伝達するためにやや小さい表示画面及び単純な
音声システム（スピーカ）を有する。
【００３７】
　コンピュータ１００ははるかに大型の画面を有するが依然として不適当な外部サウンド
システムを有し、高精度テレビや映画のスクリーンなどの他のマルチメディアプレゼンテ
ーションデバイスには及ばない。コンピュータ１００は、表示の目的に使用され、他の種
類のプロセッサ、対話型ビデオゲーム、又は消費財も本発明と使用できる。コンピュータ
１００は、無線通信のための無線モデル又は他の内蔵デバイスを利用できる、あるいは所
望されるようにケーブル又は無線リンクを使用してこのようなデバイスに接続できるが、
これらに限定されない。
【００３８】
　これにより、より複雑な又は「リッチ」なデータの表示は、決して有効又は楽しめる経
験にはならない。したがって、業界は、エンドユーザに情報を提示するため、及び所望さ
れる楽しみの最小レベルつまり好ましい経験を与えるために、他の機構とデバイスを開発
中である。
【００３９】
　前述されたように、デバイス１００のエンドユーザに情報を提示するために複数の種類
の表示装置が開発された、あるいは現在開発中である。例えば、一社又は複数の企業が画
像表示を提示するためにデバイスユーザの目の前に画像を投影するウェアラブルゴーグル
のセットを開発した。正しく配置されると、このようなデバイスは、視覚的な出力を提供
する要素よりはるかに大きい「仮想画像」を、ユーザの目によって知覚されるように効果
的に「投射」する。つまり、非常に小さい投射要素により、ユーザの目（複数の場合があ
る）は、典型的なＬＣＤ画面等で可能であるよりはるかに大きな尺度で画像を「見る」こ
とができる。さらに大きな仮想画像を使用すると、より限られたＬＣＤ画面ディスプレイ
で可能になるよりはるかに高い解像度の画像の使用も可能になる。他の表示装置は、画像
を面に映写する等のために、小型ＬＣＤ画面又は多様なフラットパネルディスプレイ要素
、映写レンズ、及び表示ドライバを含むが、これらに限定されないであろう。
【００４０】
　別のユーザに、又は代わりに信号を他のどこかに転送するか、それらを記憶する別のデ
バイスに出力を提示するための無線装置１０２又はコンピュータ１００の使用に関係があ
る、あるいは対応する追加の要素がある場合がある。例えば、データは後で使用するため
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に、フラッシュメモリに、光形式で、例えば書き込み可能ＣＤ媒体を使用して、又は磁気
テープレコーダと類似するデバイス内でのような磁気媒体上で記憶されてよい。
【００４１】
　さらに、多くの無線装置及びコンピュータは現在、他の高度なサウンドデコーダ及びシ
ステムだけではなく、内蔵ＭＰ３音楽復号機能も有している。ポータブルコンピュータは
、原則としてＣＤとＤＶＤのプレイバック機能を活用し、事前に録音された音声ファイル
を受信するための小型専用フラッシュメモリ読取装置を有するものもある。このような機
能を有することの問題点は、復号とプレイバックプロセスが調歩できる場合にだけ、デジ
タル音楽ファイルがきわめて高いフィーチャリッチ経験を約束するという点である。同じ
ことはデジタルビデオファイルにも当てはまる。
【００４２】
　音声再生を支援するために、サブウーファー、つまりフロントサウンドプロジェクショ
ンとリアサウンドプロジェクション用の「サラウンドサウンド」スピーカなどの追加要素
も付随できるであろう外部スピーカ１１４が図１ａに図示される。同時に、スピーカ又は
イヤホン１０８が図１ｂのマイクロディスプレイデバイス１０６のサポートフレーム又は
機構に内蔵されると示されている。理解されるように、電力増幅装置又は音声整形装置を
含む他の音声又はサウンド再生要素が使用できる。
【００４３】
　いずれにせよ、前述されるように、１つ又は複数の通信リンク１１０上でデータソース
からエンドユーザに高品質又は高解像度の画像データ及び高品質の音声情報又はデータ信
号を転送することを所望する場合、高速データレートが必要とされる。つまり、転送リン
ク１１０は明らかに前述されたようなデータの通信における潜在的なボトルネックであり
、現在の転送機構は通常所望される高データレートを達成しないため、システム性能を制
限している。例えば前述されたように、カラー階調が１ピクセルあたり２４ビットから３
２ビット、３０ｆｐｓというデータレートでの１０２４ピクセル×１０２４ピクセルなど
のさらに高い画像解像度の場合、データレートは７５５Ｍｂｐｓ以上を超えるレートに近
づくことがある。さらに、このような画像は、データの量とデータレートをさらに増加す
る、対話型ゲーム又は通信、あるいは多様なコマンド、コントロール又は信号と対処する
音声データ及び潜在的に追加の信号を含むマルチメディアプレゼンテーションの一部とし
て提示されてよい。
【００４４】
　また、データリンクを確立するために必要とされるより少ないケーブル又は相互接続が
、ディスプレイと関連付けられるモバイル機器が使用しやすい、さらに大型のユーザベー
スに採用される可能性が高いことを意味することも明らかである。これは特に、複数のデ
バイスが完全な視聴覚経験を確立するために通常使用される場合に、及びさらに特にディ
スプレイと音声出力装置の品質レベルが高くなるにつれて当てはまる。
【００４５】
　ビデオ画面及び他の出力装置又は入力装置での前記の及び他の改善策の多くに関連する
別の典型的な応用例は、ポータブルつまりラップトップコンピュータ１３０及び無線電話
又はＰＤＡ装置１４０が、音声再生システム１３６と１４６とともにそれぞれ「内部」表
示装置１３４と１４４とデータを通信しているのが示されている図１Ｃと図１Ｄで見られ
る。
【００４６】
　図１Ｃ及び図１Ｄでは、全体的な電子デバイス又は製品の小さい断面図が、今日のエレ
クトロニクス業界全体で使用されている何らかの公知のタイプの回転式ジョイントを横切
って、対応するクライアントを有するビデオ表示要素又は画面にそれらを接続する、汎用
通信リンク、ここではそれぞれ１３８と１４８のある、デバイスの一部分における１つ又
は複数の内部ホスト及びコントローラの位置を示すために使用される。これらの転送に関
与するデータの量は、多数の導体がリンク１３８と１４８を備えることを必要とすること
が分かる。このような通信リンクが、並列又はこのようなデータを転送するために使用可
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能な他の公知のインタフェース技法のタイプのための、このようなデバイス上で高度な色
とグラフィックインタフェース、表示要素を活用するために今日の高まりつつあるニーズ
を満たすために９０以上の導体に近づきつつあることが推定される。
【００４７】
　残念なことに、単位時間あたりで転送されることを必要とするデータの未処理量に関し
て、信頼できる費用効果の高い物理的な転送機構を製造することに関しての両方で、より
高速のデータレートはデータを転送するために使用できる現在の技術を越えている。
【００４８】
　必要とされているのは、プレゼンテーション要素とデータソースの間のデータ転送リン
ク又は通信経路のためにさらに高速の速度でデータを転送するための、一貫して（さらに
）低電力で、軽量、且つ可能な限り簡単で経済的なケーブル布線構造を可能にする技法で
ある。出願人は、所望される低い消費電力及び複雑度を保ちながら、多くのモバイル機器
、携帯機器、又は固定位置のデバイスも所望されるディスプレイ、マイクロディスプレイ
、又は音声転送要素に、非常に高速のデータレートでデータを転送できるようにするこれ
らの及び他の目標を達成するために新しい技法、又は方法及び装置を開発した。
【００４９】
　ＩＩＩ．高速デジタルデータインタフェースシステムアーキテクチャ
　新しいデバイスインタフェースを作成し、効率的に活用するために、低電力信号を使用
して非常に高いデータ転送速度を提供する信号プロトコル及びシステムアーキテクチャが
考案された。プロトコルはパケット及び共通フレーム構造、あるいはインタフェースに課
されるコマンド又は操作構造とともにデータ又はデータタイプの事前に選択されたセット
を通信するためのプロトコルを形成するためにともにリンクされる構造に基づいている。
【００５０】
　Ａ．概要
　ＭＤＤＩリンクによって接続される、あるいはＭＤＤＩリンク上で通信するデバイスは
ホストとクライアントと呼ばれ、他の出力装置及び入力装置が考案されるが、クライアン
トは通常、何らかの種類の表示装置である。ホストからディスプレイまでのデータは（順
方向トラフィック又はリンクと呼ばれる）順方向で移動し、クライアントからホストまで
のデータは、ホストによってイネーブルされるように逆方向（逆方向トラフィック又はリ
ンク）で移動する。これは図２に示される基本的な構成に描かれている。図２では、ホス
ト２０２は、順方向リンク２０８と逆方向リンク２１０を備えるとして描かれている双方
向通信チャネル２０６を使用してクライアント２０４に接続される。しかしながら、これ
らのチャネルは、そのデータ転送が順方向リンク動作と逆方向リンク動作の間で効果的に
切り替えられる導体の共通集合によって形成される。これにより、はるかに削減された数
の導体が可能になり、モバイル電子デバイスなどの低電力環境における高速データ転送に
対する現在の手法が直面する多くの問題の１つにただちに対処する。
【００５１】
　前述されたように、ホストは本発明を使用することから恩恵を得ることができる複数の
種類のデバイスの内の１つを備える。例えば、ホスト２０２は、ハンドヘルド、ラップト
ップ、又は類似したモバイルコンピューティングデバイスの形を取るポータブルコンピュ
ータであり、それはパーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）、ページングデバイス、又
は多くの無線電話又はモデムの内の１つであろう。代わりにホスト２０２は、ポータブル
ＤＶＤ又はＣＤプレーヤ、又はゲーム機等のポータブルエンターテインメントデバイス又
はプレゼンテーションデバイスであろう。
【００５２】
　さらに、ホストは、ホストデバイス又は制御要素として、高速通信リンクがクライアン
トと所望される種々の他の幅広く使用されている又は計画されている商業製品に常駐でき
る。例えば、ホストは、改善された応答のために記憶装置ベースのクライアントに、又は
プレゼンテーションのために高解像度のさらに大型の画面に、ビデオ録画装置から高速で
データを転送するために使用できるであろう。内蔵在庫又はコンピューティングシステム
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及び／又は他の家庭用デバイスへのブルーツース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ(登録商標)）接続
を組み込んだ冷蔵庫などの機器は、インターネット又はブルーツース接続モードで動作す
るとき表示能力を改善することができるか、あるいは電子コンピュータ又は制御システム
（ホスト）がキャビネット内のどこか他の場所にある間、ドア内（ｉｎ－ｔｈｅ－ｄｏｒ
）ディスプレイ（クライアント）及びキーパッド又はスキャナ（クライアント）に対する
配線ニーズを削減できる。一般的には、当業者は、コネクタ又はケーブルで使用可能な制
限された数の導体を活用して情報の高速データレートトランスポートでより旧いデバイス
を改良する能力だけではなく、このインタフェースの使用から恩恵を受けてよい多種多様
の現代的な電子デバイスと機器を認識するであろう。
【００５３】
　同時に、クライアント２０４はエンドユーザに情報を提示する、あるいはユーザからホ
ストに情報を提示するために有効な種々のデバイスを備えることができるであろう。例え
ば、ゴーグル又は眼鏡に組み込まれるマイクロディスプレイ、帽子又はヘルメットの中に
内蔵される映写装置、又はウィンドウ又はフロントガラスなどの車両に内蔵される小さい
画面又はホログラフィック素子、又は高品質のサウンド又は音楽を提示するための多様な
スピーカ、ヘッドフォン、又はサウンドシステム。別の例は、ユーザからの接触又はサウ
ンド以外にほとんど実際の「入力」がない、相当量の情報をユーザから転送することを望
む可能性があるタッチパッド又は敏感なデバイス、音声認識入力装置、セキュリティスキ
ャナ等の使用であろう。
【００５４】
　しかしながら、当業者は、本発明がこれらのデバイスに限定されず、これらは、エンド
ユーザに記憶及びトランスポートに関して、又はプレイバック時のプレゼンテーションに
関してのどちらかで高品質の画像とサウンドを提供することを目的とする市販され、使用
に提案されている多くの他のデバイスであることを容易に認識するであろう。本発明は、
所望されるユーザ経験を実現するために必要とされる高速データレートに対処するために
多様な要素又はデバイス間でデータスループットを増加する上で有効である。
【００５５】
　本発明のＭＤＤインタフェース及び通信信号プロトコルは、外部要素（外部モード）だ
けではなく、これらの接続の費用を削減し、信頼性を改善するために、ホストプロセッサ
とデバイス内のディスプレイ（内蔵モード）の間の相互接続をさらに簡略化するために使
用されてよい。このインタフェース構造によって使用される各信号ペアの総計シリアルリ
ンクデータレートは、何桁にも渡って変化することがあリ、システム又はデバイス設計者
が、費用、電力、インプリメンテーションの複雑度、表示更新速度を容易に最適化できる
ようにする。ＭＤＤＩの属性は表示技術と無関係である。該インタフェースを介して転送
されるデータパケットのタイミングは、特定の表示装置の特異性、又は音声－ビデオシス
テムの結合されたタイミング要件に適応するように容易に調整できる。これによりシステ
ムは考えられる最小の電力消費を有することができるが、ＭＤＤＩを使用するためにフレ
ームバッファを有することはディスプレイの要件ではない。
【００５６】
　Ｂ．インタフェースのタイプ
　ＭＤＤＩインタフェースは、通信業界とコンピュータ業界で見られる５つ又は６つ以上
のいくぶん異なった物理的種類のインタフェースに対処するとして意図される。他のラベ
ル又は名称は、それらが使用される応用例に応じて当業者によって適用されてよいが、こ
れらは単にＩ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型、ＩＶ型及びＵ型と呼ばれる。
【００５７】
　Ｉ型インタフェースは携帯電話又は無線電話、ＰＤＡ、ｅ－ブック、電子ゲーム、及び
ＣＤプレーヤやＭＰ３プレーヤ等のポータブルメディアプレーヤ、及び類似するデバイス
又は類似するタイプの消費財技術で使用されるデバイスにそれを適したものにする６線（
導線）インタフェースとして構成される。ある実施形態では、Ｕ型インタフェースは、ラ
ップトップ、ノートブック、デスクトップパーソナルコンピュータ、及びディスプレイを
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迅速に更新される必要がなく、内蔵ＭＤＤＩリンクコントローラを有さない類似するデバ
イス又はアプリケーションにより適している８線（導線）インタフェースとして構成され
る。このインタフェースタイプは、大部分のパーソナルコンピュータに見られる既存のオ
ペレーティングシステム又はソフトウェアサポートに対処する上できわめて有効である、
追加の２線ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インタフェースを使用することによって
も区別される。Ｕ型インタフェースは、コンピュータ又は類似するデバイス上、例えばデ
ジタルカメラ又はビデオプレーヤなどのこのようなポートを備える消費財などの標準ＵＳ
Ｂポートに接続するＵＳＢコネクタを単に有するＵＳＢ専用モードでも使用できる。
【００５８】
　ＩＩ型、ＩＩＩ型及びＩＶ型インタフェースは、高性能クライアント又はデバイスに適
切であり、データ信号に適切なシールド及び低損失転送を提供するために、追加のツイス
トペア型導線とともにより大きくさらに複雑なケーブル布線を使用する。
【００５９】
　Ｉ型インタフェースは表示、音声、制御及び制限されたシグナリング情報を備えること
ができる信号を送出し、通常、高解像度フルレートビデオデータを必要としないモバイル
クライアント又はクライアントデバイスに使用される。Ｉ型インタフェースは、５．１チ
ャネル音声を加えた３０ｆｐｓでＳＶＧＡ解像度を容易にサポートでき、最小の構成では
、データ伝送のための２組、電力伝達のために１組の合計３つのワイヤ組だけを使用する
可能性がある。この種のインタフェースはおもに、ＵＳＢホストが通常は信号の接続及び
転送のためにこのようなデバイス内で利用できないモバイル無線機器などのデバイス向け
である。この構成では、モバイル無線機器はＭＤＤＩホストデバイスであり、一般的には
プレゼンテーション、表示又はプレイバックのためにクライアントにデータを送信する（
順方向トラフィック又はリンク）ホストから通信リンクを制御する「マスタ」として働く
。
【００６０】
　このインタフェースでは、ホストは、それが指定された持続時間バス（リンク）を占有
し、逆方向パケットとしてホストにデータを送信できるようにする、特殊コマンド又はパ
ケットタイプをクライアントに送信することによって、クライアントからのホスト（逆方
向トラフィック又はリンク）での通信データの受信を可能にする。これは、（後述される
）カプセル化パケットと呼ばれるある種のパケットが転送リンクでの逆方向パケットの転
送に対処し、逆方向リンクを生じさせるために使用される図３に描かれている。ホストが
データのためにクライアントをポーリングするために割り当てられる時間間隔はホストに
よって事前に決定され、それぞれの指定された応用例の要件に基づいている。この種の半
二重双方向データ転送は、ＵＳＢポートがクライアントからの情報又はデータの転送の為
に使用できない場合に特に有利である。
【００６１】
　ＨＤＴＶ型又は類似した高解像度を可能にする高性能ディスプレイは、フルモーション
ビデオをサポートするために、約１．５Ｇｐｂｓ速度のデータストリームを必要とする。
ＩＩ型インタフェースは、並列で２ビットを送信することによって、ＩＩＩ型は並列で４
ビットを送信することによって高いデータレートをサポートし、ＩＶ型インタフェースは
並列で８ビットを転送する。ＩＩ型とＩＩＩ型はＩ型と同じケーブルとコネクタを使用す
るが、携帯機器でさらに高性能のビデオアプリケーションをサポートするために２倍と４
倍のデータレートで動作できる。ＩＶ型は非常に高性能のクライアント又はディスプレイ
に適しており、追加のツイストペアデータ信号を含むわずかに大きなケーブルを必要とす
る。
【００６２】
　ＭＤＤＩによって使用されるプロトコルは、通常、それぞれのＩ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型
又はＩＶ型のホストが、使用できる最高のデータレートが何であるのかを交渉することに
より、Ｉ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型又はＩＶ型のクライアントと通信できる。最も能力が低い
デバイスと呼ぶことのできるものの能力又は使用可能な機能は、リンクの性能を設定する



(24) JP 2013-158026 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

ために使用される。一般に、ホストとクライアントの両方ともＩＩ型、ＩＩＩ型又はＩＶ
型のインタフェースを使用できるシステムの場合でも、ともにＩ型インタフェースとして
動作を開始する。次にホストはターゲットクライアントの能力を決定し、特定の応用例に
対して適宜にＩＩ型モード、ＩＩＩ型モード、又はＩＶ型モードのどれかに従ってハンド
オフ又は再構成動作を交渉する。
【００６３】
　一般的には、ホストが（さらに後述される）適切なリンク層プロトコルを使用し、省電
力のためにより低速なモードに通常どんなときでも下げる、つまり再び動作を設定し直す
、あるいは高解像度表示コンテンツなどのより高速な転送をサポートするためにより高速
なモードに上げることが可能である。例えば、ホストは、システムが電池からＡＣ電源等
、電源から切り替わるとき、あるいは表示媒体のソースがより低い解像度又はより高い解
像度のフォーマットに切り替わるとき、あるいはこれらの組み合わせ、あるいは他の状態
又はイベントがインタフェースタイプ又は転送モードを変更するための基礎として考えら
れてよいときにインタフェースタイプを変更してよい。
【００６４】
　システムが、ある方向であるモードを、及び別の方向で別のモードを使用してデータを
通信することも可能である。例えば、ＩＶ型インタフェースモードは表示にデータを高速
で転送するときに使用され、Ｉ型又はＵ型のモードはキーボード又はポインティングデバ
イスなどの周辺装置からホストデバイスにデータを転送するときに使用される。当業者に
よって、ホスト及びクライアントがさまざまな速度で発信データを通信してよいことが理
解されるであろう。
【００６５】
　多くの場合、ＭＤＤＩプロトコルのユーザは、「外部」モードと「内部」モードを区別
してよい。外部モードは、あるデバイス内のホストを、該ホストから最高約２メートルで
あるそのデバイスの外部のクライアントに接続するためにＭＤＤＩを使用することを説明
する。この状況では、ホストは、両方のデバイスがモバイル環境で容易に動作できるよう
に外部クライアントに電力を送信してもよい。内部モードは、ホストがある種の共通ハウ
ジング又はサポートフレーム又は構造内等、同じデバイスの内側に含まれるクライアント
に接続されるときを説明する。例は、無線電話又は他の無線装置内での応用例、又はクラ
イアントがディスプレイ又はディスプレイドライバであり、ホストが中央コントローラ、
グラフィックスエンジン、又はＣＰＵエレメントであるポータブルコンピュータ又はゲー
ム機となるであろう。クライアントは、外部モード応用例と対照的に、内部モード応用例
ではホストにはるかに近く位置するため、一般的には、このような構成でのクライアント
への電力接続のために説明される要件はない。
【００６６】
　Ｃ．物理インタフェース構造
　ホストとクライアントの間で通信を確立するためのデバイス又はリンクコントローラの
一般的な配置は図４及び図５に示されている。図４及び図５では、ＭＤＤＩリンクコント
ローラ４０２と５０２がホストデバイス２０２にインストールされて示され、及びＭＤＤ
Ｉリンクコントローラ４０４と５０４がクライアントデバイス２０４にインストールされ
て示されている。前述されたように、ホスト２０２は、一連の導体を備える双方向通信チ
ャネル４０６を使用してクライアント２０４に接続される。後述されるように、ホストリ
ンクコントローラとクライアントリンクコントローラは、ホストコントローラ（ドライバ
）又はクライアントコントローラ（受信機）のどちらかとして対応するように設定、調整
、又はプログラミングできる単一回路設計を使用する１つの集積回路として製造できる。
これは、単一回路装置の大規模製造のためのより低いコストを可能にする。
【００６７】
　図５では、ＭＤＤＩリンクコントローラ５０２がホストデバイス２０２’内に設置され
て示され、ＭＤＤＩリンクコントローラ５０４はクライアントデバイス２０４’内に設置
されて示されている。前述のようにホスト２０２’は一連の導体を備える双方向通信チャ
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ンクコントローラとクライアントリンクコントローラは単一回路設計を使用して製造でき
る。
【００６８】
　ＭＤＤＩリンク上で、あるいは使用される物理的な導体の上でホストと表示装置などの
クライアントの間で渡される信号も図４と図５に描かれている。図４と図５で分かるよう
に、ＭＤＤＩを通してデータを転送するための一次的な経路又は機構はＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
ａ０＋／－及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋／－と呼ばれるデータ信号を使用する。これらのそれ
ぞれはケーブルの中のワイヤの差動組上で転送される低圧データ信号である。インタフェ
ース（ｂｉｎｔｅｒｆａｃｅ）上で送信されるビットごとにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０組又は
ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ組のどちらかに唯一の遷移がある。これは、電流をベースにしない電圧
をベースにした転送機構であるため、静電流消費はゼロに近い。ホストはＭＤＤＩ＿Ｓｔ
ｂ信号をクライアントディスプレイに駆動する。
【００６９】
　データはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ組上で順方向と逆方向両方で流れる、つまりそれは双方向
転送経路であるが、ホストはデータリンクのマスタ又はコントローラである。ＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０及びＭＤＤＩ－Ｓｔｂ信号経路は雑音排除性を最大限にするために差動モード
で操作される。これらの回線での信号のためのデータレートはホストによって送信される
クロックのレートによって決定され、約１ｋｂｐｓから最高４００Ｍｂｐｓ上までの範囲
で可変である。
【００７０】
　ＩＩ型インタフェースはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１＋／１と呼ばれるＩ型より多くの１つの
追加データ組又は導体又は経路を含む。ＩＩＩ型インタフェースは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ
２＋／－及びＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ３＋／－と呼ばれるＩＩ型インタフェースより多くの２
組の追加のデータ組又は信号経路を含む。ＩＶ型インタフェースは、それぞれＭＤＤＩ＿
ｄａｔａ４＋／－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ５＋／－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ６＋／－、及びＭ
ＤＤＩ＿Ｄａｔａ７＋／－と呼ばれるＩＩＩ型インタフェースより多くの４つのさらに多
くのデータ組又は信号経路を含む。前記インタフェース構成のそれぞれでは、ホストは、
ＭＤＤＩ＿Ｐｗｒ及びＭＤＤＩ＿Ｇｎｄと示されるワイヤ組又は信号を使用してクライア
ント又はディスプレイに電力を送信できる。さらに後述されるように、電力伝達は、使用
可能であるあるいは他のモードのために存在するよりさらに少ない導体を利用するインタ
フェース「タイプ」が使用されているとき、所望される場合、ＭＤＤＩ＿ｄａｔａ４＋／
－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ５＋／－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ６＋／－、又はＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
ａ７＋／－導体でのいくつかの構成で対処できる。
【００７１】
　多様なモードのためにＭＤＤＩリンク上でホスト及びクライアント（ディスプレイ）の
間で渡される信号の要約は、インタフェースタイプに従って以下の表Ｉに描かれている。
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【表１】

【００７２】
　ホストからの転送のためのＭＤＤＩ　Ｐｗｒ／Ｇｎｄ接続は一般的に外部モードのため
に提供される。内部応用例又は運転モードは、一般的には、当業者にとって明らかである
ように、他の内部資源から直接的に電力を引き出し、配電を制御するためにＭＤＤＩを使
用しないクライアントを有するため、このような配電はここでは以下に詳説しない。しか
しながら、当業者によって理解されるように、例えばある種の電力制御、同期、又は相互
接続便宜を可能にするためにＭＤＤＩインタフェースを通して配電することは確かに可能
である。
【００７３】
　前記構造及び動作を実現するために使用されるケーブル布線は名目上長さ約１．５メー
トル、一般的には２メートル以下であり、３組のツイストペア導線を含み、それぞれは同
様にマルチストランド３０ＡＷＧワイヤである。箔シールド被膜は、該３組のツイストペ
アに巻き付けられる、あるいはそれ以外の場合、追加ドレインワイヤとして、該３組のツ
イストペアの上に形成される。ツイストペア及びシールドドレイン導体はディスプレイコ
ンテクタ内で成端し、該シールドはディスプレイ（クライアント）用のシールドに接続さ
れており、技術で周知であるようにケーブル全体を覆う絶縁層がある。ワイヤはＭＤＤＩ
＿ＧｎｄとＭＤＤＩ＿Ｐｗｒ、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－、ＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ０＋とＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０－、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１＋とＭＤＤＩ＿Ｄａｔａｌ
－等として組にされる。
【００７４】
　Ｄ．データタイプ及びレート
　フルレンジのユーザ経験及び応用例のための有効なインタフェースを達成するために、
モバイルデジタルデータインタフェース（ＭＤＤＩ）は、制御情報及びその組み合わせと
ともにモバイル表示装置に統合される、又は合わせて作動する可能性のある、種々のクラ
イアント及び表示情報、音声トランスデューサ、キーボード、ポインティングデバイス、
及び多くの他の入力装置と出力装置に対するサポートを提供する。ＭＤＤＩインタフェー
スは最少数のケーブル又は導体を使用して順方向リンク方向又は逆方向リンク方向のどち
らかでホストとクライアントの間で行き来する種々の潜在的なタイプのデータのストリー
ムに対処できるように設計されている。等時性のストリームと非同期ストリーム（更新）
の両方ともサポートされる。データタイプの多くの組み合わせは、総計データレートが最
大所望ＭＤＤＩリンクレート未満、又は等しい限り可能であり、利用される最大シリアル
レート及びデータエア（ｄａｔａ　ａｉｒｓ）数によって制限される。これらは以下の表
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ＩＩと表ＩＩＩに一覧されるそれらの項目を含むが、これらに限定されない。
【表２】

【表３】

【００７５】
　インタフェースは、固定されず、それが将来のシステムの柔軟性のためにユーザによっ
て定義されるデータを含む種々の情報「タイプ」の転送をサポートできるように拡張可能
である。対処されるデータの特定の例は以下のとおりである。つまり、フル画面又は部分
的な画面のビットマップフィールド又は圧縮ビデオの形のどちらかを取るフルモーション
ビデオ、節電し、インプリメンテーション費用を削減するための低速度の静的ビットマッ
プ、種々の解像度又は速度でのＰＣＭ又は圧縮音声データ、ポインティングデバイスの位
置及び選択、ならびにまだ定義されていない機能のためのユーザによって定義可能なデー
タである。このようなデータはデバイス能力検出するため又は運転パラメータを設定する
ために制御情報又はステータス情報とともに転送されてよい。
【００７６】
　本発明の実施形態は、映画（ビデオディスプレイ及び音声）を見る、個人的な閲覧が制
限された（ときにはビデオと音声に結合されるグラフィックディスプレイ）パソコンを使
用する、ＰＣ、コンソール又はパーソナルデバイス上でビデオゲームをする（モーション
グラフィックスディスプレイ、又は合成ビデオと音声）、ビデオフォン（双方向低速ビデ
オ及び音声）の形を取るデバイスを使用してインターネットを「サーフィン」する、静止
デジタル画像のためのカメラ、又はデジタルビデオ画像を捕捉するためのカムコーダ、プ
レゼンテーションを行うためにプロジェクタにドッキングされた、あるいはビデオモニタ
、キーボード、及びマウスに接続されたデスクトップドッキングステーションにドッキン
グされた電話又はＰＤＡを使用する、及び無線ポインティングデバイスとキーボードデー
タを含む携帯電話、スマートフォン、又はＰＤＡとの生産性向上又は娯楽使用のためを含
むが、これらの限定されないデータ転送で使用するための技術を推進する。
【００７７】
　後述されるようなモバイルデータインタフェースは、一般的にワイヤライン又はケーブ
ルタイプリンクとして構成される通信又は転送リンク上で大量のＡ－Ｖ型データを提供す
ることに関して提示される。しかしながら、信号構造、プロトコル、タイミング又は転送
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機構は、それが所望されるレベルのデータ転送を持続できるのであれば、光媒体又は無線
媒体の形でリンクを提供するために調整できるであろうことは容易に明らかである。
【００７８】
　ＭＤＤＩインタフェース信号は、基本的な信号プロトコル又は構造用の共通フレーム（
ＣＦ）として知られている概念を使用する。共通フレームを使用する背景にある考えとは
、同時等時性データストリームに同期パルスを提供することである。クライアントデバイ
スはこの共通フレームレートを時間基準として使用できる。低ＣＦレートは、サブフレー
ムヘッダを送信するためにオーバヘッドを減少することによりチャネル効率を上げる。他
方、高ＣＦレートは待ち時間を減少し、音声サンプルのためのより小さい融通の利くデー
タバッファを可能にする。本発明のインタフェースのＣＦレートは動的にプログラム可能
であり、特定の用途で使用される等時性ストリームに適切な多くの値の１つで設定されて
よい。すなわち、ＣＦ値は、所望されるように、既定のクライアントとホスト構成に最も
適するように選択される。
【００７９】
　ヘッドマウントマイクロディスプレイなどの応用例と使用される可能性が高い等時性デ
ータストリームの場合に、調節可能又はプログラム可能である、一般的に１共通フレーム
あたりに必要とされるバイト数が表ＩＶに示されている。
【表４】

【００８０】
　１共通フレームあたりの断片カウントは、単純なプログラマブルＭ／Ｎカウンタ構造を
使用して容易に得られる。例えば、１ＣＦあたり２６－２／３バイトというカウントは、
それぞれの後に２６バイトの１フレームが続く、２７バイトの２つのフレームを転送する
ことにより実現される。さらに小さなＣＦレートは、整数の１ＣＦあたりバイトを生じさ
せるために選択されてよい。しかしながら、一般的にはハードウェアで単純なＭ／Ｎカウ
ンタを実現するには、本発明の実施形態の一部又はすべてを実現するために使用される集
積回路チップ又は電子モジュール内では、さらに大きな音声サンプルＦＩＦＯバッファに
必要とされる面積より少ない面積を必要とするはずである。
【００８１】
　異なるデータ転送速度及びデータタイプの影響を描く例示的な応用例はカラオケシステ
ムである。カラオケの場合、エンドユーザつまり複数のユーザがミュージックビデオプロ
グラムと合わせて歌うシステム。歌の歌詞は、画面のどこか、通常は下部に表示されるた
め、ユーザは歌われる言葉及び歌のタイミングを大まかに知っている。この応用例は、グ
ラフィックスの更新が不定期なビデオディスプレイ及びユーザの声、つまり複数の声のス
テレオ音声ストリームとの混合を必要とする。
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【００８２】
　３００Ｈｚという共通フレームレートを想定する場合には、各ＣＦは、クライアント表
示装置への順方向リンク上での（ステレオの１４７の１６ビットサンプルに基づき）９２
，１６０バイトのビデオコンテンツと５８８バイトの音声コンテンツからなり、平均２６
．６７（２６－２／３）バイトの音声がマイクからモバイルカラオケ機械に送り返される
。非同期パケットがホストとおそらくヘッドマウント式のディスプレイの間で送信される
。これは、多くとも７６８バイトのグラフィックデータ（４分の１の画面高さ）及び他の
制御コマンド及びステータスコマンド用の約２００バイト（数）バイト未満を含む。
【００８３】
　表Ｖは、データがカラオケの例について１つの共通フレームの中でどのように割り当て
られるのかを示している。使用されている総レートは、約２２５Ｍｂｐｓとなるように選
択される。２２６Ｍｂｐｓというわずかに高いレートは、偶発的な制御メッセージとステ
ータスメッセージの使用を可能にする、転送される１サブフレームあたり約４００バイト
の別のデータを転送できるようにする。

【表５】

【００８４】
　ＩＩＩ．高速デジタルデータインタフェースシステムアーキテクチャ
　Ｅ．リンク層
　ＭＤＤインタフェース高速シリアルデータ信号を使用して転送されるデータは、次々に
リンクされる時分割されたパケットのストリームからなる。送信側デバイスに送信するデ
ータがないときでさえ、ＭＤＤＩリンクコントローラは通常自動的にフィラーパケットを
送信し、このようにしてパケットのストリームを維持する。単純なパケット構造の使用は
、ビデオ信号及び音声信号又はデータストリームのための信頼できる等時性のタイミング
を保証する。
【００８５】
　パケットのグループは、サブフレームと呼ばれる信号要素又は構造の中に含まれ、サブ
フレームのグループはメディアフレームと呼ばれる信号要素又は構造の中に含まれる。サ
ブフレームは、それぞれのサイズ及びデータ転送使用に応じて１個又は複数個のパケット
を含み、メディアフレームはもう１つのサブフレームを含む。ここに提示される実施形態
によって利用されるプロトコルによって提供される最大のサブフレームは約２３２－１つ
まり４，２９４，９６７，２９５バイトであり、最大媒体フレームサイズは次に約２１６
－１つまり６５，５３５サブフレームになる。
【００８６】
　特殊ヘッダパケットは、後述されるように各サブフレームの始まりに出現する一意の識
別子を含む。その識別子は、ホストとクライアントの間の通信が開始されるとクライアン
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トデバイスでフレームタイミングを獲得するためにも使用される。リンクタイミング取得
はさらに詳細に後述される。
【００８７】
　通常、表示画面は、フルモーションビデオが表示されている間は１メディアフレームあ
たりに１回更新される。表示フレームレートはメディアフレームレートと同じである。リ
ンクプロトコルは、所望される応用例に応じて、ディスプレイ全体でのフルモーションビ
デオを、あるいは静的画像によって囲まれたフルモーションビデオコンテンツの小さな領
域だけをサポートする。ウェブページ又はｅメールを表示する等のいくつかの低電力モバ
イル応用例では、表示画面はときおり更新される必要があるだけである。それらの状況で
は、電力消費量を最小限に抑えるため人単一のサブフレームを送信してから、リンクをシ
ャットダウンするか、あるいは非アクティブ化することが有利である。インタフェースは
ステレオビジョンなどのエフェクトもサポートし、グラフィックスプリミティブも処理す
る。
【００８８】
　サブフレームによってシステムは、周期的に高優先順位パケットの伝送を可能にできる
。これにより同時の等時性ストリームが最少量のデータバッファリングで共存できる。こ
れは、実施形態が表示プロセスに提供する一つの利点であり、複数のデータストリーム（
ビデオ、音声、コントロール、ステータス、ポインティングデバイスデータ等の高速通信
）が、コマンドチャネルを本質的に共用できるようにする。それは相対的に少ない信号を
使用して情報を転送する。それは、また水平同期パルス及びＣＲＴモニタのブランキング
間隔などの表示技術に特殊なアクションが存在できるようにする。
【００８９】
　Ｆ．リンクコントローラ
　図４及び図５に示されているＭＤＤＩリンクコントローラは、ＭＤＤＩデータ及びスト
ローブ信号を受信するために使用される差動ラインレシーバを例外として完全にデジタル
なインプリメンテーションとなるように製造される、又は組み立てられる。しかしながら
、差動ラインドライバとレシーバも、ＣＭＯＳ型ＩＣを作成するとき等、リンクコントロ
ーラとともに同じデジタル集積回路内に実現できる。ビット回復のために、あるいはリン
クコントローラのためにハードウェアを実現するためにはアナログ関数又は位相ロックル
ープ（ＰＬＬ）も必要とされない。ホストリンクコントローラとクライアントリンクコン
トローラは、状態機械又はリンク同期を含むクライアントインタフェースを例外として、
非常に類似した関数を含む。したがって、本発明の実施形態は、ホスト又はクライアント
のどちらかとして構成できる単一のコントローラ設計又は回路を作成できるという実際的
な利点を可能にし、リンクコントローラの製造費を全体として削減できる。
【００９０】
　ＩＶ．インタフェースリンクプロトコル
　Ａ．フレーム構造
　パケット転送用の順方向リンク通信を実現するために使用される信号プロトコル又はフ
レーム構造が図６に描かれている。図６に図示されるように、情報又はデジタルデータは
パケットとして公知の要素にグループ化される。複数のパケットは同様に「サブレーム」
と呼ばれるものを形成するためにともにグループ化され、複数のサブフレームは同様に「
メディア」フレームを形成するためにともにグループ化される。フレームの形成及びサブ
フレームの転送を制御するために、各サブフレームは、特にサブフレームヘッダパケット
（ＳＨＰ）と呼ばれる特に所定のパケットで開始する。
【００９１】
　ホストデバイスは、既定の転送に使用されるデータレートを選択する。この速度はホス
トの最大転送能力、又はホストによってソースから取り出されるデータ、及びクライアン
トの最大能力、又はデータが転送されている他のデバイスに基づいてホストデバイスによ
って動的に変更できる。
【００９２】
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　ＭＤＤＩ又は本発明の信号プロトコルとともに作業するために設計される、又は作業で
きる受取クライアントデバイスは、最大、現在の最大、それが使用できるデータ転送速度
を決定するためにホストによって照会できるか、あるいは使用可能なデータタイプとサポ
ートされている機能だけではなくデフォルトのより低速な最小レートも使用されてよい。
この情報は、後述されるように表示能力パケット（ＤＣＰ）を使用して転送できるであろ
う。クライアント表示装置はデータを転送したり、事前に選択された最小データレートで
、あるいは最小データレート範囲内でインタフェースを使用して他のデバイスと通信する
ことができ、ホストはクライアントデバイスの完全な能力を決定するためにこの範囲内で
データレートを使用して照会を実行する。
【００９３】
　ディスプレイのビットマップ及びビデオフレームレート能力の性質を定義する他のステ
ータス情報は、ホストがインタフェースをできる限り効率的又は最適になるように構成で
きるように、ホストへのステータスパケットで転送することができる、あるいは任意のシ
ステム制約の中で所望される。
【００９４】
　現在のサブフレームの中に転送される（これ以上の）データパケットがないときに、あ
るいはホストが順方向リンクのために選ばれたデータ伝送速度についていくために十分な
速度で転送することができないとき、ホストはフィラーパケットを送信する。各サブフレ
ームはサブフレームヘッダパケットで開始するので、過去のサブフレームの最後に過去の
サブフレームを正確に満たすパケット（十中八九フィラーパケット）を含む。本来データ
を運ぶパケットのための余地が欠如する場合、フィラーパケットは、サブフレームの中の
、つまり次に過去のサブフレームの最後で、サブフレームヘッダの前の最後のパケットで
ある可能性が高い。各パケットをそのサブフレームの中で転送するためにサブフレームに
留まる十分なスペースがあることを確実にすることは、ホストデバイス内の制御動作のタ
スクである。同時に、いったんホストデバイスがデータパケットの送信を開始すると、ホ
ストは、データアンダーラン条件を生じさせずにフレーム内でそのサイズのパケットを無
事に完了できなければならない。
【００９５】
　実施形態の１つの態様では、サブフレーム伝送には２つのモードがある。１つのモード
は、ライブビデオストリームと音声ストリームを送信するために使用される、周期的なサ
ブフレームモード又は周期的なタイミングエポックである。このモードではサブフレーム
長は非ゼロであると定義される。第２のモードは、新しい情報が入手可能であるときにだ
けクライアントにビットマップデータを提供するためにフレームが使用される非同期又は
非周期モードである。このモードはサブフレームヘッダパケット内でサブフレーム長をゼ
ロに設定することにより定義される。周期的なモードを使用するとき、サブフレームパケ
ット受信は、ディスプレイが順方向リンクフレーム構造に同期したときに開始してよい。
これは、図４９又は図６３を参照して後述される状態図に従って定義される「同期中」状
態に対応する。非同期非周期サブフレームモードでは、受信は第１のサブフレームヘッダ
パケットが受信された後に開始する。
【００９６】
　Ｂ．全体的なパケット構造
　実施形態により実現されるシグナリングプロトコルを考案するために使用されるパケッ
トのフォーマット又は構造は、インタフェースが拡張可能であり、追加パケット構造が所
望されるように追加できることを念頭に、以下に提示される。パケットは、インタフェー
スでのその機能、つまりそれらが転送するコマンドやデータという点で異なる「パケット
タイプ」として名付けられる、あるいは分割される。したがって、各パケットタイプは転
送されているパケット及びデータを操作する上で使用される既定のパケットのための所定
のパケット構造を示す。容易に明らかとなるように、パケットは事前に選択された長さ、
あるいはそのそれぞれの機能に応じて可変又は動的に変更可能な長さを有してよい。プロ
トコルが規格に受け入れるまでに変化するときに発生することがあるように、パケットに
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ットで使用されるバイト又はバイト値は、マルチビット（８ビット又は１６ビット）符号
なし整数として構成される。タイプ順に一覧表示されるその「タイプ」名称とともに利用
されるパケットの要約が表ＶＩ－１からＶＩ－４に示される。
【００９７】
　各表は、説明と理解を容易にするために全体的なパケット構造の中のパケットの一般的
な「タイプ」を表す。これらのグループ分けによる本発明に対して暗示される又は明示さ
れる制限又は他の制約はなく、パケットは所望されるように多くの他の様式で編成できる
。パケットの転送が有効と見なされる方向も注記される。
【表６－１】

【表６－２】
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【表６－４】

【００９８】
　本文の中の他の説明から明らかである何かとは、逆方向カプセル化パケット、表示能力
パケット及び表示要求及びステータスパケットがそれぞれ非常に重要とも見なされる、あ
るいは外部モード動作に必要であるとも見なされるが、それらは内部モード動作のオプシ
ョンと見なすこともできる。これは、通信パケットのセットが削減され、制御とタイミン
グの対応する簡略化のある、非常に高速でのデータの通信を可能にするさらに別のタイプ
のＭＤＤＩインタフェースプロトコルを作成する。
【００９９】
　パケットは、図７に描かれている、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、データバイトフィールド（複数の場合がある）及びＣＲＣフィールドを含む最小フィー
ルドの共通の基本構造又は全体的なセットを有する。図７に示されるように、パケット長
フィールドは、パケットの中のビット総数又はパケット長フィールドとＣＲＣフィールド
の間のその長さを指定する、マルチビット値又はマルチバイト値の形式で情報を含む。一
実施形態では、パケット長フィールドが、パケット長を指定する１６ビット又は２バイト
幅の符号なし整数を含む。パケットタイプフィールドはパケットの中に含まれる情報のタ
イプを示す別のマルチビットフィールドである。例示的な実施形態では、これは１６ビッ
トの符号無し整数の形を取る１６ビット又は２バイト幅の値であり、表示能力、ハンドオ
フ、ビデオストリーム又は音声ストリーム、ステータス等のデータタイプを指定する。
【０１００】
　第３のフィールドは、そのパケットの一部としてホストとクライアントデバイスの会い
亜で転送又は送信されるビット又はデータを含むデータバイトフィールドである。データ
のフォーマットは転送中の特定のタイプのデータに従って特にパケットタイプごとに定義
され、一連の追加フィールドに分離されてよく、それぞれが独自のフォーマット要件を備
える。すなわち、各パケットタイプはこの部分又はフィールドの定義されたフォーマット
を有するであろう。最後のフィールドは、パケット内の情報の完全性を確認するために使
用される、データバイトフィールド、パケットタイプフィールド、及びパケット長フィー
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ルド上で計算される１６ビットのサイクリックリダンダンシーチェックの結果を含むＣＲ
Ｃフィールドである。言い換えると、ＣＲＣフィールド自体を除いてパケット全体で計算
される。クライアントは一般的に検出されるＣＲＣエラーの総カウントを保ち、表示要求
とステータスパケット（さらに以下を参照されたい）内でホストにこのカウントを報告し
直す。
【０１０１】
　一般的には、これらのフィールド幅及び編成は、偶数バイト境界で２バイトフィールド
を整列させ、４バイト境界で４バイトフィールドを整列させておくように設計される。こ
れによってパケット構造をメインメモリ空間内に容易に構築できる、あるいは大部分の遭
遇する、あるいは典型的に使用されるプロセッサ又は制御回路データタイプ整列規則に違
反せずにホスト及びクライアントとともに関連付けられる。
【０１０２】
　パケットの転送の間、フィールドは最下位ビット（ＬＳＢ）で最初に開始し、最後に送
信される最上位ビット（ＭＳＢ）で終了する。長さが２バイトを超えるパラメータは、最
下位バイトを最初に使用して送信され、その結果、ＬＳＢが最初に送信されるさらに短い
パラメータに使用されるように、同じビット伝送パターンが長さ８ビットを超えるパラメ
ータに使用されることになる。各パケットのデータフィールドは、通常は以後の項に定め
られる順序で送信され、一覧表示されている最初のフィールドが最初に送信され、説明さ
れている最後のフィールドは最後に送信される。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号経路でのデー
タは、Ｉ型、ＩＩ型、ＩＩＩ型又はＩＶ型のどれかのモードのインタフェースで送信され
るビット「０」と位置合わせさせられる。
【０１０３】
　ディスプレイのためにデータを操作するとき、ピクセルのアレイのためのデータは、エ
レクトロニクス技術で従来行われるように、最初に行、次に列単位で送信される。言い換
えると、ビットマップの同じ行に表示されるすべてのピクセルは、最初に送信される一番
左のピクセルで、最後に送信される一番右のピクセルの順番で送信される。行の一番右の
ピクセルが送信された後、シーケンスの中の次のピクセルは続く行の一番左のピクセルで
ある。他の構成も必要に応じて対処できるが、ピクセルの行は、一般的には大部分のディ
スプレイについて上部から下部の順で送信される。さらに、ビットマップを処理する上で
、ここで従われる従来の手法は、ビットマップの一番左の角をロケーション又はオフセッ
ト「０，０」として呼ぶことによって基準点を定めることである。ビットマップの中で位
置を定める、又は決めるために使用されるＸ座標とＹ座標は、それぞれビットマップの右
と下部に近づくにつれて値を増す。第１行と第１列（画像の左上角）はゼロというインデ
ックス値で始まる。Ｘ座標の大きさは画像の右側に向かって大きくなり、Ｙ座標の大きさ
はディスプレイのユーザによって見られるように画像の下部に向かって大きくなる。
【０１０４】
　ディスプレイウィンドウは、ビットマップの可視部分、つまり物理的な表示媒体上でユ
ーザが見ることができる、ビットマップの中のピクセルの部分である。多くの場合、ディ
スプレイウィンドウとビットマップが同じサイズになる。ディスプレイウィンドウの左上
角はつねにビットマップピクセルロケーション０，０を表示する。ディスプレイウィンド
ウの幅がビットマップのＸ軸に一致し、ディスプレイウィンドウの幅は対応するビットマ
ップの幅未満又は幅に等しくなるものとする。ウィンドウの高さはビットマップのＹ軸に
相当し、ディスプレイウィンドウの高さは対応するビットマップの高さ未満又は高さに等
しくなるものとする。ディスプレイウィンドウ自体は、ビットマップの可視部分として定
義されるに過ぎないため、プロトコルでアドレス指定可能ではない。ビットマップとディ
スプレイウインドウの関係は図示される。
【０１０５】
　Ｃ．パケット定義
　１．サブフレームヘッダパケット
　サブフレームヘッダパケットとは、あらゆるサブフレームの最初のパケットであり、図
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８に描かれるような基本構造を有する。サブフレームヘッダパケットはホスト－クライア
ント同期に使用され、あらゆるクライアントはこのパケットを受信し、解釈するために利
用できなければならず、あらゆるホストはこのパケットを生成できなければならない。図
８で分かるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィール
ド、一意ワードフィールド、確保済み１フィールド、サブフレーム長フィールド、プロト
コルバージョンフィールド、サブフレームカウントフィールド、及びメディアフレームカ
ウントフィールドを、一般的にはその順序で有するように構造化される。一実施形態では
、この種のパケットは通常１５３５９型（０ｘ３ｂｆｆ１６進）パケットとして識別され
、パケット長フィールドを含まず、２０バイトという事前に選択された固定長を使用する
。
【０１０６】
　パケットタイプフィールドと一意ワードフィールドはそれぞれ２バイト値（１６ビット
符号なし整数）を使用する。これらの２つのフィールドの４バイトの組み合わせは、良好
な自己相関がある３２ビットの一意のワードをともに形成する。一実施形態では、実施の
一意のワードは０ｘ００５ａ３ｂｆｆであり、低い方の１６ビットは最初にパケットタイ
プとして送信され、最上位１６ビットは後に送信される。
【０１０７】
　確保済み１フィールドは、将来の使用のための確保された空間である２バイトを含み、
通常この点ですべてのビットがゼロに設定された状態で構成される。このフィールドの目
的は、以後の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ、４バイ
トフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。最下位バイト
は、ホストが複数のクライアントデバイスをアドレス指定できることを示すために確保さ
れる。ゼロという値は、ホストが単一のクライアントデバイスとのみ動作できることを示
すために確保される。
【０１０８】
　サブフレーム長フィールドは、４バイトの情報又はサブフレームあたりのバイト数を指
定する値を含む。一実施形態では、このフィールドの長さは、リンクがシャットダウンさ
れアイドル状態になる前にはただ１つのサブフレームだけがホストによって送信されるこ
とを示すためにゼロに設定されてよい。このフィールドの値は、あるサブフレームから次
のサブフレームに遷移するときに「オンザフライで」動的に変更できる。この機能は、等
時性のあるデータストリームに対処するために同期パルス内でマイナーなタイミング調整
を行うために有効である。サブフレームヘッダパケットのＣＲＣが有効ではない場合には
、リンクコントローラは現在のサブフレームの長さを推定するために過去の公知の良好な
サブフレームヘッダパケットのサブフレーム長を使用する必要がある。
【０１０９】
　プロトコルバージョンフィールドは、ホストによって使用されるプロトコルバージョン
を指定する２バイトを含む。プロトコルバージョンフィールドは、プロトコルの第１の又
はカレントバージョンを、使用されているとして指定するために「０」に設定される。こ
の値は、新しいバージョンが作成されるにつれて経時的に変化する。サブフレームカウン
トフィールドは、メディアフレームの開始以来送信されたサブフレーム数を示すシーケン
ス番号を指定する２バイトを含む。メディアフレームの第１のサブフレームは、ゼロとい
うサブフレームカウントを有する。メディアフレームの最後のサブフレームはｎ－１とい
う値を有し、ｎはメディアフレームあたりのサブフレーム数である。サブフレーム長が（
周期的ではないサブフレームを示す）ゼロに等しく設定される場合には、サブフレームカ
ウントもゼロに等しく設定されなければならないことに注意する。
【０１１０】
　メディアフレームカウントフィールドは、転送中の現在のメディアアイテム又はデータ
の開始以来送信されたメディアフレーム数を示すシーケンス番号を指定する４バイト（３
２ビットの符号なし整数）を含む。メディアアイテムの第１のメディアフレームはゼロと
いうメディアフレームカウントを有する。メディアフレームカウントは、各メディアフレ
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ームの第１のサブフレームの直前に増分し、最大メディアフレームカウント（例えば、メ
ディアフレーム数２３２－１＝４，２９４，９６７，２９５）が使用された後にゼロにラ
ップバックする（ｗｒａｐｓ　ｂａｃｋ　ｔｏ）。メディアフレームカウント値は、通常
、エンドアプリケーションのニーズに合うようにホストによっていつでもリセットされて
よい。
【０１１１】
　２．フィラーパケット
　フィラーパケットは、他の情報が、順方向リンク又は逆方向リンクどちらかで送信する
ために使用できないときにクライアントデバイスに、あるいはクライアントデバイスから
転送されるパケットである。必要とされる時に他のパケットを送信する上で最大の柔軟性
を可能にするためにフィラーパケットが最小の長さを有することが勧められる。サブフレ
ーム又は逆方向カプセル化パケット（以下を参照されたい）のまさに最後で、リンクコン
トローラは残りの空間を充填し、パケット完全性を維持するためにフィラーパケットのサ
イズを設定する。フィラーパケットは、ホスト又はクライアントが送信又は交換する情報
がないときにリンク上でタイミングを維持するために有効である。あらゆるホスト及びク
ライアントは、インタフェースを効果的に使用するためにこのパケットを送信し、受信で
きる必要がある。
【０１１２】
　フィラーパケットのフォーマット及びコンテンツは図９に図示される。図９に示される
ように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、フィラ
ーバイトパケット及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。一実施形態では、
この種のパケットは通常、２バイトのタイプフィールドに示される０型として識別される
。フィラーバイトフィールド内のビット又はバイトはフィラーパケットを所望される長さ
とできるように、可変数のすべてのゼロビット値を備える。最小フィラーパケットはこの
フィールドにバイトを含まない。つまり、パケットはパケット長、パケットタイプ及びＣ
ＲＣだけからなり、一実施形態では、６バイトという事前に選択された固定長又は４とい
うパケット長値を使用する。ＣＲＣ値はパケット長を含むパケット内のすべてのバイトに
ついて決定され、他のいくつかのパケットタイプでは除外されてよい。
【０１１３】
　３．ビデオストリームパケット
　ビデオストリームパケットは、ディスプレイ装置の通常は矩形の領域を更新するために
ビデオデータを搬送する。この領域のサイズはただ１個のピクセルほど小さい、あるいは
ディスプレイ全体ほど大きくてもよい。ストリームを表示するために必要とされるすべて
のコンテキストはビデオストリームパケット内に含まれるため、システム資源によって制
限される、同時に表示されるストリームの数はほぼ無制限であってよい。ビデオストリー
ムパケットの一実施形態のフォーマット（ビデオデータフォーマット記述子）は図１０に
示される。図１０に示されるように、一実施形態では、この種のパケットはパケット長（
２バイト）フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、
ビデオデータ記述子フィールド、ピクセル表示属性フィールド、Ｘ左端フィールド、Ｙ上
端フィールド、Ｘ右端フィールド、Ｙ下部端縁フィールド、Ｘ開始フィールドとＹ開始フ
ィールド、ピクセルカウントフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、ピクセルデータ
フィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種のパケットは一
般的には、２バイトのタイプフィールドに示されるタイプ１６として識別される。一実施
形態では、クライアントは、表示能力パケットのＲＧＢフィールド、白黒フィールド、及
びＹ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールドを使用してビデオストリームパケットを受信する能力を
示す。
【０１１４】
　一実施形態では、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドはクライアントＩＤに確保される２
バイトの情報を含む。これは新規に開発された通信プロトコルであるので、実際のクライ
アントＩＤはまだ知られていないか、あるいは十分に容易に伝達できない。従って、この
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フィールド内のビットは、当業者に明らかとなるように、このようなＩＤ値が知られ、そ
の時点でＩＤ値を挿入又は使用できるようになるまで通常ゼロに等しく設定される。
【０１１５】
　前述された共通フレームの概念は、音声バッファサイズを最小限に抑え、待ち時間を減
少するための効果的な方法である。しかしながら、ビデオデータの場合、メディアフレー
ム内で１つのビデオフレームのピクセルを複数のビデオストリームパケットの中で広げる
ことが必要となる場合がある。また、単一のビデオストリームパケット内のピクセルがデ
ィスプレイ上の完全に矩形のウィンドウに正確に一致しない可能性もある。毎秒３０コマ
という例示的なビデオフレームレートの場合、毎秒３００のサブフレームがあり、１メデ
ィアフレームあたり１０のサブフレームを生じさせる。各フレームに４８行のピクセルが
ある場合には、各サブフレーム内の各ビデオストリームパケットは４８行のピクセルを含
むであろう。他の状況では、ビデオストリームパケットは整数行のピクセル行を含まない
可能性がある。これは、メディアフレームあたりのサブフレーム数が、１ビデオフレーム
あたりの行数（ビデオ行とも呼ばれる）に均等に分けられない、他のビデオフレームサイ
ズに当てはまる。各ビデオストリームパケットは、それが整数行のピクセルを含まない可
能性もあるが、通常整数のピクセルを含まなければならない。これはピクセルがそれぞれ
複数バイトである場合に、あるいはそれらが図１２に図示されるようなパックされたフォ
ーマットである場合重要である。
【０１１６】
　例示的なビデオデータ記述子フィールドの演算を実現するために利用されるフォーマッ
ト及びコンテンツは、前述されたように、図１１ａから図１１ｄに示されている。図１１
ａから図１１ｄでは、ビデオデータフォーマット記述子フィールドは本パケットの中の本
ストリームのピクセルデータ内の各ピクセルのフォーマットを指定する１６ビットの符号
なし整数の形を取る２バイトを含む。さまざまなビデオストリームパケットはさまざまな
ピクセルデータフォーマットを使用してよい、つまりビデオデータフォーマット記述子内
の別の値を使用してよく、同様にストリーム（ディスプレイの領域）はそのデータフォー
マットを「オンザフライで」変更してよい。ピクセルデータフォーマットは、表示能力パ
ケットに定められるようにクライアントにとって有効なフォーマットの少なくとも１つに
準拠しなければならない。ビデオフォーマット記述子は、ある特定のビデオストリームの
存続期間中に一定のフォーマットが使用され続けることを暗示しない本パケット専用のピ
クセルフォーマットを定義する。
【０１１７】
　図１１ａから図１１ｄは、ビデオデータフォーマット記述子がどのようにコード化され
る（ｃｏｄｅｄ）のかを示す。これらの図に使用されるように、及びこの実施形態におい
てのように、図１１ａに示されるようにビット「１５：１３」が「０００」に等しいとき
は、ビデオデータは、ピクセルあたりのビット数はビデオデータフォーマット記述子ワー
ドのビット３から０によって定義される白黒ピクセルのアレイからなる。ビット１１から
４は、通常、将来の使用又は用途のために確保され、この状況ではゼロに設定される。図
１１ｂに示されるように、ビット［１５：１３］が代わりに「００１」に等しいときには
、ビデオデータは、それぞれがカラーマップ（パレット）を通して色を指定するカラーピ
クセルのアレイからなる。この状況では、ビデオデータフォーマット記述子ワードのビッ
ト５から０は、１ピクセルあたりのビット数を定め、ビット１１から６は通常将来の使用
又は用途のために確保され、ゼロに等しく設定される。図１１ｃに示されるように、ビッ
ト［１５：１３］が代わりに「０１０」に等しいときには、ビデオデータは赤の１ピクセ
ルあたりのビット数がビット１１から８によって定められるカラーピクセルのアレイから
なり、緑の１ピクセルあたりのビット数はビット７から４によって定められ、青の１ピク
セルあたりのビット数はビット３から０によって定められる。この状況では、各ピクセル
のビット総数は赤、緑及び青に対して使用されるビット数の合計である。
【０１１８】
　しかしながら、図１１ｄに示されるように、ビット［１５：１３］が代わりに「０１１



(39) JP 2013-158026 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

」に等しいときには、ビデオデータは、輝度とクロミナンスの情報がある４：２：２のＹ
ＣｂＣｒフォーマットのビデオデータのアレイからなり、この場合輝度（Ｙ）の１ピクセ
ルあたりのビット数はビット１１から８で定められ、Ｃｂ成分のビット数はビット７から
４で定められ、Ｃｒ成分のビット数はビット３から０で定められる。各ピクセル内のビッ
ト総数は、赤、青及び緑に使用されるビット数の合計である。Ｃｂ成分とＣｒ成分はＹの
半分の速度で送信される。加えて、このパケットのピクセルデータ部分の中のビデオサン
プルは以下のように編成される。つまりＣｂｎ、Ｙｎ、Ｃｒｎ、Ｙｎ＋１、Ｃｂｎ＋２、
Ｙｎ＋２、Ｃｒｎ＋２、Ｙｎ＋３、．．．であり、この場合ＣｂｎとＣｒｎはＹｎとＹｎ
＋１に関連付けられ、Ｃｂｎ＋２とＣｒｎ＋２は、Ｙｎ＋２とＹｎ＋３等と関連付けられ
る。
【０１１９】
　Ｙｎ、Ｙｎ＋１、Ｙｎ＋２、及びＹｎ＋３は、左から右へ単一行で４個の連続ピクセル
の輝度値である。本発明はこのフォーマットに制限されないが、色成分の順序付けは通常
マイクロソフト社（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）によってそのソフト
ウェアで使用されるＵＹＶＹ　ＦＯＵＲＣＥフォーマットと同じフォーマットで選ばれる
。ビデオストリーム亜Ｐケットによって参照されるウィンドウ内の行（Ｘ右端縁－Ｘ左端
縁＋１）に奇数のピクセルがある場合、各行の最後のピクセルに相当するＹ値の後には次
の行の最初のピクセルのＣｂ値が続き、Ｃｒ値は行の中の最後のピクセルのために送信さ
れない。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットを使用するウィンドウが偶数のピクセルである幅を
有することが勧められる。パケット内のピクセルデータは偶数のピクセルを含まなければ
ならない。ピクセルデータの最後のピクセルがビデオストリームパケットヘッダ内で指定
されるウィンドウの中の行の最後のピクセルに一致する場合には、つまりピクセルデータ
の中の最後のピクセルのＸロケーションがＸ右端縁に等しいときにはそれは奇数又は偶数
のピクセルを含んでよい。
【０１２０】
　ビット［１５：１３］が代わりに「１００」に等しいとき、ビデオデータは１ピクセル
あたりのビット数がビデオデータフォーマット記述子ワードのビット３から０によって定
められるバイヤー（Ｂａｙｅｒ）ピクセルのアレイからなる。ピクセルパターンはＥｒｒ
ｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ（エラー！参照ソースが
検出されない）（バイヤー）に図示されるように、ビット５と４で定義される。ピクセル
データの順序は水平又は垂直であってよく、行又は列の中のピクセルは順方向又は逆方向
の順序で送信されてよく、Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆ
ｏｕｎｄ（エラー！参照ソースが検出されない）に示されるようにビット８から６で定め
られる。ビット１１から９はゼロに設定されなければならない。
【０１２１】
　図に示される４つのすべてのフォーマットの場合、「Ｐ」として示されるビット１２は
ピクセルデータサンプルがパックされるかどうか、又はバイト位置合わせされたピクセル
データであるかどうかを指定する。このフィールドの「０」という値は、ピクセルデータ
フィールドの各ピクセルがＭＤＤインタフェースバイト境界とバイト位置合わせされるこ
とを示す。「１」という値は、ピクセルデータの各ピクセル及び各ピクセル内の各色が未
使用のビットを残していないピクセルの中の過去のピクセル又は色と対照して詰め込まれ
る（ｐａｃｋｅｄ　ｕｐ）ことを示す。
【０１２２】
　ある特定のディスプレイウィンドウのメディアフレームの第１のビデオストリームパケ
ットの中の第１のピクセルは、Ｘ左端縁とＹ上端縁により形成されるストリームウィンド
ウの左上角に入り、受信される次のピクセルは同じ行等の次のピクセルロケーションに配
置される。メディアフレームのこの第１のパケット、つまりＸ開始値は通常Ｘ左端縁に等
しく、Ｙ開始値は通常Ｙ上端縁に等しい。同じ画面ウィンドウに対応する以後のパケット
では、Ｘ開始値とＹ開始値は通常、過去のサブフレーム内で送信されたビデオストリーム
パケットで送信される最後のピクセルの後に続く、画面ウィンドウ内のピクセルロケーシ
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ョンに設定される。
【０１２３】
　４．音声ストリームパケット
　音声ストリームパケットは、クライアントの音声システムを通して、あるいはスタンド
アロン音声プレゼンテーションデバイスのために再生される音声データを搬送する。さま
ざまな音声データストリームは、使用されている音声システムのタイプに応じて、例えば
、左前、右前、中心、左後ろ、及び右後ろなどのサウンドシステムの別々の音声チャネル
に割り当てられてよい。音声チャネルの完全な補完は、改善された空間－音響信号処理を
含むヘッドセットのために提供される。クライアントは、表示能力パケットの音声チャネ
ル機能フィールドと音声サンプルレートフィールドを使用して音声ストリームパケットを
受信する能力を示す。音声ストリームパケットのフォーマットは図１３に描かれる。
【０１２４】
　図１３に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイ
プフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、音声チャネルＩＤフィールド、確保１
フィールド、音声サンプルカウントフィールド、サンプル及びパッキングあたりビットフ
ィールド、音声サンプルレートフィールド、パラメータＣＲＣフィールド、デジタル音声
データフィールド、及び音声データＣＲＣフィールドを有するように構造化される。一実
施形態では、この種のパケットは通常タイプ３２パケットとして識別される。
【０１２５】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは過去に使用されたように、クライアントＩＤのため
に確保される２バイトの情報を含む。確保される１フィールドは、将来の使用のために確
保される２バイトを含み、すべてのビットがゼロに設定され、通常この点で構成される。
【０１２６】
　１サンプル及びパッキングあたりビットフィールドは音声データのパッキングフォーマ
ットを指定する８ビット符号なし整数の形で１バイトを含む。通常利用されるフォーマッ
トは、１ＰＣＭ音声サンプルあたりのビット数を定めるためのビット４から０である。次
に、ビット５はデジタル音声データサンプルがパッキングされるかどうかを指定する。パ
ッキングされたサンプルとバイト位置合わせされた音声サンプルの差異は図１４に描かれ
ている。「０」という値は、デジタル音声データフィールド内の各ＰＣＭ音声サンプルが
ＭＤＤＩインタフェースバイト境界とバイト位置あわせされていることを示し、「１」と
いう値は、各連続ＰＣＭ音声サンプルが過去の音声サンプルに照らし合わせて詰め込まれ
ることを示す。このビットは、通常、ビット４から０に定められる値（１ＰＣＭ音声サン
プルあたりのビット数）が８の倍数ではないときにだけ効果的である。ビット７から６は
、将来の使用のために確保され、一般的にはゼロという値で設定される。
【０１２７】
　５．確保ストリームパケット
　一実施形態では、パケットタイプ１から１５、１８から３１、及び３３から５５は、遭
遇される多様な応用例について所望されるように、パケットプロトコルの将来のバージョ
ン又は変形で使用するために定められるストリームパケットに確保される。再び、これは
、他の技術に比較してつねに絶え間なく変わる技術とシステム設計に直面して、ＭＤＩイ
ンタフェースをさらに柔軟に、有効にすることの一部である。
【０１２８】
　６．ユーザによって設定されるストリームパケット
　タイプ５６からタイプ６３として知られている８つのデータストリームタイプが、ＭＤ
ＤＩリンクとともに使用するために装置の製造メーカによって定義されてよい独自仕様の
アプリケーションでの使用に確保される。これらは、ユーザ定義ストリームパケットとし
て公知である。このようなパケットは任意の目的に使用されてよいが、ホストとクライア
ントはこのような使用の結果が非常によく理解されるあるいは公知である状況だけでこの
ようなパケットを使用しなくてはならない。これらのパケットタイプのストリームパラメ
ータ及びデータの特定の定義はこのようなパケットタイプを実現する、あるいはその使用
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を追及する特定の装置製造メーカに委ねられる。ユーザ定義ストリームパケットのいくつ
かの例示的な使用は、試験パラメータ及び試験結果、工場校正データ、及び独自仕様の特
殊使用データを伝達することである。一実施形態において使用されるユーザによって設定
されるストリームパケットのフォーマットは図１５に描かれている。図１５に示されるよ
うに、この種のパケットは、パケット長（２バイト）フィールド、パケットタイプフィー
ルド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ番号フィールド、ストリームパラメータフィールド、パラメ
ータＣＲＣフィールド、ストリームデータフィールド及びストリームデータＣＲＣフィー
ルドを有するように構造化される。
【０１２９】
　７．カラーマップパケット
　カラーマップパケットは、クライアントのための色を提示するために使用されるカラー
マップルックアップテーブルのコンテンツを指定する。単一のパケットで送信できるデー
タ量より多いカラーマップを必要とする応用例もある。これらのケースでは、複数のカラ
ーマップパケットが転送されてよく、それぞれが後述されるオフセットフィールドと長さ
フィールドを使用することによりカラーマップの別のサブセットを備える。一実施形態の
カラーマップパケットのフォーマットは図１６に描かれている。図１６に示されるように
、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎ
ｔＩＤフィールド、カラーマップアイテムカウントフィールド、カラーマップオフセット
フィールド、パラメータＣＲＣフィールド、カラーマップデータフィールド及びデータＣ
ＲＣフィールドを有するように構造化される。一実施形態では、この種のパケットは、通
常、パケットタイプフィールド（２バイト）に指定されるようにタイプ６４パケット（ビ
デオデータフォーマットとカラーマップパケット）として識別される。クライアントは、
表示能力パケットのカラーマップサイズフィールドとカラーマップ幅フィールドを使用し
てカラーマップパケットを受信する能力を示す。
【０１３０】
　８．逆方向リンクカプセル化パケット
　例示的な実施形態では、データは逆方向リンクカプセル化パケットを使用して逆方向に
転送される。順方向リンクパケットは送信され、ＭＤＤＩリンク動作（転送方向）は、パ
ケットを逆方向で送信できるように変更される、又はこのパケットの真中あたりで回転さ
れる。一実施形態における逆方向リンクカプセル化パケットのフォーマットは図１７に描
かれている。図１７に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケ
ットタイプフィールド、ｈＣＬｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、逆方向リンクフラグフィール
ド、逆方向レート除数フィールド、ターンアラウンド１長フィールド、ターンアラウンド
２長フィールド、パラメータＣＲＣフィールド、全ゼロ１フィールド、ターンアラウンド
１フィールド、逆方向データパケットフィールド、全ゼロ２フィールド、ターンアラウン
ド２フィールド、及びドライバ再イネーブルフィールドを有するように構造化される。こ
の種のパケットは、通常、タイプ６５パケットとして識別される。外部モードの場合、あ
らゆるホストがこのパケットを生成し、データを受信できなければならず、あらゆるクラ
イアントがデータを受信し、データをホストに送信できなければならない。このパケット
のインプリメンテーションは内部モードのためにオプションである。
【０１３１】
　ＭＤＤＩリンクコントローラは、逆方向リンクカプセル化パケットを送信中に特別に動
作する。ＭＤＤＩインタフェースはつねにリンクのコントローラであるホストによって駆
動されるストローブ信号を有する。ホストは、それが逆方向リンクカプセル化パケットの
ターンアラウンドパケット又は逆方向データパケットの部分のビットごとにゼロを送信す
るかのように動作する。ホストは、各ビット境界で、２回のターンアラウンドの間、及び
逆方向データパケットに割り当てられる時間の間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｒｏｂｅ信号をトグル
する。（これは、あたかもそれが全ゼロデータを送信しているかと同じ動作である）。ホ
ストはそのＭＤＤＩデータ信号線ドライバを、ターンアラウンド１で指定される期間の間
にディスエーブルし、クライアントがターンアラウンド２フィールドによって指定される
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期間の後に続くドライバ再イネーブルフィールドの間でそのラインドライバを再イネーブ
ルする。クライアントは、ターンアラウンド長パラメータを読み取り、ターンアラウンド
１フィールドの最後のビットの直後にホストに向かってデータ信号を駆動する。つまり、
クライアントは以下のパケットコンテンツ説明、及び他のどこかで指定されるようなＭＤ
ＤＩストローブの特定の立ち上がりでリンクに新しいデータを記録する（ｃｌｏｃｋｓ）
。クライアントは、それがホストにパケットを送信するために使用できる時間の長さを知
るためにパケット長パラメータとターンアラウンド長パラメータ長を使用する。クライア
ントは、ホストに送信するデータがない場合には、フィラーパケットを送信するか、ある
いはデータラインをゼロ状態に駆動してよい。データラインがゼロに駆動されると、ホス
トはこれをゼロ長（有効ではない長さ）のパケットとして解釈し、ホストは現在の逆方向
リンクカプセル化パケットの期間中クライアントからこれ以上パケットを受け入れない。
【０１３２】
　ホストは全ゼロ１フィールドの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号を論理ゼロレベルに駆動し、
クライアントは、ターンアラウンド２フィールドの開始前の少なくとも１逆方向リンクク
ロック期間の間、つまり全ゼロ２フィールド期間の間、ＭＤＤＩデータラインを論理ゼロ
レベルに駆動する。これによりデータラインはターンアラウンド１フィールド期間とター
ンアラウンド２フィールド期間中決定論的状態に保たれる。クライアントにこれ以上送信
するパケットがない場合には、ハイバネーションバイアスレジスタ（他の個所で説明され
る）がデータラインを逆方向データパケットフィールドの残りの間、つまり約１６の順方
向リンクバイト以上の間論理ゼロレベルに保つため、それは論理ゼロレベルにそれらを駆
動した後にデータラインをディスエーブルしてもよい。
【０１３３】
　一実施形態では、表示要求及びステータスパケットの逆方向リンク要求フィールドが、
クライアントがホストにデータを送り返すために逆方向リンクカプセル化パケットで必要
とするバイト数をホストに知らせるために使用されてよい。ホストは逆方向リンクカプセ
ル化パケットで少なくともそのバイト数を割り当てることによって要求を許可しようとす
る。ホストはサブフレーム内で複数の逆方向リンクカプセル化パケットを送信してよい。
ディスプレイはほぼつねに表示要求及びステータスパケットを送信してよく、ホストは１
個のサブフレームで要求されるバイト総数として逆方向リンク要求パラメータを解釈する
。
【０１３４】
　９．表示能力パケット
　ホストは、一般的に最適な又は所望される方法でホスト対クライアントリンクを構成す
るためにそれが通信しているクライアント（ディスプレイ）の機能を知る必要がある。デ
ィスプレイが、順方向リンク同期が取得された後にホストに表示能力パケットを送信する
ことが勧められる。このようなパケットの伝送は、逆方向リンクカプセル化パケットで逆
方向リンクフラグを使用するホストによって要求されるときに必要と見なされる。表示能
力パケットは、ホストにディスプレイの機能を知らせるために使用される。外部モードの
場合、あらゆるホストはこのパケットを受信できなければならず、あらゆるディスプレイ
はこのインタフェースとプロトコルを完全に活用するためにこのパケットを送信できなけ
ればならない。このパケットのインプリメンテーションは、製造又は何らかの種類の単一
の構成部品又はユニットに組み込まれる時点でディスプレイの機能はすでに明確でなけれ
ばならず、ホストに公知でなければならないため、内部モードにとってはオプションであ
る。
【０１３５】
　一実施形態における表示能力パケットのフォーマットは、図１８に描かれている。図１
８に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィー
ルド、プロトコルバージョンフィールド、最小プロトコルバージョンフィールド、ビット
マップ幅フィールド、ビットマップ高さフィールド、白黒機能フィールド、カラーマップ
機能フィールド、ＲＧＢ機能フィールド、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールド、表示特徴能力
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フィールド、データレート機能フィールド、フレームレート機能フィールド、音声バッフ
ァ深度フィールド、音声ストリーム機能フィールド、音声レート機能フィールド、最小サ
ブフレームレートフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。例示
的な実施形態では、この種のパケットは通常、６６型タイプとして認識される。
【０１３６】
　１０．キーボードデータパケット
　キーボードデータパケットは、クライアントデバイスからホストにキーボードデータを
送信するために使用される。無線（又は有線）キーボードは、ヘッドマウント式ビデオデ
ィスプレイ／音声プレゼンテーションデバイスを含むが、これらに限定されない多様なデ
ィスプレイ又は音声デバイスとともに使用されてよい。キーボードデータパケットは複数
の公知のキーボード状のデバイスの１つから受信されたキーボードデータをホストに中継
する。このパケットはキーボードにデータを送信するために順方向で使用することもでき
る。クライアントは、表示能力パケットの中のキーボードデータフィールドを使用してキ
ーボードデータパケットを送受する能力を示す。
【０１３７】
　キーボードデータパケットのフォーマットは図１９に示され、キーボードからの又はキ
ーボードのための可変長のバイトの情報を含む。図１９に示されるように、この種のパケ
ットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィ
ールド、キーボードデータフォーマットフィールド、キーボードデータフィールド及びＣ
ＲＣフィールドを有するように構造化される。ここでは、この種のパケットは通常タイプ
６７パケットとして識別される。
【０１３８】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤは、前述されたように確保されたフィールドであり、ＣＲＣがパ
ケットの全バイトで実行される。キーボードデータフォーマットフィールドは、キーボー
ドデータフォーマットを記述する２バイトの値を含む。ビット６から０は、表示能力パケ
ットのキーボードデータフォーマットフィールドと同一でなければならない。この値は１
２７に等しくない。ビット１５から７は将来の使用のための確保されるため、現在はゼロ
に設定されている。
【０１３９】
　１１．ポインティングデバイスデータパケット
　ポインティングデバイスデータパケットは、ディスプレイからホストへ、無線マウス又
は他のポインティングデバイスからの位置情報を送信するために使用される。データは、
このパケットを使用して順方向リンクでもポインティングデバイスに送信できる。ポイン
ティングデバイスデータパケットの例示的なフォーマットは図２０に示され、ポインティ
ングデバイスからの又はポインティングデバイスのための可変数のバイトの情報を含む。
図２０に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプ
フィールド、ポインティングデバイスデータフィールド、及びＣＲＣフィールドを有する
ように構造化される。例示的な実施形態では、この種のパケットは通常１バイトタイプフ
ィールドのタイプ６８パケットとして識別される。
【０１４０】
　１２．リンクシャットダウンパケット
　リンクシャットダウンパケットは、ＭＤＤＩデータとストローブがシャットダウンされ
、低電力消費「ハイバネーション」状態に入ることを示すためにホストからクライアント
ディスプレイに送信される。このパケットは、静的ビットマップが移動体通信装置からデ
ィスプレイに送信された後、あるいは当面ホストからクライアントに転送する追加の情報
がないときに、リンクをシャットダウンし、節電するために有効である。通常の動作は、
ホストがパケットを再び送信すると再開される。ハイバネーション後に送信される最初の
パケットがサブフレームヘッダパケットである。表示ステータスパケットのフォーマット
は、図２１に示される。図２１に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィ
ールド、パケットタイプフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される
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。一実施形態においては、この種のパケットは、通常１バイトタイプフィールドのタイプ
６９パケットとして識別され、事前に選択された固定長の３バイトを使用する。
【０１４１】
　低電力ハイバネーション状態では、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバが高インピーダンス状
態にディスエーブルされ、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号が、ディスプレイによって無効にでき
る高インピーダンスバイアスネットワークを使用して論理ゼロ状態に引かれる。インタフ
ェースによって使用されるストローブ信号は、電力消費を最小限に抑えるためにハイバネ
ーション状態で論理ゼロレベルに設定される。ホスト又はクライアントのどちらかによっ
て、ＭＤＤＩリンクは、他の個所に説明されるような、本発明にとっての重要な進歩であ
り、本発明の利点であるハイバネーション状態から「ウェークアップ」する。
【０１４２】
　１３．表示要求及びステータスパケット
　ホストは、一般的に最適にホスト対ディスプレイリンクを構成できるように、ディスプ
レイから少量の情報を必要とする。ディスプレイが１つのディスプレイステータスパケッ
トをホストの各サブフレームに送信することが勧められる。ディスプレイは、逆方向リン
クカプセル化パケット内の第１のパケットとして、それが確実にホストに配信されること
を確実にするためにこのパケットを送信する必要がある。ディスプレイステータスパケッ
トのフォーマットは図２２に示されている。図２２に示されるように、この種のパケット
はパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、逆方向リンク要求フィールド、Ｃ
ＲＣエラーカウントフィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この
種のパケットは一般的には１バイトタイプフィールドのタイプ７０パケットとして通常識
別され、８バイトの事前に選択された固定長を使用する。
【０１４３】
　逆方向リンク要求フィールドは、ホストにデータを送り返すために逆方向リンクカプセ
ル化パケットでディスプレイが必要とするバイト数をホストに知らせるために使用されて
よい。ホストは、逆方向リンクカプセル化パケットの中の少なくともそのバイト数を割り
当てることによって要求を許可しようとする。ホストは、データを収容するためにサブフ
レーム内の複数の逆方向リンクカプセル化パケットを送信してよい。クライアントはいつ
でも表示要求及びステータスパケットを送信してよく、ホストは１つのサブフレームで要
求されるバイトの総数として逆方向リンク要求パラメータを解釈する。逆方向リンクデー
タがホストにどのようにして送り返されるのか追加の詳細及び特殊な例は以下に示される
。
【０１４４】
　１４．ビットブロック転送パケット
　ビットブロック転送パケットは、任意の方向でディスプレイの領域をスクロールするた
めの手段を提供する。この機能を有するディスプレイは、表示能力パケットの表示特徴能
力インジケータフィールドのビット０で機能を報告する。ビットブロック転送パケットの
フォーマットは図２３に示される。図２３に示されるように、この種のパケットはパケッ
ト長フィールド、パケットタイプフィールド、上部左Ｘ値フィールド、上部左Ｙ値フィー
ルド、ウィンドウ幅フィールド、ウィンドウ高さフィールド、ウィンドウＸ移動フィール
ド、ウィンドウＹ移動フィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。こ
の種のパケットは通常タイプ７１パケットとして識別され、１５バイトという事前に選択
される固定長を使用する。
【０１４５】
　フィールドは、移動されるウィンドウの左上角の座標のＸ値とＹ値、移動されるウィン
ドウの幅と高さ、及びウィンドウがそれぞれ水平に及び垂直に移動されるピクセル数を指
定するために使用される。後者の２つのフィールドの正の値により、ウィンドウを右及び
下に移動させ、負の値がそれぞれ左及び上への移動を引き起こす。
【０１４６】
　１５．ビットマップ領域塗りつぶしパケット
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　ビットマップ領域塗りつぶしパケットは、ディスプレイの領域を単一の色に容易に初期
化するための手段となる。この機能を有するディスプレイは、表示能力パケットの表示特
徴能力インジケータフィールドのビット１で機能を報告する。ビットマップ領域塗りつぶ
しパケットのフォーマットは図２４に示されている。図２４に示されるように、この種の
パケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、上部左Ｘ値フィールド
、上部左Ｙ値フィールド、ウィンドウ幅フィールド、ウィンドウ高さフィールド、データ
フォーマット記述子フィールド、ピクセル領域塗りつぶし値フィールド、及びＣＲＣフィ
ールドを有するように構造化される。この種のパケットは通常１バイトタイプフィールド
でタイプ７２パケットとして識別され、１７バイトという事前に選択された固定長を使用
する。
【０１４７】
　１６．ビットマップパターン塗りつぶしパケット
　ビットマップパターン塗りつぶしパケットは、事前に選択されたパターンにディスプレ
イの領域を容易に初期化する手段となる。この機能を有するディスプレイは、表示能力パ
ケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビット２で機能を報告する。塗りつぶし
パターンの左上角は、塗りつぶされるウィンドウの左上角と位置合わせされている。塗り
つぶされるウィンドウが塗りつぶしパターンより幅広い又は背が高い場合には、パターン
はウィンドウを塗りつぶすために水平に又は垂直に数回繰り返されてよい。最後に繰り返
されるパターンの右又は下部は必要に応じて切り捨てられる。ウィンドウが塗りつぶしパ
ターンより小さい場合には、ウィンドウに適合するために塗りつぶしパターンの右側又は
底部が切り捨てられてよい。
【０１４８】
　ビットマップパターン塗りつぶしパケットのフォーマットは図２５に図示される。図２
５に示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィ
ールド、上部左Ｘ値フィールド、上部左Ｙ値フィールド、ウィンドウ幅フィールド、ウィ
ンドウ高さフィールド、パターン幅フィールド、パターン高さフィールド、データフォー
マット記述子フィールド、パラメータＣＲＣフィールド、パターンピクセルデータフィー
ルド、及びピクセルデータＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種のパケ
ットは通常１バイトタイプフィールドでタイプ７３パケットとして識別される。
【０１４９】
　１７．通信リンクデータチャネルパケット
　通信リンクデータチャネルパケットは、携帯電話又は無線データポートデバイスなどの
無線トランシーバと通信するために、ＰＤＡなどの高レベル計算能力を備えたディスプレ
イ用の手段となる。この状況では、ＭＤＤＩリンクは、通信装置とモバイルディスプレイ
付きの計算装置の間の便利な高速インタフェースとして働いており、その場合このパケッ
トはデバイス用のオペレーティングシステムのデータリンクでデータをトランスポートす
る。例えば、このパケットは、ウェブブラウザ、ｅメールクライアント、又はＰＤＡ全体
がモバイルディスプレイに組み込まれると使用できるであろう。この機能を有するディス
プレイは、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビット３で機能を
報告する。
【０１５０】
　通信リンクデータチャネルパケットのフォーマットは図２６に示されている。図２６に
示されるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィール
ド、パラメータＣＲＣフィールド、通信リンクデータフィールド、及び通信データＣＲＣ
フィールドを有するように構造化される。この種のパケットは通常タイプフィールドでタ
イプ７４パケットとして識別される。
【０１５１】
　１８．インタフェースタイプハンドオフ要求パケット
　インタフェースタイプハンドオフ要求パケットによって、ホストはクライアント又はデ
ィスプレイが既存のモード又はカレントモードからＩ型（直列）、ＩＩ型（２ビット並列
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）、ＩＩＩ型（４ビット並列）、又はＩＶ型（８ビット並列）モードにシフトすることを
要求できるようにする。ホストは、特定のモードを要求する前に、表示能力パケットの表
示特徴能力インジケータフィールドのビット６と７を調べることによって、ディスプレイ
が所望されるモードで動作できることを確認する必要がある。インタフェースタイプハン
ドオフ要求パケットのフォーマットは図２７に示される。図２７に示されるように、この
種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、インタフェースタイ
プフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種のパケットは
、通常タイプ７５パケットとして識別され、４バイトという事前に選択された固定長を使
用する。
【０１５２】
　１９．インタフェースタイプ肯定応答パケット
　インタフェースタイプ肯定応答パケットは、インタフェースタイプハンドオフパケット
の受領を確認するためにディスプレイによって送信される。要求されるモード、Ｉ型（直
列）、ＩＩ型（２ビット並列）、ＩＩＩ型（４ビット並列）、又はＩＶ型（８ビット並列
）モードはこのパケットの中のパラメータとしてホストにエコーバックされる。インタフ
ェースタイプ肯定応答パケットのフォーマットは図２８に示される。図２８に示されるよ
うに、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、インタフ
ェースタイプフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種の
パケットは、一般的にはタイプ７６パケットとして識別され、４バイトという事前に選択
された固定長を使用する。
【０１５３】
　２０．実行型ハンドオフパケット
　実行型ハンドオフパケットは、このパケットに指定されるモードにハンドオフするよう
にホストがディスプレイに命令するための手段である。これは、インタフェースタイプハ
ンドオフ要求パケットとインターネットタイプ肯定応答パケットによって過去に要求され
、肯定応答されたのと同じモードでなければならない。ホストとディスプレイはこのパケ
ットが送信された後に合意されたモードに切り替わる必要がある。ディスプレイはモード
変更の間にリンク同期を失い、取得し直す可能性がある。実行型ハンドオフパケットのフ
ォーマットは図２９に示される。図２９に示されるように、この種のパケットは、パケッ
ト長フィールド、パケットタイプフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造
化される。この種のパケットは通常１バイトタイプフィールドでタイプ７７パケットとし
て識別され、４バイトという事前に選択された固定長を使用する。
【０１５４】
　２１．順方向音声チャネルイネーブルパケット
　このパケットにより、ホストはディスプレイ内の音声チャネルをイネーブル又はディス
エーブルできる。この機能は有効であるため、ディスプレイ（クライアント）はホストに
よって出力される音声がない時には電力を節約するために音声増幅器又は類似する回路要
素をオフに切り替えることができる。これは、インジケータとして音声ストリームの存在
又は不在を使用するだけで暗示的に実現するためには著しく困難である。ディスプレイシ
ステムの電源投入時のデフォルト状態は、すべての音声チャネルがイネーブルされること
である。順方向音声チャネルイネーブルパケットのフォーマットは図３０に示される。図
３０に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィ
ールド、音声チャネルイネーブルマスクフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するよう
に構造化される。この種のパケットは通常１バイトタイプフィールドでタイプ７８パケッ
トとして識別され、４バイトという事前に選択された長さを使用する。
【０１５５】
　２２．逆方向音声サンプルレートパケット
　このパケットにより、ホストは、逆方向リンク音声チャネルをイネーブル又はディスエ
ーブルし、このストリームの音声データサンプルレートを設定できる。ホストは表示能力
パケットで有効であると定められるサンプルレートを選択する。ホストが無効サンプルレ
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ートを選択すると、ディスプレイは音声ストリームをホストに送信しないであろう。ホス
トはサンプルレートを２５５に設定することにより逆方向リンク音声ストリームをディス
エーブルしてよい。ディスプレイシステムが初期に電源投入される、又は接続されるトき
に想定されるデフォルト状態では、逆方向リンク音声ストリームはディスエーブルされて
いる。逆方向音声サンプルレートパケットのフォーマットは図３１に示される。図３１に
示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、音声サンプルレートフィールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。
この種のパケットは普通タイプ７９パケットとして識別され、４バイトという事前に選択
された固定長を使用する。
【０１５６】
　２３．デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケット
　このパケットにより、ホストとディスプレイは使用されているデジタルコンテンツ保護
方法に関連するメッセージを交換できる。現在では、２種類のコンテンツ保護、つまりデ
ジタル伝送コンテンツ保護（ＤＴＣＰ）又は広帯域幅デジタルコンテンツ保護システム（
ＨＤＣＰ）が意図され、将来の代替保護方式指定のために余地が確保されている。使用さ
れている方法は、このパケットのコンテンツ保護タイプパラメータによって指定される。
デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケットのフォーマットは、図３２に示される。図
３２に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィ
ールド、コンテンツ保護タイプフィールド、コンテンツ保護オーバヘッドメッセージフィ
ールド、及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種のパケットは通常タ
イプ８０パケットとして識別される。
【０１５７】
　２４．透明色イネーブルパケット
　透明色イネーブルパケットは、ディスプレイにおいてどの色が透明であるのかを指定す
るため、及び画像を表示するために透明色の使用をイネーブルする又はディスエーブルす
るために使用される。この機能を有するディスプレイは、表示能力パケットの表示特徴能
力インジケータフィールドのビット４でその機能を報告する。透明色の値を持つピクセル
がビットマップに書き込まれると、色は過去の値から変化しない。透明色イネーブルパケ
ットのフォーマットは図３３に示される。図３３に示されるように、この種のパケットは
パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、透明色イネーブルフィールド、デー
タフォーマット記述子フィールド、透明ピクセル値フィールド、及びＣＲＣフィールドを
有するように構造化される。この種のパケットは、通常１バイトタイプフィールドのタイ
プ８１パケットとして識別され、１０バイトの事前に選択された固定長を使用する。
【０１５８】
　２５．往復遅延測定パケット
　往復遅延測定パケットは、クライアント（ディスプレイ）からホストに戻るまでの遅延
を加えた、ホストからクライアント（ディスプレイ）までの伝搬遅延を測定するために使
用される。この測定値は本来ラインドライバとラインレシーバ、及び相互接続サブシステ
ムに存在する遅延を含む。この測定値は、一般的に前述されたように、逆方向リンクカプ
セル化パケットの中のターンアラウンド遅延パラメータ及び逆方向リンクレート除数パラ
メータを設定するために使用される。このパケットは、特定の応用例向けにＭＤＤＩリン
クが最大速度で実行しているときに最も有効である。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は、全ゼロデ
ータが以下のフィールドの間に送信されているかのように動作する。つまり、全ゼロ、ガ
ード回数と測定期間の両方である。これによりＭＤＤＩ＿Ｓｔｂは、それが測定期間中の
ディスプレイの周期クロックとして使用できるようにデータレートの半分でトグルする。
【０１５９】
　往復遅延測定パケットのフォーマットは図３４に示される。図３４に示されるように、
この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド、パラメータＣＲ
Ｃフィールド、全ゼロフィールド、ガード時間１フィールド、測定期間フィールド、ガー
ド時間２フィールド、及びドライバ再イネーブルフィールドを有するように構造化される
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。この種のパケットは、通常、タイプ８２パケットとして識別され、５３３ビットという
事前に選択された固定長を使用する。
【０１６０】
　往復遅延測定パケットの間に発生するイベントのタイミングが図３５に示される。図３
５では、ホストは、全ゼロフィールドとガード時間１フィールドが後に続く、パラメータ
ＣＲＣフィールドとストローブ位置合わせフィールドの存在により示される往復遅延測定
パケットを送信する。遅延３５０２は、パケットがクライアントディスプレイ装置又は処
理回路網に達する前に発生する。ディスプレイはパケットを受信すると、ディスプレイに
よって決定されるような測定期間の始まりに可能な限り実際的に０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０
ｘ０パターンを送信する。ディスプレイがこのシーケンスを送信し始める実際の時間は、
ホストの観点からの測定期間の始まりから遅延する。実質的には、この遅延量が、パケッ
トがラインドライバとラインレシーバ及び相互接続サブシステムを通って伝搬するのに要
する時間である。類似する遅延量３５０４は、ディスプレイからホストに伝搬し直される
パターンについて発生する。
【０１６１】
　クライアントに、及びクライアントから行き来する信号の往復遅延時間を正確に求める
ために、ホストは測定期間の開始後、０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０ｘ０シーケンスの始まりが
到着時に検出されるまで発生するビット期間の数をカウントする。この情報は、往復信号
がホストからクライアントに、及び再び戻るための時間量を求めるために使用される。そ
れからこの量の約２分の１は信号のクライアントへの片道通過のために生じる遅延に起因
する。
【０１６２】
　ディスプレイは、そのラインドライバを実質的に０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０ｘ０パターン
の最後のビットを送信した直後にディスエーブルする。ガード時間２によりディスプレイ
のラインドライバが、ホストが次のパケットのパケット長を送信する前の高インピーダン
ス状態に完全になるための時間を可能にする。ハイバネーションプルアップ抵抗とプルダ
ウン抵抗（図４２を参照されたい）は、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号が、ラインドライバがホ
ストとディスプレイの両方でディスエーブルされる間隔で有効な低レベルに保持されるこ
とを確実にする。
【０１６３】
　２６．順方向リンク歪み校正パケット
　順方向リンク歪み構成パケットにより、クライアント又はディスプレイはＭＤＤＩ＿Ｓ
ｔｂ信号に関してＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の伝搬遅延の差異についてそれ自体を校正でき
るようにする。遅延歪み補償を行わないと、最大データレートは通常これらの遅延の潜在
的な最悪の変動を考慮するために制限される。一般的には、このパケットは順方向リンク
データレートが約５０Ｍｂｐｓ以下の速度に構成されるときにだけ送信される。ディスプ
レイを校正するためにこのパケットを送信した後、データレートは５０Ｍｂｐｓを超えて
強化されてよい。データレートが歪み校正プロセスの間に高すぎて設定されると、遅延は
遅延歪み補償設定値を１ビットを超える時間オフにし、誤ったデータ計時を生じさせるで
あろうビット期間のエイリアスに同期する可能性がある。インタフェースの最高のデータ
レートタイプ又は考えられる最大のインタフェースタイプは、すべての既存のデータビッ
トが校正されるように順方向リンク歪み校正パケットを送信する前に選択される。
【０１６４】
　順方向リンク歪み構成パケットのフォーマットは図５６に示される。図５６に示される
ように、この種のパケットはパケット長（２バイト）フィールドと、パケットタイプフィ
ールドと、パラメータＣＲＣフィールドと、校正データシーケンスフィールドとＣＲＣフ
ィールドを有するように構造化される。この種のパケットは通常タイプフィールドでタイ
プ８３パケットとして識別され、５１５という事前に選択された長さを有する。
【０１６５】
　仮想制御パネル
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　仮想制御パネル（ＶＣＰ）によって、ホストはクライアントにおいて特定のユーザ制御
を設定できる。これらのパラメータがホストによって調整されるのを可能にすることによ
って、クライアントのユーザインタフェースは簡略化できる。ユーザが、音量又は表示輝
度などのパラメータを調整できるようにする画面は、クライアントの１台又は複数台のマ
イクロプロセッサによってよりむしろホストソフトウェアによって生成できるためである
。ホストは、クライアントのパラメータ設定値を読み取り、各コントロールごとに有効な
値の範囲を決定する能力を有する。クライアントはホストに、どの制御パラメータを調整
できるのかを報告し返す機能を有する。
【０１６６】
　一般的に指定されるコントロールコード（ＶＣＰコード）と関連付けられたデータ値は
、クライアントでコントロールと設定値を指定するために活用される。ＭＤＤＩ仕様のＶ
ＣＰコードは、パケット定義の中で適切なデータフィールド位置合わせを保ち、将来には
このインタフェース又は将来のエンハンスメントに一意である補足値をサポートするため
に１６ビットに拡大される。
【０１６７】
　２７．要求ＶＣＰ特徴パケット
　要求ＶＣＰ特徴パケットは、特定の制御パラメータの現在の設定値、又はすべての有効
な制御パラメータをホストが要求するための手段、機構又は方法を提供する。一般的には
、クライアントはＶＣＰ特徴応答パケットの中の適切な情報とともにＶＣＰパケットに応
える。一実施形態では、表示能力パケットのクライアントは表示特徴能力インジケータフ
ィールドの２０ビットを使用して要求ＶＣＰ特徴パケットをサポートする能力を示す。
【０１６８】
　一実施形態において要求ＶＣＰ特徴パケットのフォーマットは図６９に示される。図６
９で分かるようにこの種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド及びＣＲＣフィ
ールドを有するように構造化される。この種のパケットは通常一実施形態でタイプ１２８
として識別され、それは２バイトタイプフィールドに示される。パケット長フィールドを
含まないパケットの中の総バイト数を指定するパケット長は、通常８バイトの長さでこの
種のｂパケットに固定される。
【０１６９】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドはクライアントＩＤによって確保される１６ビット符
号なし整数を含む。このフィールドは将来の使用のために確保され、通常ゼロに設定され
る。ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールドは、ＭＣＣＳ　ＶＣＰ　制御コードパラメータを
指定する２バイトの情報を備える。０から２５５の範囲の値により、ＶＣＰ機能応答パケ
ットを、指定されたＭＣＣＳコードに対応するＶＣＰ機能応答リストの中の単一のアイテ
ムととも返させる。６５５３５（０ｘｆｆｆｆ）というＭＣＣＳ　ＶＣＰコードは、クラ
イアントによってサポートされるコントロールごとに機能回答項目を含むＶＣＰ機能応答
リストとともにＶＣＰ特徴応答パケットを要求する。このフィールドのための２５６から
６５５３４までの値は、将来の使用のために確保され、現在使用されていない。
【０１７０】
　２８．ＶＣＰ特徴応答パケット
　ＶＣＰ特徴応答パケットは、クライアントが特殊制御パラメータ又はすべての有効な制
御パラメータの現在設定値でホスト要求に応えるための手段、機構又は方法を提供する。
一般的には、クライアントが要求ＶＣＰ特徴パケットに応えてＶＣＰ特徴応答パケットを
送信する。このパケットは、特定のパラメータの現在設定値を求めるために、特定の制御
の有効範囲を決定するために、特殊な制御がクライアントによってサポートされるかどう
かを判断するため、あるいはクライアントによってサポートされる制御のセットを決定す
るために有効である。クライアントで実現されない特殊な制御を参照する要求ＶＣＰ特徴
が送信される場合には、ＶＣＰ特徴応答パケットは、適切なエラーコードを含む実現され
ない制御に対応する単一のＶＣＰ特徴応答リスト項目とともに返される。一実施形態では
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、クライアントは、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビット２
０を使用してＶＣＰ機能回答パケットをサポートする能力を示す。
【０１７１】
　一実施形態におけるＶＣＰ特徴回答パケットのフォーマットは、図７０に示される。図
７０に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィ
ールド、ｃＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、ＭＣＣＳバージョンフィールド、回答シーケン
ス番号フィールド、ＶＣＰ特徴回答リストフィールド及びＣＦＣフィールドを有するよう
に構造化される。この種のパケットは、通常、２バイトタイプフィールドで示されるよう
に、タイプ１２９として一実施形態で識別される。
【０１７２】
　ｃＣｌｉｅｎｔＩＤフィールドはＣｌｉｅｎｔＩＣに確保される情報を含む。このフィ
ールドは将来の使用のために確保され、通常ゼロに設定される。ＭＣＣＳバージョンフィ
ールドはクライアントによって実現されるＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様のバージョンを指定す
る２バイトの情報を含む。
【０１７３】
　２バイトの回答シーケンス番号フィールドは、クライアントによって戻されるＶＣＰ特
徴回答パケットのシーケンス番号を指定する情報又はデータを含む。クライアントは６５
５３５というＭＣＣＳ制御コード値とともに要求ＶＣＰ特徴パケットに応えて１つ又は複
数のＶＣＰ特徴回答パケットを返す。クライアントは複数のＶＣＰ特徴応答パケット上で
特徴回答リストを広げてよい。この場合、クライアントは各連続パケットにシーケンス番
号を割り当て、単一要求ＶＣＰ特徴パケットに応えて送信されるＶＣＰ特徴回答パケット
のシーケンス番号がゼロで開始し、１分増分する。最後のＶＣＰ特徴回答パケットの中の
最後のＶＣＰ特徴リストアイテムは、パケットが最後のパケットであり、返されるパケッ
トのグループの最高シーケンス番号を含むことを識別するために０ｘｆｆｆｆに等しいＭ
ＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードを含む必要がある。ただ１つのＶＣＰ特徴者回答パケットが要
求ＶＣＰ特徴パケットに応えて送信される場合には、その単一なパケットの応答シーケン
ス番号がゼロであり、ＶＣＰ特徴回答リストが０ｘｆｆｆｆに等しいＭＣＣＳ　ＶＣＰ制
御コードを有するレコードを含む。
【０１７４】
　ＶＣＰ特徴回答リストフィールドは、１つ又は複数のＶＣＰ特徴回答リスト項目を含む
バイトのグループである一方、リスト内の特徴数フィールドはこのパケットの中のＶＣＰ
特徴回答リスト内にあるＶＣＰ特徴リストアイテムの数を指定する２バイトを含む。一実
施形態における単一のＶＣＰ特徴回答リストアイテムのフォーマットは図７１に示される
。
【０１７５】
　図７１に示されるように、各ＶＣＰ特徴回答リスト項目は長さが正確に１２バイトであ
り、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、結果コードフィールド、最大値フィールド及び
現在値フィールドを備える。２バイトのＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールドは、このリス
トアイテムと関連付けられたＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定するデータ又
は情報を含む。ＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様バージョン２以降に定義される制御コード値だけ
が有効と見なされる。２バイトの結果コードフィールドは、指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ
制御に関する情報に対する要求に関するエラーコードを指定する情報を含む。「１」とい
う値は指定された制御がクライアントで実現されないことを意味するが、このフィールド
の「０」はエラーがないことを意味する。このフィールドの２から６５５３５という追加
の値は現在、技術で意図される他の応用例の将来の使用及びインプリメンテーションのた
めに確保されているが、いまのところ使用されていない。
【０１７６】
　４バイト最大値フィールドは、指定ＭＣＣＳ制御を設定できる、考えられる最大の値を
指定する３２ビット符号なし整数を含む。要求された制御がクライアントでは実現されな
い場合、値はゼロに設定される。返される値の長さが３２ビット（４バイト）未満である
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場合には、値は３２ビット整数に入れられ、最上位（未使用）バイトをゼロに設定された
状態にする。４バイトの現在値フィールドは指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ連続（Ｃ）又は
非連続（ＮＣ）制御の現在値を指定する情報を含む。要求された制御がクライアントで実
現されない場合、あるいは制御が実現されるが、テーブル（Ｔ）データタイプである場合
には、この値はゼロに設定される。返される値のＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様を通じた長さが
３２ビット（４バイト）未満である場合、値は３２ビット整数に入れられ、最上位（未使
用）バイトをゼロに設定された状態にする。
【０１７７】
　２９．ＶＣＰ特徴設定パケット
　ＶＣＰ特徴設定パケットは、ホストがクライアント内の連続制御と非連続制御の両方の
ためにＶＣＰ制御値を設定するための手段、機構又は方法となる。一実施形態では、クラ
イアントは表示能力パケットの表示特徴能力インジケータのビット２０を使用してＶＣＰ
特徴設定パケットをサポートする能力を示す。
【０１７８】
　一実施形態におけるＶＣＰ特徴パケットのフォーマットは図７２に示される。図７２に
示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィールド
、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、リスト内の値
（Ｖｌａｕｅｓ）数フィールド、制御値リストフィールド、ＣＲＣフィールドを有するよ
うに構造化される。この種のパケットは、２バイトタイプフィールドに示されるように通
常タイプ１３０として識別され、パケット長フィールドを除き長さ２０バイトである。
【０１７９】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、Ｃｌｉｅｎｔ　ＩＤを指定する、あるいはＣｌｉ
ｅｎｔ　ＩＤとして働くために再び２バイト値を使用する。このフィールドは将来の使用
のために確保され、現在はゼロに設定される。ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールドは調整
されるＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定するために２バイトの情報又は値を
使用する。２バイトのリスト内値数フィールドは、制御値リストに存在する１６ビット値
の数を指定する情報又は値を含む。制御値リストは、通常、ＭＣＣＳ制御コードがクライ
アント内のテーブルに関さない限り、１つのアイテムを含む。非テーブル関連制御の場合
、制御値リストはＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールドによって指定される制御パラメータ
に書き込まれる新しい値を指定する値を含む。テーブル関連制御の場合、制御値リストの
中のデータのフォーマットは、指定されるＭＣＣＳ　ＶＣＰコードのパラメータ記述によ
り指定される。リストが１バイトより大きい値を含む場合には、他の個所で定義される方
法に一貫して、最下位バイトが最初に送信される。最後に２バイトのＣＲＣフィールドは
パケット長を含むパケット内のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。
【０１８０】
　３０．有効パラメータ要求パケット
　有効パラメータ要求パケットは、クライアントが、指定された非連続（ＮＣ）又はテー
ブル（Ｔ）制御によってサポートされるパラメータのリストを含む有効パラメータ回答パ
ケットを返すことを要求するための手段又は機構として使用される。このパケットは、す
べての制御を指定するために６５５３５（０ｘｆｆｆｆ）というＭＣＣＳ　ＶＣＰコード
を指定するのではなく、非連続制御又はクライアント内のテーブルに関する制御だけを指
定する必要がある。サポートされていない、つまり無効ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードが指定さ
れる場合には、適切なエラー値が有効パラメータ回答パケットに返される。一実施形態で
は、クライアントは、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビット
２０を使用して有効パラメータ要求パケットをサポートする能力を示す。
【０１８１】
　一実施形態における有効パラメータ要求パケットのフォーマットは図７３に示される。
図７３に示されるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフ
ィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、及び
ＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種のパケットは、２バイトタイプフ
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ィールドに示されるように、一実施形態において通常タイプ１３１として識別される。
【０１８２】
　２バイトのパケット長フィールドに示されるようなパケット長は、通常、８というパケ
ット長フィールドを含まず、パケットの中のバイト総数を有するように設定される。ｈＣ
ｌｉｅｎｔ　ＩＤはＣｌｉｅｎｔ　ＩＤを再び指定するが、当業者に明らかとなるように
現在は将来の使用のために確保され、ゼロに設定されている。２バイトＭＣＣＳ　ＶＣＰ
コードフィールドは照会される非連続ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定する
値を含む。このフィールドの値は、クライアントで実現される非連続制御に対応しなけれ
ばならない。値２５６から６５５３５（０ｘｆｆｆｆ）は、通常、確保される、あるいは
無効と見なされ、エラー応答の実現されない制御と見なされる。
【０１８３】
　３１．有効パラメータ回答パケット
　有効パラメータ回答パケットは有効パラメータ要求パケットに応えて送信される。それ
は、非連続ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御又はテーブルのコンテンツを返す制御の有効設定値を識
別するための手段、方法又は機構として使用される。制御がクライアント内のテーブルに
関する場合には、ＶＣＰパラメータ回答リストは単に要求された連続テーブル値の特定の
リストを含むだけである．テーブルのコンテンツが単一の有効パラメータ回答パケットの
なかに適合できない場合には、連続回答シーケンス番号付きの複数のパケットがクライア
ントによって送信できる。ある実施形態では、クライアントは、表示能力パケットの表示
特徴能力インジケータフィールドのビット２０を使用して有効パラメータ回答パケットを
サポートする能力を示す。
【０１８４】
　ホストは以下のようにテーブルのコンテンツを要求してよい。ホストは、読み取り／書
き込みパラメータ、ＬＵＴオフセット及びＲＧＢ選択などの必要な又は所望されるパラメ
ータを含むＶＣＰ特徴パケット設定を送信する。次に、所望される制御を指定するパラメ
ータ要求パケットがホストによって送信される。次にクライアントはテーブルデータを含
む１つ又は複数の有効パラメータ回答パケットを返す。この動作のシーケンスは、ＭＣＣ
Ｓ運転モデルに説明される関数を読み取るテーブルとして類似した機能を実行する。
【０１８５】
　特定のクライアントパラメータがクライアントによってサポートされない場合、一実施
形態ではこのパケットの対応するフィールドが２５５という値を含むであろう。クライア
ントで使用されるパラメータの場合、対応するフィールドはクライアント内のパラメータ
の値を含む必要がある。
【０１８６】
　一実施形態の有効パラメータ応答パケットのフォーマットは図７４に示される。図７４
に見られるように、この種のパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィール
ド、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ＭＣＣＳ　ＶＣＰコードフィールド、応答コード
フィールド、回答シーケンス番号フィールド、リスト内番号値フィールド、ＶＣＰパラメ
ータ回答リストフィールド及びＣＲＣフィールドを有するように構造化される。この種の
パケットは、通常、２バイトタイプフィールドに示されるように、タイプ１３２として一
実施形態について識別される。
【０１８７】
　３バイトのＭＣＣＳ　ＶＣＰコードパケットはこのパケットによって記述される非連続
ＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードパラメータを指定する値を含むが、ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフ
ィールドは、前記説明から公知であるように将来のクライアントＩＤのために確保される
。無効のＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御コードが有効パラメータ要求パケットによって指定される
場合、同じ無効パラメータ値が、応答コードフィールドに適切な値が指定されるこのフィ
ールドで指定される。ＭＣＣＳ制御コードが無効である場合は、ＶＣＰパラメータ回答リ
ストはゼロ長を有するであろう。
【０１８８】
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　応答コードフィールドは、指定されたＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御に関する情報に対する要求
に関連する応答の性質を指定する２バイトの情報又は値を含む。このフィールドの値が０
に等しい場合には、このデータタイプにはエラーが存在しないと見なされ、シーケンスの
最後の有効パラメータ回答パケットが送信され、それが最高の回答シーケンス番号を有す
る。このフィールドの値が１に等しい場合には、エラーは存在すると見なされないが、さ
らに高いシーケンス番号を有する他の有効パラメータ回答パケットが送信される。このフ
ィールドの値が２に等しい場合には、指定された制御はクライアントで実現されていると
は見なされない。このフィールドの値が３に等しい場合には、指定される制御は非連続制
御ではない（ゼロからその最大値まですべての値の有効な集合をつねに有するのは連続制
御である）。４から６５５３５に等しいこのフィールドの値は、将来の使用のために確保
され、一般的には使用されない。
【０１８９】
　２バイト回答シーケンス番号フィールドはクライアントによって返される有効パラメー
タ回答パケットのシーケンス番号を指定する。クライアントは有効パラメータ要求パケッ
トに応えて１つ又は複数の有効パラメータ回答パケットを返す。クライアントは、複数の
有効パラメータ回答パケット上でＶＣＰパラメータ回答リストを拡散してよい。この後者
の場合、クライアントは各連続パケットに各連続パケットにシーケンス番号を割り当て、
シーケンスの最後のパケット以外のすべてで応答コードを１に設定する。シーケンスの最
後の有効パラメータ回答パケットは最高の回答シーケンス番号を有し、応答コードは０と
いう値を含む。
【０１９０】
　２バイトのリスト内値数は、ＶＣＰパラメータ回答リストに存在する１６ビット値の数
を指定する。応答コードがゼロに等しくない場合には、リスト内値数はゼロである。ＶＣ
Ｐパラメータ回答リストフィールドは、ＭＣＣＳ制御コードフィールドによって指定され
る非連続制御のための有効値の集合を示す０から３２７６０個の２バイトの値のリストを
含む。非連続制御コードはＶＥＳＡ　ＭＣＣＳ仕様に指定される。最後にこの実施形態で
は、ＣＲＣフィールドがパケット長を含むパケットのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣ
を含む。
【０１９１】
　アルファ－カーソル画像
　通信リンク上でデータを通信するためのＭＤＤインタフェース及び関連（ａｓｓｏｃｉ
ａｔｅ）発明プロトコル及び機構が、互いに重複し、さまざまな透明度を有することがあ
る複数の画像平面にサポートを提供する。ハードウェアカーソルは、可変Ｘ－Ｙオフセッ
トを有する重複画像を使用して実現できる。アルファ－カーソル機能性及び関連付けられ
たプロトコルサポートの概要が以下に示される。アルファ－カーソル画像パケットをサポ
ートする能力は、特定ステータス要求パケットに応えて個体得て送信されるアルファ－カ
ーソル画像機能パケットに指定される。
【０１９２】
　３２．アルファ－カーソル画像機能パケット
　アルファ－カーソル画像機能パケットは、クライアントにおけるアルファ－カーソル画
像及び関連トランスペアレンシーマップの特性を定義するために使用される。一実施形態
では、クライアントは有効ステータス回答リストパケットの有効パラメータ回答リスト内
で１３３というパラメータ値を使用してアルファ－カーソル画像機能パケットをサポート
する能力を示す。パケット長フィールドで指定されるパケット長は、パケット長フィール
ドを含まず、一実施形態のために２０という固定値に設定される。
【０１９３】
　アルファ－カーソル画像機能パケットのフォーマとは図７５に示される。図７５に示さ
れるように、この種のパケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、
ｃＣｌｉｅｎｔＩＤフィールド、アルファ－カーソル識別子フィールド、アルファ－カー
ソルビットマップ幅フィールド、アルファ－カーソルビットマップ高さフィールド、白黒
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機能フィールド、確保１フィールド、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールド、トランスペアレン
シーマップＲｅｓ．フィールド、機能ビットフィールド、及びＣＲＣフィールドを有する
ように構造化される。ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、通常、将来のクライアントＩ
Ｄの使用のために確保され、現在ではゼロに設定されている。
【０１９４】
　アルファカーソル識別子フィールド（２バイト）は、特定のアルファ－カーソル平面を
識別する値を含む。クライアントがｎ個のアルファ－カーソル画像平面をサポートする場
合は、アルファ－カーソル識別子は０からｎ－１の有効範囲を有する。一実施形態では、
値ｎが表示能力パケットのアルファ－カーソル画像平面によって指定される。クライアン
トは、アルファ－カーソル画像平面ごとに一意のアルファ－カーソル画像機能パケットを
返す。
【０１９５】
　２バイトのアルファ－カーソルビットマップ高さフィールド値はピクセル数として表さ
れるアルファ－カーソルビットマップ画像の高さを指定するが、２バイトのアルファ－カ
ーソルビットマップ幅フィールド値は、ピクセルの数として表されるアルファ－カーソル
ビットマップ画像の幅を指定する。
【０１９６】
　ＲＧＢ機能フィールド－ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定する
１６ビットの整数の符号なしを含む２バイト。クライアントがＲＧＢフォーマットを使用
できない場合には、この値はゼロである。ＲＧＢ機能ワードは、一実施形態においてビッ
ト３から０が各ピクセルの青（青い輝度）最大ビット数を定め、ビット７から４が各ピク
セルの緑（緑の輝度）の最大ビット数を定め、ビット１１から８が各ピクセルの赤（赤い
輝度）の最大ビット数を定め、ビット１５から１２がＲＧＢ機能情報を提示する上で将来
の使用のために確保され、現在はゼロに設定されるように実現される３つの別々の値から
構成されている。
【０１９７】
　１バイトの白黒機能フィールドは、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を
指定するために使用される。クライアントが白黒フォーマットを使用できない場合、この
値はゼロである。ビット７から４は、将来の使用のために確保されるため、通常ゼロに設
定される。ビット３から０は各ピクセルに存在することがあるグレイスケールの最大ビッ
ト数を定める。これらの４つのビットによって、各ピクセルが１ビットから１５ビットか
らなることを指定することが可能になる。値がゼロではない場合、白黒フォーマットはク
ライアントによってサポートされていない。
【０１９８】
　１バイトの確保１フィールドは、通常将来の使用のために確保される値を含み、したが
ってこのフィールド内のすべてのビットはゼロに設定される。これは、以後の２バイトフ
ィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせし、４バイトフィールドを３２ビット
ワードアドレスに位置合わせさせる。
【０１９９】
　２バイトのＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールドは、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する値又は情報を含む。クライアントがＹ　Ｃｒ　Ｃｂフォー
マットを使用できない場合には、この値はゼロである。一般的には、一実施形態では、Ｙ
　Ｃｂ　Ｃｒ機能性ワードは以下の３つの別々の値から構成される。ビット３から０はＣ
ｒサンプルを指定する最大ビット数を定め、ビット７から４はＣｂサンプルを指定する最
大ビット数を定め、ビット１１から８はＹサンプルを指定する最大ビット数を定め、ビッ
ト１５から１２はＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能情報又は値を提示する上で将来の使用に確保されて
いるが、現在はゼロに設定されている。
【０２００】
　１バイトのトランスペアレンシーマップ解像度フィールドは、アルファ－カーソル画像
トランスペアレンシーマップの各ピクセル位置のビット数（深度）を指定する値又は情報
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を含む。この値は１から８の範囲となる可能性がある。値がゼロである場合には、トラン
スペアレンシーマップは個のアルファ－カーソル画像バッファ（アルファ－カーソル識別
子フィールドによって指定されるバッファ）についてサポートされない。
【０２０１】
　１バイト機能ビットフィールドは、アルファ－カーソル画像バッファに関連付けられた
機能を指定するフラグのセットを含む値又は情報を提供する。一実施形態では、フラグは
、ビット０がアルファ－カーソルビデオストリームパケット内で、パックされたフォーマ
ットとなるようにピクセルデータを選択するために働くように定義される。ビット１はア
ルファ－カーソルトランスペアレンシーパケット内のトランスペアレンシーマップデータ
がパケットフォーマットであることを示すために働く。ビット位置合わせされ、パックさ
れたトランスペアレンシーマップデータの例は図７６に示される。ビット２は、アルファ
－カーソル画像平面がアルファ－カーソル画像オフセットパケットを使用して画像オフセ
ット機能をサポートすることを示すために働く。ビット３は、アルファ－カーソル画像平
面がカラーマップデータフォーマットをサポートできることを示すために働く。同じカラ
ーマップテーブルは、メイン画像バッファ及びスケーリングされたビデオストリームに使
用されるように、アルファ－カーソル画像平面のために使用される。カラーマップは、他
の個所に説明されるカラーマップパケットを使用して構成される。
【０２０２】
　ビット７から４は将来の使用のために確保されるため、通常ゼロ値又は論理レベルに設
定される。
【０２０３】
　３３．アルファ－カーソルトランスペアレンシーマップパケット
　アルファ－カーソルトランスペアレンシーマップパケットは、指定されるアルファ－カ
ーソル画像平面のための画像トランスペアレンシーマップのコンテンツを定める。単一の
パケットで送信できるデータ量より多いトランスペアレンシーマップを必要とする応用例
もある。これらの場合には、複数のアルファ－カーソルトランスペアレンシーマップパケ
ットが送信され、それぞれが後述されるトランスペアレンシーマップＸ開始フィールドと
トランスペアレンシーマップＹ開始フィールドを使用することによって、トランスペアレ
ンシーマップの別の部分集合を備える。これらのフィールドは、ビデオストリームパケッ
トのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドと同様に動作する。クライアントは、アルファ
－カーソル画像機能パケットのアルファ－カーソル識別子フィールドによって指定される
それぞれの特定のアルファ－カーソル平面のためのアルファ－カーソル画像機能パケット
のトランスペアレンシーマップ解像度フィールドを使用する一実施形態でアルファ－カー
ソルトランスペアレンシーマップパケットをサポートする能力を示す。パケット長フィー
ルドとクライアントＩＤフィールドは、前述された他のパケットについて前記のように動
作する。ある実施形態では、パケットタイプフィールドの１３４という値は、アルファ－
カーソルトランスペアレンシーマップパケットとしてパケットを識別するために使用され
る。
【０２０４】
　一実施形態のためのアルファ－カーソルトランスペアレンシーマップパケットのフォー
マットは図７６に示される。図７６に示されるように、この種のパケットは、パケット長
フィールド、パケットタイプフィールド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、アルファ－
カーソル識別子フィールド、トランスペアレンシーマップＸ開始フィールド、トランスペ
アレンシーマップＹ開始フィールド、トランスペアレンシーマップ解像度フィールド、確
保１フィールド、パラメータＣＲＣフィールド、トランスペアレンシーマップ媒体フィー
ルド、及びトランスペアレンシーマップデータＣＲフィールドを有するように構造化され
る。
【０２０５】
　２バイトのアルファカーソル識別子フィールドは、特定のアルファ－カーソル平面を識
別する値を有する。クライアントがｎ個のアルファカーソル画像平面をサポートする場合
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には、アルファ－カーソル識別子は０からｎ－１の有効範囲を有する。
【０２０６】
　２バイトのトランスペアレンシーマップＸ開始フィールドとＹ開始フィールドは、それ
ぞれ絶対Ｘ座標とＹ座標を指定し、点（トランスペアレンシーマップＸ開始、トランスペ
アレンシーマップＹ開始）は、後述されるトランスペアレンシーマップデータフィールド
内の第１のピクセルである。
【０２０７】
　トランスペアレンシーマップ解像度フィールド（１バイト）は、トランスペアレンシー
マップの解像度、及びデータがパックされるかどうかを指定する値を含む。このフィール
ドの一実施形態では、ビット３から０がすべてのトランスペアレンシーマップテーブル項
目に存在する解像度のビット数を定める。有効値は１ビットから８ビットである幅を指定
する。値０と９から１５は無効と見なされる。この値は、アルファ－カーソル画像機能パ
ケットのトランスペアレンシーマップ解像度フィールドの中でクライアントによって返さ
れる値に一致する必要がある。ビット６から４は将来の使用のために確保されているため
、この時点では通常論理ゼロに設定されるものとする。このバイトのビット７は、トラン
スペアレンシーマップデータがパック形式であるのか、バイト位置合わせ形式であるのか
どうかを指定する。ビット７が１に等しい場合には、トランスペアレンシーマップはパッ
ク形式であり、「０」の場合、データはバイト位置あわせされている。パックされるトラ
ンスペアレンシーマップとバイト位置合わせトランスペアレンシーマップデータの一例は
、Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情
報源が検出されない）に示される。このビットの値はアルファ－カーソル画像機能パケッ
トの機能ビットフィールドのビット１の値に一致しなければならない。
【０２０８】
　１　ｂｕｔｅ確保１フィールドは将来の使用のために確保されるため、このフィールド
のすべてのビットは通常論理ゼロレベルに設定される。このフィールドの１つの目的とは
、すべての以後の２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ、４
バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０２０９】
　パラメータＣＲＣフィールドは、パケット長から確保１フィールドまでのすべてのバイ
トの１６バイトＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケット全体が
廃棄されなければならない。
【０２１０】
　トランスペアレンシーマップデータフィールドの場合、各トランスペアレンシーマップ
ロケーションは幅１ビットから８ビットである。単一のトランスペアレンシーマップが１
つのアルファカーソルトランスペアレンシーマップパケットの中に収まらない場合には、
トランスペアレンシーマップ全体が、各パケットの中に異なるトランスペアレンシーマッ
プデータとランスペアレンシーマップＸ開始値とＹ開始値がある複数のパケットを送信す
ることによって指定されてよい。
【０２１１】
　２バイトのトランスペアレンシーマップデータＣＲＣフィールドはトランスペアレンシ
ーマップデータだけの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には
、トランスペアレンシーマップデータは依然として使用できるが、ＣＲＣエラーカウント
は増分されるものとする。
【０２１２】
　３４．アルファ－カーソル画像オフセットパケット
　アルファ－カーソル画像オフセットパケットは、メイン表示画像の左上角からカーソル
のＸオフセットとＹオフセットを指定する。アルファ－カーソル画像オフセットパケット
のフォーマットは図７７に示される。図７７に示されるように、一実施形態では、アルフ
ァ－カーソル画像オフセットパケットはパケット長フィールド、パケットタイプフィール
ド、ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、アルファ－カーソルＸオフセットフィールド、ア
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ルファ－カーソルＹオフセットフィールド及びＣＲＣフィールドで構造化される。一実施
形態では、クライアントはアルファ－カーソル画像機能パケットのアルファ－カーソル識
別子フィールドにより指定されるそれぞれの特定のアルファカーソル平面のためのアルフ
ァ－カーソル画像機能パケットの機能ビットフィールドのビット２を使用してアルファ－
カーソル画像オフセットパケットをサポートする能力を示す。一実施形態では、パケット
長は、２バイトパケット長フィールドで示されるように、１０で固定される。一実施形態
では、１３５というパケットタイプがアルファ－カーソル画像オフセットパケットとして
パケットを識別する。
【０２１３】
　２バイトのアルファカーソルＸオフセットフィールドとＹオフセットフィールドは、メ
イン画像の左側と上部からのカーソル画像のピクセルのそれぞれの一番左の列と上部行の
水平と垂直のオフセットをそれぞれ指定する値を含む。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ－クライア
ントＩＤに確保される１６ビットの符号なし整数を含む２バイト。このフィールドは将来
の使用のために確保されており、ゼロに設定されるものとする。
【０２１４】
　３５．アルファ－カーソルビデオストリームパケット
　アルファ－カーソルビデオストリームパケットは、アルファ－カーソル画像平面の矩形
領域を更新するためにビデオデータを搬送する。この領域のサイズは単一のピクセルほど
小さい、あるいはディスプレイ全体ほど大きくてよい。アルファ－カーソルビデオストリ
ームパケットのフォーマットは図７８に描かれる。図７８に示されるように、一実施形態
では、アルファ－カーソルビデオストリームパケットは、パケット長フィールド、パケッ
トタイプフィールド、ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールド、ビデオデータフォーマット属性
フィールド、Ｘ左端縁フィールド、Ｙ上端縁フィールド、Ｘ右端縁フィールド、Ｙ下端縁
フィールド、Ｘ開始フィールド、Ｙ開始フィールド、ピクセルカウントフィールド、パラ
メータＣｒｃピクセルデータフィールド、及びピクセルデータＣＲＣフィールドで構造化
される。一実施形態では、クライアントは、アルファ－カーソル画像機能パケットのアル
ファ－カーソル識別子フィールドにより指定されるそれぞれの特殊なアルファ－カーソル
平面のためのアルファ－カーソル画像機能パケットを使用することによってアルファ－カ
ーソルビデオストリームパケット及びその関連付けられたパラメータをサポートする能力
を示し、パケットタイプフィールドの１７という値はアルファ－カーソルビデオストリー
ムパケットであるとしてパケットを示す、又は識別する。ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィール
ド（２バイト）は、クライアントＩＤとして将来の使用のために確保され、通常、技術で
十分に理解されるように当面はゼロに設定される。
【０２１５】
　２バイトビデオデータフォーマット記述子フィールドは、本パケットの本ストリームの
中でピクセルデータの各ピクセルのフォーマットを指定する情報又は値を含む。ピクセル
データフォーマットは、アルファ－カーソル画像機能パケットで定められるようにアルフ
ァカーソル画像平面のための有効なフォーマットの少なくとも１つと準拠しなければなら
ない。ビデオデータフォーマット記述子フィールドは、カレントパケットだけのためのピ
クセルフォーマットを定義し、一定のフォーマットがある特定のビデオストリームの存続
期間の間使用し続けられることを暗示しない値を含む。Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）は、ビデオデ
ータフォーマット記述子がどのようにしてコード化されるのかを描く。フォーマットは以
下のとおりである。
【０２１６】
　一実施形態では、ビット［１５：１３］が「０００」であるときには、ビデオデータは
白黒ピクセルのアレイからなり、１ピクセルあたりのビット数はビデオデータフォーマッ
ト記述子ワードのビット３から０によって定義される。ビット１１から４は次にゼロに設
定される。ビット［１５：１３］が「００１」であるときには、ビデオデータは、それぞ
れカラーマップ（パレット）を通して色を指定するカラーピクセルのアレイからなる。ビ
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デオデータフォーマット記述子のビット５から０は１ピクセルあたりのビット数を定義し
、ビット１１から６はゼロに設定される。ビット［１５：１３］が「０１０」であるとき
には、ビデオデータは未処理ＲＧＢフォーマットのカラーピクセルのアレイからなり、赤
の１ピクセルあたりのビット数はビット１１から８で定義され、緑の１ピクセルあたりの
ビット数はビット７から４で定義され、青の１ピクセルあたりのビット数はビット３から
０で定義される。各ピクセルのビット総数は赤、緑及び青に使用されるビット数の合計で
ある。
【０２１７】
　ビット［１５：１３］が「０１１」であるときには、ビデオデータは輝度及びクロミナ
ンス情報とともに４：２：２のＹ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットのビデオデータのアレイから
なる。輝度（Ｙ）の１ピクセルあたりのビット数は、ビット１１から８で定められ、Ｃｂ
成分のビット数はビット７から４で定められ、Ｃｒ成分のビット数はビット３から０で定
められる。Ｃｂ成分とＣｒ成分はＹの半分の速度で送信される。このパケットのピクセル
データ部分内のビデオサンプルは、以下のように編成される。Ｃｂｎ、Ｙｎ、Ｃｒｎ、Ｙ
ｎ＋１、Ｃｂｎ＋２、Ｙｎ＋２、Ｃｒｎ＋２、Ｙｎ＋３．．．であり、ＣｂｎとＣｒｎは
ＹｎとＹｎ＋１に関連し、Ｃｂｎ＋２とＣｒｎ＋２はＹｎ＋２とＹｎ＋３に関連付けられ
る等である。Ｙｎ、Ｙｎ＋１、Ｙｎ＋２及びＹｎ＋３は左から右へ単一行の４個の連続ピ
クセルの輝度値である。カラー成分の順序付けはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＵＹＶＹ　ＦＯＵ
ＲＣＣフォーマットと同じである。ビデオストリームパケットにより参照されるウィンド
ウの一行に奇数のピクセル（Ｘ．右端縁－Ｘ左端縁＋１）がある場合、各行の最後のピク
セルに対応するＣｂ値の後には次の行の第１のピクセルのＹ値が続く。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフ
ォーマットを使用するウィンドウが偶数のピクセルである幅を有することが勧められる。
パケット内のピクセルデータは、偶数のピクセルを含むものとする。それは、ピクセルデ
ータの最後のピクセルがビデオストリームパケットヘッダに指定されるウィンドウ内の行
の最後のピクセルに対応する場合、つまりピクセルデータの最後のピクセルのＸロケーシ
ョンがＸ右端縁に等しいとき、奇数又は偶数のピクセルを含んでよい。４つすべてのフォ
ーマットについて、（図中「Ｐ」で示される）ビット１２が、ピクセルデータサンプルが
パックされるかどうかを指定する。ビット１２の値が「０」であるときには、ピクセルデ
ータフィールド内の各ピクセルと各色がＭＤＤＩインタフェースバイト境界でバイト位置
合わせされる。ビット１２の値が「１」であるときには、ピクセルデータの各ピクセル中
の各ピクセルと各色がピクセル内の各ピクセル又は色に照らし合わせてパックされ、未使
用のビットを残さない。
【０２１８】
　一実施形態では、ピクセルデータ属性フィールド（２バイト）が、以下のように解釈さ
れる一連のビット値を有する。ビット１と０は、表示ピクセルデータがどのようにして送
られるのかを選択する。「１１」というビット値の場合、データは両目に対して又は両目
のために表示され、ビット値「１０」の場合、データは左眼だけに送られ、ビット値「０
１」の場合、データは右目だけにしか送られない。
【０２１９】
　ビット２は、ピクセルデータがインタレースフォーマットで提示されるかどうかを示し
、「０」という値はピクセルデータが標準漸次フォーマットであり、ある行から次の行に
進むときに行番号（ピクセルＹ座標）が１増分されることを意味する。このビットが「１
」という値を有するときには、ピクセルデータはインタレースフォーマットであり、行番
号は、ある行から次の行に進むときに２増分される。ビット３は、ピクセルデータが代替
ピクセルフォーマットであることを示す。これは、ビット２でイネーブルされる標準イン
タレースモードに類似しているが、インタレースは水平の代わりに垂直である。ビット３
が「０」であるとき、ピクセルデータは標準漸次フォーマットであり、列番号（ピクセル
Ｘ座標）は、それぞれの継続ピクセルが受信されるにつれ１増分される。ビット３が「１
」であるとき、ピクセルデータは代替ピクセルフォーマットであり、列番号は、各ピクセ
ルが受信されると２増分される。



(59) JP 2013-158026 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

【０２２０】
　ビット４は、データは無線電話又は類似した装置又はポータブルコンピュータ、あるい
は前述されたように他のデバイスのための内蔵ディスプレイとの間で転送されている、あ
るいはデバイスに直接的に結合されるカメラとの間で転送されているため、ピクセルデー
タがディスプレイに関するのか、あるいはカメラに関するのかを示す。ビット４が「０」
であるとき、ピクセルデータはディスプレイフレームバッファとの間で転送されている。
ビット４が「１」であるとき、ピクセルデータは、何らかの型のカメラ又はビデオデバイ
スの間で転送されており、このようなデバイスは技術で周知である。
【０２２１】
　ビット５は、ＭＤＤＩインタフェースの将来の使用又は応用例のために確保されている
ため、一般的にはゼロ値つまり「０」に設定される。
【０２２２】
　ビット７と６は、ピクセルデータが書き込まれるフレームバッファを指定する表示更新
ビットである。さらに特定の影響は他の個所で説明される。「０１」というビット値の場
合、ピクセルデータはオフライン画像バッファに書き込まれる。「００」というビット値
の場合、ピクセルデータは表示をリフレッシュするために使用される画像バッファに書き
込まれる。「１１」というビット値の場合、ピクセルデータはすべての画像バッファに書
き込まれる。「１０」というビット値又は組み合わせは無効値あるいは指定として処理さ
れ、ピクセルデータは無視され、画像バッファのどれにも書き込まれない。この値はイン
タフェースの将来の応用例のための用途を有する場合がある。
【０２２３】
　ビット８から１５は、将来の使用のために確保されているため、通常はゼロとして設定
される。
【０２２４】
　一実施形態では、２バイトのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドは、ピクセルデータ
フィールドの第１のピクセルの点（Ｘ開始、Ｙ開始）の絶対Ｘ座標とＹ座標を指定する。
Ｘ右端縁フィールドとＹ下端縁フィールドは、更新されているアルファ－カーソル画像の
右端縁のＸ座標及び下端縁のＹ座標を指定するが、２バイトのＸ左端縁フィールド及びＹ
上端縁フィールドはピクセルデータフィールドによって塗りつぶされるアルファ－カーソ
ル画像ウィンドウの左端縁のＸ座標と上端縁のＹ座標を指定する。
【０２２５】
　ピクセルカウントフィールド（２バイト）は、以下のピクセルデータフィールドのピク
セル数を指定する。
【０２２６】
　２バイトのパラメータＣＲＣフィールドは、パケット長からピクセルカウントまでの全
バイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケット全体が廃棄さ
れる。
【０２２７】
　ピクセルデータフィールドは表示されなければならず、ビデオデータフォーマット記述
子フィールドによって記述されるようにフォーマットされる未処理ビデオ情報を含む。デ
ータは他の個所に説明されるように一度に一「行」ずつ送信される。
【０２２８】
　ピクセルデータＣＲＣフィールド（２倍と）は、ピクセルデータだけの１６ビットのＣ
ＲＣを含む。この値のＣＲＣ検証が失敗すると、ピクセルデータは依然として使用できる
が、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０２２９】
　スケーリングされたビデオストリーム画像
　ＭＤＤＩインタフェース又はプロトコル機構又は方法は、ホストが下の画像より大きく
又は小さくスケーリングされる画像をクライアントに送信できるようにするスケーリング
済みビデオストリーム画像に対するサポートを提供し、該スケーリングされた画像はメイ
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ン画像バッファにコピーされる。スケーリング済みビデオストリーム機能性及び関連プロ
トコルサポートの概要は他の個所に示され、スケーリング済みのビデオストリームをサポ
ートする能力は特殊ステータス要求パケットに応えて送信されるスケーリング済みビデオ
ストリーム機能パケットによって、又はスケーリング済みビデオストリーム機能パケット
内で定義される。
【０２３０】
　３６．スケーリング済みビデオストリーム機能パケット
　スケーリング済みビデオストリーム機能パケットは、クライアント内の又はクライアン
トによって使用されるスケーリングされたビデオストリームソース画像の特性を定める。
スケーリングされたビデオストリーム機能パケットのフォーマットは概して図７９に示さ
れる。図７９に示されるように、一実施形態では、スケーリング済みビデオストリーム機
能パケットは、パケット長フィールド、パケットタイプフィールド、ｃＣｌｉｅｎｔ　Ｉ
Ｄフィールド、ストリーム最大数パケットフィールド、ソース最大Ｘサイズフィールド、
ソース最大Ｙサイズフィールド、ＲＧＢ機能フィールド、白黒機能フィールド、確保１フ
ィールド、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ機能フィールド、確保２フィールド及びＣＲＣフィールドを有
するように構造化される。パケット長は、一実施形態では、クライアントＩＤに使用する
ために確保され、それ以外の場合ゼロに設定される２バイトのｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィ
ールド、及び．ＣＲＣフィールドを含む長さフィールドに示されるように固定２０バイト
となるように選択される。一実施形態では、クライアントは有効ステータス回答リストパ
ケットの有効パラメータ回答リストの中で１４３というパラメータ値を使用してスケーリ
ングされたビデオストリーム機能パケットをサポートする能力を示す。
【０２３１】
　２バイトのストリーム最大数フィールドは、一度に割り当てられてよい同時スケーリン
グ済みビデオストリームの最大数を識別するための値を含む。一実施形態では、クライア
ントは、スケーリング済みビデオストリームの最大数がすでに割り当てられている場合、
スケーリング済みのビデオストリームを割り当てるという要求を否定しなければならない
。最大数未満のスケーリング済みビデオストリームが割り当てられると、クライアントは
クライアントにおける他のリソース制限に基づいて割り当て要求を否定する可能性もある
。
【０２３２】
　ソース最大ＸサイズフィールドとＹサイズフィールド（２バイト）は、多くのピクセル
として表されるスケーリング済みのビデオストリームソース画像の、それぞれ最大幅と高
さの値を指定する。
【０２３３】
　ＲＧＢ機能フィールドは、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定す
るための値を使用する。スケーリング済みビデオストリームがＲＧＢフォーマットを使用
できない場合には、この値はゼロに等しく設定される。ＲＧＢ機能ワードは、３つの別々
の符号なし値から構成され、ビット１５から１２は将来の機能定義で使用するために確保
され、通常はゼロに設定されるが、ビット３から０は各ピクセルの青（青の輝度）の最大
ビット数を定め、ビット７から４は各ピクセルの緑（緑輝度）の最大ビット数を定め、ビ
ット１１から８は各ピクセルの赤（赤輝度）の最大ビット数を定める。
【０２３４】
　１バイト白黒機能フィールドは、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を指
定する値を含む。スケーリング済みビデオストリームが白黒フォーマットを使用できない
場合は、この値はゼロである。ビット７から４は、将来の使用のために確保されているた
め、当業者によって理解されるように、これは経時的に変化する可能性があるが現在の応
用例についてはゼロ（「０」）に設定される。ビット３から０は、各ピクセルに存在でき
るグレイスケールの最大ビット数を定める。これらの４ビットにより、各ピクセルが１ビ
ットから１５ビットからなることを指定できるようになる。値がゼロである場合には、白
黒フォーマットはスケーリング済みビデオストリームによってサポートされていない。
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【０２３５】
　確保１フィールド（ここでは１バイト）が、スケーリング済みビデオストリームパケッ
ト情報又はデータに関連する値を提供する上で将来の使用のために確保される。従って、
現在ではこのフィールドの中のすべてのビットは論理「０」に設定される。このフィール
ドの１つの目的は、以後すべての２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置
合わせさせ、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置併せさせることであ
る。
【０２３６】
　２バイトのＹ　Ｃｂ　Ｃｒ機能フィールドは、Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する値を含む。スケーリングされたビデオストリームがＹ　Ｃ
ｂ　Ｃｒフォーマットを使用できない場合、この値はゼロである。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能ワ
ードは３つの別々の符号なし値から構成される。つまりビット３から０はＣｒサンプルを
指定する最大ビット数を定め、ビット７から４はＣｂサンプルを指定する最大ビット数を
定め、ビット１１から８はＹサンプルを指定する最大ビット数を定め、ビット１５から１
２は将来の使用のために確保され、通常ゼロに設定される。
【０２３７】
　１バイトの機能ビットフィールドは、スケーリング済みビデオストリームと関連付けら
れる機能を指定するフラグの集合を含む８ビットの符号なし整数を含む。フラグは以下の
とおりに定義される。ビット０はスケーリング済みビデオストリームパケットの中のピク
セルデータをカバーし、パックされた形式となる。パックされたピクセルデータとバイト
位置合わせされたピクセルデータの例がＥｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ
　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）に示される。ビット１は、将
来の使用のために確保され、ゼロに設定されるものとする。ビット２は将来の使用のため
に確保され、ゼロに設定されるものとする。ビット３はカラーマップデータフォーマット
に指定できるスケーリング済みビデオストリームをカバーする。同じカラーマップテーブ
ルは、メイン画像バッファとアルファ－カーソル画像平面に使用されるようにスケーリン
グ済みビデオストリームに使用される。カラーマップは他の個所で説明されるカラーマッ
プパケットを使用して構成され、ビット７から４が将来の使用に確保され、通常ゼロに設
定される。
【０２３８】
　確保２フィールド（ここでは１バイト）は、スケーリング済みビデオストリームパケッ
ト情報又はデータに関連する値を提供する上で将来の使用に確保される。したがって、現
在では、このフィールドの全ビットが論理「０」に設定される。このフィールドの１つの
目的は、以後すべての２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ
、４バイトフィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０２３９】
　３７．スケーリング済みビデオストリームセットアップパケット
　スケーリング済みビデオストリームセットアップパケットは、スケーリング済みビデオ
ストリームのパラメータを定義するために使用され、クライアントは画像のバッファリン
グ及びスケーリングのための内部記憶領域を割り当てるために情報を使用する。ストリー
ムは、Ｘ画像サイズフィールドとＹ画像サイズフィールドがゼロに等しいこのパケットを
送信することによって割り当てを解除されてよい。割り当て解除されたスケーリング済み
のビデオストリームは、後に同じ又は別のストリームパラメータで割り当てし直されてよ
い。一実施形態では、クライアントは、有効ステータス回答リストパケットの有効パラメ
ータ回答リストの中で１４３というパラメータ値を使用し、スケーリング済みビデオスト
リーム機能パケットのストリーム最大数フィールドで非ゼロ値を使用することによって、
スケーリング済みビデオストリームセットアップパケットをサポートする能力を示す。
【０２４０】
　パケット定義はＥｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ
．（エラー！情報源が検出されない）に描かれている。
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【パケット図１】
【０２４１】

　パケットコンテンツ：
　パケット長－パケット長フィールドを含まない、パケット内のバイト総数を指定する１
６ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに２４である。
【０２４２】
　パケットタイプ－１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１３６というパケットタイ
プはスケーリング済みビデオストリームセットアップパケットとしてパケットを識別する
。
【０２４３】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ－クライアントＩＤのために確保される１６ビット符号なし整数
を含む２バイト。このフィールドは将来の使用のために確保され、ゼロに設定されるもの
とする。
【０２４４】
　ストリームＩＤ－ストリームＩＤに一意の識別子を指定する１６ビット符号なし整数を
含む２バイト。この値はホストによって割り当てられ、ゼロから表示能力パケットに指定
される最大ストリームＩＤ値までとする。ホストは、各アクティブストリームに一意の値
が割り当てられ、もはやアクティブではないストリームは割り当て解除される、又は割り
当てし直されることを確実にするために注意深くストリームＩＤ値の使用を管理しなけれ
ばならない。
【０２４５】
　ビデオデータフォーマット記述子－本パケット内の本ストリーム内のピクセルデータの
各ピクセルのフォーマットを指定する１６ビットの符号なし整数を含む２バイト。ピクセ
ルデータフォーマットは、アルファ－カーソル画像機能パケットに定義されるようにアル
ファ－カーソル画像平面のための有効なフォーマットの少なくとも１つに準拠しなければ
ならない。ビデオデータフォーマット記述子は、現在のパケット専用のピクセルフォーマ
ットを定め、一定のフォーマットがある特定のビデオストリームの存続期間中使用され続
けることを暗示しない。Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏ
ｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）は、ビデオデータフォーマット記述子がどの
ようにしてコード化されるのかを描く。フォーマットは以下のとおりである。
【０２４６】
　ビット［１５：１３］＝０００の場合には、ビデオデータは、１ピクセルあたりのビッ
ト数がビデオデータフォーマット記述子ワードの３から０ビットによって定義される白黒
ピクセルのアレイからなる。ビット１１から４はゼロに設定されるものとする。
【０２４７】
　ビット［１５：１３］＝００１の場合、ビデオデータは、それぞれがカラーマップ（パ
レット）によって色を指定するカラーピクセルのアレイからなる。ビデオデータフォーマ
ット記述子ワードのビット５から０は１ピクセルあたりのビット数を定める。ビット１１
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から６はゼロに設定されるものとする。
【０２４８】
　ビット［１５：１３］＝０１０の場合、ビデオデータは、赤の１ピクセルあたりビット
数がビット１１から８によって定義され、緑の１ピクセルあたりのビット数がビット７か
ら４によって定義され、青のピクセルあたりのビット数がビット３から０によって定義さ
れる未処理ＲＧＢフォーマットのカラーピクセルのアレイからなる。各ピクセルのビット
の総数は、赤、緑、及び青に使用されるビット数の合計である。
【０２４９】
　［１５：１３］＝０１１、ビデオデータは輝度とクロミナンス情報のある４：２：２Ｙ
　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットのビデオデータのアレイからなる。輝度（Ｙ）のピクセルあた
りのビット数はビット１１から８によって定義され、Ｃｂ成分のビット数はビット７から
４で定義され、Ｃｒ成分のビット数はビット３から０で定義される。Ｃｂ成分とＣｒ成分
はＹのようなレートの半分で送信される。このパケットのピクセルデータ部分のビデオサ
ンプルは以下のように編成されるであろう。Ｃｂｎ、Ｙｎ、Ｃｒｎ、Ｙｎ＋１、Ｃｂｎ＋
２、Ｙｎ＋２、Ｃｒｎ＋２、Ｙｎ＋３．．．この場合、ＣｂｎとＣｒｎはＹｎとＹｎ＋１
と関連付けられ、Ｃｂｎ＋２とＣｒｎ＋２はＹｎ＋２とＹｎ＋３と関連付けられる等であ
る。Ｙｎ、Ｙｎ＋１、Ｙｎ＋２、及びＹｎ＋３は左から右への単一行の４個の連続するピ
クセルの輝度値である。色成分の順序付けはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＵＹＶＹ　ＦＯＵＲＣ
Ｃフォーマットと同じである。ビデオストリームパケットによって参照されるウィンドウ
内の行（Ｘ右端縁－Ｘ左端縁＋１）に奇数のピクセルがある場合には、各行の最後のピク
セルに対応するＣｂ値の後に次の行の第１のピクセルのＹ値が続く。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォ
ーマットを使用するウィンドウが、偶数のピクセルである幅を有することが勧められる。
パケットのピクセルデータは偶数のピクセルを含むものとする。ピクセルデータの最後の
ピクセルがビデオストリームパケットヘッダ内に指定されるウィンドウの中の行の最後の
ピクセルに相当する場合、つまりピクセルデータの最後のピクセルのＸロケーションがＸ
右端縁に等しいとき、それは奇数又は偶数のピクセルを含んでよい。
【０２５０】
　４つすべてのフォーマットに対して、（Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃ
ｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）で「Ｐ」と示される）ビッ
ト１２は、ピクセルデータサンプルがパックされるかどうかを指定する。Ｅｒｒｏｒ！Ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されな
い）は、パックされたデータとバイト位置合わせされたピクセルデータの差異を描く。
【０２５１】
　０－ピクセルデータフィールドの各ピクセルの中の各ピクセルと各色は、ＭＤＤＩイン
タフェースバイト境界とバイト位置合わせされる。
【０２５２】
　１－ピクセルデータの各ピクセルの中の各ピクセルと各色は、前のピクセル又はピクセ
ルの中の色に照らし合わせてパックされ、未使用ビットを残さない。
【０２５３】
　ピクセルデータ属性－以下のとおりに解釈される１６ビット符号なし整数を含む２バイ
ト。
【０２５４】
　ビット１と０は、ピクセルデータが送られるものとするディスプレイを選択する。
【０２５５】
　ビット「１：０」＝１１又は００－データは両目に表示される。
【０２５６】
　ビット［１：０］＝１０－データは左目だけに送られる。
【０２５７】
　ビット［１：０］＝０１－データは右目だけに送られる。
【０２５８】
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　ビット２は、ピクセルデータがインタレースフォーマットであることを示す。
【０２５９】
　ビット２は０である－ピクセルデータは標準漸次フォーマットである。行番号（ピクセ
ルＹ座標）は、ある行から次の行に進むときに、１、増分されるものとする。
【０２６０】
　ビット２は１である－ピクセルデータはインタレースフォーマットである。行番号（ピ
クセルＹ座標）は、ある行から次の行に進むときに２、増分されるものとする。
【０２６１】
　ビット３は、ピクセルデータが代替ピクセルフォーマットであることを示す。これは、
ビット２によってイネーブルされる標準インタレースモードに類似しているが、インタレ
ースは水平の代わりに垂直である。
【０２６２】
　ビット３は０である―ピクセルデータは標準漸次フォーマットである。列番号（ピクセ
ルＸ座標）は、各継続ピクセルが受信されると１、増分されるものとする。
【０２６３】
　ビット３は１である―ピクセルデータは代替ピクセルフォーマットである。列番号（ピ
クセルＸ座標）は、各ピクセルが受信されると２、増分されるものとする。
【０２６４】
　ビット４は、ピクセルデータがディスプレイに関するのか、カメラに関するのかを示す
。
【０２６５】
　ビット４は０である―ピクセルデータはディスプレイフレームバッファへ、又はディス
プレイフレームバッファからである。
【０２６６】
　ビット４は１である―ピクセルデータはカメラへ、又はカメラからである。
【０２６７】
　ビット５は、将来の使用のために確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０２６８】
　ビット７と６は、ピクセルデータが書き込まれるものとするフレームバッファを指定す
る表示更新ビットである。フレーム更新ビットの効果は項、Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）とＥｒｒ
ｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検
出されない）にさらに詳しく説明される。
【０２６９】
　ビット［７：６］＝０１―ピクセルデータがオフライン画像バッファに書き込まれる。
【０２７０】
　ビット［７：６］＝００―ピクセルデータが表示をリフレッシュするために使用される
画像バッファに書き込まれる。
【０２７１】
　ビット［７：６］＝１１―ピクセルデータが全画像バッファに書き込まれる。
【０２７２】
　ビット［７：６］＝１０－無効。将来の使用のために確保。ピクセルデータは無視され
、画像バッファのどれにも書き込まれない。
【０２７３】
　ビット８から１５は将来の使用のために確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０２７４】
　Ｘ左端縁―宛て先画像の左端縁のＸ座標を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バ
イト。
【０２７５】
　Ｙ上端縁―宛て先画像の上端縁のＹ座標を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バ
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イト。
【０２７６】
　Ｘ右端縁―宛て先画像の右端縁のＸ座標を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バ
イト。
【０２７７】
　Ｙ下端縁―宛て先画像の下端縁のＹ座標を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バ
イト。
【０２７８】
　Ｘ画像サイズ―ソース画像の幅を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０２７９】
　Ｙ画像サイズ―ソース画像の高さを指定する１６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０２８０】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケットのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイ
ト。
【０２８１】
　スケーリング済みビデオストリーム肯定応答パケット
　スケーリング済みビデオストリーム肯定応答パケットにより、クライアントはスケーリ
ング済みビデオストリームセットアップパケットの受信を肯定応答できる。クライアント
は、有効ステータス回答リストの有効パラメータ回答リストの１４３というパラメータ値
を介して、及びスケーリング済みビデオストリーム機能パケットの最大ストリーム数フィ
ールドのゼロではない値を介してスケーリング済みビデオストリーム肯定応答パケットを
サポートするその能力を示すものとする。
【０２８２】
　パケット定義は、以下に描かれる。
【パケット図２】
【０２８３】

　パケットコンテンツ：
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内の総バイト数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに１０である。
【０２８４】
　パケットタイプ―１３７というパケットタイプは、スケーリング済みビデオストリーム
肯定応答パケットとしてパケットを識別する。
【０２８５】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤのために確保される１６ビット符号なし整数
を含む２バイト。このフィールドは将来の使用のために確保され、ゼロに設定されるもの
とする。
【０２８６】
　ストリームＩＤ―ストリームＩＤのための一意の識別子を指定する１６ビット符号ない
整数を含む２バイト。これは、スケーリング済みビデオストリームセットアップパケット
内のホストによって割り当てられるのと同じ値である。
【０２８７】
　２バイトＡｃｋ（肯定応答コード）フィールドは、指定されたスケーリング済みビデオ
ストリームを更新する試みの結果を説明するコードを含む値を提供する。該コードは以下
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のように定義される。
【０２８８】
　０―ストリーム割り当て試行が成功した。
【０２８９】
　１―ストリーム割り当て解除試行が成功した。
【０２９０】
　２―すでに割り当てられているストリームＩＤを割り当てようとする無効な試み。
【０２９１】
　３―すでに割り当て解除されているストリームＩＤを割り当て解除しようとする無効な
試み。
【０２９２】
　４―クライアントはスケーリング済みのビデオストリームをサポートしない。
【０２９３】
　５―ストリームパラメータはクライアントの機能と一貫性がない。
【０２９４】
　６―クライアントにより許可される最大値より大きなストリームＩＤ値。
【０２９５】
　７―指定されたストリームを割り当てるためにクライアント内で使用可能な不十分な資
源。
【０２９６】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケット内のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む２バ
イト。
【０２９７】
　スケーリング済みビデオストリームパケット
　スケーリング済みビデオストリームパケットは、特定のスケーリング済みビデオストリ
ームと関連付けられるピクセルデータを送信するために使用される。このパケットによる
領域基準の（ｔｈｅ　ｒｅｇｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｂｙ）サイズはスケーリング
済みビデオストリームセットアップパケットによって定義される。クライアントは、有効
ステータス回答リストパケットの有効パラメータ回答リスト内の１４３というパラメータ
値を介して、及びスケーリング済みビデオストリーム肯定応答パケットのＡｃｋコードフ
ィールドの成功したスケーリング済みビデオストリーム割り当て応答を介してスケーリン
グ済みビデオストリームパケットをサポートするその能力を示すものとする。
【０２９８】
　パケット定義は図１に描かれている。
【パケット図３】
【０２９９】

　図１、スケーリング済みビデオストリームパケット
　パケットコンテンツ：
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内のバイト総数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０３００】
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１８というパケットタイプ
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は、スケーリング済みのビデオストリームパケットとしてパケットを識別する。
【０３０１】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来の使用ために確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３０２】
　ストリームＩＤ―ストリームＩＤの一意の識別子を指定する１６ビット符号なし整数を
含む２バイト。この値は、スケーリング済みビデオストリームセットアップパケットの中
のホストによって指定され、スケーリング済みビデオストリーム肯定応答パケットで確認
される。
【０３０３】
　ピクセルカウント―以下のピクセルデータフィールドの中のピクセル数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０３０４】
　パラメータＣＲＣ―パケット長からピクセルカウントまでの全バイトの１６ビットＣＲ
Ｃを含む２バイト。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケット全体を廃棄するも
のとする。
【０３０５】
　ピクセルデータ―スケーリングされてから、表示される未処理ビデオ情報。データは、
ビデオデータフォーマット記述子フィールドによって記述される方法でフォーマットされ
る。データは、項Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ
．（エラー！情報源が検出されない）に定義されるように一度に１行ずつ送信される。
【０３０６】
　ピクセルデータＣＲＣ―ピクセルデータだけの１６ビットＣＲＣを含む２バイト。この
ＣＲＣがチェックできない場合には、ピクセルデータは依然として使用されるが、ＣＲＣ
エラーカウントが増分されるものとする。
【０３０７】
　特殊ステータス要求パケット
　特殊ステータス要求パケットは、クライアントがこのパケットに指定されるようにホス
トに機能パケット又はステータスパケットを送信することをホストが要求するための手段
となる。クライアントは、次の逆方向リンクカプセル化パケットで指定されるタイプのパ
ケットを戻すものとする。クライアントは特殊ステータス要求パケットに応答する能力が
ある場合は、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドにビット１７を設
定する。クライアントは、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビ
ット２１を介して特殊ステータス要求パケットをサポートするその能力を示すものとする
。
【パケット図４】
【０３０８】

　図、特殊ステータス要求パケット
　パケットコンテンツ：
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内の総バイト数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに１０である。
【０３０９】
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　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１３８というパケットタイ
プは特殊ステータス要求パケットとしてパケットを識別する。
【０３１０】
　ｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３１１】
　ステータスパケットＩＤ―以下のとおりにホストにクライアントが送信するものとする
機能パケット又はステータスパケットのタイプを指定する１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。
【０３１２】
　６６―表示能力パケットはクライアントにより送信されるものとする。
【０３１３】
　１３３―アルファ－カーソル画像機能パケットはクライアントにより送信されるものと
する。
【０３１４】
　１３９―クライアントが送信できる機能パケットとステータスパケットの正確なタイプ
を識別する有効ステータス回答リストパケットが送信されるものとする。
【０３１５】
　１４０―パケット処理遅延パラメータパケットはクライアントによって送信されるもの
とする。
【０３１６】
　１４１―パーソナルディスプレイ機能パケットはクライアントにより送信されるものと
する。
【０３１７】
　１４２―エラーレポート表示パケットはクライアントにより送信されるものとする。
【０３１８】
１４３―スケーリング済みビデオストリーム機能パケットはクライアントにより送信され
るものとする。
【０３１９】
　１４４―表示識別パケットはクライアントにより送信されるものとする。
【０３２０】
　５６から６３―製造メーカに特殊な機能識別子及びステータス識別子のために使用でき
る。
【０３２１】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケットの全バイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイト。
【０３２２】
　有効ステータス回答リストパケット
　有効ステータス回答リストパケットは、ホストに、クライアントが応答する機能を有す
るステータスパケットと機能パケットのリストを提供する。クライアントは、表示能力パ
ケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビット２１を介して有効ステータス回答
リストパケットをサポートするその能力を示すものとする。
【パケット図５】
【０３２３】
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　パケットコンテンツ：
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内の総バイト数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに１０である。
【０３２４】
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１３９というパケットタイ
プが有効ステータス回答パケットとしてパケットを識別する。
【０３２５】
　ｃＣｌｉｅｎｔ－ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３２６】
　リスト内の値数―次の有効パラメータ回答リストの中のアイテム数を指定する１６ビッ
ト符号なし整数を含む２バイト。
【０３２７】
　有効パラメータ回答リスト―クライアントがホストに送信できる機能パケット又はステ
ータスパケットのタイプを指定する２バイトパラメータのリスト。クライアントが、（表
示能力パケットの中の表示特徴能力インジケータフィールドのビット２１を介して）ステ
ータス要求パケットに応答できることを示した場合、それはつねに少なくとも表示能力パ
ケット（パケットタイプ＝＝６６）と有効ステータス回答リストパケット（パケットタイ
プ＝１３９）を送信できるものとする。このリスト及びその意味に含まれてよいパケット
タイプは、以下のとおりである。
【０３２８】
　６６―表示能力パケットはクライアントによって送信されるものとする。
【０３２９】
　１３３―アルファ－カーソル画像機能パケットはクライアントにより送信されるものと
する。
【０３３０】
　１３９―クライアントが送信できる機能パケットとステータスパケットの正確なタイプ
を識別する有効ステータス回答リストパケットが送信されるものとする。
【０３３１】
　１４０―パケット処理遅延パラメータパケットはクライアントによって送信されるもの
とする。
【０３３２】
　１４１―パーソナルディスプレイ機能パケットはクライアントにより送信されるものと
する。
【０３３３】
　１４２―エラーレポート表示パケットはクライアントにより送信されるものとする。
【０３３４】
　１４３―スケーリング済みビデオストリーム機能パケットはクライアントにより送信さ
れるものとする。
【０３３５】
　１４４―表示識別パケットはクライアントにより送信されるものとする。
【０３３６】
　５６から６３―製造メーカに特殊な機能識別子及びステータス識別子のために使用でき
る。
【０３３７】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケットの全バイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイト。
【０３３８】
　パケット処理遅延パラメータパケット
　パケット処理遅延パラメータパケットは、ホストが、特定のパケットタイプの受信に関
連付けられる処理を完了するために要する時間を計算できるようにするためのパラメータ
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のセットを提供する。ホストによって送信されるいくつかのコマンドは、ゼロ時間でクラ
イアントにより完了することはできない。ホストは、クライアントによって特定の機能が
完了されているかどうかを判断するために要求ステータス表示パケットでステータスビッ
トをポーリングしてよいか、あるいはホストはパケット処理遅延パラメータパケットでク
ライアントにより返されるパラメータを使用して完了時間を計算してよい。クライアント
は、有効ステータス回答リストパケットの有効パラメータ回答リストの中の１４０という
パラメータ値を介してパケット処理遅延パラメータパケットをサポートするその能力を示
すものとする。
【パケット図６】
【０３３９】

　パケットコンテンツ：
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内の総バイト数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに１０である。
【０３４０】
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４０というパケットタイ
プは、パケット処理遅延パラメータパケットとしてパケットを識別する。
【０３４１】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３４２】
　リストアイテム数―以下の有効パラメータ回答リスト内の項目数を指定する１６ビット
符号なし整数を含む２バイト。
【０３４３】
　有効パラメータ回答リスト―１つ又は複数の遅延パラメータリスト項目を含むリスト。
単一遅延パラメータリスト項目のフォーマットは、Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓ
ｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）に示される。
【０３４４】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケット内の全バイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイト。
【パケット図７】
【０３４５】

　各遅延パラメータリスト項目の長さは正確に６バイトであり、以下のように定義される
。
【０３４６】
　遅延用パケットタイプ―以下の遅延パラメータが適用するパケットタイプを指定する１
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６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０３４７】
　ピクセル遅延―遅延値に対する指数である８ビット符号なし整数を含む１バイト。テー
ブルから読み取られる値は、パケットの宛て先フィールドの総ピクセル数で乗算される。
総ピクセル数は幅にパケットによって参照されるビットマップの宛て先領域の高さをかけ
る。方程式０から１は総遅延を計算するために使用される。
【０３４８】
　水平ピクセル遅延―遅延値テーブル（ＤＰＶＬと同じ表）に対する指数である８ビット
符号なし整数を含む１バイト。テーブルから読み取られる値は、パケットの宛て先フィー
ルドの（ピクセル単位の）幅で乗算される。方程式０から１は総遅延を計算するために使
用される。
【０３４９】
　垂直ピクセル遅延―遅延値テーブル（ＤＰＶＬと同じ表）に対する指数である８ビット
符号なし整数を含む１バイト。テーブルから読み取られる該値は、パケットの宛て先フィ
ールドの（ピクセル単位の）高さで乗算される。方程式０から１は総遅延を計算するため
に使用される。
【０３５０】
　固定遅延―遅延値テーブル（ＤＰＶＬと同じ表）に対する指数である８ビット符号なし
整数を含む１バイト。テーブルから読み取られる値は、パケット内に指定されるあらゆる
パラメータ値に関係のないパケットを処理するために要する時間を表す固定遅延パラメー
タである。方程式０から１は総遅延を計算するために使用される。
【０３５１】
　遅延＝(PacketProcessingDelay(PixelDelay)・TotalPixels)+
　(PacketProcessingDelay(HorizontalPixelDelay)・Width)+
　(PacketProcessingDelay(VerticalPixelDelay)・Height)+
　PacketProcessingDelay(FixedDelay)
　方程式０から１、パケット処理完了時間遅延
　いくつかのパケットの場合、それらのパラメータは対応するパケットで参照されないた
め、ＴｏｔａｌＰｉｘｅｌｓ、幅、又は高さは適用しない。それらのケースでは、対応す
るピクセル遅延パラメータはゼロになるものとする。
【０３５２】
　パーソナルディスプレイ機能パケット
　パーソナルディスプレイ機能パケットは、ヘッドマウント式ディスプレイ又はディスプ
レイめがね（ｄｉｓｐｌａｙ　ｇｌａｓｓｅｓ）などのパーソナルディスプレイデバイス
の機能を記述するパラメータのセットを提供する。これによりホストはクライアントの特
定の機能に従って表示情報をカスタマイズできる。他方、クライアントは、有効ステータ
ス回答リストパケットの有効パラメータ回答リストに対応するパラメータを使用すること
によってパーソナルディスプレイ機能パケットを送信する能力を示す。
【パケット図８】
【０３５３】

　パケットコンテンツ
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　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケット内の総バイト数を指定する１６
ビット符号なし整数を含む２バイト。このパケットのパケット長はつねに６８である。
【０３５４】
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４１のパケットタイプは
パーソナルディスプレイ機能パケットとしてパケットを識別する。
【０３５５】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３５６】
　サブピクセルレイアウトフィールドは、以下の値を使用して、上から下へ及び左から右
へサブピクセルの物理的なレイアウトを指定する８ビット符号なし整数を含む。つまり、
０は、サブピクセルレイアウトが画定されていないことを示し、１は赤、緑、青の縞を示
し、２は青、緑、赤の縞を示し、３は、左上に赤、右下に青の２×２のサブピクセル、及
び左下に一方、右上に他方の２つの緑のサブピクセルの配列を有する４倍ピクセルを示し
、４は左下に赤、右上に青の２×２のサブピクセル配列、及び左上に一方、右下に他方の
２つの緑のサブピクセルの配列を有する４倍ピクセルを示し、５は、デルタ（トライアド
）を示し、６は（フィールドシーケンシャルカラーのＬＣＯＳディスプレイなど）赤、緑
、及び青がオーバレイされたモザイクを示し、７から２５５は通常将来の使用に確保され
る。
【０３５７】
　ピクセル形状フィールドは、以下の値を使用して特定の構成のサブピクセルから構成さ
れる各ピクセルの形状を指定する８ビット符号なし整数を含む。つまり、０はサブピクセ
ル形状が画定されていないことを示し、１は円形を示し、２は正方形を示し、３は矩形を
示し、４は小判形を示し、５は楕円系を示し、値６から２５５は当業者が理解されるよう
に所望される形状を示す上で将来の使用に確保されている。
【０３５８】
　水平視野（ＨＦＯＶ）フィールド―０．５度の増分で水平視野を指定する８ビット符号
なし整数を含む１バイト（例えば、ＨＦＯＶが３０度である場合、この値は６０である）
。この値がゼロである場合には、ＨＦＯＶは指定されない。
【０３５９】
　垂直視野（ＶＦＯＶ）フィールド―０．５度の増分で垂直視野を指定する８ビット符号
なし整数を含む１バイト（例えば、ＨＦＯＶが３０度である場合、この値は６０である）
。この値がゼロである場合には、ＶＦＯＶは指定されない。
【０３６０】
　視軸交差フィールド―０．０１ジオプター（１／ｍ）増分で、視軸交差を指定する８ビ
ット符号なし整数を含む１バイト（例えば、視軸交差が２．２２メートルである場合、こ
の値は４５である）。この値がゼロである場合、視軸交差は指定されない｛注意：本パラ
メータの仕様は大部分の用途での所望される範囲に適切か｝。
【０３６１】
　左／右画像重複フィールド―左画像と右画像の重複のパーセンテージを指定する８ビッ
ト符号なし整数を含む１バイト。画像重複のパーセント単位の許容範囲は１から１００で
ある。１０１から２５５という値は無効であり、使用されないものとする。この値がゼロ
である場合には、画像重複は指定されない。
【０３６２】
　シースルーフィールド―画像のシースルーパーセンテージを指定する８ビット符号なし
整数を含む１バイト。シースルーのパーセント単位の許容範囲は０から１００である。１
０１から２５４という値は無効であり、使用されないものとする。この値が２５５である
場合には、シースルーパーセンテージは指定されない。
【０３６３】
　最大輝度フィールド―２０ｎｉｔｓの増分で最大輝度を指定する８ビット符号なし整数
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を含む１バイト（例えば最大輝度が１００ｎｉｔｓの場合、この値は５である）。この値
がゼロである場合には、最大輝度は指定されない。
【０３６４】
　光学機能フラグフィールド―ディスプレイの光学機能を指定する多様なフィールドを含
む１６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０３６５】
　ビット１５から５―将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３６６】
　ビット４―眼鏡焦点調整
　０―ディスプレイは眼鏡焦点調整を有さない。
【０３６７】
　１―ディスプレイは眼鏡焦点調整を有する。
【０３６８】
　ビット３から２―両眼機能
　０―ディスプレイは双眼であり、二次元（２Ｄ）画像だけを表示できる。
【０３６９】
　１―ディスプレイは双眼であり、三次元（３Ｄ）画像を表示できる。
【０３７０】
　２―ディスプレイは単眼である。
【０３７１】
　３―将来の使用に確保される。
【０３７２】
　ビット１から０―左－右視野湾曲対称
　０―視野湾曲は定義されていない。このフィールドがゼロである場合には、Ａ１からＥ
５までのすべての視野湾曲値は、ディスプレイの焦点距離を指定する、あるいは焦点距離
が指定されていないことを示すためにゼロに設定されるものとする点Ｃ３を除いてゼロに
設定されるものとする。
【０３７３】
　１―左ディスプレイと右ディスプレイは同じ対称性を有する。
【０３７４】
　２―左ディスプレイと右ディスプレイは、垂直軸（列Ｃ）でミラーリングされる。
【０３７５】
　３―将来の使用に確保される。
【０３７６】
　瞳孔間距離（ＩＰＤ）最小―ミリメートル（ｍｍ）単位で最小瞳孔間距離を指定する８
ビット符号なし整数を含む１バイト。この値がゼロである場合には、最小瞳孔間距離は指
定されない。
【０３７７】
　瞳孔間距離（ＩＰＤ）最大―ミリメートル（ｍｍ）単位で最大瞳孔間距離を指定する８
ビット符号なし整数を含む１バイト。この値がゼロである場合には、最大瞳孔間距離は指
定されない。
【０３７８】
　視野湾曲点リスト―焦点距離を、１から６５５３５の範囲（例えば、１は０．００１ジ
オプターであり、６５５３５は６５．５３５ジオプターである）でジオプターの１０００
分の１（１／ｍ）で指定する２５の２バイトのパラメータのリスト。視野湾曲点リストの
中の２５の要素は、以下のＥｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆ
ｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）に示されるようにＡ１からＥ５と呼ばれる
。点は、ディスプレイのアクティブ領域で均等に分散されるものとする。列Ｃはディスプ
レイの垂直軸に相当し、行３はディスプレイの水平軸に相当する。列ＡとＥは、それぞれ
ディスプレイの左端縁と右端縁に相当する。そして行１と５は、それぞれディスプレイの
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上端縁と下端縁に相当する。リスト中の該２５の点の順序は以下のとおりである。Ａ１、
Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、Ｅ１、Ａ２、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、Ｅ２、Ａ３、Ｂ３、Ｃ３、Ｄ３、Ｅ
３、Ａ４、Ｂ４、Ｃ４、Ｄ４、Ｅ４、Ａ５、Ｂ５、Ｃ５、Ｄ５、Ｅ５
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケット内の全バイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイト。
【パケット図９】
【０３７９】

　エラーレポート表示パケット
　エラーレポート表示パケットは、クライアントがホストに操作エラーのリストを提供で
きるようにするための機構又は手段として働く。クライアントはホストから特定のコマン
ドを受信した結果としてその正常な動作の過程で幅広いエラーを検出してよい。これらの
エラーの例は以下を含む。クライアントはそれがサポートしていないモードで動作するよ
うに命令された可能性があり、クライアントが、クライアントの能力の範囲外又は能力を
超えている特定のパラメータを含むパケットを受信した可能性があり、クライアントが不
適切なシーケンスでモードに入るように命令された可能性がある。エラーレポート表示パ
ケットは、正常な動作中にエラーを検出するために使用されてよいが、ホストシステムと
クライアントシステムの開発及び統合にける問題点を診断するためにシステム設計者とイ
ンテグレータにとって最も有用である。クライアントは有効ステータス回答リストパケッ
トの有効パラメータ回答リストの１４２というパラメータ値を介してエラーレポート表示
パケットを送信するその能力を示すものとする。
【パケット図１０】
【０３８０】

　パケットコンテンツ
　パケット長―パケット長フィールドを含まないパケットの総バイト数を指定する１６ビ
ット符号なし整数を含む２バイト。
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　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４２というパケットタイ
プはエラーレポート表示パケットとしてパケットを識別する。
【０３８２】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される２バイト。このフィールドは将
来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３８３】
　リストアイテム数―以下のエラーコードリストのアイテム数を指定する１６ビット符号
なし整数を含む２バイト。
【０３８４】
　エラーコードリスト―１つ又は複数のエラーレポートリストアイテムを含むリスト。単
一エラーレポートリストのフォーマットは、Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｏｕｒ
ｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）に示される。
【パケット図１１】
【０３８５】

　一実施形態では、各エラーレポートリストアイテムの長さは正確に４倍であり、一実施
形態では、報告されるエラーのタイプを指定する２バイトの表示エラーコードフィールド
、表示エラーコードパケットにより定められるエラーに関するさらに大きな詳細のレベル
を指定する２バイトのエラーサブコードフィールドを備える構造を有する。各表示エラー
コードの特定の定義は、クライアントの製造メーカによって定められる。エラーサブコー
ドはあらゆる表示エラーコードに定められる必要はなく、エラーサブコードが定義されて
いない場合、値はゼロに設定される。各エラーサブコードの特定の定義はクライアントの
製造メーカにより定義される。
【０３８６】
　表示識別パケット
　表示識別パケットは、クライアントが特殊ステータス要求に応えて識別データを返すこ
とができるようにする。一実施形態では、クライアントは、有効ステータス回答リストパ
ケットの有効パラメータ回答リストで１４４というパラメータ値を使用して表示識別パケ
ットを送信する能力を示す。ホストが、このデータをクライアントから読み取ることによ
ってクライアントデバイス製造メーカ名及び型番を決定できることが有効である。情報は
、クライアントが、表示能力パケットで説明できない特殊な能力を有するかどうかを判断
するために使用されてよい。クライアントから識別情報を読み取るには潜在的に２つの方
法、手段又は機構がある。一方の方法は、ベースＥＤＩＤ構造ないのフィールドに類似し
たフィールドを含む表示能力パケットを使用することによる。他方の方法は、表示能力パ
ケットの類似するフィールドに比較してさらに優れた情報セットを含む表示識別パケット
を使用することによる。これにより、ホストは３文字ＥＩＳＡコードを割り当てられてい
ない製造メーカを識別することができるようになり、通し番号が英数字文字を含むことが
できる。
【パケット図１２】
【０３８７】
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　２バイトのパケットタイプフィールドは、表示識別パケットとしてパケットを識別する
値を含む。この値は一実施形態において１４４であることが選択される。ｃＣｌｉｅｎｔ
　ＩＤフィールド（２バイト）が再びクライアントＩＤの将来の使用に確保され、通常ゼ
ロに設定される。ＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長を含むパケット内の全バ
イトの１６ビットＣＲＣを含む。
【０３８８】
　１バイトの製造週フィールドは、ディスプレイの製造週を定める値を含む。少なくとも
一実施形態では、この値は、それがクライアントによってサポートされる場合には１から
５３の範囲にある。このフィールドがクライアントによってサポートされない場合には、
それは通常ゼロに設定される。１バイトの製造年フィールドはディスプレイの製造年を定
める値を含む。他のベース年も使用できるであろうが、この値は開始点として１９９０年
からのオフセットである。１９９１年から２２４５年の範囲の年はこのフィールドによっ
て表すことができる。例：２００３年は、１３という製造年値に相当する。このフィール
ドがクライアントによってサポートされていない場合、それはゼロという値に設定されな
ければならない。
【０３８９】
　製造名長フィールド、製品名長フィールド、及び通し番号長フィールドは、それぞれあ
らゆるヌル終了文字又はヌルパッド文字を含む製造名文字列フィールドの長さ、あらゆる
ヌル終了文字又はヌルパッド文字を含む製品名文字列フィールドの長さ、及びあらゆるヌ
ル終了文字又はヌルパッド文字を含む通し番号文字列フィールドの長さを指定する２バイ
ト値を含む。
【０３９０】
　製造メーカ名文字列フィールド、製品名文字列フィールド、及び通し番号文字列フィー
ルドはそれぞれ、それぞれディスプレイの製造メーカ、製品名、及び英数字通し番号を指
定するＡＳＣＩＩ文字列を含む、それぞれ製造名フィールド、製品名フィールド、又は通
し番号フィールドによって指定される可変数のバイトを含む。これらの文字列のそれぞれ
は少なくとも１つのヌル文字によって終了する。
【０３９１】
　代替表示能力パケット
　代替表示能力パケットは、ＭＤＤＩクライアントコントローラに取り付けられた代替デ
ィスプレイの能力を示す。それは、特殊ステータス要求パケットに応えて送信される。プ
ロンプトを出されると、クライアントデバイスは、サポートされる代替ディスプレイごと
に代替表示能力パケットを送信する。クライアントは有効ステータス回答リストパケット
の有効パラメータ回答リスト内の１４５というパラメータ値を介して代替表示能力パケッ
トを送信するその能力を示すものとする。
【０３９２】
　内部モードで動作されるＭＤＤＩシステムの場合、ＭＤＤＩクライアントコントローラ
に複数のディスプレイが接続されることは共通である場合がある。例の応用例は、フリッ
プの内側に大型ディスプレイを備え、外側に小型のディスプレイを備える携帯電話である
。表示能力パケットの代替表示番号フィールドは、複数のディスプレイが取り付けられて
いることを報告するために使用され、代替表示能力パケットは各代替ディスプレイの能力
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を報告する。ビデオストリームパケットは、クライアントデバイス内の各代替ディスプレ
イをアドレス指定するためにピクセルデータ属性フィールドの４ビットを含む。
【パケット図１３】
【０３９３】

　パケットコンテンツ
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４５というパケットタイ
プは、代替表示能力パケットとしてパケットを識別する。
【０３９４】
　ｃＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０３９５】
　代替表示番号―０から１５の範囲内の整数で代替ディスプレイのアイデンティティを示
す８ビット符号なし整数を含む１バイト。第１の代替ディスプレイは番号０となるものと
し、他の代替ディスプレイは、使用される最大値が代替ディスプレイの総数から１を差し
引いた、一意の代替ディスプレイ番号値で識別されるものとする。代替ディスプレイの総
数から１を引いたものより大きい値は使用されないものとする。例：一次ディスプレイと
ＭＤＤＩクライアントに接続される発呼者ＩＤディスプレイを有する携帯電話は、１つの
代替ディスプレイを有し、その結果、発呼者ＩＤディスプレイの代替ディスプレイ番号は
ゼロであり、表示能力パケットの代替ディスプレイフィールドの番号は１という値を有す
る。
【０３９６】
　確保１―将来の使用に確保される８ビット符号なし整数を含む１バイト。このフィール
ドのすべてのビットはゼロに設定されるものとする。このフィールドの目的は、以後すべ
ての２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ、４バイトフィー
ルドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０３９７】
　ビットマップ幅―ピクセルの数として表されるビットマップの幅を指定する１６ビット
符号なし整数を含む２バイト。
【０３９８】
　ビットマップ高さ―ピクセルの数として表されるビットマップの高さを指定する１６ビ
ット符号なし整数を含む２バイト。
【０３９９】
　表示ウィンドウ幅―ピクセル数として表されるディスプレイウィンドウの幅を指定する
１６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０４００】
　表示ウィンドウ高さ―ピクセル数として表されるディスプレイウィンドウの高さを指定
する１６ビット符号なし整数を含む２バイト。
【０４０１】
　カラーマップＲＧＢ幅―カラーマップ（パレット）表示モードで表示できる赤、緑及び
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青の成分のビット数を指定する１６ビット符号なし整数を含む２バイト。色成分（赤、緑
、及び青）ごとの最大８ビットを使用できる。８ビットの各色成分がカラーマップパケッ
トで送信されても、このフィールドで定められる各色成分の最下位ビットの数だけが使用
される。ディスプレイクライアントがカラーマップ（パレット）フォーマットを使用でき
ない場合には、この値はゼロに設定される。カラーマップＲＧＢ幅ワードは３つの別々の
符号なし値から構成される。
【０４０２】
　ビット３から０は、各ピクセルの中の青の最大ビット数を定義する。０から８が有効で
ある。
【０４０３】
　ビット７から４が各ピクセルの中の緑の最大ビット数を定義する。０から８が有効であ
る。
【０４０４】
　ビット１１から８は、各ピクセルの中の赤の最大ビット数を定義する。０から８が有効
である。
【０４０５】
　ビット１５から１２は、将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０４０６】
　ＲＧＢ能力―ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビット数を指定する１６ビット
符号なし整数を含む２バイト。クライアントがＲＧＢ形式を使用できない場合には、この
値はゼロである。ＲＧＢ機能ワードは３つの別々の符号なし値から構成される。
【０４０７】
　ビット３から０は、各ピクセルの中の青（青い輝度）の最大ビット数を定義する。
【０４０８】
　ビット７から４は、各ピクセルの中の緑（緑の輝度）の最大ビット数を定義する。
【０４０９】
　ビット１１から８は、各ピクセルの中の赤（赤の輝度）の最大ビット数を定義する。
【０４１０】
　ビット１５から１２は将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０４１１】
　白黒機能―白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数を指定する８ビット符号な
し整数を含む１バイト。クライアントが白黒フォーマットを使用できない場合には、この
値はゼロである。ビット７から４は将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする
。ビット３から０は、各ピクセルで存在できるグレイスケールの最大ビット数を定義する
。これらの４つのビットにより、各ピクセルが１ビットから１５ビットからなることを指
定できる。値がゼロである場合には、白黒フォーマットはクライアントによってサポート
されない。
【０４１２】
　確保２―将来の使用に確保される８ビット符号なし整数を含む１バイト。このフィール
ド内のすべてのビットはゼロに設定されるものとする。このフィールドの目的は、以後の
すべての２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせさせ、４バイトフ
ィールドを３２ビットワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０４１３】
　Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能―Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマットで表示できる解像度のビット数を指
定する１６ビット符号なし整数を含む２バイト。クライアントがＹ　Ｃｂ　Ｃｒフォーマ
ットを使用できない場合、この値はゼロである。Ｙ　Ｃｂ　Ｃｒ機能ワードは、３つの別
々の符号なし値から構成される。
【０４１４】
　ビット３から０は、Ｃｂサンプルを指定する最大ビット数を定義する。
【０４１５】
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　ビット７から４は、Ｃｒサンプルを指定する最大ビット数を定義する。
【０４１６】
　ビット１１から８は、Ｙサンプルを指定する最大ビット数を定義する。
【０４１７】
　ビット１５から１２は将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０４１８】
　表示特徴能力インジケータ―クライアントの特定の特徴がサポートされているかどうか
を示すフラグのセットを含む８ビット符号なし整数を含む１バイト。１に設定されるビッ
トは能力がサポートされていることを示し、ゼロに設定されるビットは能力がサポートさ
れていないことを示す。
【０４１９】
　ビット０―クライアントはパックされたフォーマットのビデオデータを受け入れること
ができる。
【０４２０】
　ビット１から７―将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０４２１】
　確保３―将来の使用に確保される８ビット符号なし整数を含む１バイト。このフィール
ドのすべてのビットはゼロに設定されるものとする。このフィールドの目的は、以後すべ
ての２バイトフィールドを１６ビットワードアドレスと位置合わせさせ、４バイトフィー
ルドを３２ビットワードアドレスと位置合わせさせることである。
【０４２２】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケットのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む２バイ
ト。
【０４２３】
　レジスタアクセスパケット
　レジスタアクセスパケットは、ＭＤＤＩリンクの反対側にある構成レジスタとステータ
スレジスタにアクセスするための手段、機構又は方法をホスト又はクライアントのどちら
かに提供する。これらのレジスタは、ディスプレイ又はデバイスコントローラごとに１つ
しか存在しない可能性が高い。これらのレジスタはすでに、設定構成、運転モードを必要
とし、他の有効且つ必要な設定値を有する多くのディスプレイの中に存在している。レジ
スタアクセスパケットを使用すると、ＭＤＤＩホスト又はクライアントはＭＤＤＩリンク
を使用してレジスタに書き込む及びレジスタを読み取るように要求することができる。ホ
スト又はクライアントがレジスタを読み取ることを要求すると、反対側は同じパケットタ
イプのレジスタデータを送信することによって、また、これが読み取り／書き込み情報フ
ィールドを使用してある特定のレジスタから読み取られるデータであることを示すことに
よっても応答する必要がある。レジスタアクセスパケットは、１より大きいレジスタカウ
ントを指定することによって複数のレジスタを読み取る、又は書き込むために使用されて
よい。クライアントは、表示能力パケットの表示特徴能力インジケータフィールドのビッ
ト２２を使用してレジスタアクセスパケットをサポートする能力を示す。
【パケット図１４】
【０４２４】

　レジスタアクセスパケット
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　２バイトのパケット長フィールドは、パケット長フィールドを含まないパケット内の総
バイト数を指定する１６ビット符号なし整数を含む。
【０４２５】
　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４６というパケットタイ
プはパケットをレジスタアクセスパケットとして識別する。
【０４２６】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。このフィールドは将来の使用に確保され、ゼロに設定されるものとする。
【０４２７】
　読み取り／書き込み情報―特定のパケットを書き込み又は読み取り又は読み取りに対す
る応答のどれかとして指定し、データ値のカウントを提供する１６ビット符号なし整数を
含む２バイト。
【０４２８】
　ＢｉｔＢｉｔｓ１５から１４―読み取り／書き込みフラグ
　ＢｉｔＢｉｔｓ［１５：１４］＝１０―ホスト　これは（Ｈｏｓｔ　ｔｈｉｓ）レジス
タアドレスフィールドによりアドレス指定される１台又は複数台のレジスタからのデータ
に対する要求である。
【０４２９】
　ＢｉｔＢＩｔｓ［１５：１４］＝００―ｗｒｉｔｅｔｈｉｓパケットは、レジスタアク
セスフィールドによってアドレス指定されるレジスタに書き込まれるデータを含む。指定
されたレジスタに書き込まれるデータはレジスタデータフィールドに含まれる。
【０４３０】
　ＢｉｔＢｉｔｓ［１５：１４］＝１１―ｔｈａｔ　ｃｏｎｔａｉｎｈｉｓパケットは、
読み取り／書き込みフラグを１０に設定させるレジスタアクセスパケットに応えて要求さ
れたデータを含む。レジスタアクセスフィールドは、第１のレジスタデータアイテムに対
応するレジスタのアドレスを含むものとし、レジスタデータフィールドは１つ又は複数の
アドレスから読み取られたデータを含むものとする。
【０４３１】
　ＢｉｔＢｉｔｓ［１５：１４］＝１０―この値は、将来の使用に確保され、使用されな
いものとする。
【０４３２】
　ビット１３：０―レジスタデータリストフィールドで転送される３２ビットレジスタデ
ータアイテムの数を指定する１４ビット符号なし整数。
【０４３３】
　ビット１５がホストにより送信されるパケットの中で０である場合には、ビット１３：
０は、レジスタアドレスフィールドによって指定されるレジスタで開始するクライアント
レジスタに書き込まれるパケットのレジスタデータリストフィールドに含まれるレジスタ
データアイテムの数を指定する。
【０４３４】
　ビット１５がホストにより送信されるパケット内で１である場合、ビット１３：０はク
ライアントがホストに送信するものとするレジスタデータアイテム数を指定する。ホスト
によって送信されるレジスタデータフィールドは、アイテムを含まないものとし、ゼロ長
である。
【０４３５】
　ビット１５がクライアントにより送信されるパケット内で１である場合には、ビット１
３：０はレジスタデータリストフィールドに含まれるレジスタデータアイテム数を指定す
る。
【０４３６】
　ビット１５はクライアントによって送信されるパケットの０に設定されないものとする
。これは有効な値ではない。
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【０４３７】
　レジスタアドレス―書き込まれる、又は読み取られるレジスタアドレスを含む３２ビッ
ト符号なし整数を含む４バイト。そのアドレス指定が３２ビット未満である、アドレス指
定の場合、上部ビットがゼロに設定されるものとする。
【０４３８】
　レジスタデータリスト―クライアントデバイスレジスタから読み取られたクライアント
レジスタ又は値に書き込まれる４バイトのレジスタデータ値のリスト。
【０４３９】
　ＣＲＣ―パケット長を含むパケット内のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む２バ
イト。
【０４４０】
　フレーム同期パケット
　フレーム同期パケットとは、ホストにラスタ画像の開始を示す能力を与え、クライアン
トがビデオストリームパケット内のピクセル及びウィンドウアドレス指定能力を使用する
のを回避できるようにする。これは、画像の各フレームの開始時にフレーム同期パケット
を送信することによって達成され、その結果（ビット５がピクセルデータ属性フィールド
に設定された）１つのビデオストリームパケットが画像データの各行について送信される
。一実施形態においては、クライアントは表示能力パケットの表示特徴能力インジケータ
のフィールドのビット２３を使用してフレーム同期パケットをサポートする能力を示す。
【０４４１】
　フォーマット
【パケット図１５】
【０４４２】

　パケットタイプ―１６ビット符号なし整数を含む２バイト。１４７というパケットタイ
プはフレーム同期パケットとしてパケットを識別する。
【０４４３】
　ｂＣｌｉｅｎｔ　ＩＤ―クライアントＩＤに確保される１６ビット符号なし整数を含む
２バイト。
【０４４４】
　Ｄ．パケットＣＲＣ
　ＣＲＣフィールドはパケットの最後に表示され、著しく大きなデータフィールドを有し
てよいパケット内の特定のより重大なパラメータの後に出現することがあり、したがって
転送中のエラーの尤度は高い。２つのＣＲＣフィールドを有するパケットの場合、ＣＲＣ
ジェネレータは、ただ１つだけが使用されるときに、長いデータフィールドに続くＣＲＣ
計算がパケットの始まりでパラメータによって影響を及ぼされないように第１のＣＲＣの
後に再初期化される。
【０４４５】
　例示的な実施形態では、ＣＲＣ計算に使用される多項式はＣＲＣ－１６、つまりＸ１６
＋Ｘ１５＋Ｘ２＋Ｘ０として公知である。本発明を実現するために有効なＣＲＣジェネレ
ータ及びチェッカのサンプルインプリメンテーション３６００が図３６に示されている。
図３６では、ＣＲＣレジスタ３６０２は、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｂｅｆｏｒｅ＿Ｃ
ＲＣ線路上の入力であるパケットの第１のビットの転送直前に０ｘ０００１の値に初期化
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され、次にパケットのバイトが最初にＬＳＢで始まるレジスタにシフトされる。この図の
レジスタビット番号が、使用されている多項式の順序に相当し、ビット位置がＭＤＤＩに
よいって使用されていないことを注記する。単独の方向でＣＲＣレジスタをシフトする方
がより効率的であり、この結果ＭＤＤＩ　ＣＲＣフィールドのビット位置０にＣＲＣビッ
ト１５を表示させ、ＭＤＤＩ　ＣＲＣフィールドビット位置１にＣＲＣレジスタビット１
４を表示させる等、ＭＤＤＩビット一１４に達するまで表示させる。
【０４４６】
　例として、表示要求とステータスパケットのパケットコンテンツは以下のとおりである
。０ｘ０７、０ｘ４６、０ｘ０００４００、０ｘ００（又は０ｘ０７、０ｘ００、０ｘ４
６、０ｘ００、０ｘ０４、０ｘ００、０ｘ００のようなバイトのシーケンスとして表現さ
れる）であり、マルチプレクサ３６０４と３６０６及びＮＡＮＤゲート３６０８の入力を
使用して提出され、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａtａ＿Ｗｉｔｈ＿ＣＲＣラインで結果として生
じるＣＲＣ出力は０ｘ０ｅａ１である（あるいは０ｘａｌ、０ｘ０ｅのようなシーケンス
として表現される）。
【０４４７】
　ＣＲＣジェネレータ及びチェッカ３６００がＣＲＣチェッカとして構成されるとき、Ｒ
ｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａライン上で受信されるＣＲＣはマルチプレクサ３６０４とＮＡＮ
Ｄゲート３６０８に入力され、ＮＯＲゲート３６１０、排他的論理和（ＸＯＲ）ゲート３
６１２、及び論理積（ＡＮＤ）ゲート３６０４を使用してＣＲＣレジスタ内で検出される
値とビット単位で比較される。論理積ゲート３６１４によって出力されるように、エラー
がある場合、ＣＲＣは、レジスタ３６０２の入力にゲート３６１４の出力を連結すること
によりＣＲＣエラーを含むパケットごとに一度増分される。図３６の図に示される例の回
路が、既定のＣＨＥＣＫ＿ＣＲＣ＿ＮＯＷウィンドウ内で複数のＣＲＣエラー信号を出力
できる（図３７Ｂを参照されたい）ことに注意する。したがって、ＣＲＣエラーカウンタ
は通常、ＣＨＥＣＫ＿ＣＲＣ＿ＮＯＷがアクティブである各間隔の中の第１のＣＲＣエラ
ーインスタンスだけをカウントする。ＣＲＣジェネレータとして構成される場合、ＣＲＣ
はパケットの最後と一致するときにＣＲＣレジスタからの退出時間が記録される（ｃｌｏ
ｃｋｅｄ　ｏｕｔ）。
【０４４８】
　入力信号と出力信号、及びイネーブル信号のためのタイミングは、図３７Ａと図３７Ｂ
に概して図解される。ＣＲＣの生成及びデータのパケットの伝送は、Ｔｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄ
ａｔａ＿Ｂｅｆｏｒｅ＿ＣＲＣとＴｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿Ｗｉｔｈ＿ＣＲＣ信号とと
もに、Ｇｅｎ＿Ｒｅｓｅｔ、Ｃｈｅｃｋ＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ、Ｇｅｎｅｒａｔｅ＿ＣＲＣ＿
Ｎｏｗ、及びＳｅｎｄｉｎｇ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ＿信号の状態（０又は１）とともに図
３７Ａに示される。データのパケットの受信及びＣＲＣ値のチェックが、Ｇｅｎ＿Ｒｅｓ
ｅｔ、Ｃｈｅｃｋ＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ、Ｇｅｎｅｒａｔｅ＿ＣＲＣ＿Ｎｏｗ及びＳｅｎｄｉ
ｎｇ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の状態とともに、Ｒｘ＿ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ及びＣＲＣエ
ラー信号とともに図３７Ｂに示される。
【０４４９】
　パケットＣＲＣのエラーコードオーバーロード
　パケットＣＲＣホストとクライアントの間でデータパケットＣＲＣだけが転送されてい
るときはつねに、対処されるエラーコードはない。唯一のエラーは同期の損失である。そ
れ以外の場合、良好なデータ転送経路又はパイプラインの欠如からリンクがタイムアウト
し、次にリンクをリセットし、先に進むのを待機しなければならない。残念なことに、こ
れは多大な時間を必要とし、非効率的である場合もある。
【０４５０】
　ある実施形態で使用するために、パケットのＣＲＣ部分がエラーコード情報を転送する
ために使用される新しい技法が開発された。これは全体的に図６５に示されている。つま
り、１つ又は複数のエラーコードが通信処理又はリンク内で発生する可能性のある特定の
所定のラー又は欠陥を示すデータ転送を処理するプロセス又はデバイスによって生成され
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る。エラーに遭遇すると、その適切なエラーコードが生成され、パケットのＣＲＣのため
のビットを使用して転送され、つまり、ＣＲＣ値は、ＣＲＣフィールドの値を監視するエ
ラーモニタ又はチェッカによって受信端で検出できる所望されるエラーコードでオーバロ
ードされ、又は上書きされる。エラーコードが何らかの理由からＣＲＣ値に一致するそれ
らのケースでは、エラーのコンプリメントが混乱を防止するために転送される。
【０４５１】
　ある実施形態では、ロバストなエラー警告検出システムを提供するために、エラーコー
ドが、エラーが検出されてから転送又は送信される一連の、通常はすべてのパケットを使
用して数回転送されてよい。これは、エラーを生じさせる条件がシステムからクリアされ
る点まで発生し、その点で定期的なＣＲＣビットは別の値でオーバロードすることなく転
送される。
【０４５２】
　ＣＲＣ値をオーバロードするこの技法は、最少量の余分なビット又はフィールドを使用
しながらシステムエラーにはるかに迅速な応答を提供する。
【０４５３】
　図６６に示されるように、前述されたあるいは公知の他の回路網の一部を形成すること
ができ、通信リンク又はプロセス内のエラーの存在又は実存を検出する、エラー検出器又
は検出手段６６０２を使用するＣＲＣ上書き機構又は装置６６００が示される。他の回路
網の一部として形成される、あるいは事前に選択されたエラーメッセージを記憶するため
の、ルックアップテーブルなどの技法を使用できるエラーコードジェネレータ又は手段６
６０４は、発生すると検出された特定の所定のエラー又は欠陥を示すために１つ又は複数
のエラーコードを作成する。デバイス６６０２と６６０４は、所望されるように単一の回
路又はデバイスとして、あるいは他の公知のプロセッサ及びエレメントのためのステップ
のプログラミングされたシーケンスの一部として形成できることが容易に理解される。
【０４５４】
　選択された１つ又は複数のエラーコードが転送されるＣＲＣ値と同じであるかどうかを
確かめるためにチェックするためのＣＲＣ値コンパレータ又は比較手段６６０６が示され
る。それが当てはまる場合には、コードコンプリメントジェネレータ又は作成手段又はデ
バイスが、オリジナルのＣＲＣパターン又は値として間違われず、検出方式を混乱させる
又は複雑化することなくエラーコードのコンプリメントを提供するために使用される。エ
ラーコードセレクタ又は選択手段エレメント又はデバイス６６１０は、次に、挿入する又
は上書きすることが所望されるエラーコード又は値、又はそのそれぞれのコンプリメント
を適宜に選択する。エラーコードＣＲＣ上書き器（ｏｖｅｒ－ｗｒｉｔｅｒ）又は上書き
機構又は手段６６１２は、デーアストリーム、パケット及び挿入される所望されるコード
を受け取り、所望されるエラーコードを受信装置に転送するために、対応する又は適切な
ＣＲＣ値を上書きするデバイスである。
【０４５５】
　言及されたように、エラーコードは、一連のパケットを使用して複数回転送されてよく
、したがって上書き器６６１２は処理中にコードのコピーを維持する、あるいはその値を
必要に応じて、あるいは所望されるように記憶する、又は保持するために使用できる前記
エレメント又は他の公知の記憶場所からこれらのコードをリコールするために記憶装置要
素を活用してよい。
【０４５６】
　図６６の上書き機構が実現される一般的な処理は、図６７Ａと図６７Ｂにさらに詳細に
示される。図６７Ａでは、１つ又は複数のエラーが、通信データ又はプロセスにおいてス
テップ６７０２で検出され、エラーコードはこの状態を示すためにステップ６７０４で選
択される。同時に、あるいは適切な点で、置換されるＣＲＣ値はステップ６７０６でチェ
ックされ、ステップ６７０８で所望されるエラーコードに比較される。この比較の結果は
、前述されたように、所望されるコード、つまり他の代表値が存在するＣＲＣ値と同じと
なるかどうかに関する判断である。これが当てはまる場合には、処理は、コンプリメント
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が、あるいはいくつかのケースでは別の代表値が、所望されるように、挿入するコードと
して選択されるステップ６７１２に進む。ステップ６７１０と６７１４でどのエラーコー
ド又は値が挿入されなければならないのかがいったん決定されると、その適切なコードは
挿入のために選択される。これらのステップは、明確にするために別々として描かれてい
るが、通常はステップ６７０８決定の出力に基づいて単一の選択肢を表現する。最後に、
ステップ６７１６では、パケットがプロセスによってターゲットにされる転送のために、
ＣＲＣロケーションで適切な値が上書きされる。
【０４５７】
　パケット受信側では、図６７Ｂに示されるように、パケットＣＲＣ値はステップ６７２
２で監視されている。一般的には、ＣＲＣ値はデータ転送のエラーが発生したかどうか、
及び１つ又は複数のパケットの再送を要求するかどうか、あるいは追加の動作等を禁じる
かどうかを決定するためにシステム内の１つ又は複数のプロセスによって監視されており
、その内のいくつかが前述されている。このような監視の一部として、値を公知の、又は
事前に選択されたエラーコード、又は代表値に比較し、エラーの存在を検出するためにこ
の情報を使用することもできる。代わりに、別々のエラー検出プロセスと監視が実現でき
る。コードが存在すると考えられる場合には、それは抽出される、あるいはそれ以外の場
合追加処理のためにステップ６７２４で注記される。ステップ６７２６では、これが実際
のコードであるのか、あるいはコンプリメントであるのかに関する決定を下すことができ
、そのケースでは追加のステップ６７２８が値を所望されるコード値に変換するために使
用される。どちらかのケースでは、結果として生じる抽出されたコード、コンプリメント
、又は他の回復された値が、ステップ６７３０の送信済みコードから、どのエラーが発生
したのかを検出するために使用される。
【０４５８】
　Ｖ．ハイバネーションからのリンク再開
　ホストは、ハイバネーション状態から順方向リンクを再開すると、約１５０μｓｅｃの
間論理１状態にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａを駆動してから、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをアクティブ化し
、同時にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａを５０μｓｅｃの間論理ゼロ状態に駆動してから、サブフレ
ームヘッダパケットを送信することによって順方向リンクトラフィックを開始する。これ
によって、通常、信号間に十分な整定時間を提供することによってサブフレームヘッダパ
ケットが送信される前にバス競合を解決できる。
【０４５９】
　クライアント、ここではディスプレイがホストからのデータ又は通信を必要とするとき
、それは、他の期間も所望されるように使用できるが、約７０μｓｅｃの間、ＭＤＤＩ＿
Ｄａｔａ０ラインを論理１状態に駆動し、次にそれを高インピーダンス状態にすることに
よってドライバをディスエーブルする。このアクションによって、ホストは順方向リンク
（２０８）でデータトラフィックを開始又は再開させ、そのステータスについてクライア
ントをポーリングさせる。ホストは、５０μｓｅｃの間に要求パルスの存在を検出し、次
にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を１５０μｓｅｃの間論理１に、及び５０μｓｅｃの間論理ゼロ
に駆動する起動シーケンスを開始しなければならない。ディスプレイは、それが５０μｓ
ｅｃを超えて論理１状態のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を検出すると、サービス要求パルスを送
信してはならない。ハイバネーション処理及び起動シーケンスに関する時間の選択及び時
間間隔の公差が後述される。
【０４６０】
　競合のない典型的なサービス要求イベント３８００のための処理ステップの例は図３８
に描かれ、イベントは便宜的に図中文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使用して名付け
られている。プロセスは、ホストがクライアントデバイスに、リンクがさらに低電力のハ
イバネーション状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送
信すると、ポイントＡで開始する。次のステップでは、ホストは、ポイントＢで示される
ように、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをディスエーブルし、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ
を論理ゼロに設定することによって低電力ハイバネーション状態に入る。ＭＤＤＩ＿Ｄａ
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ｔａ０は高インピーダンスバイアスネットワークによって論理ゼロレベルに駆動される。
ある期間後、クライアントは、ポイントＣで見られるようにＭＤＤＩ＿Ｄａａ０を論理１
レベルに駆動することによってホストにサービス要求パルスを送信する。ホストは、高イ
ンピーダンスバイアスネットワークを使用して論理ゼロレベルを依然としてアサートする
が、クライアント内のドライバによってラインは論理１レベルに押しやられる。５０μｓ
ｅｃ以内に、ホストはサービス要求パルスを認識し、ポイントＤで見られるように、その
ドライバをイネーブルすることによってＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０で論理１レベルをアサート
する。クライアントは、次にサービス要求パルスをアサートしようとするのをやめ、ポイ
ントＥで見られるように、クライアントはそのドライバを高インピーダンス状態にする。
ホストは、ポイントＦで示されるように、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を５０μｓｅｃの間論理
ゼロレベルに駆動し、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０で論理ゼロレベルと一貫した方法でＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂも生成し始める。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルにアサートし、ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂを５０μｓｅｃの間駆動した後に、ホストは、ポイントＧで示されるようにサ
ブフレームヘッダパケットを送信することによって順方向リンクでデータの送信を開始す
る。
【０４６１】
　類似する例は、リンク再起動シーケンスが開始した後にサービス要求がアサートされ、
イベントが再び文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使用して名付けられる図３９に描か
れる。これは、クライアントからの要求パルス又は信号がサブフレームヘッダパケットを
破壊するのに最も近くなる最悪のケースのシナリオを表す。プロセスは、ホストがクライ
アントデバイスに対し、それにリンクが定電力ハイバネーション状態に遷移することを知
らせるために再びリンクシャットダウンパケットを送信すると、ポイントＡで開始する。
次のステップでは、ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをディスエーブルし、点Ｂ
で図示されるように、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロに設定することによって低電
力ハイバネーション状態に入る。前述されたように、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０は高インピー
ダンスバイアスネットワークによって論理ゼロレベルに駆動される。ある期間後、ホスト
は点Ｃで見られるように１５０μｓｅｃの間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆
動することによってリンク再起動シーケンスを開始する。リンク再起動シーケンス開始後
５０μｓｅｃが経過する前に、ディスプレイもポイントＤで見られるように７０μｓｅｃ
の期間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０をアサートする。これは、ディスプレイがホストからのサー
ビスを要求するニーズがあり、ホストがリンク再起動シーケンスをすでに開始していない
ことを認識しないために発生する。次に、クライアントはサービス要求パルスをアサート
しようとするのをやめ、ポイントＥで見られるように、クライアントはそのドライバを高
インピーダンス状態にする。ホストは論理１レベルにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動し続け
る。ホストはポイントＦで示されるように５０μｓｅｃの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理
ゼロレベルに駆動し、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の論理ゼロレベルと一貫した方法でＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂの生成も開始する。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルにアサートし、５０
μｓｅｃの間ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを駆動した後に、ホストは、ポイントＧで示されるように
、サブフレームヘッダパケットを送信することによって順方向リンクでデータを転送し始
める。
【０４６２】
　前記説明から、従来の解決策がホストにウェークアップシーケンスの一部として２つの
状態を経験させることを必要としたことが分かる。第１の状態の場合、ホストは１５０μ
ｓの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号を高に駆動してからＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号を５０μ
ｓの間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを活性化する一方で、低に駆動し、次にＭＤＤＩパケットの送
信を始める。このプロセスは、ＭＤＤＩ装置及び方法を使用して達成可能なデータレート
に関して最先端に進めるためにうまく働く。しかしながら、前述されたように、状態に対
する応答時間短縮という点でのさらに多くの速度、あるいは次のステップ又はプロセスを
さらに迅速に選択できることは、処理又はエレメントを簡略化する能力であり、つねに要
求されている。
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【０４６３】
　出願人は、ホストが信号トグルのためにクロックサイクルベースのタイミングを使用す
るウェークアップ処理及びタイミングに対する新しい発明性のある手法を発見した。この
構成では、ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号をウェークアップシーケンスの始まりで
高に駆動した後に０μｓｅｃから１０μｓｅｃ、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグル開始し、信号
が低に駆動されるまで待機しない。ウェークアップシーケンスの間、ホストは、ＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ０信号がつねに論理ゼロレベルにあるかのように、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグル
する。これにより、クライアント側から時間の概念が効果的に取り除かれ、ホストは、第
１の２つの状態のための以前の１５０μｓ期間と５０μｓ期間からこれらの期間について
、１５０クロックサイクルと５クロックサイクルに変化する。
【０４６４】
　ホストは、ここでそのデータラインを高に駆動することに関与することになり、１０ク
ロックサイクル内に、データラインがあたかもゼロであったかのようにストローブ信号の
送信を開始する。ホストがデータラインを１５０クロックサイクルの間、高に駆動した後
、ホストは、ストローブ信号を送信し続ける一方でデータラインを５０クロックサイクル
の間、低に駆動する。ホストは、これらのプロセスの両方とも完了した後、第１のサブフ
レームヘッダパケットの送信を開始できる。
【０４６５】
　クライアント側では、クライアントインプリメンテーションは、現在データラインが最
初に高であり、次に低であるクロックサイクルの数を計算するために生成されたクロック
を使用できる。データライン被駆動高状態とデータライン被駆動低状態で発生する必要の
あるクロックサイクル数は１５０と５０である。つまり、適当なウェークアップシーケン
スの間、クライアントは、データラインが低である少なくとも５０連続クロックサイクル
が続くデータラインが高い、少なくとも１５０の連続クロックサイクルをカウントできな
ければならない。いったんこれらの２つの条件が満たされると、クライアントは第１のサ
ブフレームの一意のワードを検索し始めることができる。このパターンの中断は、クライ
アントが再びデータラインが高い第１の１５０連続クロックサイクルを探す初期状態にカ
ウンタを戻すための基礎として使用される。
【０４６６】
　ホストベースのハイバネーションからのウェークアップのための本発明のクライアント
インプリメンテーションは、前述されたようにクロックレートが１Ｍｂｐｓで強制的に開
始されない点を除き初期の起動ケースに非常に類似している。代わりに、クロックレート
は、通信リンクがハイバネーションに入ったときにどのような過去の速度でアクティブで
あっても再開するように設定できる。ホストが前述されたようにストローブ信号の伝送を
開始する場合、クライアントは、再び、低であるデータラインの少なくとも５０連続クリ
ックサイクルが後に続く、高であるデータラインの少なくとも１５０の連続クロックサイ
クルでカウントできなければならない。いったんこれらの２つの条件が満たされると、ク
ライアントは一意のワードの検索を開始できる。
【０４６７】
　クライアントベースのハイバネーションからのウェークアップのための本発明のクライ
アントインプリメンテーションは、それがクライアントにデータラインを駆動させること
によって開始する点を除き、ホストベースのウェークアップに類似している。クライアン
トは、ホストデバイスをウェークアップするためにクロックを使用せずにデータラインを
非同期で駆動できる。ホストがいったん、データラインがクライアントによって高に駆動
されていることを認識すると、それはそのウェークアップシーケンスを開始できる。クラ
イアントは、ホストがそのウェークアッププロセスを開始することによって、又はそのウ
ェークアッププロセスの間に生成されるクロックサイクル数をカウントできる。クライア
ントはいったん高であるデータの７０の連続クロックサイクルをカウントすると、データ
ラインを高に駆動することを停止できる。この点で、ホストはやはりすでにデータライン
を高に駆動していなければならない。クライアントは、次に、高であるデータラインの１
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５０クロックサイクルに達するために高であるデータラインの別の８０連続クロックサイ
クルをカウントしてから、低であるデータラインの５０クロックサイクルを探すことがで
きる。いったんこれらの条件が満たされると、クライアントは一意のワードを探し始める
ことができる。
【０４６８】
　ウェークアップ処理のこの新しいインプリメンテーションの利点は、それが時間測定装
置に対するニーズを削除する点である。これが発振器であるのか、あるいはコンデンサ放
電回路であるのか、あるいは他のこのような公知のデバイスであるのかに関係なく、クラ
イアントは起動状態を決定するためにこのような外部装置を必要としていない。これによ
りコントローラ、カウンタ等をクライアントデバイス基板上に実現するときに金額と回路
面積が削減される。これはクライアントにとって有利ではない可能性があるが、ホストに
とっては、この技法はコア回路網に使用されている超高密度ロジック（ｖｅｒｙ　ｈｉｇ
ｈ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ｌｏｇｉｃ）（ＶＨＤＬ）に関してホストを潜在的に簡略化するだ
ろう。データラインとストローブラインをウェークアップ通知測定ソースとして使用する
ことの電力消費量も、ホストベースのウェークアップを待機するコア要素のために外部回
路を実行する必要がないため、さらに低くなるであろう。
【０４６９】
　使用されるサイクル数又はクロック期間は例示的であり、当業者に明らかになるように
他の期間を使用することもできる。
【０４７０】
　ウェークアップ処理のこの新しいインプリメンテーションの利点は、それが時間測定装
置に対する必要性を削除するという点である。これが発振器であるのか、あるいはコンデ
ンサ放電回路であるのか、あるいは他のこのような公知のデバイスであるのかに関係なく
、クライアントは起動状態を決定するためにこのような外部装置の必要がなくなった。こ
れによりコントローラ、カウンタ等をクライアントデバイス基板上に実現するときに金額
と回路面積が削減される。これはクライアントにとって有利ではない可能性があるが、ホ
ストにとっては、この技法はコア回路網に使用されている超高密度ロジック（ｖｅｒｙ　
ｈｉｇｈ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ｌｏｇｉｃ）（ＶＨＤＬ）に関してホストを潜在的に簡略化
するだろう。データラインとストローブラインをウェークアップ通知測定ソースとして使
用することの電力消費量も、ホストベースのウェークアップを待機するコア要素のために
外部回路を実行する必要がないため、さらに低くなるであろう。
【０４７１】
　この新しい技法の動作を明確にし、説明するために、クロックサイクルを基準にしたＭ
ＤＤＩ＿Ｄａｔａ０、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ及び多様な動作のタイミングは図６８Ａ、図６８
Ｂ及び図６８Ｃに示されている。
【０４７２】
　競合のない典型的なホスト起動型ウェークアップのための処理ステップの例は図６８Ａ
に描かれており、イベントは再び便宜的に図中、文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ及びＧを使
用して呼ばれている。プロセスは、ホストがクライアントデバイスに対して、リンクが低
電力ハイバネーション状態に遷移することをそれに知らせるためにリンクシャットダウン
パケットを送信すると、点Ａで開始する。次のステップ、点Ｂでは、ホストが、クライア
ントデバイスの中の回復したクロックを停止する、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂがトグルするのを停
止する前にクライアントによる処理を完了できるために約６４サイクル（又はシステム設
計のために所望されるように）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグルする。また、ホストはＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ０を初期に論理ゼロレベルに設定してから、ＣＲＣ後に１６サイクルから４８
サイクルの範囲でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０出力をディスエーブルする（通常、出力ディスエ
ーブル伝搬遅延を含む）。クライアントにおいて、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０及びＭＤＤＩ＿
Ｓｔｂ用の高速受信機をＣＲＣ後の４８サイクルの後、及び次の段階（Ｃ）の前のしばら
く低電力状態にすることが望ましい場合がある。
【０４７３】
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　ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをディスエーブ
ルし、低電力ハイバネーション状態にホストコントローラを入れることによって点つまり
ステップＣで低電力ハイバネーション状態になる。所望されるように、（高インピーダン
スバイアスネットワークを使用して）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロレベルに設定
する、あるいはハイバネーションの間トグルを続けることもできる。クライアントも低電
力レベルハイバネーション状態である。
【０４７４】
　しばらくしてから、ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ出力を
イネーブルすることによって、点Ｄでリンク再起動シーケンスを開始する。ホストは、ド
ライバがそのそれぞれの出力を完全にイネーブルするのに要する限り、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
ａ０を論理１レベルに駆動し、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを論理ゼロレベルに駆動する。ホストは
通常、ＭＭＤＩ＿Ｓｔｂでパルスを駆動する前に、これらの出力が所望される論理レベル
に達した後に約２００ナノ秒待機する。これによりクライアントに受信に備えるための時
間が与えられる。
【０４７５】
　ホストドライバがイネーブルされ、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が論理１レベルに駆動された
状態で、ホストは点Ｅで見られるように、１５０　ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの期間、Ｍ
ＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグルし始める。ホストは、点Ｆに示されるように５０サイクルの間Ｍ
ＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０
が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間論理ゼロレベルになった後でサブフレームヘッダパ
ケットを探し始める。ホストは、点Ｇで示されるようにサブフレームヘッダパケットを送
信することによって順方向リンクでデータを送信し始める。
【０４７６】
　競合がない典型的なクライアント起動型ウェークアップのための処理ステップの一例は
図６８Ｂに描かれ、イベントは再び便宜的に図中文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、
及びＩを使用して呼ばれている。前記のように、プロセスは、ホストがクライアントに、
リンクが低電力状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送
信すると、点Ａで開始する。
【０４７７】
　点Ｂでは、ホストはＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを、クライアントデバイス内の回復されたクロッ
クを停止する、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂがトグルするのを停止する前にクライアントによる処理
を完了できるために約６４サイクルの間（又はシステム設計のために所望されるように）
トグルする。またホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロレベルに設定してから、ＣＲ
Ｃ後、（通常、出力ディスエーブル伝搬遅延を含む）１６サイクルから４８サイクルの範
囲でＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０出力をディスエーブルする。クライアントにおいて、ＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ０及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ用の高速受信機をＣＲＣ後の４８サイクルの後、及び
次の段階（Ｃ）の前のしばらく低電力状態にすることが望ましい場合がある。
【０４７８】
　ホストは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをディスエーブ
ルし、低電力ハイバネーション状態にホストコントローラを入れることによって点つまり
ステップＣで低電力ハイバネーション状態になる。所望されるように、（高インピーダン
スバイアスネットワークを使用して）ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバを論理ゼロレベルに設定
する、あるいはハイバネーションの間トグルを続けることもできる。クライアントも低電
力レベルハイバネーション状態である。
【０４７９】
　しばらくしてから、クライアントは、ホストがそのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをイネー
ブルする前にＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの受信されたバージョンの状態がクライアント内で論理ゼ
ロレベルであることを保証するために、ＭＤＤＬ＿Ｓｔｂ受信機をイネーブルし、ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ受信機のオフセットもイネーブルすることによって、点Ｄでリンク再起動シー
ケンスを開始する。クライアントが、受信機が有効な差動信号の受信を確実にし、所望さ



(89) JP 2013-158026 A 2013.8.15

10

20

30

40

50

れるように誤った信号を抑制することができるようにするわずかに前に、オフセットをイ
ネーブルすることが望ましい場合がある。クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ライン
を論理１レベルに駆動する間に、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをイネーブルする。
【０４８０】
　約１ｍｓｅｃ以内に、ポイントＥ、ホストはクライアントからのサービス要求パルスを
認識し、ホストはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバ出力とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ出力を
イネーブルすることによってリンク再起動シーケンスを開始する。ホストは、ドライバが
そのそれぞれの出力をイネーブルするのに要する間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベ
ルに、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂを論理ゼロレベルに駆動する。ホストは、これらの出力が、通常
、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂでパルスを駆動する前に所望される論理レベルに到達した後、約２０
０ナノ秒待機する。これによりクライアントに受信に備えるための時間が与えられる。
【０４８１】
　ホストドライバがイネーブルされ、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が論理１レベルに駆動される
状態で、ホストは、点Ｆで見られるように、１５０のＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル期間中、
ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂでパルスの出力を開始する。クライアントは、がＭＤＤＩ＿Ｓｔｂで第
１のパルスを認識すると、そのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ受信機でオフセットをディスエーブルす
る。クライアントは７０　ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理
１レベルに駆動し続け、点ＧでそのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバをディスエーブルする
。
【０４８２】
　点ＧとＨで見られるように、ホストは５０サイクルの間ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼ
ロレベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイ
クルの間論理ゼロレベルとなった後に、サブフレームヘッダパケットを探し始める。ホス
トは、点Ｉに示されるようにサブフレームヘッダパケットを送信することによって順方向
リンクでデータを送信し始める。
【０４８３】
　クライアントからの競合がある典型的なホスト起動型のウェークアップのための処理ス
テップの、つまりクライアントもリンクをウェークアップすることを望む例は、図６８Ｃ
に描かれている。イベントは、再び便宜的に図中文字Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、
及びＩを使用して呼ばれている。前記のように、プロセスは、ホストがクライアントに、
リンクが低電力状態に遷移することを知らせるためにリンクシャットダウンパケットを送
信すると、点Ａで開始し、クライアントによる処理を完了できるようにするためにＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂが約６４サイクル（又はシステム設計のために所望されるように）トグルされ
る点Ｂに進み、次に、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０ドライバとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバをディ
スエーブルし、ホストコントローラを低電力ハイバネーション状態にすることによって、
ホストが低電力ハイバネーション状態になる点Ｃに進む。しばらくしてから、ホストは、
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂドライバ出力をイネーブルすることによってポ
イントＤでリンク再起動シーケンスを開始し、点Ｅに見られるように、１５０　ＭＤＤＩ
＿Ｓｔｂサイクルという期間ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをトグルし始める。
【０４８４】
点Ｅの後、最高７０　ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル、ここでは点Ｆで、クライアントは、ク
ライアントもＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動するように、ホストがＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動していることをまだ認識していない。これは、クライ
アントがサービスを要求することを所望しているが、それが通信しようとしているホスト
がすでにリンク再起動シーケンスを開始したことを認識していないためにここで発生する
。点Ｇで、クライアントはＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を駆動するのを止め、そのドライバをそ
の出力をディスエーブルすることによって高インピーダンス状態にする。ホストは、追加
の８０サイクルの間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理１レベルに駆動し続ける。
【０４８５】
　ホストは、点Ｈで示されるように５０サイクルの間、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理ゼロ
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レベルに駆動し、クライアントは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０が４０ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイク
ルの間論理ゼロレベルにあった後に、サブフレームヘッダパケットを探し始める。ホスト
は、点Ｉに示されるように、サブヘッダパケットを送信することによって順方向リンク上
でデータの送信を開始する。
【０４８６】
　ＶＩ．インタフェース電気仕様
　例の実施形態では、非ゼロ復帰（ＮＲＺ）フォーマットのデータは、クロック情報をデ
ータ信号とストローブ信号の中に埋め込むことを可能にするデータストローブ信号又はＤ
ＡＴＡ－ＳＴＢフォーマットを使用して符号化される。クロックは複雑な位相ロックルー
プ回路網を使用せずに回復できる。前述したように他の導線、プリント配線、又は転送要
素を使用できるが、データは、通常ワイヤラインケーブルを使用して実現される双方向差
動リンク上を伝搬される。ストローブ信号（ＳＴＢ）は、ホストだけに駆動される単一指
向性リンク上で伝搬される。ストローブ信号は、データライン又は信号上で同じであり続
ける逆並列状態、０又は１があるときはつねに値（０又は１）をトグルする。
【０４８７】
　「１１１０００１１０１」ビットなどのデータシーケンスをＤＡＴＡ－ＳＴＢ符号化を
使用してどのようにして送信できるのかの例は、図４０のグラフィック形式に示される。
図４０では、ＤＡＴＡ信号４００２は、信号タイミングチャートの上部線に示され、ＳＴ
Ｂ信号４００４は第２の線に示され、それぞれ適宜に時間を合わせられている（共通開始
点）。時間が経過するにつれて、ＤＡＴＡライン４００２（信号）で発生する状態の変化
があるときには、ＳＴＢライン４００４（信号）は過去の状態を維持し、したがって、Ｄ
ＡＴＡ信号の第１の「１」状態は、ＳＴＢ信号の第１の「０」状態、その開始値と相関す
る。しかしながら、ＤＡＴＡ信号の状態、レベルが変化しない場合、又は変化しないとき
には、ＳＴＢ信号は、ＤＡＴＡが別の「１」の値を提供している図４０のケースでのよう
に本例では反対の状態、つまり「１」にトグルする。すなわち、ＤＡＴＡとＳＴＢの間に
はビットサイクルあたりただ１つの遷移しかない。したがって、ＤＡＴＡ信号が「１」の
ままであるときは、ＳＴＢ信号は再び、今回は「０」に遷移し、ＤＡＴＡ信号がレベルを
「０」に変更するとこのレベル又は値を保持する。ＤＡＴＡ信号は変化したり、レベル又
は値を保持するので、ＤＡＴＡ信号が「１」のままでいるとき、本例ではＳＴＢ信号は反
対の状態、つまり「１」等にトグルする。
【０４８８】
　これらの信号を受信すると、所望されるデータ信号とストローブ信号との相対的な比較
のためにタイミング図の下部に示されるクロック信号４００６を生じさせるために、排他
的論理和（ＸＯＲ）演算がＤＡＴＡ信号とＳＴＢ信号で実行される。ホストにある入力デ
ータからＤＡＴＡ出力とＳＴＢ出力又は信号を発生し、次にクライアントでＤＡＴＡ信号
とＳＴＢ信号からデータを回収する、又は捕捉しなおすために有効な回路網の例は、図４
１に示される。
【０４８９】
　図４１では、受信部分４１２０は信号を受信し、データを回収するために使用されるが
、伝送部分４１００は、中間信号経路４００２でオリジナルのＤＡＴＡ信号とＳＴＢ信号
を発生し、送信するために使用される。図４１に示されるように、ホストからクライアン
トにデータを転送するために、ＤＡＴＡ信号は、回路をトリガするためのクロック信号と
ともに２つのＤ型フリップフロップ回路要素４１０４と４１０６に入力される。２つのフ
リップフロップ回路出力（Ｑ）は、次に２つの差動ラインドライバ４１０８と４１１０（
電圧モード）を使用して、それぞれ信号ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０＋、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ－
０及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－の差動組に分割される。３入力排他的（
ＸＮＯＲ）ゲート、回路、又は論理素子４１１２は、両方のフリップフロップのＤＡＴＡ
と出力を受信するために接続され、同様にＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－
信号を発生させる第２のフリップフロップのためのデータ入力を提供する出力を生成する
。便宜上、ＸＮＯＲゲートは、それがストローブを生成するフリップフロップのＱ出力を
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ｂｕｂｂｌｅ）を有する。
【０４９０】
　図４１の受信部分４１２０では、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０＋、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０－信
号、及びＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－信号が、差動信号から単一の出力を生
成する２台の差動ラインレシーバ４１２２と４１２４のそれぞれによって受信される。増
幅器の出力は、次に、クロック信号を発生させる、２入力排他的論理和（ＸＯＲ）ゲート
、回路、又は論理素子４１２６の入力のそれぞれに入力される。クロック信号は、遅延素
子４１３２を通してＤＡＴＡ信号の遅延バージョンを受信する２つのＤ型フリップフロッ
プ回路４１２８と４１３０のそれぞれをトリガするために使用され、その内の一方（４１
２８）がデータ「０」値を生成し、他方（４１３０）がデータ「１」値を生成する。クロ
ックは、ＸＯＲ論理からの独立出力も有する。クロック情報はＤＡＴＡラインとＳＴＢラ
インの間で分散されるため、信号はクロックレートの半分より速く状態間で遷移しない。
クロックはＤＡＴＡ信号とＳＴＢ信号の排他的論理和処理を使用して再生されるため、シ
ステムは、クロック信号が単一専用データライン上でじかに送信されるときの状況に比較
して、入力データとクロック間の歪み量の２倍に効果的に耐える。
【０４９１】
　ＭＤＤＩデータ組、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ－信号は、雑音のマイ
ナス影響からの免疫性を最大限にするために差動モードで操作される。差動信号経路の各
部はソース終端され、ケーブル又は導線の特性インピーダンスの２分の１は信号を転送す
るために使用される。ＭＤＤＩデータ組は、ホスト端部とクライアント端部の両方で終端
する。これらの２つのドライバの内の一方だけしか既定のときにアクティブでないため、
終端は転送リンクのためのソースに継続的に存在する。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ＋信号とＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ－信号はホストによってだけ駆動される。
【０４９２】
　ＭＤＤＩ＿ＤａｔａとＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの対応するＤＣ電気仕様は表ＩＩに示されてい
るが、本発明のＭＤＤインタフェースの一部として信号を転送するためのドライバ、受信
機、及び終端を達成するために有効な要素の例示的な構成は図４２に示されている。例示
的なインタフェースは、ここでは２００ｍＶ、１ボルト未満の脱調、及び低電力排出の低
圧検知を使用する。
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【表７】

【０４９３】
　差動ラインドライバとラインレシーバの電気的なパラメータ及び特性は表ＶＩＩＩに記
述される。機能上、ドライバは入力での論理レベルを直接的に正の出力に、入力の逆数を
負の出力に転送する。入力から出力への遅延は差動して駆動される差動ラインに調和して
いる。大部分のインプリメンテーションでは、出力での電圧振幅は電力消費及び電磁放射
線を最小限に押させるために入力での振幅より少ない。表ＶＩＩＩは、最小電圧振幅を約
０．５Ｖであると提示している。しかしながら、当業者により公知であるように、他の値
を使用することができ、本発明者は設計制約に応じていくつかの実施形態ではさらに小さ
い値を意図する。
【０４９４】
　差動ラインレシーバは、高速電圧コンパレータと同じ特性を有する。図４１では、バブ
ルのない入力は正の入力であり、バブルのある入力は負の入力である。出力は、（Ｖｉｎ
ｐｕｔ＋）－（Ｖｉｎｐｕｔ－）がゼロより大きい場合には論理１である。これを説明す
る別の方法は、非常に大きな（実質的には無限の）利得があり、出力が論理０と１電圧レ
ベルでクリッピングされる差動増幅器である。
【０４９５】
　さまざまな組の間の遅延歪みは、潜在的な最高速度で差動伝送システムを操作するため
には最小限に抑えられなければならない。
【０４９６】
　図４２では、ホストコントローラ４２０２とクライアントコントローラ又はディスプレ
イコントローラ４２０４が、通信リンク４２０６上でパケットを転送していると示されて
いる。ホストコントローラは、転送されるクライアントデータ信号を受信するためだけで
はなく、転送されるホストＤＡＴＡ信号とＳＴ信号を受信するためにも、一連の３台のド
ライバ４２１０、４２１２、４２１４を利用する。ホストＤＡＴＡの通過に関与するドラ
イバは、通常ホストからクライアントへの転送が所望されるときにだけ通信リンクの活性
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化を可能にするイネーブル信号入力を利用する。ＳＴＢ信号はデータの転送の一部として
形成されるため、追加のケーブル信号はそのドライバ（４２１２）について利用されない
。ＤＡＴＡドライバとＳＴＢドライバのそれぞれの出力は、それぞれ終端インピーダンス
つまり抵抗器４２１６ａ、４２１６ｂ、４２１６ｃ及び４２１６ｄに接続される。
【０４９７】
　追加の終端抵抗４２１６ｅと４２１６ｆはクライアントデータ処理受信機４２２２の入
力でそれぞれ抵抗器４２１６ｃと４２１６ｄと直列で配置されるが、終端抵抗４２１６ａ
と４２１６ｂも、ＳＴＢ信号処理のためのクライアント側受信機４２２０の入力でインピ
ーダンスとして作用する。クライアントコントローラの第６のドライバ４２２６は、クラ
イアントからホストに転送されるデータ信号を作製するために使用され、ドライバ４２１
４は、終端抵抗４２１６ｃと４２１６ｄを通して、入力側で、処理のためのホストへの転
送のためにデータを処理する。
【０４９８】
　２つの追加抵抗器４２１８ａと４２１８ｂは、他の個所で説明されるハイバネーション
制御の一部として、それぞれ終端抵抗と接地と電圧ソース４２２０の間に配置される。電
圧源は、データの流れを管理するために前述された高レベル又は低レベルとなるように転
送ラインを駆動するために使用される。
【０４９９】
　前記のドライバ及びインピーダンスは、離散構成要素として、あるいは回路モジュール
の一部として、あるいはさらに費用効果が高いエンコーダ又はデコーダ解決策として働く
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）として形成できる。
【０５００】
　ＭＤＤＩ＿ＰｗｒとＭＤＤＩ＿Ｇｎｄと呼ばれる信号を１組の導線上で使用して、ホス
トデバイスからクライアントデバイス、つまりディスプレイに電力が転送されることは容
易に分かる。信号のＭＤＤＩ＿Ｇｎｄ部分は基準接地、電源リターンパス又は表示装置用
の信号として働く。ＭＤＤＩ＿Ｐｗｒ信号は、ホストデバイスによって駆動される表示装
置電源として働く。例示的な構成では、低電力応用例のために、表示装置は最高５００ｍ
Ａまで引き出すことができる。ＭＤＤＩ＿Ｐｗｒ信号は、リチウムイオン型電池、又はホ
ストデバイスに常駐している電池パックなどであるが、これらに限定されない携帯用電源
から提供でき、ＭＤＤＩ＿Ｇｎｄに関して３．２ボルトから４．３ボルトの範囲となって
よい。
【０５０１】
　ＶＩＩ．タイミング特性
　Ａ．概要
　クライアントによって、ホストからのサービスを確保するために、及びホストによって
このようなサービスを提供するために利用されるステップ及び信号レベルが図４３に描か
れている。図４３では、描かれている信号の第１の部分は、ホストから転送されているリ
ンクシャットダウンパケットを示し、データラインは次に高インピーダンスバイアス回路
を使用して論理ゼロ状態に駆動される。ドライバがディスエーブルされたクライアントデ
ィスプレイ又はホストによって転送されているデータはない。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号ライ
ンのための一連のストローブパルスは、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂがリンクシャットダウンパケッ
トの間アクティブであるため下部に見ることができる。いったんこのパケットが終了し、
ホストがバイアス回路及び論理をゼロに駆動し、論理レベルがゼロに変化すると、ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ信号ラインも論理ゼロレベルに変化する。これは、ホストからの最後の信号転
送又はサービスの終端を表し、過去のいかなる時点でも発生できたであろうし、サービス
の先の停止、及びサービス開始前の信号状態を示すために含まれる。所望される場合、こ
のような信号は「公知」の先の通信がこのホストデバイスによって行われない状態で、適
切な状態に通信リンクをリセットするために送信できる。
【０５０２】
　図４３に示されるように、クライアントからの信号出力は当初ゼロという論例レベルで
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設定される。言い換えると、クライアント出力が高インピーダンスにあり、ドライバはデ
ィスエーブルされている。サービスが要求されているとき、クライアントはそのドライバ
をイネーブルし、ホストに、ラインがその間に論理１レベルに駆動される期間、指定ｔｓ
ｅｒｖｉｃｅであるサービス要求を送信する。それからホストがｔｈｏｓｔ－ｄｅｔｅｃ
ｔと呼ばれる要求を検出する前に、特定の時間が経過する、あるいは必要とされる場合が
あり、その後ホストは信号を論理１レベルに駆動することによってリンク起動シーケンス
で応答する。この時点で、クライアントは要求をアサート停止し、クライアントからの出
力ラインが再びゼロ論理レベルになるようにサービス要求ドライバをディスエーブルする
。この時間の間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は論理ゼロレベルにある。
【０５０３】
　ホストは、ｔｒｅｓｔａｒｔ－ｈｉｇｈと呼ばれる期間、「１」レベルとしてホストデ
ータ出力を駆動し、その後、ホストは論理レベルをゼロに駆動し、ｔｒｅｓｔａｒｔ－ｌ
ｏｗと呼ばれる期間、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂをアクティブ化し、その後、第１の順方向トラフ
ィックがサブフレームヘッダパケットで開始し、順方向トラフィックパケットが次に転送
される。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号はｔｒｅｓｔａｒｔ－ｌｏｗと以後のサブフレームヘッダ
パケットの期間中アクティブである。
【０５０４】
　表ＶＩＩＩは、前述された多様な期間の長さの代表的な時間と、例示的な最小データレ
ートと最大データレートに対する関係性を示し、
【数１】

【表８】

【０５０５】
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　当業者は、図４１と図４２に描かれている個々の要素の機能が周知であり、図４２の中
の要素の機能が図４３のタイミング図で確認されることを容易に理解する。図４２に示さ
れている直列終端及びハイバネーション抵抗器についての詳細は、その情報は、データ－
ストローブ符号化を実行し、それからクロックを回復する方法の説明には不必要であるた
め、図４１から省略された。
【０５０６】
　Ｂ．データ－ストローブタイミング順方向リンク
　順方向リンクのデータのホストドライバ出力からの転送のための切り替え特性は表ＩＸ
に示されている。表ＩＸは、特定の信号遷移が発生する通常の時間に対する、表形式の所
望される最小値と最大値を提示する。最小時間は約ｔｔｂｉｔ－０．５ｎｓｅｃであり、
最大は約ｔｔｂｉｔ＋０．５ｎｓｅｃであるが、例えば、データ値（「０」又は「１」の
出力）の開始から最後までに発生する遷移の典型的な時間長、ｔｔｄｄ－（ホスト－出力
）と呼ばれるＤａｔａ０からＤａｔａ０遷移はｔｔｂｉｔである。それぞれｔｔｄｓ－（
ホスト－出力）、ｔｔｓｓ－（ホスト－出力）、ｔｔｓｄ－（ホスト－出力）、ｔｔｄｄ
ｘ－（ホスト－出力）、ｔｔｄｘｄｘ－（ホスト－出力）、ｔｔｄｘｓ－（ホスト－出力
）及びｔｔｓｄｘ－（ホスト－出力）と呼ばれる、Ｄａｔａ０からストローブ、ストロー
ブからストローブ、ストローブからＤａｔａ０、Ｄａｔａ０から非Ｄａｔａ０、非Ｄａｔ
ａ０から非Ｄａｔａ０、非Ｄａｔａ０からストローブ、及びストローブから非Ｄａｔａ０
の遷移が示されるＤａｔａ０、他のデータライン（ＤａｔａＸ）、及びストローブライン
（Ｓｔｂ）での遷移間の相対的な間隔は、図４４に描かれている。
【表９】

【０５０７】
　順方向リンクでデータを転送する同じ信号のためのクライアント受信機入力のための典
型的なＭＤＤＩタイミング要件は、表Ｘに示されている。同じ信号が説明されているが、
時間遅延しているため、当業者によって理解されるように、信号特性又はそれぞれのラベ
ルの意味を描くために新しい図は必要とされない。
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【表１０】

【０５０８】
　図４５と図４６は、ホストがホストドライバをそれぞれディスエーブルする、又はイネ
ーブルすると発生することがある応答遅延の存在を描く。逆方向リンクカプセル化パケッ
ト又は往復遅延測定パケット等の特定のパケットを転送しているホストの場合、転送され
ているとして図４５に描かれているパラメータＣＲＣパケット、ストローブ位置合わせパ
ケット、及び全ゼロパケット等の所望されるパケットが転送された後に、ホストはライン
ドライバをディスエーブルする。しかしながら、図４５に示されるように、これは潜在的
には存在している特定の制御要素又は回路要素で達成できるが、回線の状態は必ずしも「
０」から所望されるより高い値に瞬時に切り替わらず、ホストドライバディスエーブル遅
延期間と呼ばれる期間、応答するのに要する。それはこの期間の長さが０ナノ秒（ｎｓｅ
ｃ）であるように実質的に瞬時に発生できるが、それは、ガード時間１パケット期間又は
ターンアラウンド１パケット期間の間に発生する所望される最大期間長である１０ｎｓｅ
ｃのさらに長い期間でさらに容易に広がるであろう。
【０５０９】
　図４６を見ると、ホストドライバが、逆方向リンクカプセル化パケット又は往復遅延測
定パケット等のパケットを転送するためにイネーブルされるときに信号レベル変化が経験
されることが分かる。ここでは、ガード時間２パケット期間又はターンアラウンド２パケ
ット期間の後、ホストドライバはイネーブルされ、レベル、ここでは「０」を駆動し始め
、その値には、第１のパケットが送信される前に、ドライバ再イネーブル期間の間に発生
するホストドライバイネーブル遅延期間と呼ばれる期間に近づく又は達する。
【０５１０】
　類似するプロセスは、ドライバについて発生し、信号はクライアントデバイス、ここで
はディスプレイのために転送する。これらの期間の長さの一般的な指針及びその関係性は
以下の表ＸＩに示される。
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【表１１】

【０５１１】
　Ｃ．データ－ストローブタイミング逆方向リンク
　クライアントドライバ出力からの逆方向リンクでデータを転送するために使用されるデ
ータ信号とストローブ信号の切り替え特性及びタイミング関係性は、図４７と図４８に示
される。特定の信号遷移のための典型的な時間は後述される。図４７は、転送されている
データとストローブパルスの前縁と後縁のタイミングのホスト受信機入力での関係性を描
く。つまり、ストローブ信号の立ち上がり又は前縁のためのセットアップ時間、ｔｓｕ－
ｓｒと、ストローブ信号の立下り又は後縁のためのセットアップ時間、ｔｓｕ－ｓｆと呼
ばれるものである。これらのセットアップ期間のための典型的な時間の長さは最低で約８
ナノ秒である。
【０５１２】
　図４８は、切り替え特性及び逆方向データタイミングによって生じる対応するクライア
ント出力遅延を示す。図４８では、転送されるデータのタイミングと誘発遅延の原因とな
るストローブパルスの前縁と後縁の間の関係性を見ることができる。つまり、ストローブ
信号の立ち上がりつまり前縁とデータ（有効）の間の伝播遅延ｔｐｄ－ｓｒ、及びデータ
とストローブ信号の立下り、つまり後縁の間の伝搬遅延ｔｐｄ－ｓｆと呼ばれるものであ
る。これらの伝搬遅延の典型的な時間の最大の長さは約８ナノ秒である。
【０５１３】
　ＶＩＩＩ．リンク制御（リンクコントローラ動作）のインプリメンテーション
　Ａ．状態機械パケットプロセッサ
　より低いレートが所望されるように確かに対処されるが、ＭＤＤＩリンク上で転送され
るパケットは非常に急速に、通常、例えば４００Ｍｂｐｓ等の約３００Ｍｂｐｓ以上のレ
ートでディスパッチされる。この種のバス又は転送リンク速度は、現在市販されている（
経済的な）汎用マイクロプロセッサ等が制御するには速過ぎる。したがって、この種の信
号転送を達成するための実際的なインプリメンテーションは、それらが対象とする適切な
視聴覚サブシステムに転送される、又はリダイレクトされるパケットを生じさせるために
入力パケットストリームを解析するためにプログラマブル状態機械を活用することである
。このようなデバイスは周知であり、通常、所望される高速又は超高速の動作を達成する
ために制限された数の動作、機能又は状態専用である回路を使用する。
【０５１４】
　汎用コントローラ、プロセッサ、又は処理要素は、速度要求が低い制御パケット又はス
テータスパケット等の何らかの情報により適切に作用する、又は操作するために使用でき
る。それらのパケット（制御、ステータス、又は他の所定のパケット）が受信されると、
ステータス機械は、音声パケットと視覚パケットが処置のためにその適切な宛て先に転送
される間に所望される結果（効果）を提供するために作用を受けることができるように、
それらをデータバッファ又は類似する処理要素を通して汎用プロセッサに渡す必要がある
。将来、マイクロプセッサ又は他の汎用コントローラ、プロセッサ又は処理要素がさらに
高いデータレート処理能力を達成するために製造される場合には、後述される状態又は状
態機械は、通常記憶素子又は媒体上で記憶されるプログラムとして、このようなデバイス
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のソフトウェア制御を使用して実現される可能性がある。
【０５１５】
　汎用プロセッサ機能は、コンピュータアプリケーションのマイクロプロセッサ（ＣＰＵ
）、又はコントローラ、プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特殊回路又は
無線装置で見られるＡＳＩＣに使用可能な処理能力又は過剰なサイクルを、いくつかのモ
デム又はグラフィックプロセッサが何らかの機能を実行するためにコンピュータで見られ
るＣＰＵの処理力を活用し、ハードウェアの複雑さと費用を削減するのとほぼ同じ方法で
活用することによりいくつかの実施形態で実現できる。このサイクル共用又は使用はこの
ような素子の処理速度、タイミング又は全体的な動作にマイナス影響を与えることがある
ため、多くの応用例では、専用の回路又は要素がこの汎用処理のために好ましい。
【０５１６】
　画像データがディスプレイ（マイクロディスプレイ）上で表示されるために、あるいは
ホストデバイスによって送信されるすべてのパケットを確実に受信するために、表示信号
処理は順方向リンクチャネルタイミングと同期される。つまり、ディスプレイ及び表示回
路に到達する信号は、適切な信号処理が発生するために実質的に時間同期される必要があ
る。このような同期が実施されるのに使われる信号処理ステップ又は方法によって達成さ
れる状態の高水準図は、図４９の図に提示される。図４９では、状態機械４９００の考え
られる順方向リンク同期「状態」が１つのＡＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥＳ　ＳＴＡＴＥ（非同
期フレーム状態）４９０４、２つのＡＣＱＵＩＲＩＮＧ　ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期
状態獲得）４９０２と４９０６、及び３つのＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期状態）
４９０８、４９１０及び４９１２として分類されている。
【０５１７】
　開始ステップ又は状態４９０２によって示されるように、提示装置等のディスプレイ又
はクライアントは事前に選択された「同期なし」状態で開始し、検出される第１のサブフ
レームヘッダパケットで一意のワードを検索する。この同期なし状態は、最小の通信設定
値又はＩ型インタフェースが選択される「フォールバック」設定値を表すことに注意する
必要がある。一意のワードが検索中に発見されると、ディスプレイはサブフレーム長フィ
ールドを保存する。この第１のフレームでの処理のためには、あるいは同期が得られるま
では、ＣＲＣビットのチェックはない。このサブフレーム長がゼロである場合、同期状態
処理は、同期がまだ達成されていないことを示す「非同期フレーム」状態としてここで呼
ばれる状態４９０４に相応して進む。処理のこのステップは、図４９で、ｃｏｎｄ３、つ
まり状態３に遭遇したと呼ばれる。それ以外の場合、フレーム長がゼロより大きい場合に
は、同期状態処理はインタフェース状態が「１同期フレームを発見」として設定される状
態４９０６に進む。処理のこのステップは、図４９でｃｏｎｄ　５、つまり条件５に遭遇
したとして呼ばれる。さらに、状態機械がフレームヘッダパケット及びゼロより大きいフ
レーム長について良好なＣＲＣ決定を見るならば、処理は「１同期フレーム発見」状態に
進む。これは、図４９でｃｏｎｄ　６、つまり条件６を満たすと呼ばれる。
【０５１８】
　システムが「非同期」以外の状態にある各状況では、一意のワードが検出され、良好な
ＣＲＣ結果がサブフレームヘッダパケットに対して決定され、サブフレーム長がゼロより
大きいときには、インタフェース状態が「同期中」状態４９０８に変更される。処理のこ
のステップは、図４９でｃｏｎｄ１つまり条件１に遭遇したと呼ばれる。他方、サブフレ
ームヘッダパケットの中の一意のワード又はＣＲＣのどちらかが正しくないと、同期状態
処理は「ＮＯ　ＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ（同期フレームなし）」状態のインタフェース状態
４９０２に進む、又は戻る。処理のこの部分は、図４９の状態図のｃｏｎｄ　２、つまり
条件２に遭遇したと呼ばれる。
【０５１９】
　Ｂ．同期のための取得時間
　インタフェースは、同期が失われたと決定し、「ＮＯ　ＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ（同期フ
レームなし）」状態に戻る前に特定数の「同期エラー」に対処するように構成できる。図
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４９では、いったん状態機械が「ＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期状態）」に到達し
、エラーが検出されないと、それは連続してｃｏｎｄ１結果に遭遇しつづけ、「ＩＮ－Ｓ
ＹＮＣ（同期中）」状態のままとなる。しかしながら、いったん１つのｃｏｎｄ２結果が
検出されると、処理は状態を「１同期エラー」状態４９１０に変更する。この時点で、処
理が別のｃｏｎｄ１結果を検出することになる場合は、状態機械は「同期中」状態に戻る
。それ以外の場合、それは別のｃｏｎｄ２結果に遭遇し、「ＴＷＯ－ＳＹＮＣ－ＥＲＲＯ
ＲＳ（２同期エラー）」状態４９１２に移動する。再び、ｃｏｎｄ１が発生すると、処理
は状態機械を「ＩＮ－ＳＹＮＣ（同期中）」状態に戻す。それ以外の場合、別のｃｏｎｄ
２に遭遇し、状態機械は「同期なし」状態に戻る。当然、インタフェースが万一「リンク
シャットダウンパケット」に遭遇すると、これがリンクにデータ転送を終了させ、図４９
の状態図の中でｃｏｎｄ４、つまり条件４を満たすと呼ばれる、同期するものが何もない
ため「同期なしフレーム」状態に戻らせる。
【０５２０】
　サブフレーム内の何らかの固定したロケーションに出現する可能性がある一意のワード
の反復する「偽のコピー」があると考えられることが理解される。その状況では、サブフ
レームヘッダパケット上のＣＲＣも、ＭＤＤインタフェース処理が「ＩＮ　ＳＹＮＣ（同
期中）」状態に進むために、処理時に有効でなければならないために、状態機械がサブフ
レームに同期する可能性はかなり低い。
【０５２１】
　サブフレームヘッダパケット内のサブフレーム長は、リンクがシャットダウンする前に
ホストがただ１つのサブフレームを送信することを示すためにゼロに設定されてよく、Ｍ
ＤＤインタフェースはアイドルハイバネーション状態になる、あるいはなるように構成さ
れる。この場合、ディスプレイは、リンクがアイドル状態に遷移する前に単一のサブフレ
ームだけが送信されるため、サブフレームヘッダパケットを検出した後にただちに順方向
リンク上でパケットを受信しなければならない。通常の又は典型的な動作では、サブフレ
ーム長は非ゼロであり、ディスプレイは、インタフェースが図４９の「ＩＮ－ＳＹＮＣ（
同期中）」状態として集合的に示されるそれらの状態にある間、順方向リンクパケットだ
けを処理する。
【０５２２】
　ディスプレイが順方向リンク信号に同期するために要する時間は、サブフレームサイズ
と順方向リンクデータレートに応じて可変である。一意のワードの「偽のコピー」を順方
向リンクの無作為な、あるいはさらに無作為なデータの一部として検出する尤度は、サブ
フレームサイズが大きくなるにつれて高くなる。同時に、順方向リンクデータレートが低
速化すると、偽検出から回復する能力は低くなり、そのようにするのに要する時間は長く
なる。
【０５２３】
　Ｃ．初期化
　前述されたように、「起動」時、ホストは順方向リンクを、１Ｍｂｐｓという最小の必
須、つまり所望されるデータレートで、又は以下で動作するように構成し、サブフレーム
長及びメディアフレームレートを既定の応用例に適切に構成する。すなわち、順方向リン
クと逆方向リンクの両方ともＩ型インタフェースを使用して動作を開始する。これらのパ
ラメータは通常、ホストがクライアントディスプレイ（又は他のタイプのクライアントデ
バイス）の能力、つまり所望される構成を決定する間に一時的に使用される。ホストは、
ディスプレイ又はクライアントが表示能力パケットで応答することを要求するために、要
求フラグのビット「０」が一（１）という値に設定される逆方向リンクカプセル化パケッ
トが後に続く順方向リンク上でサブフレームヘッダパケットを送信する又は転送する。デ
ィスプレイはいったん順方向リンク上で（又は、順方向リンクとの）同期を取得すると、
逆方向リンク又はチャネル上で表示能力パケット及び表示要求及びステータスパケットを
送信する。
【０５２４】
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　ホストは、性能の最適レベル又は性能の所望されるレベルのためにリンクを再構成する
方法を決定するために、表示能力パケットのコンテンツを調べる。ホストは、ホストとデ
ィスプレイが互いと互換性のあるプロトコルのバージョンを使用していることを確認する
ためにプロトコルバージョンフィールドと最小プロトコルバージョンフィールドを調べる
。プロトコルバージョンは、プロトコルの他の要素が互換性がない可能性がある、あるい
は互換性があると完全に理解されるときにも互換性を確認できるように、通常、表示能力
パケットの最初の２つのパラメータとして残る。
【０５２５】
　Ｄ．ＣＲＣ処理
　全パケットタイプについて、パケットプロセッサ状態機械は、ＣＲＣチェッカが適切に
又は相応に制御されることを確実にする。また、それは、ＣＲＣ比較が１つ又は複数のエ
ラーが検出された結果となり、それが処理中の各サブフレームの始まりでＣＲＣカウンタ
をリセットすると、ＣＲＣエラーカウンタを増分する。
【０５２６】
　Ｅ．代替同期損失チェック
　前記一連のステップ又は状態はさらに高いデータレート又はスループット速度を生じさ
せるために作用するが、出願人は、クライアントがホストとの同期の損失があることを宣
言するために使用する代替の装置又は状態の変化がなおさらに高いデータレート又はスル
ープットを効果的に達成するために使用できることを発見した。新しい発明の実施形態は
同じ基本構造を有するが、状態を変更するための条件が変更された状態である。さらに、
サブフレーム同期についてチェックするのに役立つために新しいカウンタが実現される。
これらのステップと条件は、方法又は状態機械の動作を確立する上で有効な一連の状態と
条件を描く、図６３に関して提示されている。明確にするために、「ＡＣＱＵＩＲＩＮＧ
－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期獲得状態）」と「ＩＮ－ＳＹＮＣ　ＳＴＡＴＥＳ（同期
状態）の部分だけが示される。加えて、結果として生じる状態は、状態機械自体と実質的
に同じであるため、それらは同様の番号付けを使用する。しかしながら、状態（及び状態
機械動作）を変更するための条件はいくぶん変化し、その結果、差異を識別する上で便宜
で２つの図（１、２、３、４、５及び６対６１、６２、６３、６４、及び６５）の間で明
確にするためにすべてが番号を付け直される。ＡＳＹＮＣ　ＦＲＡＭＥ（非同期フレーム
）状態はこの説明では検討されないため、１つの状態（４９０４）及び条件（６）はもは
や図では使用されない。
【０５２７】
　図６３では、（ディスプレイ又はプレゼンテーションのための）システム又はクライア
ントは、図４９においてのように事前に選択された「同期なし」状態４９０２の状態機械
５０００と開始する。同期なし状態４９０２から状態を変更するための第１の状態変化は
、同期パターンの発見である条件６４にある。サブフレームヘッダのＣＲＣもこのパケッ
トを順送りにする（条件６１「を満たす」）と仮定すると、パケットプロセッサ状態機械
の状態は同期中状態４９０８に変更できる。同期エラー、条件６２は、状態機械を状態４
９１０へシフトさせ、第２の発生を状態４９１２にシフトさせる。しかしながら、ＭＤＤ
ＩパケットのＣＲＣ失敗により、状態機械は同期中状態４９０６から外れ、１同期エラー
状態に移動することが発見された。ＭＤＤＩパケットの別のＣＲＣ失敗は、２つの同期失
敗状態４９１２への移動を引き起こす。正しいＣＲＣ値で復号されるパケットにより、状
態機械は同期中状態４９０８に戻る。
【０５２８】
　変更されたのは、「あらゆる」パケットのＣＲＣ値又は決定を活用することである。つ
まり、単にサブフレームヘッダパケットを観察する代わりに、あらゆるパケットが同期の
損失を決定するために状態機械にＣＲＣ値を見させることである。この構成又はプロセス
では、同期の損失は、一意のワード及びちょうどサブフレームヘッダＣＲＣだけの値を使
用して決定されない。
【０５２９】
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　この新しいインタフェースインプリメンテーションによりＭＤＤインタフェースリンク
は同期失敗をはるかに迅速に認識し、その結果それらからさらに迅速に回復することもで
きる。
【０５３０】
　このシステムをさらにロバストにするために、クライアントはサブフレームカウンタを
追加又は活用する必要もある。次に、クライアントは、それが信号内で到達する又は発生
すると予想される時間に一意のワードの存在がないかチェックする。一意のワードが正し
い時に発生しない場合、クライアントは、同期失敗が、それが、サブフレーム長より大き
かった複数（ここでは３）のパケット時間又は期間待機しなければならない場合よりはる
かに迅速に発生したことを認識できる。一意のワードについての試験が、それが存在しな
い、言い換えると、タイミングが間違っていることを示す場合には、クライアントは同期
のリンク損失をただちに宣言し、同期なし状態に移動できる。適切な一意のワードの存在
がないかチェックするプロセスは、条件６５（ｃｏｎｄ６５）を、一意のワードが間違っ
ていると言う状態機械に追加する。サブフレームパケットがクライアントで受信されると
予想され、うまく調和しない場合、クライアントはただちに同期なし状態４９０２に移動
し、状態４９１０と４９１２を行き来して通常遭遇される複数の同期エラー（条件６２）
を待機する追加の時間を節約する。
【０５３１】
　この変化は、サブフレーム長をカウントするためにクライアントコアで追加のカウンタ
又はカウント機能を使用する。一実施形態では、カウントダウン機能が使用され、現在処
理されていた任意のパケットの転送は、カウンタが期限切れになった場合にサブフレーム
一意ワードがないかチェックするために中断される。代わりに、カウンタはカウントアッ
プすることもでき、カウントは所望される最大値又は特定の所望される値と比較され、そ
の時点で現在のパケットがチェックされる。このプロセスはクライアントを、異常に長い
パケット長でクライアントで間違って受信されるパケットを復号することから保護する。
サブフレーム長カウンタが復号されていた何らかの他のパケットを中断することを必要と
した場合、パケットはサブフレーム境界を交差してはならないため、同期の損失が決定で
きる。
【０５３２】
　ＩＸ．パケット処理
　状態機械が受信する前述された各種のパケットについて、それはインタフェースの動作
を実現するための特定の処理ステップ又は一連のステップに取り掛かる。順方向リンクパ
ケットは、以下の表ＸＩＩにリストされる例示的な処理に従って処理される。
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【表１２－２】

【０５３３】
　Ｘ．逆方向リンクデータレートの削減
　発明者によって、ホストリンクコントローラに使用される特定のパラメータが、非常に
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望ましい最大逆方向リンクデータレート又はさらに最適化された（スケール）逆方向リン
クデータレートを達成するために特定の方法で調整又は構成できることが観察された。例
えば、逆方向リンクカプセル化パケットの逆方向データパケットフィールドを転送するた
めに使用される時間中、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号組は順方向リンクデータレートの半分で周
期的なデータクロックを生じさせるためにトグルする。これは、ホストリンクコントロー
ラが、それがあたかもすべてのゼロを送信しているかのようにＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号
に対応するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号を生じさせるために発生する。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は
ホストから、それがディスプレイから逆方向リンクデータを転送するためのクロック信号
を発生させるために使用させれるクライアントに転送され、逆方向データはそれとともに
ホストに送り返される。ＭＤＤＩを利用するシステム内の順方向経路と逆方向経路で信号
転送及び処理のために遭遇される典型的な遅延の量の説明図は図５０に示される。図５０
では、一連の遅延値１．５ｎｓｅｃ、８．０ｎｓｅｃ、２．５ｎｓｅｃ、２．０ｎｓｅｃ
、１．０ｎｓｅｃ、１．５ｎｓｅｃ、８．０ｎｓｅｃ、及び２．５ｎｓｅｃが、それぞれ
Ｓｔｂ＋／－生成、ケーブル転送から表示（ｔｒａｎｓｆｅｒ－ｔｏ－ｄｉｓｐｌａｙ）
、表示受信機、クロック生成、信号計時、Ｄａｔａ０＋／－生成、ケーブル転送からホス
ト（ｔｒａｎｓｆｅｒ－ｔｏ－ｈｏｓｔ）及びホスト受信機段階について、処理部分の近
くに示される。
【０５３４】
　順方向リンクデータレート及び遭遇される信号処理遅延に応じて、この「往復」影響又
はイベントのセットを完了するために、ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号で１サイクル以上の時間を
要し、その結果、望ましくない時間量又はサイクルの消費が生じる。この問題を回避する
ために、逆方向レート除数によって逆方向リンク上の１ビット時間がＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信
号の複数のサイクルに及ぶことが可能になる。つまり、逆方向リンクデータレートは順方
向リンクレート未満である。
【０５３５】
　インタフェースを通した信号遅延の実際の長さは、使用されているそれぞれの特定のホ
ストクライアントシステム又はハードウェアに応じて異なってよいことに注意されたい。
必要とされないが、逆方向レート除数が最適値に設定できるように、システム内の実際の
遅延を測定するために往復遅延測定パケットを使用することによって、各システムはさら
によく実行させることができる。
【０５３６】
　往復遅延は、ホストに往復遅延測定パケットをディスプレイに送信させることによって
測定される。ディスプレイは、測定期間フィールドと呼ばれるそのパケットの中の事前に
選択された測定ウィンドウの内部で、あるいはその間に１のシーケンスをホストに送り返
すことによってこのパケットに応答する。この測定の詳細なタイミングは前述された。往
復遅延は、逆方向リンクデータが安全にサンプリングできるレートを決定するために使用
される。
【０５３７】
　往復遅延測定は、測定期間フィールドの始まりと、０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０ｘ００応答
シーケンスがクライアントからホストで受け直される期間の始まりの間で発生する順方向
リンクデータクロック間隔の数を求める、検出する、又はカウントすることからなる。測
定カウントがまさに増分しそうになる前に順方向リンククロック期間の小さい部分、クラ
イアントからの応答が受信できることが可能であることに注記する。この未修正の値が逆
方向除数を計算するために使用される場合、それは信頼できないデータサンプリングのた
めに逆方向リンク上のビットエラーを引き起こすであろう。この状況の例は、ホストでの
ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ、ホストでのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ、ホスト内部の順方向リンクデータク
ロック、及び遅延カウントを表す信号がグラフィック形式で示されている図５１に描かれ
ている。図５１では、応答シーケンスは、遅延カウントが６から７に増分しそうになる前
に順方向クロック期間の一部、ディスプレイから受信された。遅延が６であると仮定され
ると、ホストは、ビットトランザクションの直後に、あるいはビットトランザクションの
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おそらく中間に逆方向データをサンプリングする。これによりホストで誤ったサンプリン
グをもたらすこともある。このため、測定された遅延は、通常、それが逆方向レート除数
を計算するために使用される前に１、増分されなければならない。
【０５３８】
　逆方向レート除数は、ホストが逆方向リンクデータをサンプリングする前に待機しなけ
ればならないＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクルの数である。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂは順方向リンクレ
ートの２分の１である速度で循環するので、補正された往復遅延測定は、２で除算されて
から、次の整数に切り上げられる必要がある。公式として表現すると、この関係性は以下
のとおりである。
【数２】

【０５３９】
　既定の例の場合、これは以下になる。
【数３】

【０５４０】
　この例で使用される往復遅延測定が６と対照的に７であると、逆方向速度除数も４に等
しくなるであろう。
【０５４１】
　逆方向リンクデータは、逆方向リンククロックの立ち上がりでホストによってサンプリ
ングされる。逆方向リンククロックを生成するには、ホストとクライアント（ディスプレ
イ）の両方に存在するカウンタ又は類似した公知の回路又はデバイスがある。カウンタは
、逆方向リンククロックの第１の立ち上がりが、逆方向リンクカプセル化パケットの逆方
向リンクパケットフィールド内の第１のビットの始まりで発生するように初期化される。
これは、例えば以下に示される例の場合、図５２に描かれている。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号
の各立ち上がりでカウンタは増分し、それらがラップアラウンドするまでに発生するカウ
ント数は逆方向リンクカプセル化パケット内の逆方向レート除数パラメータによって設定
される。ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は順方向リンクレートの２分の１でトグルするので、逆方
向リンクレートは逆方向レート除数により除算される順方向リンクレートの２分の１であ
る。例えば、順方向リンクレートが２００Ｍｂｐｓであり、逆方向レート除数が４である
場合には、逆方向リンクデータレートは以下のように表される。
【数４】

【０５４２】
　逆方向リンクカプセル化パケット内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０信号ラインとＭＤＤＩ＿Ｓ
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ｔｂ信号ラインのタイミングを示す例は、図解に使用されるパケットパラメータが以下の
値を有する図５２に示される。
【０５４３】
　パケット長＝１０２４（０ｘ０４００）　　　ターンアラウンド１長＝１
　パケットタイプ＝６５（０ｘ４１）　　　　　ターンアラウンド２長＝１
　逆方向リンクフラグ＝０　　　　　　　　　　逆方向レート除数＝２
　パラメータＣＲＣ＝０ｘｄｂ４３　　　　　　全ゼロは０ｘ００である
　パケット長フィールドとパラメータＣＲＣフィールドの間のパケットデータは以下のと
おりである。
【０５４４】
　　　０ｘ００，０ｘ０４，０ｘ４１，０ｘ００，０ｘ０２，０ｘ０１，０ｘ０１，０ｘ
４３，０ｘｄｂ，０ｘ００，．．．
　ディスプレイから戻される第１の逆方向リンクパケットは、パケット長が７、パケット
タイプが７０の表示要求ステータスパケットである。このパケットはバイト値０ｘ０７、
０ｘ００、０ｘ４６．．．等で開始する。しかしながら、最初のバイト（０ｘ０７）だけ
が図５４で可視である。この第１の逆方向リンクパケットは、実際の逆方向リンク遅延を
示すために図中ほぼ１逆方向リンククロックで時分割される。ホストからディスプレイ往
復遅延がゼロの理想的な波形は点線のトレースで示されている。
【０５４５】
　パラメータＣＲＣフィールドのＭＳバイトは転送され、パケットタイプ、次に全ゼロフ
ィールドが先行する。ホストからのストローブは、ホストからのデータがレベルを変更し
、より幅広いパルスを形成すると、１からゼロ、ゼロから１に切り替わる。データがゼロ
になると、ストローブはさらに速い速度で切り替わり、データライン上のデータの変化だ
けがアラインメントフィールドの最後近くで変化を引き起こす。ストローブは図の残りの
部分について、延長された期間、データ信号の固定された０レベル又は１レベル、及びパ
ルスパターン（エッジ）に当たる遷移のためにさらに速い速度で切り替わる。
【０５４６】
　ホストのための逆方向リンククロックは、クロックが逆方向リンクパケットに対処する
ために開始されるターンアラウンド１期間の最後までゼロである。図の下部の矢印は、開
示の残りから明らかとなるように、いつデータがサンプリングされるのかを示す。転送さ
れているパケットフィールドの第１のバイト（ここでは、１１００００００）はターンア
ラウンド１後に開始すると示され、ラインレベルはディスエーブルされているホストドラ
イバから安定した。ビット３について見られるように、第１のビットの通過の遅延はデー
タ信号の点線で見られる。
【０５４７】
　図５３では、順方向リンクデータレートに基づいた逆方向レート除数の典型的な値を観
察できる。実際の逆方向レート除数は適切な逆方向リンク動作を保証するために往復リン
ク測定の結果求められる。第３の領域５３０６は、適切に機能しない可能性がある設定値
を示しているが、第１の領域５３０２は、安全な動作の領域に相当し、第２の領域５３０
４は限界に近い性能の領域に相当する。
【０５４８】
　往復遅延測定及び逆方向レート除数設定値は、それらは送信される又は受信されるビッ
ト数よりむしろ実際のクロック期間の単位で表され、作動されるため、順方向リンク又は
逆方向リンクのどちらかのインタフェース型の設定値のどれかで作動している間は同じで
ある。
【０５４９】
　ＸＩ．ターンアラウンド及びガード時間
　前述されたように、逆方向リンクカプセル化パケットのターンアラウンド１フィールド
、及び往復遅延測定パケットのガードタイム１フィールドは、表示インタフェースドライ
バがイネーブルされる前にホストインタフェースドライバをディスエーブルできるように
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する。ターンアラウンド２フィールドとガードタイム２フィールドは、ホストドライバが
イネーブルされる前にディスプレイドライバをディスエーブルできるようにする時間値を
提供する。ガードタイム１フィールドとガードタイム２フィールドは、通常、調整される
ことを意図されない長さの事前に設定された又は事前に選択された値で満たされる。使用
されるインタフェースハードウェアに応じて、これらの値は実証的データを使用して作成
され、動作を改善するためにいくつかの例で調整されてよい。
【０５５０】
　複数の要因がターンアラウンド１の長さの決定に寄与し、これらは順方向リンクデータ
レート、及びホスト内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバの最大ディスエーブル時間である。
最大ホストドライバディスエーブル時間は表ＸＩに指定され、ドライバがディスエーブル
するには最大約１０ｎｓｅｃ、イネーブルするには約２ｎｓｅｃを要することを示す。デ
ィスエーブルされるホストドライバに必要とされる順方向リンククロックの最小数は以下
の関係性に従って表される。
【数５】

【０５５１】
　ターンアラウンド１の許容値範囲は以下の関係性に従って表され、

【数６】

【０５５２】
　インタフェース型係数は、Ｉ型の場合１、ＩＩ型の場合２、ＩＩＩ型の場合４、及びＩ
Ｖ型の場合８である。
【０５５３】
　前記からの２つの方程式を結合すると、インタフェース型係数の項が無効になり、ター
ンラウンド１が以下のように定義される。

【数７】

【０５５４】
　例えば、１５００Ｍｂｐｓ　ＩＩＩ型順方向リンクは以下のターンアラウンド１遅延を
使用するであろう。
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【０５５５】
　往復遅延が増加するにつれて、タイミングマージンは、ホストがディスエーブルされる
時点から、ディスプレイがイネーブルされる時間へ改善する。
【０５５６】
　ターンアラウンド２のために概して使用される時間の長さを決定する係数は、順方向リ
ンクデータレート、ディスプレイの中のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバの最大ディスエーブ
ル時間、及び通信リンクの往復遅延である。ディスプレイドライバをディスエーブルする
ために要する時間の計算は、本来、前述されたホストドライバのための計算と同じであり
、以下の関係性に従って定義され、

【数９】

【０５５７】
　ターンアラウンド２の許容値範囲は、以下のように表される。
【数１０】

【０５５８】
　例えば、１０順方向リンククロックという往復遅延のある１５００Ｍｂｐｓ　ＩＩＩ型
順方向リンクは、通常、以下に似通ったターンアラウンド２遅延を使用する。

【数１１】
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【数１２】

【０５５９】
　ＸＩＩ．代替逆方向リンクタイミング
　前述されたタイミングと保護周波数帯を使用することは高速データ転送レートインタフ
ェースを達成するのに役立つが、発明者は逆方向タイミング発見を変更することによって
、往復運動時間より短い逆方向ビット長を可能にする技法を発見した。
【０５６０】
　前記に提示されたように、逆方向リンクに対するタイミングについての前記の手法は、
クロックサイクルの数が、第１のビットがＩＯクロックの立ち上がりでサンプリングされ
るまで、クロックサイクル数が逆方向タイミングパケットのガードタイム１の最後のビッ
トからカウントされるように構成される。これが、ＭＤＤインタフェースについての入力
および出力の時間を計ることに使われるクロックシグナルである。逆方向レート除数のた
めの計算は以下によって示される。

【数１３】

【０５６１】
　これは、非常に信頼性の高い逆方向リンクを生じさせる往復遅延に等しいビット幅を提
供する。しかしながら、逆方向リンクは、発明者が利用することを希望するさらに高速に
、つまりさらに高速のデータ転送レートで運転できることが示されている。新しい発明の
技法により、さらに高速に達するためにインタフェースの追加の機能を活用することが可
能になる。
【０５６２】
　これは、１がサンプリングされるまでのクロックサイクルの数をホストにカウントさせ
ることによって達成されるが、ホストは逆方向タイミングパケットの間立ち上がりと立ち
下がり両方でデータラインをサンプリングする。これにより、ホストはビットが安定して
いることを確実にするために、逆方向ビットの中の最も有効な又は最適のサンプリング点
を選ぶことができる。つまり、逆方向トラフィック逆方向カプセル化パケットでデータを
サンプリングするために最も有効な又は最適な立ち上がりを発見するためにである。最適
サンプリング点は、逆方向リンク除数と、第１のエッジ（ｔｈａｔ）が立ち上がりで検出
されたのか、あるいは立下りで検出されたのか次第である。新しいタイミング方法により
、ホストは、逆方向カプセル化パケットのどこでサンプリングするのかを決定するために
、クライアントによって送信される０ｘＦＦ　０ｘＦＦ　０ｘ００のパターン第１のエッ
ジを単に探すことができる。
【０５６３】
　到着する逆方向ビットと、そのビットが多様な逆方向レート除数をどのようにして探す
のかの例が、ガードタイム１の最後のビット以来発生したクロックサイクル数とともに、
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図６４に描かれる。図６４では、（上昇／下降と呼ばれる）立ち上がりと立下りの間で第
１のエッジが発生すると、それは逆方向ビットの期間内に発生するただ１つの立ち上がり
であるため、１という逆方向レート除数のための最適サンプリング点が「ｂ」と呼ばれる
クロックサイクルエッジであることが分かる。２という逆方向レート除数の場合、サイク
ルエッジ「ｃ」は「ｂ」よりビットエッジに近いため、最適サンプリング点はおそらく依
然としてクロックサイクル前縁「ｂ」である。４という逆方向レート除数の場合、それは
、値がおそらく安定化した逆方向ビットの後端により近いため、最適サンプリング点はお
そらくクロックサイクルエッジ「ｄ」である。
【０５６４】
　図６４に戻ると、しかしながら、第１のエッジが（下降／上昇と呼ばれる）後縁と前縁
の間で発生する場合には、１という逆方向レート除数の最適サンプリング点は、それが逆
方向ビット期間内の唯一の立ち上がりであるため、サンプリング点クロックサイクルエッ
ジ「ａ」である。２という逆方向レート除数の場合、最適サンプリング点はエッジ「ｂ」
であり、４という逆方向レート除数の場合、最適サンプリング点はエッジ「ｃ」である。
【０５６５】
　真中に最も近いのは立ち上がりでなければならないため、逆方向レート除数が大きくな
るにつれて、最適サンプリング点を確かめる又は選択するのが容易になることがわかる。
【０５６６】
　ホストは、データラインでタイミングパケットデータのデータ立ち上がりが観測される
までクロック立ち上がりの数を発見するためにこの技法を使用できる。したがって、ホス
トは、エッジが立ち上がりと立ち下がりの間で発生するのか、それとも立下りと立ち上が
りの間で発生するのか及び逆方向レート除数がいくつであるのかに基づいて、ビットがつ
ねに可能な限り真中近くでサンプリングされることを無理なく確実にするために、番号カ
ウンタにいくつの追加クロックサイクルを追加するのかを決定できる。
【０５６７】
　ホストは、いったんクロックサイクルの数を選択又は決定すると、特定の逆方向レート
除数が働くかどうかを判断するためにクライアントと多様な逆方向レート除数を「探索」
できる。ホスト（及びクライアント）は１という除数で開始し、この逆方向レートがデー
タを転送するために適切に機能するかどうかを判断するために、クライアントから受信さ
れる逆方向ステータスパケットのＣＲＣをチェックする。ＣＲＣが間違いが多い場合には
、おそらくサンプリングエラーがあり、ホストは逆方向レート除数を大きくし、ステータ
スパケットを再度要求しようとすることができる。第２の要求パケットに間違い多い場合
は、除数を再び大きくし、再び要求を行うことができる。このパケットが正しく復号され
る場合には、この逆方向レート除数は将来のすべての逆方向パケットに使用できる。
【０５６８】
　この方法は、逆方向タイミングが初期の往復タイミング推定値から変化してはならない
ため効果的且つ有用である。順方向リンクが安定している場合には、クライアントは、逆
方向リンクの失敗があるとしても、順方向リンクパケットの復号を続ける必要がある。言
うまでもなく、この方法は完全な逆方向リンクを保証しないため、リンクに逆方向リンク
除数を設定することは依然としてホストの責任である。加えて、除数はおもにＩＯクロッ
クを生成するために使用されるクロックの品質に依存する。そのクロックに十分な量のジ
ッタがある場合には、サンプリングエラーの可能性は大きくなる。このエラーの蓋然性は
、往復遅延でのクロックサイクル量とともに上昇する。
【０５６９】
　このインプリメンテーションはＩ型の逆方向データにもっともうまく作用するように思
われるが、ＩＩ型からＩＶ型の逆方向データにとって、データライン間の歪みが潜在的に
大きすぎて、ただ１つのデータペアにとって最もうまく作用するレートでリンクを実行で
きないという問題点を提示する可能性がある。しかしながら、動作のためのＩＩ型からＩ
Ｖ型の操作でも、データレートはおそらく過去の方法まで削減される必要はない。この方
法は理想的な又は最適なクロックサンプルロケーションを選択するために各データライン
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で重複されると最もうまく働く可能性がある。それらがデータ組ごとに同じサンプル時間
にある場合、この方法は機能し続けるであろう。それらが異なるサンプル期間にある場合
、２つの異なる手法が使用されてよい。第１の手法は、たとえそれがデータペアごとに同
じではない場合にもデータポイントごとに所望される、あるいはさらに最適化されたサン
プルロケーションを選択することである。ホストは、データペアのセットからビットのす
べてをサンプリングした後にデータストリームを再構築できる。ＩＩ型に２ビット、ＩＩ
Ｉ型に４ビット、及びＩＶ型に８ビットである。他のオプションは、データ組ごとのデー
タビットが同じクロックエッジでサンプリングできるように、ホストが逆方向レート除数
を増加することである。
【０５７０】
　ＸＩＩＩ．リンク遅延及び歪みの影響
　遅延歪み補償が使用されない限り、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ組とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂの間の順
方向リンクでの遅延歪みによって、最大可能データレートが制限されることがある。タイ
ミング歪みを引き起こす遅延の差異は、下記に概略されるように、コントローラの論理、
ラインドライバとラインレシーバ、及びケーブルとコネクタを原因とする。
【０５７１】
　Ａ．歪みによって制限されるリンクタイミング分析（ＭＤＤＩ　Ｉ型）
　１．Ｉ型リンクの遅延と歪みの例
　図４１に示されるインタフェース回路に類似する典型的なインタフェース回路は、Ｉ型
インタフェースリンクに対処するために図５７に示される。図５７では、伝搬遅延及び歪
みのための例示的な又は典型的な値が、ＭＤＤＩ　Ｉ型順方向リンクの複数の処理又はイ
ンタフェース段階のそれぞれに示される。ＭＤＤＩ＿ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の間
の遅延の歪みにより、出力クロックのデューティサイクルが歪む。フリップフロップ５７
２８、５７３２を使用する受信機フリップフロップ（ＲＸＦＦ）段階のＤ入力でのデータ
は、それが確実にサンプリングできるようにクロックエッジの後にわずかに変化しなけれ
ばならない。図は、このタイミング関係を生じさせることにまつわる２つの異なる問題点
を解決するために使用される２つのカスケード式遅延ライン５７３２ａと５７３２ｂを示
す。実際のインプリメンテーションでは、これらは単一の遅延要素に結合されてよい。
【０５７２】
　インタフェースを通る例示的な信号処理のためのＩ型リンクでのデータ、Ｓｔｂ及びク
ロック回復タイミングは、図５８に描かれる。
【０５７３】
　大きい層遅延歪みは、以下の段階での歪みの合計から生じる、又は由来する。つまり、
フリップフロップ５７０４、５７０６付きの送信機フリップフロップ（ＴＸＦＦ）、ドラ
イバ５７０８、５７１０付きの送信機ドライバ（ＴＸＤＲＶＲ）、ケーブル５７０２、受
信機５７２２、５７２４付きの受信機ラインレシーバ（ＲＸＲＣＶＲ）、受信機ＸＯＲ論
理（ＲＸＸＯＲ）である。Ｄｅｌａｙ１　５７３２ａは、以下の関係性により決定される
ＲＸＸＯＲ段階でのＸＯＲゲート５７３６の遅延に一致する、又は超える必要がある。
【数１４】

【０５７４】
　受信機フリップフロップ５７２８、５７３２のＤ入力がそのクロック入力の前に変化し
ないようにこの要件を満たすことが望ましい。これはＲＸＦＦの保持時間がゼロである場
合に有効である。
【０５７５】
　Ｄｅｌａｙ２の目的又は機能は、以下の関係性に従ってＲＸＦＦフリップフロップの保
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【数１５】

【０５７６】
　多くのシステムでは、保持時間がゼロであるためゼロになり、言うまでもなくそのケー
スではＤｅｌａｙ２の最大遅延もゼロである場合がある。
【０５７７】
　受信機ＸＯＲ段階での歪みに対する最悪の場合の寄与は、Ｄｅｌａｙ１が最大値となり
、ＸＯＲゲートからのクロック出力が以下の関係性に従って可能な限り早期に出現するデ
ータ－遅延／ストローブ－早期のケースである。
【数１６】

【０５７８】
　この状況では、データは、ビットｎ＋１が受信機フリップフロップの中に記録される時
間に非常に近い、２つのビット期間、ｎとｎ＋１の間で変化することがある。
【０５７９】
　ＭＤＤＩ　Ｉ型リンクの最大データレート（最小ビット期間）は、ＲＸＦＦ段階の中に
総データセットアップを加えたＭＤＤＩリンクの中のすべてのドライバ、ケーブル及び受
信機を通して遭遇される最大歪みの関数である。ＲＸＲＣＶＲ段階の出力までのリンクの
総遅延歪みは以下として表すことができ、

【数１７】

【０５８０】
　最小ビット期間は以下によって示される。

【数１８】

【０５８１】
　図５７に示される例では、ｔＳＫＥＷ－ｍａｘ（ＬＩＮＫ）＝１．４　ｎｓｅｃであり
、最小ビット期間は以下のように表すことができる。
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【数１９】

【０５８２】
　あるいは約４１６Ｍｂｐｓと述べられる。
【０５８３】
　Ｂ．ＭＤＤＩ　ＩＩ型、ＩＩＩ型、及びＩＶ型のリンクタイミング分析
　図４１と図５７に示されるインタフェース回路に類似した典型的なインタフェース回路
は、ＩＩ型、ＩＩＩ型及びＩＶ型のインタフェースリンクに対処するために図５９に示さ
れている。追加の要素は、追加の信号処理に対処するために、ＴＸＦＦ（５９０４）段階
、ＴＸＤＲＶＲ（５９０８）段階、ＲＸＲＣＶＣＲ（５９２２）段階、及びＲＸＦＦ（５
９３２、５９２８、５９３０）段階で使用される。図５９では、伝搬遅延及び歪みの例示
的な又は典型的な値が、ＭＤＤＩ　ＩＩ型順方向リンクの複数の処理段階又はインタフェ
ース段階のそれぞれに示される。出力クロックのデューティサイクルに影響を及ぼすＭＤ
ＤＩ＿ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０の間の遅延の歪みに加えて、これらの２つの信号と
他のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号の両方の間にも歪みがある。フリップフロップ５９２８と５
９３０からなる受信機フリップフロップＢ（ＲＸＦＦＢ）段階のＤ入力でのデータは、そ
れが確実にサンプリングできるようにクロックエッジの後わずかに変更される。ＭＤＤＩ
＿ＤａｔａがＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ又はＭＤＤＩ＿ＤＡＴＡ０より早く到達すると、ＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａ１が少なくとも遅延歪みの量、サンプリングされるのを遅延されなければなら
ない。これを達成するためには、データはＤｅｌａｙ３遅延ラインを使用して遅延される
。ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１がＭＤＤＩ＿ＳｔｂとＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０より遅く到達し、そ
れもＤｅｌａｙ３遅延される場合には、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ１が変化する点は次のクロッ
クエッジ近くに移動される。この処理は、ＭＤＤＩ　ＩＩ型、ＩＩＩ型及びＩＶ型のリン
クのデータレートの上限を決定する。互いに関する２つのデータ信号とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ
のタイミング又は歪みの関係性のいくつかの例示的な異なる可能性は図６０Ａ、図６０Ｂ
及び図６０Ｃに描かれる。
【０５８４】
　ＭＤＤＩ＿ＤａｔａＸが可能な限り早く到達するときにＲＸＦＦＢで確実にデータをサ
ンプリングするために、Ｄｅｌａｙ３は以下の関係性に従って設定される。

【数２０】

【０５８５】
　最大リンク速度は、最小許容ビット期間により決定される。これは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔ
ａＸが可能な限り遅く到着すると最も影響を及ぼされる。その場合、最少許容サイクル時
間は以下により示される。

【数２１】

【０５８６】
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　リンク速度の上限は以下のとおりであり、
【数２２】

【０５８７】
　以下の仮定を考慮する。
【数２３】

【０５８８】
　前述の例では、最小ビット期間の下限は以下の関係性によって示され、
【数２４】

【０５８９】
　約２０８Ｍｂｐｓである。
【０５９０】
　これは、Ｉ型リンクで使用できる最大データレートよりはるかに低速である。ＭＤＤＩ
の自動遅延歪み補償能力は、遅延歪みが最大リンクレートに及ぼす影響を著しく削減する
。
【０５９１】
　ＸＩＶ．物理層相互接続説明
　本発明に従ってインタフェースを実現するために有効な物理的な接続は、ホスト側では
ヒロセデンキカブシキカイシャ（Ｈｉｒｏｓｅ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ　Ｌ
ｔｄ．）製のパーツ番号３２６０－８Ｓ２（０１）等の市販されているパーツ、表示装置
側でヒロセデンキカブシキカイシャ（Ｈｉｒｏｓｅ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ
　Ｌｔｄ．）製のパーツ番号３２４０－８Ｐ－Ｃを使用して実現できる。Ｉ型／ＩＩ型イ
ンタフェースとともに使用されるこのようなコネクタの例示的なインタフェースピン割り
当て、つまり「ピン配列」は、表ＸＩＩに一覧表示され、図６１に図解されている。
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【表１３】

【０５９２】
　シールドは、ホストインタフェース内でＭＤＤＩ＿Ｇｎｄに接続され、ケーブル内のシ
ールドドレインワイヤはディスプレイコネクタのシールドに接続される。しかしながら、
シールドとドレインワイヤはディスプレイ内部の回路接地に接続されない。
【０５９３】
　相互接続要素又はデバイスは、相対的なデバイスサイズと比較してひどく目立ったり、
趣味が悪くなることなく、ＰＤＡと無線電話、又は携帯ゲーム機などのモバイル通信及び
コンピュータデバイスと使用するために十分に小型となるために選ばれる、又は設計され
る。あらゆるコネクタとケーブル布線は典型的な消費者環境での使用に十分に耐久性があ
り、特にケーブル布線のために小さいサイズに対処し、相対的に低価格でなければならな
い。転送要素は、Ｉ型とＩＩ型の場合約４５０Ｍｂｐｓまで、８ビット並列ＩＶ型バージ
ョンの場合３．６Ｇｂｐｓまでの転送レートを有する差動ＮＲＺデータであるデータ信号
とストローブ信号に対処しなければならない。
【０５９４】
　内部モード応用例の場合、使用されている導線にとって同じ意味でのコネクタはない、
あるいはこのような接続要素は非常に小型化する傾向がある。１つの例は、ホスト又はク
ライアントデバイスどちらかを収容する、集積回路又は要素を受け入れるためのＺＩＦ「
ソケット」である。別の例は、ホストとクライアントが多様な相互接続導線によりプリン
ト回路基板上に存在し、集積回路の相互接続のために導線上での接点にはんだ付けされる
ハウジングから伸張する「ピン」又は接点を有する場合である。
【０５９５】
　ＸＩ．動作
　本発明の実施形態を使用するインタフェースの動作中にデータとパケットを処理する上
で取られる一般的なステップの要約は、図５５のパケットを処理するインタフェース装置
の概要とともに、図５４Ａと図５４Ｂに示される。これらの図では、プロセスはクライア
ントとホストが通信経路、ここではケーブルを使用して接続されるかどうかに関する決定
とともにステップ５４０２で開始する。これは、（ＵＳＢインタフェースについて見られ
るような）ホストに対する入力でコネクタ又はケーブル又は信号の存在を検出するソフト
ウェア又はハードウェアを使用して、あるいは他の公知の技法を使用してホストによる周
期的なポーリングを使用することで発生する場合がある。ホストに接続されるクライアン
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トがない場合には、それは単に、応用例に応じてある所定の長さの待機状態に入る、ハイ
バネーションモードに入る、あるいはホストを再アクティブ化するためにユーザが処置を
講じることを必要とする可能性がある将来の使用に待機するために非アクティブ化される
だけである。例えば、ホストがコンピュータ型のデバイスに常駐するとき、ユーザは画面
上でクリックする、あるいはクライアントを探すためにホスト処理をアクティブ化するプ
ログラムを要求する必要がある場合がある。再び、Ｕ型インタフェースに使用されるよう
なＵＳＢ型接続の簡単なプラグは、ホスト又は常駐するホストソフトウェアの能力と構成
に応じてホスト処理をアクティブ化できるであろう。
【０５９６】
　いったんクライアントがホストに接続される、又はその逆の場合、あるいは存在すると
して検出されると、クライアント又はホストのどちらかがステップ５４０４と５４０６で
サービスを要求する適切なパケットを送信する。クライアントは、ステップ５４０４で表
示サービス要求パケット又はステータスパケットのどちらかを送信できるであろう。前述
されたように、これが、続く通信リンクの完全な初期化とはならないように、リンクが過
去に停止した、あるいはハイバネーションモードであることが注記される。通信リンクが
いったん同期され、ホストがクライアントと通信しようとすると、クライアントはステッ
プ５４０８でのようにホストに表示能力も提供する。ホストは、ここでクライアントが対
処できる転送速度を含むサポートの種別の決定を開始できる。
【０５９７】
　一般的には、ホストとクライアントは、ステップ５４１０で例えばＩ型、Ｕ型、ＩＩ型
等使用されるサービスモードの型（レート／速度）も交渉する。いったんサービスタイプ
が確立されると、ホストが情報の転送を開始できる。加えて、ホストはステップ５４１１
に示されるように他の信号処理と平行して通信リンクのタイミングを最適化するため往復
遅延測定パケットを使用してよい。
【０５９８】
　前述されたように、すべての転送は、ステップ５４１２で転送されていると示されるサ
ブフレームヘッダパケットで開始、後にデータのタイプ、ここではステップ５４１４で転
送されていると示されるビデオストリームパケットと音声ストリームパケット、フィラー
パケットが続く。音声データとビデオデータは過去に作成された、あるいはパケットにマ
ッピングされており、フィラーパケットはメディアフレームのための必須ビット数を書き
込む（ｆｉｌｌ　ｏｕｔ）ために必要に応じて又は所望されるように挿入される。ホスト
はサウンドデバイスをアクティブ化するために、順方向音声チャネルイネーブルパケット
などのパケットを送信できる。加えて、ホストはここではステップ５４１６のカラーマッ
プの転送、ビットブロック転送、又は他のパケットとして示される、前述された他のパケ
ットタイプを使用してコマンドと情報を転送できる。さらに、ホストとクライアントは　
適切なパケットを使用してキーボード又はポインティングデバイスに関するデータを交換
できる。
【０５９９】
　動作中、インタフェースモードの異なるデータレート又はタイプを所望するホスト又は
クライアントにつながる複数の異なるイベントの１つが発生する場合がある。例えば、コ
ンピュータ又はデータを通信する他のデバイスは、パケットの作成又は提示において減速
を引き起こすデータを処理する上での荷重条件に遭遇することがあるであろう。データを
受信するディスプレイは、専用ＡＣ電源からさらに制限されたバッテリ電源に変更するこ
とができ、迅速にデータを転送し、コマンドを容易に処理することはできない、あるいは
さらに制限された電力設定値の下で同じ程度の解像度又はカラー階調を使用することはで
きないであろう。代わりに、制限条件は和らげられるあるいは消滅し、どちらかのデバイ
スがさらに高速でデータを転送できるようになる。これがより望ましく、より高速の転送
速度モードに変更するように要求できる。
【０６００】
　これらの種類又は他の種類の既知の条件が発生する又は変化する場合、ホスト又はクラ
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イアントのどちらかがそれらを検出し、インタフェースモードを再交渉しようとしてよい
。これは、ホストが別のモードへのハンドオフを要求して、クライアントにインタフェー
スタイプハンドオフ要求パケットを送信し、クライアントが変更が求められていることを
確認するインタフェースタイプ肯定応答パケットを送信し、ホストが指定モードに変更を
加えるために実行型ハンドオフパケットを送信するステップ５４２０に示される。
【０６０１】
　処理の特定の順序は要求していないが、クライアントとホストは、このような要素はホ
スト側に存在してもよいが、ポインティングデバイス、キーボード又はおもにクライアン
トに関連する他のユーザ型入力装置向けのデータ、又はポインティングデバイス、キーボ
ード又はおもにクライアントに関連する他のユーザ型入力装置から受信されるデータに関
するパケットを交換できる。これらのパケットは、通常、状態機械（５５０２）ではなく
、汎用プロセッサ型要素を使用して処理される。加えて、前述されたコマンドのいくつか
も汎用プロセッサ（５５０４、５５０８）により処理されるであろう。
【０６０２】
　データ及びコマンドがホストとクライアントの間で交換された後、何らかの時点で、追
加のデータが転送されるべきか、あるいはホスト又はクライアントが転送にサービスを提
供するのをやめるかどうかに関する決定が下される。これはステップ５４２２に示される
。リンクがハイバネーション状態になる、又は完全にシャットダウンされるかのどちらか
の場合、ホストは、クライアントにリンクシャットダウンパケットを送信し、両側がデー
タの転送を終了する。
【０６０３】
　前記動作処理で転送されているパケットは、ホストコントローラとクライアントコント
ローラに関して前述されたドライバとレシーバを使用して転送される。これらのラインド
ライバと他の論理素子は、図５５の概要に示されるように、前述された状態機械と汎用プ
ロセッサに接続される。図５５では、状態機械５５０２及び汎用プロセッサ５５０４と５
５０８は、さらに専用ＵＳＢインタフェース、メモリエレメント、又はデータソース、及
びビュー表示装置用のビデオ制御チップを含むが、これらに限定されない、それらが対話
するリンクコントローラの外部に存在する他の構成要素等の他の要素（不図示）に接続さ
れてよい。
【０６０４】
　プロセッサ及び状態機械は、通信リンクの効率的な確立又は終了、及びパケットの転送
を保証するために、ガードタイム等に関して前述されたようなドライバのイネーブル及び
ディスエーブルに関する制御を提供する。
【０６０５】
　ＸＶＩ．ディスプレイフレームバッファ
　ビデオデータバッファリング要件は、コンピュータグラフィックスと比べてビデオ動画
に対して異なる。ピクセルデータは、ディスプレイ上の画像を局所的にリフレッシュでき
るように、ほとんどの場合、クライアントのローカルフレームバッファに記憶される。
【０６０６】
　フルモーションビデオが表示されている（ディスプレイのほぼすべてのピクセルが各メ
ディアフレームを変更する）とき、通常は、ディスプレイ上の画像は第２のフレームバッ
ファからリフレッシュされている間に、入信ピクセルデータを１つのフレームバッファに
記憶することが好ましい。３つ以上のディスプレイバッファは、後述されるような可視ア
ーチファクトを排除するために使用されてよい。画像全体が１つのフレームバッファ内で
受信されると、バッファの役割をスワッピングし、新規に受信された画像が表示をリフレ
ッシュするために使用され、他のバッファが画像の次のフレームで充填される。この概念
は、ピクセルデータが表示更新ビットを「０１」に設定することによってオフライン画像
バッファに書き込まれる図９１Ａに描かれている。
【０６０７】
　他の応用例では、ホストは画像全体を塗り直すことなく画像の小さな部分だけを更新す
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る必要がある。この状況では、図９１Ｂに詳細に描かれるように、表示をレフレッシュす
るために使用されるバッファに直接的に新しいピクセルを書き込むことが所望される。
【０６０８】
　小型ビデオウィンドウで固定画像を有する応用例では、図９Ｃに図示されているように
固定画像を両方のバッファに書き込み（表示更新ビットは「１１」に等しい）、以後、表
示更新ビットを「０１」に設定することによって、動画のピクセルをオフラインバッファ
に書き込むのが最も簡単である。
【０６０９】
　以下の規則は、同時にクライアントに新しい情報を書き込み、表示をリフレッシュする
一方で、バッファポインタの有効な動作を説明する。３つのバッファポインタが存在する
。つまり、ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌは、ＭＤＤＩリンク上でデータから現在充填されて
いるバッファを指す。ｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄは、最も最近充填されたバッファを指す。
ｂｅｉｎｇ＿ｄｉｓｐｌａｙｅｄは、ディスプレイをリフレッシュするために現在使用さ
れているバッファを指す。３つすべてのバッファポインタは、０からＮ－１の値を含むこ
とがあり、Ｎは表示バッファの数で、Ｎ≧２である。バッファポインタ上の算術はＮを係
数とする。例えば、Ｎ＝３およびｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌ＝２であるとき、ｃｕｒｒｅ
ｎｔ＿ｆｉｌｌを増分すると、ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌは０に設定される。Ｎ＝２の単
純な場合、ｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄはつねにｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌの補数である。あ
らゆるＭＤＤＩメディアフレーム境界（サブフレームカウントフィールドがゼロに等しい
、サブフレームヘッダパケット）では、以下の演算を指定された順序で実行する。つまり
、ｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄをｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌに等しく設定し、ｃｕｒｒｅｎｔ
＿ｆｉｌｌをｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌ＋１に等しく設定する。
【０６１０】
　ＭＤＤＩビデオストリームパケットは、表示更新ビットが「０１」に等しいとき、ピク
セルデータがｃｕｒｒｅｎｔ＿ｆｉｌｌにより指定されるバッファに書き込まれ、表示更
新ビットが「００」に等しいとき、ピクセルデータがｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄによって指
定されるバッファに書き込まれ、表示更新ビットが「１１」に等しいと機に、ピクセルデ
ータが全バッファに書き込まれるという構造又は方法論に従ってバッファを更新する。デ
ィスプレイは、ｂｅｉｎｇ＿ｄｉｓｐｌａｙｅｄポインタによって指定されるバッファか
ありフレッシュされる。ディスプレイが１フレームリフレッシュエポックの中の最後のピ
クセルをリフレッシュした後、それが次のリフレッシュエポックの最初のピクセルのリフ
レッシュを開始する前に、ディスプレイ更新プロセスはｂｅｉｎｇ＿ｒｅｆｒｅｓｈｅｄ
をｊｕｓｔ＿ｆｉｌｌｅｄに等しく設定する動作を実行する。
【０６１１】
　ビデオストリームパケットは、ピクセルデータが書き込まれるものとするフレームバッ
ファを指定する１組の表示更新ビットを含む。表示能力パケットは、クライアントで表示
更新ビットのどの組み合わせがサポートされているのかを示す３つの追加のビットを有す
る。多くのケースでは、コンピュータによって生成された画像はユーザ入力に基づいて増
分的に更新されるか、コンピュータネットワークから引き出された情報から引き出される
必要がある。表示更新ビット組み合わせ「００」と「１１」は、ピクセルデータを表示さ
れているフレームバッファ又は両方のフレームバッファに書き込ませることにより、この
運転モードをサポートする。
【０６１２】
　ビデオ画像に対処するとき、図９２は、ビデオデータが表示更新ビットが「０１」に等
しく設定されて、ＭＤＤＩリンク上で送信されるときに１組のフレームバッファを使用し
てどのようにしてビデオ画像を表示するのかを示す。メディアフレーム境界がＭＤＤＩリ
ンクで検出された後、表示リフレッシュプロセスは、現在リフレッシュされているフレー
ムのためのリフレッシュプロセスが完了すると、次のフレームバッファからリフレッシュ
を開始する。
【パケット図１６】
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　図９２に関係する重要な仮定は、画像がホストから、クライアントが表示をリフレッシ
ュするためにフレームバッファからピクセルを読み取るために使用する同じ順序で（通常
、左上、行ごとに画面の右下角に行単位で読み取る）送信されるピクセルの連続ストリー
ムとして受信されるという点である。これは、表示リフレッシュ動作と画像転送動作が同
じフレームバッファを参照する場合に重要な詳細である。
【０６１４】
　部分的な画像を表示するのを回避するために、表示リフレッシュフレームレートが画像
転送フレームレートより大きくなることが必要である。図９３は、低速表示リフレッシュ
速度で画像断片化がどのようにして発生するのか、つまり表示リフレッシュが画像転送よ
り遅いことを示す。
【パケット図１７】
【０６１５】

　コンピュータグラフィックス画像とビデオ動画の組み合わせを含む画像の場合、ビデオ
ピクセルデータは、メディアフレームの小さい部分を占める可能性がある。これは、表示
リフレッシュ動作と画像転送が同じフレームバッファを参照する状況では重要となるであ
ろう。これらの状況は、表示をリフレッシュするためにバッファから読み取られたピクセ
ルが、２コマ前にバッファに書き込まれたピクセルである可能性がある、あるいはそれら
が同じフレームバッファにただちに書き込まれるフレームに相当する、図９４の斜交平行
陰影によって示される。
【パケット図１８】
【０６１６】
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　クライアントで３つのフレームバッファを使用すると、図９５に示されるようなフレー
ムバッファへのアクセスに対する競合の小さなウィンドウの問題は解決される。
【パケット図１９】
【０６１７】

　しかしながら、表示リフレッシュ速度が図９６に示されるようにＭＤＤＩリンク上でメ
ディアフレームレート未満である場合には依然として問題がある。
【パケット図２０】
【０６１８】

　ビデオ動画画像のために単一のバッファを使用することは、図９７に示されるようにい
くぶん入り組んだ問題である。バッファへの画像転送より高速の表示リフレッシュを用い
ると、リフレッシュされている画像が書き込まれているフレームの上部を示し、画像の下
部は過去に転送されたフレームとなる。画像転送より高速の表示リフレッシュ（好ましい
運転モード）を使用すると、類似した分割画像を示すフレームの例がさらに頻繁になる。
【パケット図２１】
【０６１９】
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　パケット処理遅延パラメータパケットは、クライアントにおいて特定のコマンドを処理
するために予測される遅延を計算するためにテーブルルックアップ機能を使用する。テー
ブルの中の値は非常に幅広い動的な範囲の遅延値を提供するために対数的に増加する。本
発明の実施形態を実現するために有効な遅延値の例示的な表は、遅延値に対比される対応
するインデックス値とともに以下の表ＸＸに示される。
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【表１４】

【０６２０】
　遅延は、指定されたパラメータを表の中にインデックスとして使用し、テーブルルック
アップを実行することにより計算される。つまり、遅延はＰａｃｋｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇＴａｂｌｅ（インデックス）に等しい。例えば、遅延パラメータリスト項目のパラメ
ータの１つが１３４に等しい８ビット値である場合、遅延は１６μｓｅｃであるＰａｃｋ
ｅｔＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇＴａｂｌｅ（１３４）に等しい。値２５５は、コマンド完了時
間が計算では求めることができないこと、及びホストが表示要求及びステータスパケット
又はＭＣＣＳ　ＶＣＰ制御パラメータＢ７ｈでグラフィックスビジーフラグにチェックし
なければならないことを示す。
【０６２１】
　いくつかのケースでは、この遅延は、目的地画像のピクセルの高さ、幅又は数で乗算さ
れ、全体的なパケット処理遅延を計算するために他の遅延に加算される。
【０６２２】
　ＸＶＩＩＩ．複数のクライアントサポート
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　現在のプロトコルバージョンは、複数のクライアントデバイスを直接的にサポートして
いないように見える。しかしながら、大部分のパケットは、複数のクライアントがいるシ
ステムの中で特定のクライアントデバイスに対処するために使用できる確保されたクライ
アントＩＤフィールドを含む。現在、多くの応用例では、この１つの又はこれらの複数の
クライアントＩＤがゼロになるように設定される。サブフレームヘッダパケットは、ホス
トが複数クライアントシステムをサポートするかどうかを示すためのフィールドも含む。
したがって、複数のクライアントデバイスが、複数のクライアントホストとクライアント
との将来の互換性についてシステム設計者が計画するのを支援するために、ＭＤＤインタ
フェース又はプロトコルの将来の応用例で接続され、対処されるであろう方法がある。
【０６２３】
　複数のクライアントを有するシステムでは、クライアントのデイジーチェーンを介して
、又はハブを使用してクライアントがホストに接続されるのが有効である。
【０６２４】
　ＸＶＩＩＩ．補遺
　本発明の実施形態のためのアーキテクチャ及びプロトコルを実現するために使用される
多様なパケットのために前述されたフォーマット、構造及びコンテンツに加えて、パケッ
トタイプのいくつかについて、さらに詳細なフィールドコンテンツ又は動作がここに提示
される。これらは、当業者が種々の応用例のために本発明をさらに容易に理解し、利用で
きるようにするためにそのそれぞれの用途又は動作をさらに明確にするためにここに提示
される。すでに説明されていないフィールドの数個だけがここでさらに説明される。加え
て、これらのフィールドには、前記に提示された実施形態に関連して、例示的な定義と値
が提示される。しかしながら、このような値は本発明の制限として解釈されるべきではな
く、インタフェースとプロトコルを実現するために有効な１つ又は複数の実施形態を表し
、すべての実施形態がともに、あるいは同時に実践される必要はない。当業者によって理
解されるように、データ又はデータレート転送結果の所望される提示を達成するために他
の値を他の実施形態で使用することができる。
【０６２５】
　Ａ．ビデオストリームパケット用
　ある実施形態では、ピクセルデータ属性フィールド（２バイト）は、以下のように解釈
される一連のビット値を有する。ビット１とビット０は、表示ピクセルデータがどのよう
に送信されるのかを選択する。「１１」というビット値の場合、データは両目に対して、
又は両目のために表示され、ビット値「１０」の場合は、データは左眼だけに送られ、ビ
ット値「０１」の場合、データは右目だけに送られ、「００」というビット値の場合、デ
ータは、後述されるビット８から１１によって指定されてよいように代替ディスプレイに
送られる。
【０６２６】
　ビット２は、ピクセルデータがインタレースフォーマットで提示されるかどうかを示し
、「０」という値は、ピクセルデータが標準漸次フォーマットであること、及び行番号（
ピクセルＹ座標）が、ある行から次の行に進むと１増分されることを意味する。このビッ
トに「１」という値があるとき、ピクセルデータはインタフェースフォーマットであり、
行番号は、ある行から次の行に進むと、２増分される。ビット３は、ピクセルデータが代
替ピクセルフォーマットであることを示す。これは、ビット２によってイネーブルされる
標準インタレースモードに類似しているが、インタレースは水平の代わりに垂直である。
ビット３が「０」であるとき、ピクセルデータは標準漸次フォーマットとなり、列番号（
ピクセルＸ座標）が、各連続ピクセルが受信されると１増分される。ビット３が「１」で
あるとき、ピクセルデータは代替ピクセルフォーマットを取り、列番号は、各ピクセルが
受信されると２増分される。
【０６２７】
　ビット４は、データが無線電話又は類似装置、又はポータブルコンピュータ用の内部デ
ィスプレイ、あるいは前述されたような他のデバイスに、あるいは無線電話又は類似装置
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、又はポータブルコンピュータ用の内部ディスプレイ、あるいは前述されたような他のデ
バイスから転送されている、あるいはデータはデバイスに内蔵される又は調節的に結合さ
れるカメラに、又はカメラから転送されているので、ピクセルデータがディスプレイに関
するのか、あるいはカメラに関するのかを示す。ビット４が「０」であるとき、ピクセル
データはディスプレイフレームバッファに、又はディスプレイフレームバッファから転送
されている。ビット４が「１」であるとき、ピクセルデータはカメラ又は何らかの種類の
ビデオデバイスに、又はカメラ又は何らかの種類のビデオデバイスから転送されており、
このようなデバイスは技術で周知である。
【０６２８】
　ビット５は、ピクセルデータが、いつディスプレイの中のピクセルの次の連続行を含む
のかを示すために使用される。これは、ビット５が「１」に等しく設定されるときのケー
スと考えられる。ビット５が「１」に設定されると、Ｘ左端縁パラメータ、Ｙ上端縁パラ
メータ、Ｘ右端縁パラメータ、Ｙ下端縁パラメータ、Ｘ開始パラメータ、及びＹ開始パラ
メータは定義されず、クライアントによって無視される。フレーム同期パケットは、画像
の一番上の行となるように次の行を定義する。
【０６２９】
　ビット７と６は、ピクセルデータが書き込まれなければならないフレームバッファを指
定する表示更新ビットである。さらに具体的な効果は他の個所に説明される。「０１」と
いうビット値の場合、ピクセルデータはオフライン画像バッファに書き込まれる。「００
」というビット値の場合、ピクセルデータは表示をリフレッシュするために使用される画
像バッファに書き込まれる。「１１」というビット値の場合、ピクセルデータはすべての
画像バッファに書き込まれる。ビット値又は「１０」の組み合わせは無効値又は指定とし
て処理され、ピクセルデータは無視され、画像バッファのどれにも書き込まれない。この
値はインタフェースの将来の応用例に用途がある可能性がある。
【０６３０】
　ビット８から１１は、ピクセルデータが送られなければならない代替ディスプレイ又は
表示ロケーションを指定する４ビット符号なし整数を形成する。ビット０と１は、ディス
プレイクライアントがビット８から１１を代替表示番号として解釈するために００に等し
い。ビット０と１が００に等しくない場合には、ビット８から１１がゼロに設定される。
【０６３１】
　ビット１２から１５は将来の使用に確保され、通常ゼロとして設定される。
【０６３２】
　２バイトのＸ開始フィールドとＹ開始フィールドは、ピクセルデータフィールドの中の
第１のピクセルの点の絶対Ｘ座標とＹ座標（Ｘ開始、Ｙ開始）を指定する。Ｘ右端縁フィ
ールドとＹ下端縁フィールドは更新されているウィンドウの右端縁のＸ座標と下端縁のＹ
座標を指定するが、２バイトのＸ左端縁フィールドとＹ上端縁フィールドはピクセルデー
タフィールドによって充填される画面ウィンドウの左端縁のＸ座標と上端縁のＹ座標を指
定する。
【０６３３】
　ピクセルカウントフィールド（２バイト）は、以下のピクセルデータフィールド内のピ
クセル数を指定する。
【０６３４】
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からピクセルカウントまでの
全バイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全体が廃棄され
る。
【０６３５】
　ピクセルデータフィールドは、表示されなければならず、ビデオデータフォーマット記
述子フィールドによって記述される方法でフォーマットされる未処理ビデオ情報を含む。
データは、他の個所に説明されるように一度に１「行」づつ送信される。
【０６３６】
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　ピクセルデータＣＲＣフィールド（２バイト）は、ピクセルデータ専用の１６ビットＣ
ＲＣを含む。この値のＣＲＣ検証が失敗すると、ピクセルデータは依然として使用できる
が、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０６３７】
　Ｂ．音声ストリームパケット用
　一実施形態では、音声チャネルＩＤフィールド（１バイト）は、クライアントデバイス
によって音声データ送信されるある特定の音声チャネルを識別するために、８ビット符号
なし整数値を使用する。物理音声チャネルは、それぞれ左前チャネル、右前チャネル、左
後チャネル、右後チャネル、前中心フロントセンタチャネル、サブウーファチャネル、サ
ラウンド左チャネル、サラウンド右チャネルを示す０、１、２、３、４、５、６、７とい
う値としてこのフィールドにより物理チャネルで指定される、あるいは物理チャネルにマ
ッピングされる。２５４という音声チャネルＩＤ値は、デジタル音声サンプルの単一のス
トリームが左前チャネルと右前チャネルの両方に送信されることを示す。これは、ステレ
オヘッドセットが音声通信に使用される、生産性向上ａｐｐｓがＰＤＡで使用される、あ
るいは簡略なユーザインタフェースが警告音を生じさせる他の応用例等の応用例の通信を
簡略化する。８から２５３と２５５の範囲のＩＤフィールドの値は、当業者により予想さ
れるように、現在、新しい設計が追加の指定を所望される用途のために確保されている。
【０６３８】
　確保１フィールド（１バイト）は、通常将来の使用に確保され、このフィールド内のす
べてのビットはゼロに設定される。このフィールドの１つの機能は、以後すべての２倍と
フィールドを１６ビットワードアドレスに位置合わせし、４バイトフィールドを３２ビッ
トワードアドレスに位置合わせさせることである。
【０６３９】
　音声サンプルカウントフィールド（２バイト）は、このパケットの音声サンプル数を指
定する。
【０６４０】
　サンプルあたりビット及び圧縮フィールドは、音声データの圧縮フォーマットを指定す
る１バイトを含む。一実施形態では、概して利用されるフォーマットは、ＰＣＭ音声サン
プルあたりのビット数を定めるためのビット４から０用である。ビット５は、次にデジタ
ル音声データサンプルが圧縮されるかどうかを指定する。前述されたように、図１２は圧
縮された音声サンプルとバイト位置合わせされた音声サンプルの差異を描く。ビット５の
「０」という値は、デジタル音声データフィールドの中の各ＰＣＭ音声サンプルがインタ
フェースバイト境界とバイト位置合わせされることを示し、「１」という値が、各連続Ｐ
ＣＭ音声サンプルが前の音声サンプルに照らし合わせて圧縮されることを示す。このビッ
トは、ビット４から０に定められる値（ＰＣＭ音声サンプルあたりのビット数）が８の倍
数ではないときにのみ効果的である。ビット７から６は、システム設計が追加の指定を所
望する場合に使用するために確保され、通常ゼロという値に設定される。
【０６４１】
　音声サンプルレートフィールド（１バイト）は、音声ＰＣＭサンプルレートを指定する
。利用されるフォーマットは、０という値は毎秒あたり８０００サンプルという速度を示
し、それぞれ１という値は１６，０００ｓｐｓを示し、２という値は２４，０００ｓｐｓ
を、３という値は３２，０００ｓｐｓを、４という値は４０，０００ｓｐｓを、５という
値は４８，０００ｓｐｓを、６という値は１１，０２５ｓｐｓを、７という値は２２，０
５０ｓｐｓを、８という値は４４，１００ｓｐｓを示し、９から２５５という値は将来の
使用に確保されているため、それらは現在ゼロに設定されている。
【０６４２】
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長から音声サンプルレートまで
のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣが適切にチェックできない場合
、パケット全体が廃棄される。デジタル音声データフィールドは、再生される未処理の音
声サンプルを含み、通常、符号なし整数として線形フォーマットの形を取る。音声データ
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ＣＲＣフィールド（２バイト）は、音声データだけの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲ
Ｃがチェックできない場合、音声データは依然として使用できるが、ＣＲＣエラーカウン
トは増分される。
【０６４３】
　Ｃ．ユーザ定義ストリームパケット
　一実施形態では、２バイトストリームＩＤ番号フィールドは、特定のユーザ定義ストリ
ームを識別するために使用される。ストリームパラメータフィールドとストリームデータ
フィールドのコンテンツは、通常、ＭＤＤＩ装置製造メーカによって定義される。２バイ
トのストリームパラメータＣＲＣフィールドは、パケット長から始まり、音声コード化バ
イトまでのストリームパラメータのすべての１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェ
ックできない場合には、パケット全体が廃棄される。ＭＤＤインタフェースの最終用途に
よって必要とされない場合、つまりそれらがオプションであると見なされる場合には、ス
トリームパラメータフィールドとストリームパラメータＣＲＣフィールドの両方とも廃棄
されてよい。２バイトのストリームデータＣＲＣフィールドはストリームデータだけのＣ
ＲＣを含む。このＣＲＣが適切にチェックできない場合には、ストリームデータの使用は
、用途の要件に応じてオプションとなる。ＣＲＣが優良であることに付随してストリーム
データを使用するには、通常ＣＲＣが優良であるとして確認されるまでストリームデータ
がバッファに入れられることが必要となる。ＣＲＣエラーカウントは、ＣＲＣがチェック
しない場合に増分される。
【０６４４】
　Ｄ．カラーマップパケット用
　２バイトのｈＣｌｉｅｎｔ　ＩＤフィールドは、前記に使用されるようにクライアント
ＩＤに確保される情報又は値が含まれる。このフィールドは通常将来の使用に確保される
ため、現在値は、ビットを「０」に設定することによってゼロに設定される。
【０６４５】
　２バイトのカラーマップアイテムカウントフィールドは、カラーマップデータフィール
ドに含まれる３バイトのカラーマップアイテムの総数、あるいはこのパケットのカラーマ
ップデータに存在するカラーマップテーブルエントリを指定するための値を使用する。こ
の実施形態では、カラーマップデータのバイト数はカラーマップアイテムカウントの３倍
である。カラーマップアイテムカウントは、カラーマップデータを送信しないようにゼロ
に等しく設定される。カラーマップサイズがゼロであると、カラーマップオフセット値は
通常依然として送信されるが、それはディスプレイによって無視される。カラーマップオ
フセットフィールド（４バイト）は、クライアントデバイス内のカラーマップテーブルの
始まりからのこのパケットのカラーマップデータのオフセットを指定する。
【０６４６】
　２バイトのパラメータＣＲＣフィールドは、パケット長から音声コード化バイトまでの
すべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合は、パケット全体が
廃棄される。
【０６４７】
　カラーマップデータフィールドの場合、各カラーマップロケーションの幅はカラーマッ
プアイテムサイズフィールドによって指定され、一実施形態では、第１の部分（ｂａｒｔ
）が青の大きさを指定し、第２の部分が緑の大きさを指定し、第３の部分が赤の大きさを
指定する。カラーマップサイズフィールドは、カラーマップデータフィールドに存在する
３バイトのカラーマップテーブルアイテムの数を指定する。単一のカラーマップが一つの
ビデオデータフォーマットカラーマップパケットの中に収まらない場合には、カラーマッ
プ全体が、異なるカラーマップデータとカラーマップオフセットの付いた複数のパケット
をそれぞれのパケットで送信することによって指定されてよい。各カラーマップデータア
イテムの中の青のビット数、緑のビット数、及び赤のビット数は、表示能力パケットのカ
ラーマップＲＧＢ幅フィールドに指定されるのと同じとする。
【０６４８】
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　２バイトのカラーマップデータＣＲＣフィールドは、カラーマップデータだけのＣＲＣ
を含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、カラーマップデータは依然として使用
できるが、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０６４９】
　各カラーマップデータアイテムは次の順序で送信されなければならない。つまり、青、
緑、赤で、各成分の最下位ビットが最初に送信される。各カラーマップアイテムの個々の
赤、緑及び青の成分は圧縮されるものとするが、各カラーマップアイテム（青の成分の最
下位ビット）はバイト位置合わせされる必要がある。Ｅｒｒｏｒ！Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｏｕｒｃｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ．（エラー！情報源が検出されない）（新しいＺ）は
、６ビットの青、８ビットの緑及び７ビットの赤のあるカラーマップデータアイテムの一
例を示す。この例の場合、カラーマップパケットのカラーマップアイテムサイズは２１に
等しく、表示能力パケットのカラーマップＲＧＢ幅フィールドは０ｘ０７８６に等しい。
【パケット図２２】
【０６５０】

　Ｅ．逆方向リンクカプセル化パケット用
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からターンアラウンド長まで
のすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、
パケット全体が廃棄される。
【０６５１】
　一実施形態では、逆方向リンクフラグフィールド（１バイト）が、ディスプレイから情
報を要求するためのフラグのセットを含む。ビット（例えばビット０）が１に設定される
と、ホストは表示能力パケットを使用してディスプレイから指定される情報を要求する。
ビットがゼロである場合は、ホストはディスプレイから情報を必要としない。残りのビッ
ト（ここではビット１から７）は、将来の使用に確保され、ゼロに設定される。しかしな
がら、多くのビットは、逆方向リンク用のフラグを設定するために所望されるように使用
できる。
【０６５２】
　逆方向レート除数フィールド（１バイト）は、逆方向リンクデータクロックに関して発
生するＭＤＤＩ＿Ｓｔｂサイクル数を指定する。逆方向リンクデータクロックは、２倍さ
れた逆方向レート除数（ｔｗｏ　ｔｉｍｅｓ　ｔｈｅ　Ｒｅｖｅｒｓｅ　Ｒａｔｅ　Ｄｉ
ｖｉｓｏｒ）で除算された順方向リンクデータクロックに等しい。逆方向リンクデータレ
ートは、逆方向リンクでの逆方向リンクデータクロックとインタフェースタイプに関連す
る。Ｉ型インタフェースの場合、逆方向データレートは、逆方向リンクデータクロックに
等しく、ＩＩ型、ＩＩＩ型、及びＩＶ型のインタフェースの場合、逆方向データレートは
、それぞれ逆方向リンクデータクロックの２倍、４倍及び８倍に等しい。
【０６５３】
　全ゼロ１フィールドは、論理ゼロレベルでビットを設定することによって値のゼロに等
しく設定されるバイトのグループを含み、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号が、第１のガ
ード時間期間の間にラインドライバをディスエーブルする前にゼロ状態にあり、反映され
た論理１レベルが、ターンアラウンド１フィールドの間にホストのラインドライバをディ
スエーブルする前に消失できることを確実にするために使用される。一実施形態では、全
ゼロ１フィールドの長さはケーブルの往復遅延の順方向リンクバイト伝送回数より大きい
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、又は等しい。
【０６５４】
　ターンアラウンド１長フィールド（１バイト）はターンアラウンド１に割り当てられ、
第１のターンアラウンド期間を確立するバイト総数を指定する。ターンアラウンド長パラ
メータにより指定されるバイト数は、ホスト内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバが、
クライアント内のラインドライバがイネーブルされる前にディスエーブルできるようにす
るために割り当てられる。ホストは、ターンアラウンド１のビット０の間にそのＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａラインドライバをディスエーブルし、クライアントはその出力をイネーブルし
、ターンアラウンド１の最後のビットの間にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理０に駆動する。
ＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号は、ターンアラウンド１期間がすべてゼロであるかのように動作す
る．ターンアラウンド１の推奨される長さは、ホスト内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバが
出力をディスエーブルさせるために必要とされるバイト数である。これは、前述された出
力ディスエーブル時間、順方向リンクデータレート及び使用されている順方向リンクイン
タフェースタイプ選択に基づいている。ターンアラウンド１の設定値のさらに完全な説明
は前述される。
【０６５５】
　全ゼロ２フィールドは、ビットを論理ゼロレベルで設定することによってゼロに等しく
設定されるバイトのグループを含み、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号がゼロ状態にあり
、ターンアラウンド１フィールドの間にホストのラインドライバをディスエーブルする前
に反映された論理１レベルが消失できることを確実にするために使用される。一実施形態
では、全ゼロ２フィールドの長さは、ケーブルの往復遅延の順方向リンクバイト伝送回数
より大きい又は等しい。
【０６５６】
　ターンアラウンド２長フィールド（１バイト）は第２のターンアラウンド期間を確立す
るためにターンアラウンド２に割り当てられるバイトの総数を指定する。バイト数はター
ンアラウンド長パラメータによって指定されクライアントの中のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａライ
ンドライバがホスト内のラインドライバがイネーブルされる前にディスエーブルできるた
めに割り当てられる。クライアントはターンアラウンド２のビット０の間にそのＭＤＤＩ
＿Ｄａｔａラインドライバをディスエーブルし、ホストはその出力をイネーブルし、ター
ンアラウンド２の最後のビットの間にＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０を論理０に駆動する。ＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ信号は、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０があたかもターンアラウンド２期間全体で論理
ゼロレベルにあるかのように動作する。ターンアラウンド２の推奨される長さは、ディス
プレイのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａドライバが、往復遅延が加えられたその出力をディスエーブ
ルするのに要するバイト数である。ターンアラウンド２の設定値の説明は前述される。
【０６５７】
　逆方向データパケットフィールドは、クライアントからホストに転送される一連のデー
タパケットを含む。前述されたように、他のパケットタイプによって使用されない残りの
空間を充填するためにフィラーパケットが送信される。
【０６５８】
　ドライバ再イネーブルフィールドは、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号が、次のパケッ
トのパケット長フィールドの前に再イネーブルされることを確実にするために論理ゼロに
等しい１バイトを使用する。
【０６５９】
　Ｆ．表示能力パケット用
　一実施形態では、プロトコルバージョンフィールドが、クライアントによって使用され
るプロトコルバージョンを指定するために２バイトを使用する。最小プロトコルバージョ
ンフィールドは、クライアントが利用する又は解釈することができる最小のプロトコルバ
ージョンを指定するために２バイトを使用するが、初期バージョンはゼロに等しく設定さ
れる。表示データレート能力フィールド（２バイト）は、インタフェースの順方向リンク
でディスプレイが受信できる最大データレートを指定し、毎秒メガビット（Ｍｂｐｓ）の
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形で指定される。インタフェースタイプ能力フィールド（１バイト）は、順方向リンクと
逆方向リンクでサポートされるインタフェースタイプを指定する。これは、それぞれ順方
向リンク上でＩＩ型モード、ＩＩＩ型モード、又はＩＶ型モードのどれかを選択するため
にビット０、ビット１、ビット２を、及びそれぞれ逆方向リンクでＩＩ型、ＩＩＩ型、又
はＩＶ型モードのどれかを選択するためにビット３、ビット４又はビット５を選択するこ
とによって現在示される。ビット６と７は確保され、ゼロに設定されている。ビットマッ
プ幅高さフィールド（２バイト）は、ピクセル単位でビットマップの幅と高さを指定する
。
【０６６０】
　白黒能力フィールド（１バイト）は、白黒フォーマットで表示できる解像度のビット数
を指定するために使用される。ディスプレイが白黒フォーマットを使用できない場合には
、この値はゼロに設定される。ビット７から４は、将来の使用に確保され、したがってゼ
ロとして設定される。ビット３から０はピクセルごとに存在できるグレースケールの最大
ビット数を定める。これらの４つのビットは、ピクセルごとに１から１５の値を指定でき
るようにする。値がゼロである場合には、白黒フォーマットはディスプレイによってサポ
ートされない。
【０６６１】
　カラーマップ能力フィールド（３バイト）は、ディスプレイのカラーマップテーブルに
存在するテーブルアイテムの最大数を指定する。ディスプレイがカラーマップフォーマッ
トを使用できない場合には、この値はゼロである。
【０６６２】
　ＲＧＢ能力フィールド（２バイト）は、ＲＧＢフォーマットで表示できる解像度のビッ
ト数を指定する。ディスプレイがＲＧＢフォーマットを使用できない場合は、この値はゼ
ロに等しい。ＲＧＢ能力ワードは３つの別々の符号なし値から構成される。つまり、各ピ
クセルにおいて、ビット３から０は青の最大ビット数を定め、ビット７から４は緑の最大
ビット数を定め、ビット１１から８は赤の最大ビット数を定める。現在、ビット１５から
１２は将来の使用に確保され、通常ゼロに設定される。
【０６６３】
　Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ能力フィールド（２バイト）は、Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂフォマットで表示でき
る解像度のビット数を指定する。ディスプレイがＹ　Ｃｒ　Ｃｂフォーマットを使用でき
ない場合、この値はゼロに等しく設定される。Ｙ　Ｃｒ　Ｃｂ能力ワードはこれらの別々
の符号なし値から構成される。つまり、ビット３から０はＣｂサンプルの最大ビット数を
定め、ビット７から４はＣｒサンプルの最大ビット数を定め、ビット１１から８はＹサン
プルの最大ビット数を定め、ビット１５から１２は現在、将来の使用のために確保され、
ゼロに設定されている。
【０６６４】
　ディスプレイ機能能力インジケータフィールドは、サポートされるディスプレイの特定
の機能を示すフラグのセットを含む４バイトを使用する。１に設定されるビットは、能力
がサポートされていることを示し、ゼロに設定されるビットは能力がサポートされていな
いことを示す。ビット０の値は、ビットマップブロック転送パケット（パケットタイプ７
１）がサポートされているかどうかを示す。ビット１、２、３の値は、ビットマップ領域
塗りつぶしパケット（パケットタイプ７２）、ビットマップパターン塗りつぶしパケット
（パケットタイプ７３）、又は通信リンクデータチャネルパケット（パケットタイプ７４
）がそれぞれサポートされているか否かを示す。ビット４はディスプレイに１つの色を透
明にする能力があるかどうかを示し、ビット５と６の値は、ディスプレイがそれぞれ圧縮
形式のビデオデータそれとも音声データを受け入れることができるのか示し、ビット７の
値は、ディスプレイがカメラから逆方向リンクビデオストリームを送信できるかどうかを
示す。ビット１１と１２の値は、それぞれ、クライアントがいつポインティングデバイス
と通信しており、ポインティングデバイスデータパケットを送受できるのか、あるいはキ
ーボードを用いてキーボードデータパケットを送受できるのかを示す。ビット１３から３
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１は、現在、将来の使用又はシステム設計者にとって有効な代替の指定に確保され、通常
ゼロに等しく設定される。
【０６６５】
　ディスプレイビデオフレームレート能力フィールド（１バイト）は、１秒当たりフレー
ムでディスプレイの最大ビデオフレーム更新能力を指定する。ホストは、このフィールド
に指定される値より低速で画像を更新することを選んでよい。
【０６６６】
　音声バッファ深度フィールド（２バイト）は、各音声ストリームに専用であるディスプ
レイのエラスティックバッファ（ｅｌａｓｔｉｃ　ｂｕｆｆｅｒ）の深度を指定する。
【０６６７】
　音声チャネル能力フィールド（２バイト）は、ディスプレイ（クライアント）によって
どの音声チャネルがサポートされているのかを示すフラグのグループを含む。１に設定さ
れるビットは、チャネルがサポートされていることを示し、ゼロに設定されるビットは、
チャネルがサポートされていないことを示す。ビット位置はさまざまなチャネルに割り当
てられている。例えば、ビット位置０、１、２、３、４、５、６、７は、左前チャネル、
右前チャネル、左後チャネル、右後チャネル、前中心チャネル、サブウーファチャネル、
サラウンド左チャネル、及びサラウンド右チャネルを示す。ビット８から１５は現在は将
来の使用に確保され、通常ゼロに設定される。
【０６６８】
　２バイトの音声サンプルレート能力フィールドは、順方向リンクの場合、クライアント
デバイスの音声サンプルレート能力を示すためのフラグのセットを含む。ビット位置は、
さまざまな速度に相応して割り当てられ、例えばビット０、１、２、３、４、５、６、７
及び８は、それぞれ８，０００毎秒サンプル（ＳＰＳ）、１６，０００ＳＰＳ、２４，０
００ＳＰＳ、３２，０００ＳＰＳ、４０，０００ＳＰＳ、４８，０００ＳＰＳ、１１，０
２５ＳＰＳ、２２，０５０ＳＰＳ、及び４４，１００ＳＰＳであり、ビット９から１５は
、所望されるように将来の又は代替速度の使用のために確保されため、それらは現在「０
」に設定される。これらのビットの１つのビット値を「１」に設定すると、特定のサンプ
ルレートがサポートされることを示し、ビットを「０」に設定すると、そのサンプルレー
トがサポートされていないことを示す。
【０６６９】
　最小サブフレームレートフィールド（２バイト）は、毎秒コマで最小サブフレーム速度
を指定する。最小サブフレーム速度は、表示ステータスを、ディスプレイの特定のセンサ
又はポインティングデバイスを読み取るのに十分な更新レートに保つ。
【０６７０】
　２バイトのＭｉｃサンプルレート能力フィールドは、逆方向リンクの場合、クライアン
トデバイスのマイクの音声サンプルレート能力を示すフラグのセットを含む。ＭＤＤＩの
目的のため、クライアントデバイスマイクは、少なくとも毎秒８，０００サンプルの速度
を最小でもサポートするように構成される。このフィールドのビット位置はさまざまな速
度に割り当てられ、ビット位置０、１、２、３、４、５、６、７、及び８は例えば、それ
ぞれ８，０００毎秒サンプル（ＳＰＳ）、１６，０００ＳＰＳ、２４，０００ＳＰＳ、３
２，０００ＳＰＳ、４０，０００ＳＰＳ、４８，０００ＳＰＳ、１１，０２５ＳＰＳ、２
２，０５０ＳＰＳ及び４４，１００ＳＰＳを表すために使用され、ビット９から１５は、
所望されるように将来の又は代替の速度に確保されるため、現在は「０」に設定されてい
る。これらのビットの１つのビット値を「１」に設定すると、その特定のサンプルレート
がサポートされ、ビットを「０」に設定することはサンプルレートがサポートされていな
いことを示す。マイクが接続されていない場合には、Ｍｉｃサンプルレート能力ビットの
それぞれはゼロに等しく設定される。
【０６７１】
　コンテンツ保護タイプフィールド（２バイト）は、ディスプレイによってサポートされ
るデジタルコンテンツ保護のタイプを示すフラグのセットである。現在、ビット位置０は
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、ＤＴＣＰがサポートされることを示すために使用され、ビット位置１は、ＨＤＣＰがサ
ポートされることを示すために使用され、ビット位置２から１５は、所望されるように、
又は使用できるように他の保護方式との使用に確保されているため、それらは現在ゼロに
設定されている。
【０６７２】
　Ｇ．ディスプレイ要求パケット及びステータスパケット
　逆方向リンク要求フィールド（３バイト）は、ホストに情報を送信するために次のサブ
フレームで、ディスプレイが逆方向リンクで必要とするバイト数を指定する。
【０６７３】
　ＣＲＣエラーカウントフィールド（１バイト）は、メディアフレームの開始以来いくつ
のＣＲＣエラーが発生したのかを示す。ＣＲＣカウントは、ゼロというサブフレームカウ
ント付きのサブフレームヘッダパケットが送信されるとリセットされる。ＣＲＣエラーの
実際の数は２５５を超えると、この値は通常２５５で飽和する。
【０６７４】
　能力変化フィールドは、ディスプレイの能力の変化を示すために１バイトを使用する。
これは、ユーザがマイク、キーボード、又はディスプレイ等の周辺装置を他の何らかの理
由から接続する場合に発生するであろう。ビット［７：０］が０に等しいときには、能力
は前回の表示能力パケットが送信されたときから変化していない。しかしながら、ビット
［７：０］が１から２５５に等しいとき、能力は変更している。ディスプレイ能力パケッ
トは、新しい表示能力を決定するために調べられる。
【０６７５】
　Ｈ．ビットブロック転送パケット
　ウィンドウ左上座標Ｘ値とＹ値のフィールドは、それぞれ移動されるウィンドウの左上
角の座標のＸ値とＹ値を指定するために２バイトを使用する。ウィンドウフィールドと高
さフィールドは、それぞれ移動されるウィンドウの幅と高さを指定するために２バイトを
使用する。ウィンドウＸ移動フィールドとＹ移動フィールドは、ウィンドウがそれぞれ水
平に及び垂直に移動されるピクセル数を指定するためにそれぞれ２バイトを使用する。通
常、これらの座標は、Ｙの正の値がウィンドウを下に移動させ、不の値が上方への移動を
引き起こす一方で、Ｘの正の値がウィンドウを右に移動させ、不の値が左側への移動を引
き起こすように構成される。
【０６７６】
　Ｉ．ビットマップ領域塗りつぶしパケット
　ウィンドウ左上座標Ｘ値フィールドとＹ値フィールドは、塗りつぶされるウィンドウの
左上角の座標のＸ値とＹ値を指定するためにそれぞれ２バイトを使用する。ウィンドウ幅
フィールドと高さフィールド（各２バイト）は、塗りつぶされるウィンドウの幅と高さを
指定する。ビデオデータフォーマット記述子フィールド（２バイト）は、ピクセル領域塗
りつぶし値のフォーマットを指定する。フォーマットはビデオストリームパケット内の同
じフィールドと同じである。ピクセル領域塗りつぶし値フィールド（４バイト）は、前述
されたフィールドによって指定されるウィンドウの中に充填されるピクセル値を含む。こ
のピクセルのフォーマットはビデオデータフォーマット記述子フィールドに指定される。
【０６７７】
　Ｊ．ビットマップパターン塗りつぶしパケット
　ウィンドウ左上座標Ｘ値とＹ値フィールドは、塗りつぶされるウィンドウの左上角の座
標のＸ値とＹ値を指定するためにそれぞれ２バイトを使用する。ウィンドウ幅フィールド
と高さフィールド（各２バイト）は、塗りつぶされるウィンドウの幅と高さを指定する。
パターン幅フィールドとパターン高さフィールド（各２バイト）は、塗りつぶしパターン
のそれぞれ幅と高さを指定する。２バイトのビデオデータフォーマット記述子フィールド
は、ピクセル領域塗りつぶし値のフォーマットを指定する。図１１は、ビデオデータフォ
ーマット記述子がどのようにしてコード化されるのかを描く。フォーマットは、ビデオス
トリームパケットの同じフィールドと同じである。
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【０６７８】
　　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からビデオフォーマット記
述子にすべてのバイトのＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合、パケット全
体が廃棄さえる。パターンピクセルデータフィールドは、ビデオデータフォーマット記述
子によって指定されるフォーマットの塗りつぶしパターンを指定する未処理ビデオ情報を
含む。データはバイトに圧縮され、各行の最初のピクセルはバイト位置合わせされなけれ
ばならない。塗りつぶしパターンデータは一度に１行づつ送信される。パターンピクセル
データＣＲＣフィールド（２バイト）は、パターンピクセルデータだけのＣＲＣを含む。
ＣＲＣがチェックできない場合、パターンピクセルデータは依然として使用できるが、Ｃ
ＲＣエラーカウントが増分される。
【０６７９】
　Ｋ．通信リンクデータチャネルパケット
　パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケットタイプまでのす
べてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできない場合には、パケ
ット全体が廃棄される。
【０６８０】
　通信リンクデータフィールドは、通信チャネルから未処理データを含む。このデータは
、単にディスプレイ内でコンピュータデバイスに渡されるだけである。　
　通信リンクデータＣＲＣフィールド（２バイト）は、通信リンクデータだけの１６ビッ
トＣＲＣを含む。ＣＲＣがチェックできない場合、通信リンクデータは依然として使用さ
れる又は有効であるが、ＣＲＣエラーカウントが増分される。
【０６８１】
　Ｌ．インタフェースタイプハンドオフ要求パケット
　インタフェースタイプフィールド（１バイト）は、使用するための新しいインタフェー
スタイプを指定する。このフィールドの値は、以下のようにインタフェースタイプを指定
する。ビット７の値は「０」に等しい場合、タイプハンドオフ要求は順方向リンク向けで
あり、それが「１」に等しい場合には、タイプハンドオフ要求は逆方向リンク向けである
。ビット６から３は将来の使用に確保され、通常ゼロに設定される。ビット２から０は、
使用されるインタフェースタイプを定義するために使用され、１という値は、Ｉ型モード
へのハンドオフを意味し、２という値はＩＩ型モードへのハンドオフを意味し、３という
値はＩＩＩ型モードへのハンドオフを意味し、４という値はＩＶ型モードへのハンドオフ
を意味する。「０」及び５から７という値は、代替モードの将来の指定又はモードの組み
合わせのために確保される。
【０６８２】
　Ｍ．インタフェースタイプ肯定応答パケット
　インタフェースタイプフィールド（１バイト）は、使用するための新しいインタフェー
スタイプを確認する値を有する。このフィールドの値は、以下のようにインタフェースタ
イプを指定する。ビット７が「０」に等しい場合、タイプハンドオフ要求は順方向リンク
向けである。代わりに、それが「１」に等しい場合、タイプハンドオフ要求は、逆方向リ
ンク向けである。ビット位置６から３は、現在、所望されるように他のハンドオフタイプ
を指定する際の使用に確保され、通常ゼロに設定される。しかしながら、ビット位置２か
ら０は、否定応答を示す「０」という値と使用するためのインタフェース型を、あるいは
要求されたハンドオフは実行できず、「１」、「２」、「３」、「４」という値は、それ
ぞれＩ型モード、ＩＩ型モード、ＩＩＩ型モード、及びＩＶ型モードへのハンドオフを示
すことを定義するために使用される。値５から７は、所望されるように、モードの代替指
定と使用するために確保される。
【０６８３】
　Ｎ．実行型ハンドオフパケット
　１バイトのインタフェースタイプフィールドは、使用する新しいインタフェースタイプ
を示す。このフィールドに存在する値は、タイプハンドオフが順方向リンク向けであるの
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か否か、あるいは逆方向リンク向けであるのか否かを判断するためにビット７の値を最初
に使用することによってインタフェースタイプを指定する。「０」という値は、タイプハ
ンドオフ要求が順方向リンク向けであることを示し、「１」という値は逆方向リンク向け
である。ビット６から３は、将来の使用に確保され、したがって通常ゼロという値に設定
される。しかしながら、ビット２から０は使用されるインタフェースタイプを設定するた
めに使用され、値１、２、３及び４は、それぞれＩ型モード、ＩＩ型モード、ＩＩＩ型モ
ード及びＩＶ型モードへのハンドオフの使用を指定する。これらのビットに対する値０及
び５から７の使用は将来の使用に確保される。
【０６８４】
　Ｏ．順方向音声チャネルイネーブルパケット
　音声チャネルイネーブルマスクフィールド（１バイト）は、クライアント内でどの音声
チャネルをイネーブルしなければならないのかを示すフラグのグループを含む。１に設定
されるビットは、対応するチャネルをイネーブルし、ゼロに設定されるビットは対応する
チャネルをディスエーブルする。ビット０から５は、それぞれ左前チャネル、右前チャネ
ル、左後チャネル、右後チャネル、前中心チャネル、及びサブウーファチャネルを扱うチ
ャネル０から５を指定する。ビット６と７は、将来の使用に確保され、当座は通常ゼロに
等しく設定される。
【０６８５】
　Ｐ．逆方向音声サンプルレートパケット
　音声サンプルレートフィールド（１バイト）は、デジタル音声サンプルレートを指定す
る。このフィールドの値は異なる速度に割り当てられ、０、１、２、３、４、５、６、７
及び８という値がそれぞれ８，０００毎秒サンプル（ＳＰＳ）、１６，０００ＳＰＳ、２
４，０００（ＳＰＳ）、３２，０００（ＳＰＳ）、４０，０００（ＳＰＳ）、４８，００
０（ＳＰＳ）、１１，０２５（ＳＰＳ）、２２，０５０（ＳＰＳ）及び４４，１００ＳＰ
Ｓを示すために使用され、９から２５４という値は、所望されるように代替速度との使用
に確保されるため、それらは現在「０」に設定されている。２５５という値は、逆方向リ
ンク音声ストリームをディスエーブルするために使用される。
【０６８６】
　サンプルフォーマットフィールド（１バイト）は、デジタル音声サンプルのフォーマッ
トを指定する。ビット［１：０］が「０」に等しいとき、デジタル音声サンプルは線形フ
ォーマットであり、それらが１に等しいとき、デジタル音声サンプルはμ法則フォーマッ
トであり、それらが２に等しいとき、デジタル音声サンプルはＡ－法則フォーマットであ
る。ビット［７：２］は、所望されるように音声フォーマットを指定する上での代替しよ
うに確保され、通常はゼロに等しく設定される。
【０６８７】
　Ｑ．デジタルコンテンツ保護オーバヘッドパケット
　コンテンツ保護タイプフィールド（１バイト）は、使用されるデジタルコンテンツ保護
方法を指定する。１という値が高帯域幅デジタルコンテンツ保護システム（ＨＤＣＰ）を
示す一方、「０」という値はデジタル伝送コンテンツ保護（ＤＴＰ）を示す。２から２５
５の値範囲は、現在指定されていないが、所望されるように代替保護方式との使用に確保
される。コンテンツ保護オーバヘッドメッセージフィールドはホストとクライアントの間
で送信されるコンテンツ保護メッセージを含む可変長のフィールドである。
【０６８８】
　Ｒ．透明色イネーブルパケット
　透明色イネーブルフィールド（１バイト）は、透明色モードがいつイネーブル又はディ
スエーブルされるのかを指定する。ビット０が０に等しい場合には、透明色モードはディ
スエーブルされる。それが１に等しい場合には、透明色モードはイネーブルされ、透明色
は以下の２つのパラメータで指定される。このバイトのビット１から７は、将来の使用に
確保され、通常ゼロに等しく設定される。
【０６８９】
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　ビデオデータフォーマット記述子フィールド（２バイト）はピクセル領域塗りつぶし値
のフォーマットを指定する。図１１は、ビデオデータフォーマット記述子がどのようにし
てコード化されるのかを描く。フォーマットは通常ビデオストリームパケット内の同じフ
ィールドと同じである。
【０６９０】
　ピクセル領域塗りつぶし値フィールドは、前記に指定されたウィンドウの中に充填され
るピクセル値に割り当てられる４バイトを使用する。このピクセルのフォーマットは、ビ
デオデータフォーマット記述子フィールドに指定される。
【０６９１】
　Ｓ．往復遅延測定パケット
　一実施形態では、パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケッ
トタイプまでのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできな
い場合には、パケット全体が廃棄される。
【０６９２】
　全ゼロフィールド（１バイト）は、第１のガードタイム期間中にラインドライバをディ
スエーブルする前にすべてのＭＤＤＩ＿Ｄａａ信号がゼロ状態にあることを確実にするた
めにゼロを含む。
【０６９３】
　ガードタイム１フィールド（８バイト）は、ホスト内のＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドラ
イバが、クライアント（ディスプレイ）内のラインドライバがイネーブルされる前にディ
スエーブルできるようにするために使用される。ホストは、ガードタイム１のビット０の
間にそのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバをディスエーブルし、ディスプレイは、ガー
ドタイム１の最後のビットの直後にそのラインドライバをイネーブルする。
【０６９４】
　測定期間フィールドは、ディスプレイが順方向リンクで使用されるデータレートの半分
で、０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０ｘ０で応答できるようにするために使用される５１２バイト
のウィンドウである。この速度は、１という逆方向リンクレート除数に相当する。ディス
プレイはこの応答を測定期間の始まりに即座に返す。この応答はホストでの測定期間の第
１のビットの開始後に正確にリンクの往復遅延でホストで受信される。ディスプレイのＭ
ＤＤＩ＿Ｄａｔａラインドライバは、ディスプレイからの０ｘｆｆ、０ｘｆｆ、０Ｘ００
応答の直前と直後にディスエーブルされる。
【０６９５】
　ガードタイム２フィールド（８バイト）の値により、クライアントＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ
ラインドライバは、ホスト内のラインドライバがイネーブルされる前にディスエーブルで
きる。ガードタイム２は、つねに存在するが、往復遅延が、測定期間で測定できる最大量
にあるときにだけ必要とされる。クライアントは、ガードタイム２のビット０の間にその
ラインドライバをディスエーブルし、ホストはガードタイム２の最後のビットの直後にそ
のラインドライバをイネーブルする。
【０６９６】
　ドライバ再イネーブルフィールド（１バイト）は、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号が
、次のパケットのパケット長フィールドの前に再イネーブルされることを確実にするため
に、ゼロに等しく設定される。
【０６９７】
　Ｔ．順方向リンク歪み校正パケット
　一実施形態では、パラメータＣＲＣフィールド（２バイト）は、パケット長からパケッ
トタイプまでのすべてのバイトの１６ビットＣＲＣを含む。このＣＲＣがチェックできな
い場合には、パケット全体が廃棄される。
【０６９８】
　校正データシーケンスフィールドは、ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号をデータ期間ごとにトグ
ルさせる５１２バイトのデータシーケンスを含む。校正データシーケンスの処理中、ＭＤ
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ＤＩホストコントローラは、すべてのＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ信号をストローブ信号に等しく
設定する。ディスプレイクロック回復回路は、校正データシーケンスフィールドがクライ
アントディスプレイによって受信されている間にデータクロックを回復するためにＭＤＤ
Ｉ＿Ｓｔｂ　Ｘｏｒ　ＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ０よりむしろＭＤＤＩ＿Ｓｔｂだけを使用する
必要がある。校正データシーケンスフィールドの始まりのＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ信号の正確な
位相に応じて、校正データシーケンスは、通常、このパケットが送信されるときに使用さ
れるインタフェースタイプに基づいて以下の１つとなる。
【０６９９】
　Ｉ型－０ｘａａ，０ｘａａ．．．または０ｘ５５，０ｘ５５．．．
　ＩＩ型－０ｘｃｃ，０ｘｃｃ．．．または０ｘ３３，０ｘ３３．．．
　ＩＩＩ型－０ｘｆ０，０ｘｆ０．．．または０ｘ０ｆ，０ｘ０ｆ．．．
　ＩＶ型－０ｘｆｆ，０ｘ００，０ｘｆｆ，０ｘ００．．．または０ｘ００，０ｘｆｆ，
０ｘ００，０ｘｆｆ．．．
　Ｉ型インタフェースとＩＩ型インタフェースの両方の考えられるＭＤＤＩ＿Ｄａｔａ波
形とＭＤＤＩ＿Ｓｔｂ波形の例は、それぞれ図６２Ａと図６２Ｂに示される。
【０７００】
　ＸＶＩＩ．結論
　本発明の多様な実施形態が前述されたが、それらが制限ではなく、例証としてのみ提示
されたことが理解されなければならない。したがって、本発明の大きさ及び範囲は、前述
された例示的な実施形態のいずれによっても制限されるのではなく、以下の請求項及びそ
の同等物に従ってのみ定義されなければならない。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(136) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図２】

【図３】

【図４】



(137) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(138) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】



(139) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図１５】 【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】



(140) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】



(141) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図３０】

【図３１】

【図３２】

【図３３】 【図３４】



(142) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図３５】 【図３６】

【図３７Ａ】 【図３７Ｂ】



(143) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図３８】 【図３９】

【図４０】 【図４１】



(144) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図４２】 【図４３】

【図４４】 【図４５】



(145) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図４６】 【図４７】

【図４８】 【図４９】



(146) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図５０】 【図５１】

【図５２】 【図５３】



(147) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図５４Ａ】 【図５４Ｂ】

【図５５】 【図５６】



(148) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図５７】 【図５８】

【図５９】 【図６０Ａ】

【図６０Ｂ】



(149) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図６０Ｃ】 【図６１】

【図６２Ａ】

【図６２Ｂ】

【図６３】



(150) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図６４】 【図６５】

【図６６】 【図６７Ａ】



(151) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図６７Ｂ】 【図６８Ａ】

【図６８Ｂ】 【図６８Ｃ】



(152) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図６９】

【図７０】

【図７１】

【図７２】

【図７３】

【図７４】

【図７５】

【図７６】

【図７７】

【図７８】

【図７９】

【図８０】

【図８１】

【図８２】

【図８３】

【図８４】

【図８５】



(153) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図８６】

【図８７】

【図８８】

【図８９】

【図９０】

【図９１Ａ】

【図９１Ｂ】

【図９１Ｃ】

【図９２】

【図９３】

【図９４】

【図９５】

【図９６】

【図９７】

【図９８】



(154) JP 2013-158026 A 2013.8.15

【図９９】

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月28日(2013.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルプレゼンテ
ーションデータを転送するためのデジタルデータインタフェースであって、
　デジタル前記通信経路上、ホストとクライアントの間でデジタルコントロールとプレゼ
ンテーションデータの事前に選択されたセットを通信するための通信プロトコルを形成す
るためにともにリンクされる複数のパケット構造と、
　前記通信経路を通して前記クライアントに結合される前記ホストデバイスに存在し、前
記通信プロトコルを生成するパケットを生成、送信及び受信するように、及びデジタルプ
レゼンテーションデータを１つ又は複数のタイプのデータパケットに形成するように構成
される少なくとも１つのリンクコントローラと、
　所定の固定長を有し、所定数の前記パケットが異なる、可変の長さを有する、前記ホス
トとクライアントの間で通信されるメディアフレーム内でともにグループ化される前記パ
ケットを備えるインタフェース。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７００
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０７００】
　ＸＶＩＩ．結論
　本発明の多様な実施形態が前述されたが、それらが制限ではなく、例証としてのみ提示
されたことが理解されなければならない。したがって、本発明の大きさ及び範囲は、前述
された例示的な実施形態のいずれによっても制限されるのではなく、以下の請求項及びそ
の同等物に従ってのみ定義されなければならない。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　（１）通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルプレ
ゼンテーションデータを転送するためのデジタルデータインタフェースであって、
　デジタル前記通信経路上、ホストとクライアントの間でデジタルコントロールとプレゼ
ンテーションデータの事前に選択されたセットを通信するための通信プロトコルを形成す
るためにともにリンクされる複数のパケット構造と、
　前記通信経路を通して前記クライアントに結合される前記ホストデバイスに存在し、前
記通信プロトコルを生成するパケットを生成、送信及び受信するように、及びデジタルプ
レゼンテーションデータを１つ又は複数のタイプのデータパケットに形成するように構成
される少なくとも１つのリンクコントローラと、
　を備える、インタフェース。
　（２）所定の固定長を有し、所定数の前記パケットが異なる、可変の長さを有する、前
記ホストとクライアントの間で通信されるメディアフレーム内でともにグループ化される
前記パケットをさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（３）前記ホストからのパケットの転送の始まりに配置されるサブフレームヘッダパケ
ットをさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（４）前記リンクコントローラはホストリンクコントローラであり、前記通信経路を通
して前記ホストに結合される前記クライアントデバイスに常駐する少なくとも１つのクラ
イアントリストコントローラをさらに備え、前記通信プロトコルを形成するパケットを生
成し、送信し、受信するように、及び１つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタル
プレゼンテーションデータを形成するように構成される、（１）に記載のインタフェース
。
　（５）クライアントユーザに対するプレゼンテーションのために順方向リンク上で、前
記ホストから前記クライアントにデータを転送するための、ビデオタイプデータ用の１つ
又は複数のビデオストリームパケットと、音声タイプデータ用の音声ストリームパケット
をさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（６）それぞれが既定の期間で並行に異なる最大ビット数のデータの転送を可能にする
複数の転送モードであって、各モードが前記ホストとクライアントリンクドライバの間の
交渉によって選択される複数の転送モードをさらに備え、
　前記転送モードがデータの転送中に前記モード間で動的に調整可能である、
　（２）に記載のインタフェース。
　（７）カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマッ
プパターン塗りつぶし、及び透明色イネーブルタイプのパケットのグループから選ばれる
ビデオ情報を転送するために使用可能な複数のパケットをさらに備える、（１）に記載の
インタフェース。
　（８）データを持たない順方向リンク伝送の期間を占有するために前記ホストによって
生成されるフィラータイプのパケットをさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（９）インタフェース－ユーザ定義データを転送するために、ユーザ定義ストリームタ
イプのパケットをさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（１０）前記通信経路上のどちらかの方向でデータの転送を終了するために、前記ホス
トによる前記クライアントに対する伝送のためのリンクシャットダウンタイプのパケット
をさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（１１）前記クライアントが、ハイバネーション状態から前記ホストをウェークアップ



(156) JP 2013-158026 A 2013.8.15

するための手段をさらに備える、（１）に記載のインタフェース。
　（１２）ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上でホストデバイスと
クライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送する方法であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをともにリンクすることと、
　前記通信プロトコルを使用して、前記通信経路上で、前記ホストデバイスと前記クライ
アントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択さ
れたセットを通信することと、
　前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに、前記ホストデバイスに常駐する少
なくとも１つのホストリンクコントローラを結合し、前記ホストリンクコントローラが前
記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複
数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成
されることと、
　前記リンクコントローラを使用して前記通信経路上でパケットの形式のデータを転送す
ることと、
　を備える方法。
　（１３）前記ホストとクライアントの間の通信のためにメディアフレーム内で前記パケ
ットをともにグループ化することをさらに備え、前記メディアフレームが所定の固定長を
有し、所定数の前記パケットが異なる、可変長を有する、（１２）に記載の方法。
　（１４）サブフレームヘッダタイプパケットで前記ホストからパケットの転送を開始す
ることをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（１５）前記通信リンク上で、双方向に前記ホストとクライアントの間で情報を転送す
ることをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（１６）前記通信経路を通して前記ホストデバイスに結合される前記クライアントデバ
イスに常駐し、前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように
、及び１つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形
成するように構成される少なくとも１台のクライアントリンクコントローラをさらに備え
る、（１２）に記載の方法。
　（１７）前記ホストリンクコントローラが１台又は複数台の差動ラインドライバを備え
、前記クライアントリンクコントローラが前記通信経路に結合される１台又は複数台の差
動ラインレシーバを備える、（１６）に記載の方法。
　（１８）前記クライアントが前記インタフェースを通してどのタイプのデータとデータ
レートに対処できるのかを判断するために、ホストリンクコントローラによってクライア
ントから表示能力情報を要求することをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（１９）前記リンクコントローラのそれぞれによって前記通信経路の一部としてＵＳＢ
データインタフェースを操作することをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（２０）前記パケットは、それぞれパケット長フィールド、１つ又は複数のパケットデ
ータフィールド、及びサイクリックリダンダンシーチェックフィールドを備える、（１２
）に記載の方法。
　（２１）それぞれが既定の期間で並行してデータの異なる最大ビット数の転送が可能で
ある、複数の転送モードの各方向での１つの使用を前記ホストとクライアントリンクドラ
イバの間で交渉し、
　データの転送中に前記転送モード間で動的に調整することと、
　をさらに備える、（１３）に記載の方法。
　（２２）カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマ
ップパターン塗りつぶし、及び透明色イネーブルタイプのパケットのグループから選ばれ
るビデオ情報を転送するために複数のパケットの１つ又は複数を使用することをさらに備
える、（１２）に記載の方法。
　（２３）データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するために、前記ホストによ
ってフィラータイプパケットを生成することをさらに備える、（１２）に記載の方法。
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　（２４）前記ホストによる前記クライアントへの伝送のために、リンクシャットダウン
タイプのパケットを使用して前記通信経路上でどちらかの方向のデータの転送を終了する
ことをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（２５）前記クライアントとの通信によって、ハイバネーション状態から前記ホストを
ウェークアップすることをさらに備える、（１２）に記載の方法。
　（２６）ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上でホストデバイスと
クライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための装置であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをリンクするため、及び前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上で、
前記ホストと前記クライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーショ
ンデータの所定のセットを通信するために前記ホストデバイス内に置かれた少なくとも１
台のホストリンクコントローラと、
　前記クライアントデバイス内に配置され、前記通信経路を通して前記ホストリンクコン
トローラに結合される少なくとも１台のクライアントコントローラと、
　前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又
は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように
構成される各リンクコントローラと、
　を備える、装置。
　（２７）前記ホストコントローラは状態機械である、（２６）に記載の装置。
　（２８）前記ホストコントローラは汎用信号プロセッサを備える、（２６）に記載の装
置。
　（２９）前記ホストからのパケットの転送の開始時にサブフレームヘッダタイプのパケ
ットをさらに備える、（２６）に記載の装置。
　（３０）前記リンクコントローラは、前記通信リンク上で双方向で前記ホストとクライ
アントデバイスの間で情報を転送するように構成される、（２６）に記載の装置。
　（３１）前記ホストコントローラは１台又は複数台のリンクドライバを備え、前記クラ
イアントレシーバは前記通信経路に結合される１台又は複数台の差動ラインレシーバを備
える、（３０）に記載の装置。
　（３２）クライアントユーザへのプレゼンテーションのために、前記ホストから前記ク
ライアントにデータを転送するときに、ビデオタイプデータのためのビデオストリームタ
イプパケットと、音声タイプのための音声ストリームタイプのパケットとをさらに備える
、（２６）に記載の装置。
　（３３）前記クライアントから前記ホストへデータを転送するための１つ又は複数の逆
方向リンクカプセル化タイプのパケットをさらに備える、（２６）に記載の装置。
　（３４）クライアントリンクコントローラから前記ホストリンクコントローラに表示能
力又はプレゼンテーション能力を伝えるための少なくとも１つの表示能力タイプのパケッ
トをさらに備える、（３３）に記載の装置。
　（３５）前記パケットは、それぞれパケット長フィールドと、１つ又は複数のパケット
データフィールドと、サイクリックリダンダンシーチェックフィールドとを備える、（２
６）に記載の装置。
　（３６）前記ホストとクライアントリンクコントローラは、それぞれが既定の期間で並
行してデータの異なる最大ビット数の転送を可能にする、データの転送中前記転送モード
の間で動的に調整できる複数の転送モードの内の１つを各方向で使用するように構成され
る、（２６）に記載の装置。
　（３７）カラーマップ、ビットブロック転送、ビットマップ領域塗りつぶし、ビットマ
ップパターン塗りつぶし、及び透明色イネーブルのタイプのパケットから選ばれるビデオ
情報を転送するために複数のパケットの１つ又は複数をさらに備える、（２６）に記載の
装置。
　（３８）データを有さない順方向リンク伝送の期間を占有するために、前記ホストによ
る転送のためのフィラータイプのパケットをさらに備える、（２６）に記載の装置。
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　（３９）前記ホストコントローラは、前記通信経路上でどちらかの方向でのデータの転
送を終了するための前記クライアント手段にリンクシャットダウンタイプのパケットを送
信するように構成される、（２６）に記載の装置。
　（４０）ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上、ホストデバイスと
クライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための電子システムで使用
するために、
　コンピュータ使用可能媒体であって、アプリケーションプログラムをコンピュータシス
テム上で実行させるために前記媒体で具現化されるコンピュータ読み取り可能プログラム
コード手段を有し、前記コンピュータ読み取り可能プログラムコード手段が、
　前記コンピュータシステムに複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成させ、所
定の通信プロトコルを形成するためにそれらをともにリンクさせるためのコンピュータ読
み取り可能第１プログラムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに、前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホ
ストと前記クライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデー
タの事前に選択されたセットを通信させるためのコンピュータ読み取り可能第２プログラ
ムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに、前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに配置
される少なくとも１台のクライアントコントローラに、前記ホストデバイスに配置される
少なくとも１台のホストリンクコントローラを結合させるための、前記リンクコントロー
ラが前記通信プロトコルを形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ
又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するよう
に構成されるコンピュータ読み取り可能第３プログラムコード手段と、
　前記コンピュータシステムに前記リンクコントローラを使用して前記通信経路上でパケ
ットの形でデータを転送させるためのコンピュータ読み取り可能第４プログラムコード手
段と、
　を備えるコンピュータ使用可能媒体、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　（４１）ユーザに対するプレゼンテーションのために通信経路上、ホストデバイスとク
ライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送するための装置であって、
　複数の所定のパケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成する
ためにそれらをともにリンクさせるための手段と、
　前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホストと前記クライアントデバイ
スの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択されたセットを
通信するための手段と、
　前記通信経路を通して、前記ホストとクライアントのそれぞれに１台、ともに少なくと
も２台のリンクコントローラを結合するための手段であって、それぞれが前記通信経路を
形成するパケットを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複数のタイプのデータ
パケットにデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成される手段と、
　前記リンクコントローラを使用して、前記通信経路でパケットの形でデータを転送する
ための手段と、
　を備える、装置。
　（４２）サブフレームヘッダタイプのパケットで前記ホストからの転送を開始するため
の手段をさらに備える、(４１)に記載の装置。
　（４３）前記通信リンクで双方向に前記ホストとクライアントの間で情報を転送するた
めの手段をさらに備える、（４１）に記載の装置。
　（４４）どのタイプのデータとデータレートに前記クライアントが前記インタフェース
を通して対処できるのかを決定するために、ホストリンクコントローラによって前記クラ
イアントから表示能力情報を要求するための手段をさらに備える、（４１）に記載の装置
。
　（４５）少なくとも１つの表示能力タイプのパケットを使用してクライアントリンクコ
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ントローラから前記ホストリンクコントローラに表示能力又はプレゼンテーション能力を
伝達するための手段をさらに備える、（４４）に記載の装置。
　（４６）それぞれが既定の期間で並行してデータの異なる最大ビット数の転送を可能に
する、各方向での複数の転送モードの１つの前記使用を前記ホストとクライアントリンク
ドライバの間で交渉するための手段と、
　データの転送中に前記転送モードの間で動的に調整するための手段と、
　をさらに備える、（４２）に記載の装置。
　（４７）カラーマップ、ビットブロック転送、ビット領域塗りつぶし、ビットマップパ
ターン塗りつぶし及び透明色イネーブルのタイプのパケットのグループから選ばれるビデ
オ情報を転送するために複数のパケットの１つ又は複数を使用するための手段をさらに備
える、（４１）に記載の装置。
　（４８）通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデ
ータを転送するための電子システムで使用するためのプロセッサであって、複数の所定の
パケット構造の１つ又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成するためにそれらを
ともにリンクさせるように、１つ又は複数のタイプのデータパケットにデジタルプレゼン
テーションデータを形成し、前記通信プロトコルを使用して前記通信経路上、前記ホスト
と前記クライアントデバイスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの
所定のセットを通信するように、及び前記通信経路上でパケットの形式でデータを転送す
るように構成される、プロセッサ。
　（４９）通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデ
ータを転送する電子システムで同期を得る際に使用するための状態機械であって、少なく
とも１つの非同期フレーム状態同期状態と、少なくとも２つの同期状態獲得同期状態と、
少なくとも３つの同期中状態同期状態を有するように構成される、状態機械。
　（５０）通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデ
ータを転送する電子システム内で同期を得る際に使用するための状態機械であって、少な
くとも１つの同期獲得状態同期状態と、少なくとも２つの同期中同期状態とを有するよう
に構成される、状態機械。
　（５１）同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、通信
リンク内の同期パターンの存在を検出する、（５０）に記載の状態機械。
　（５２）同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための第２の条件が、フレ
ーム境界でサブフレームヘッダパケットと良好なＣＲＣ値の存在を検出する、（５１）記
載の状態機械。
　（５３）第１の同期中状態と同期獲得状態の間でシフトするための１つの条件が、サブ
フレーム境界での同期パターンなし、又は不良ＣＲＣ値の存在を検出する、（５０）に記
載の状態機械。
　（５４）第１の同期中状態と第２の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、
サブフレーム境界で同期パターンなし又は不良ＣＲＣ値の存在を検出する、（５０）に記
載の状態機械。
　（５５）同期獲得状態と第１の同期中状態の間でシフトするための１つの条件が、通信
リンク内の同期パターンの存在を検出し、良好なパケットＣＲＣ値の存在を検出する、（
５０）に記載の状態機械。
　（５６）第１の同期中状態と同期獲得状態の間でシフトするための条件が、パケット内
の不良ＣＲＣの存在を検出する、（５０）に記載の状態機械。
　（５７）通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で高速でデジタルデ
ータを転送する電子システム内で同期を得る際に使用するための状態機械であって、少な
くとも１つの同期獲得状態同期状態と、少なくとも２つの同期中状態同期状態とを有する
ように構成され、第１の同期中状態と同期獲得状態の間で直接的にシフトするための条件
が、一連のパケットのどれかの中で不良ＣＲＣ値の存在を検出する、状態機械。
　（５８）第１の同期中状態と同期獲得状態の間で直接的にシフトするための条件が、一
意のワードが、それが到着することを予想されるときにいつ発生しないのかを検出する、
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（５７）に記載の状態機械。
　（５９）少なくとも１０クロックサイクルの間高状態にデータラインを駆動し、データ
ラインがゼロであるかのように、前記ホストによってストローブ信号を送信し始めること
によって通信リンクをウェークアップすることをさらに備える、（２６）に記載の方法。
　（６０）ホストが１５０クロックサイクルの間データラインを高に駆動した後に、スト
ローブ信号を送信し続ける間に前記ホストによって５０クロックサイクルの間データライ
ンを低に駆動することをさらに備える、（５９）に記載の方法。
　（６１）前記ホストにより第１のサブフレームヘッダパケットを送信し始めることをさ
らに備える、（５９）に記載の方法。
　（６２）低であるデータラインの少なくとも５０の連続クロックサイクルが後に続く、
高であるデータラインの少なくとも１５０の連続クロックサイクルを前記クライアントに
よりカウントすることをさらに備える、（６０）に記載の方法。
　（６３）前記クライアントにより第１のサブフレームの一意のワードを検索することを
さらに備える、（６２）に記載の方法。
　（６４）クライアントが高であるデータの７０の連続クロックサイクルをカウントした
後に、前記クライアントによってデータラインを高に駆動するのを停止することをさらに
備える、（６０）に記載の方法。
　（６５）高であるデータラインの前記１５０のクロックサイクルに達するために高であ
る前記データラインの別の８０の連続クロックサイクルを、前記クライアントによりカウ
ントし、低である前記データラインの５０のクロックサイクルを探し、前記一意のワード
を探すことをさらに備える、（６４）に記載の方法。
　（６６）前記逆方向タイミングパケットの間に立ち上がりと立下り両方で前記データラ
インをサンプリングすることによって、１が前記ホストによってサンプリングされるまで
に発生するクロックサイクルの前記数をカウントすることとをさらに備える、（２６）に
記載の方法。
　（６７）デジタルデータが通信経路上、ホストデバイスとクライアントデバイスの間で
ＣＲＣ値を有するパケットの形で転送される通信システムにおいてエラーコードを転送す
る方法であって、エラーの前記存在を検出することと、前記エラーに対応する所定のエラ
ーコードを選択することと、前記コードで前記ＣＲＣ値を上書きすることとを備える、方
法。
　（６８）前記エラーが補正されるまで転送されるパケットの連続するものの中で前記Ｃ
ＲＣ値を上書きすることをさらに備える、（６７）に記載の方法。
　（６９）ユーザに対するプレゼンテーションのために、通信経路上、ホストデバイスと
クライアントデバイスの間で高速でデジタルデータを転送する方法であって、
　それぞれが少なくとも１つのＣＲＣフィールドを含む複数の所定のパケット構造の１つ
又は複数を生成し、所定の通信プロトコルを形成するためにそれらをともにリンクするこ
とと、
　前記通信プロトコルを使用して、前記通信経路上、前記ホストと前記クライアントデバ
イスの間でデジタルコントロールとプレゼンテーションデータの事前に選択されたセット
を通信することと、
　前記通信経路を通して前記クライアントデバイスに前記ホストデバイス内に常駐する少
なくとも１台のホストリンクコントローラを結合し、前記ホストリンクコントローラが前
記通信プロトコルを生成、送信及び受信するように、及び１つ又は複数のデータパケット
にデジタルプレゼンテーションデータを形成するように構成されることと、
　前記リンクコントローラを使用して前記通信経路でパケットの形でデータを転送するこ
とと、
　前記通信リンクについてエラーの前記存在を検出することと、
　前記エラーに対応する所定のエラーコードを選択し、前記コードで前記ＣＲＣ値を上書
きすることと、
　を備える、方法。
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　（７０）前記エラーが補正されるまで転送されているパケットの連続するものの前記Ｃ
ＲＣ値を上書きすることをさらに備える、（６９）に記載の方法。
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